
備考

令和7年4月
変更予定

　２３条第１項」とすること。

計

理工学部 情報科学科 98 科目 48 科目 17 科目 163 科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

該当なし

理工学部 電気電子工学科 115 科目 46 科目 19 科目 180 科目 124 単位

理工学部 機械工学科 102 科目 45 科目 19 科目 166 科目 124 単位

理工学部 数理・データサイエンス学科 103 科目 48 科目

124 単位

学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

年 人 年次
人

人

同上

同上

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

4 70 － 280

計 200 － 800

理工学部
【Faculty of Science
and Engineering】

実験・実習

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　オウテモンガクイン

設 置 者 学校法人　追手門学院

大 学 の 目 的

本大学は、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づ
き、深く専門的な知識を授け、その研究と応用の能力を養うことを目的とし、高い人格教養と優
れた健康を併せそなえ、国家の発展と社会福祉の増進に寄与する独創的で実践力に富む指導的人
材の育成を使命とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

理工学部では、組織として研究対象とする中心的な学問分野を「理工学分野」として、理工学分
野に関する教育研究を通して、「理学と工学の両方の立場から、科学技術に関する研究と教育を
実践する」ことを教育研究上の目的とする。
また、理工学部では、「幅広く深い教養及び主体的な判断力と豊かな人間性を身に付け、自然界
の基本法則や仕組みについて探求された知見を応用できる能力と態度を育成する」とともに、
「自然に存在する物質や現象の原理・法則性を解明して打ち立てられた理論や研究成果を活用し
て、社会に還元できる新たな科学技術を創造することのできる職業人」を養成する。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学士(工学)
【Bachelor

of
Engineering

】

学士(工学)
【Bachelor

of
Engineering

】

理学関係

工学関係

工学関係

工学関係

　　年
月
第　年次

令和7年4
月

第1年次

令和7年4
月

第1年次

令和7年4
月

第1年次

令和7年4
月

第1年次

1年次：大阪府茨
木市太田東芝町1
番1号
2-4年次：大阪府
茨木市西安威二丁
目1番15号

同上

情報工学科
【Department of
Information
Engineering】

学位

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

電気電子工学科
【Department of
Electrical and
Electronic
Engineering】

4 50 － 200

数理・データサイエン
ス学科
【Department of
Mathematics and Data
Science】

4 30 － 120

機械工学科
【Department of
Mechanical
Engineering】

4 50 － 200

学士(理学)
【Bachelor

of Science】

学士(工学)
【Bachelor

of
Engineering

】

フ リ ガ ナ オウテモンガクインダイガク

大 学 の 名 称 追手門学院大学

大 学 本 部 の 位 置 大阪府茨木市西安威二丁目1番15号（大阪府茨木市太田東芝町1番1号)

計 画 の 区 分 学部の設置

17 科目 168 科目 124 単位

基本計画書－ 1 －



新

設

分

0 251

( 21 ) ( 6 ) ( 6 ) ( 3 ) ( 36 ) ( 0 ) ( 217 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

計（ａ～ｄ）
6 1 1 1 9

( 6 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 9 )

計
24 6 6 3 39

9

( 9 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

小計（ａ～ｂ）
6 1 1 1 9

( 6 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 )

( 0 ) ( 0 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 )

0 63

( 6 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 9 ) ( 0 ) ( 55 )
大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6
人

( 6 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 9 )

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

6 1 1 1

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

計（ａ～ｄ）
7 1 1 0 9

( 6 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 8 )

理工学部 情報工学科
6 1 1 1 9

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 0 ) ( 0 )

( 0 )

( 6 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 56 )

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 1 1 0 9

( 6 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 8 )

0 0 0 0

1 0 9

( 6 ) ( 1 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

理工学部 電気電子工学科
7 1 1 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
7 1

9 0 64

( 1 ) ( 0 ) ( 8 )

0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 4 ) ( 3 )

理工学部 機械工学科
4 3 2 0 9 0 64

0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

小計（ａ～ｂ）
4 3 2

( 4 ) ( 3 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 9 ) ( 0 ) ( 54 )

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

4 3 2 0 9

( 4 ) ( 3 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 9 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0

0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

0 9

( 2 ) ( 0 ) ( 9 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

理工学部 数理・データサイエンス学科

人 人 人 人 人

2 2 12

( 5 ) ( 1 ) ( 2 ) ( 2 ) ( 10 )

計（ａ～ｄ）
7 1

人 人

( 5 ) ( 1 ) ( 2 ) ( 2 ) ( 10 ) ( 0 ) ( 52 )

計（ａ～ｄ）
4 3 2 0 9

( 4 ) ( 3 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 9 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 1 2 2 12

( 5 ) ( 1 ) ( 2 ) ( 2 ) ( 10 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 0 )

小計（ａ～ｂ）
7 1

2 2 12

( 5 ) ( 1 ) ( 2 ) ( 2 ) ( 10 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6
人

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6
人

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
11人

7 12221 0 60
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既

設

分

計（ａ～ｄ）
12 7 2 1 22

( 12 ) ( 7 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 22 )

4

( 2 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 4 )

( 0 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 0 ) ( 0 )

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 7 1 0 18

文学部 人文学科

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
12 7

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
10人

( 10 ) ( 7 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 18 )

2 0 1 1

2 1 22

( 12 ) ( 7 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 22 )

22 0 151

( 12 ) ( 7 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 22 ) ( 0 )

12 7 2 1

( 151 )

社会学部 社会学科
15 14 3 1 33 0 103

( 15 ) ( 14 ) ( 3 ) ( 1 ) ( 33 ) ( 0 ) ( 103 )

( 15 ) ( 11 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 27 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 3 2 1 6

( 0 ) ( 3 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 6 )

小計（ａ～ｂ）
15 14 3 1 33

( 15 ) ( 14 ) ( 3 ) ( 1 ) ( 33 )

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

15 11 1 0 27

0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

心理学部 心理学科
13 12 4 3 32 0 102

( 13 ) ( 12 ) ( 4 ) ( 3 ) ( 32 ) ( 0 ) ( 102 )

計（ａ～ｄ）
15 14 3 1 33

( 15 ) ( 14 ) ( 3 ) ( 1 ) ( 33 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

13 10 3 3 29

( 13 ) ( 10 ) ( 3 ) ( 3 ) ( 29 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 2 1 0 3

( 0 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 0 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 3 )

小計（ａ～ｂ）
13 12 4 3 32

( 13 ) ( 12 ) ( 4 ) ( 3 ) ( 32 )

国際学部 国際学科
10 5 4 0 19 0 131

( 10 ) ( 5 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 19 ) ( 0 ) ( 131 )

計（ａ～ｄ）
13 12 4 3 32

( 13 ) ( 12 ) ( 4 ) ( 3 ) ( 32 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

( 2 )

小計（ａ～ｂ）
10 5 4 0 19

( 10 ) ( 5 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 19 )

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 4 4 0 17

( 9 ) ( 4 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 17 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1 1 0 0 2

( 1 ) ( 1 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

計（ａ～ｄ）
10 5 4 0 19

( 10 ) ( 5 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 19 )

( 0 ) ( 0 )

0

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
10人

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
10人

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
15人
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既

設

分

( 16 ) ( 7 ) ( 6 ) ( 0 ) ( 29 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0

( 6 ) ( 0 ) ( 26 )

11 9 6 0 26

( 11 )

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 8 5 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1 1 0 3

( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 0 )

( 11 ) ( 9 ) ( 6 ) ( 0 ) ( 26 ) ( 0 ) ( 86 )

( 10 ) ( 8 ) ( 5 ) ( 0 ) ( 23 )

1

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 3 )

23

( 26 )

0 0 0 0 0

( 9 ) ( 6 ) ( 0 )

( 0 ) ( 0 )

地域創造学部 地域創造学科
11 9 6 0 26

1 2 0 5

( 2 ) ( 1 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 5 )

小計（ａ～ｂ）
16 7 6 0 29

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

14 6 4 0 24

( 14 ) ( 6 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 24 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

2

経済学部 経済学科
16 7 6 0 29 0 96

法学部 法律学科
12 8 0 1

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 16 ) ( 7 ) ( 6 ) ( 0 ) ( 29 ) ( 0 ) ( 96 )

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

12 8 0 1 21

( 12 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 21 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0

計（ａ～ｄ）
16 7 6 0 29

( 16 ) ( 7 ) ( 6 ) ( 0 ) ( 29 )

0 0 0

( 0 ) ( 0 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

小計（ａ～ｂ）
12 8 0 1 21

( 12 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 21 )

( 12 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 21 ) ( 0 ) ( 118 )

21 0 118

0 0 0 0

( 0 )

0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

計（ａ～ｄ）
12 8 0 1 21

( 12 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 21 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

経営学部 経営学科
20 8 6 1 35 0 84

( 20 ) ( 8 ) ( 6 ) ( 1 ) ( 35 ) ( 0 ) ( 84 )

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

18 7 3 1 29

( 18 ) ( 7 ) ( 3 ) ( 1 ) ( 29 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

2 1 3 0 6

( 2 ) ( 1 ) ( 3 ) ( 0 )

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 )

小計（ａ～ｂ）
20 8 6 1 35

( 20 ) ( 8 ) ( 6 ) ( 1 ) ( 35 )

計（ａ～ｄ）
20 8 6 1 35

( 20 ) ( 8 ) ( 6 ) ( 1 ) ( 35 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

0 86

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

計（ａ～ｄ）
11 9 6 0 26

( 11 ) ( 9 )

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
12人

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
16人

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
17人

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
12人

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 6 )
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大学全体

既

設

分

　　　　　　　　　　人 　　　　　　　　　　人 　　　　　　人

スポーツ施設等

スポーツ施設 講堂 厚生補導施設 大学全体
厚生補導施設に
は、スポーツ施
設の792㎡、講堂
の4,321㎡を含
む。

792 ㎡ 4,321 ㎡ 18,839 ㎡

0

（13,044〔4,410〕） （ 681〔12〕）　 （　465〔438〕）　 （　400〔400〕）　 ( 796 ) （　0　）
計

14,763〔4,515〕　 1,521〔59〕　 465〔438〕　 400〔400〕　 2,352

大学全体の共用
分
図書 118,383冊
　　〔36,287
冊〕
学術雑誌
　　　1,064種
　　 〔458種〕
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ
　　　6,847種
　　〔6,786種〕

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

0

（13,044〔4,410〕） （ 681〔12〕）　 （　465〔438〕）　 （　400〔400〕）　 ( 796 ) （　0　）

種 〔うち外国書〕 点 点

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 346　室 教 員 研 究 室 344 室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌 機械・器具

理工学部
14,763〔4,515〕　 1,521〔59〕　 465〔438〕　 400〔400〕　 2,352

標本

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

茨木総持寺キャ
ンパスと運動場
用地のある茨木
安威キャンパス
までは2km（ス
クールバスで約8
分）

追手門学院大手
前中学校･高等学
校とグランドを
共用
追手門学院大手
前中学校
収容定員:414人
運動場面積基
準:5,340㎡
追手門学院大手
前高等学校
収容定員:720人
運動場面積基
準:8,400㎡

校 舎 敷 地 106,726 ㎡ 14,955 ㎡ ０㎡ 121,681 ㎡

そ の 他 48,807 ㎡ 0 ㎡ ０㎡

校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

48,807 ㎡

114,192 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 114,192 ㎡

（　　109,447 ㎡） （　　　　　0 ㎡） （　　　　　0 ㎡） （　　109,447 ㎡）

(1) (8)

そ の 他 の 職 員
0 0 0

(0) (0) (0)

合 計 155,533 ㎡ 14,955 ㎡

計
92 87

(99) (85) (184)

０㎡ 170,488 ㎡

179

( 0 )

職　　　種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
83 81 164

(90)

図 書 館 職 員
2 1 3

(2) (1) (3)

(81) (171)

技 術 職 員
0 4 4

(0) (2) (2)

指 導 補 助 者
7 1 8

(7)

合　　　　計
133 76 37 10 256

0 950

( 109 ) ( 70 ) ( 31 ) ( 7 ) ( 217 ) ( 0 ) ( 950 )

0 1,201

( 130 ) ( 76 ) ( 37 ) ( 10 ) ( 253 )

計
109 70 31 7 217

0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

小計（ａ～ｂ）
0 0 0 0

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 1167 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 0 )

共通教育機構
0 0 0 0 0 0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0

0

( 0 ) ( 0 )

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 0 ) ( 0 )

計（ａ～ｄ）

79

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 79 )

0 0 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )
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令和6年度
入学定員増
(40人)

令和4年度
より学生募
集停止

令和4年度
より学生募
集停止

・共同研究費等
は大学全体の金
額。
・図書購入費に
は電子ジャーナ
ル・データベー
スの整備費（運
用コストを含
む）を含む。

附属施設の概要

名　　称：地域支援心理研究センター
所 在 地：大阪府茨木市西安威二丁目1番15号
設置年月：平成16年4月
規 模 等：土地310.74㎡、建物656.16㎡

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 追 手 門 学 院 大 学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

平成27年度

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

1.03学士(地域創造学)

文学部

地域創造学部

設 備 購 入 費 546,136千円 865,798千円 0千円 0千円 0千円

1,525千円 1,525千円 1,525千円 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、受取利息・配当金収入、雑収入等

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,525千円

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 10,456千円 21,595千円 6,672千円

第３年次 第４年次 第５年次

6,672千円 6,672千円

第６年次

教員１人当り研究費等 350千円 350千円 350千円 350千円

共同研究費等 15,000千円 15,000千円 15,000千円 15,000千円

　法律学科 4 230 － 460 0.99 令和5年度

平成7年度

大阪府茨木市太田東
芝町1番1号

　地域創造学科 4 230 － 920

1-3年次：大阪府茨
木市太田東芝町1番1
号
4年次：大阪府茨木
市西安威二丁目1番
15号

学士(法学)

法学部

経済学部

　経済学科 4 400 3年次
10

1,620 1.01 昭和41年度 1年次：大阪府茨木
市太田東芝町1番1号
2-4年次：大阪府茨
木市西安威二丁目1
番15号

学士(経済学)

　経営学科 4 443 3年次
7

1,786 1.02 同上学士(経営学)

経営学部

　国際学科 4 150 3年次
5

455 0.97 同上

国際学部

　心理学科 4

　人文学科 4 220 3年次
5

585 1.06 令和4年度 大阪府茨木市太田東
芝町1番1号

学士(文学)

　国際日本学科 4 － － － - 平成19年度 同上学士(国際教養学)

令和4年度学士(国際学)

　国際教養学科 4 － －

220 3年次
10

900 1.03 平成18年度 1年次：大阪府茨木
市太田東芝町1番1号
2-4年次：大阪府茨
木市西安威二丁目1
番15号

学士(心理学)

心理学部

　社会学科 4 350 3年次
7

1,414 0.99 平成18年度 同上学士(社会学)

社会学部

－ -

国際教養学部

平成19年度 同上学士(国際教養学)
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の

教
員

1前･後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2･3前 1 ○ 1

2･3後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

小計(16 科目) － － 6 12 0 0 0 0 0 0 5

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1休 1 ○ 1 集中

1休 1 ○ 1 集中

小計(4 科目) － － 0 4 0 0 0 0 0 0 1

1後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

知の探究

L&Sゼミ

哲学

芸術学

ことばと文化

日本史

アジア･オセアニア史

西洋史

日本文学

中国文学

Online English Seminar3

Online English Seminar4

Academic English1

－

未来課題

西洋文学

言語学

－

－

ネイチャーアクティビティ1

中国語1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部数理・データサイエンス学科）

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

数的処理入門
初
年
次
科
目

外
国
言
語
科
目

体
育
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

Advanced English2

ネイチャーアクティビティ2

－

Academic English2

Online English Seminar1

Online English Seminar2

総合英語2

Advanced English1

スポーツ実習1

スポーツ実習2

日本語表現

コンピュータ入門1

コンピュータ入門2

総合英語1

中国語2

ドイツ語1

ドイツ語2

フランス語1

フランス語2

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ

ン
ス
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

人
文
学
系
科
目

共
通
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の

教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

2･3後 10 ○ 1

3･4前 10 ○ 1

小計(14 科目) － － 0 44 0 0 0 0 0 0 9

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(13 科目) － － 0 26 0 0 0 0 0 0 11

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(9 科目) － － 0 17 0 0 0 0 0 0 5

1･2･3･4通 2 ○ 1

2･3前 2 ○ 1

2･3後 2 ○ 1

2･3･4通 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

1前･後 2 ○ 1

1･2･3後 4 ○ 1

2･3･4前 4 ○ 1

－

－

リーダーシップ実地基礎演習

リーダーシップゼミナール1

リーダーシップゼミナール2

リーダーシップ実地発展演習

キャリア言語

ファシリテーション入門

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

情報の科学

キャリア形成プロジェクト

キャリア数学

リーダーシップ入門

自己との対話

追手門アイデンティティ

キャリアデザイン

ボランティア論

自
然
科
学
系

科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
系
科
目

社
会
科
学
系
科
目

ものの科学

生命の科学

経営学

社会･経済思想

社会学

社会福祉学

人文地理学

民俗学

－

認知の科学

スポーツ学

社会の心理

政治学

国際関係論

経済学

国際異文化理解1

国際異文化理解2

法学

日本国憲法

教育学

－

キャリア実践英語1

キャリア実践英語2

プロジェクト実践Ⅰ

プロジェクト実践Ⅱ

プロジェクト実践Ⅲ

インターンシップ実習Ⅲ

インターンシップ実習Ⅳ

スポーツケア演習

交換留学Ⅰ

交換留学Ⅱ

プロジェクト実践Ⅳ

インターンシップ実習Ⅰ

インターンシップ実習Ⅱ

人
文
学
系
科
目

共
通
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の

教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

1･2･3休 4 ○ 1 集中

1･2･3休 2 ○ 1 集中

3休 4 ○ 1 集中

2･3休 4 ○ 1 集中

2･3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 0 46 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 ○ 2 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 11
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

※ 講義

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 1 1 2 2

1後 2 ○ 2 2 2

1前 1 ○ 1 1 2 2

1後 1 ○ 2 2 2

1前 2 ○ 1 1 2 2

1後 2 ○ 2 2 2

1前 1 ○ 1 1 2 2

1後 1 ○ 2 2 2

1前 2 ○ 1 2 ※講義

1後 2 ○ 3 ※講義

2前 2 ○ 3 ※講義

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 7

3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 28 12 0 5 1 2 2 0 28

1後 ○ 2 ○ 5 1 2 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 ○ 2 ○ 1

1後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 ※講義

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

小計(8 科目) － － 16 0 0 6 1 2 2 0 0

2後 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

専
門
基
幹
科
目

学
科
科
目

科学技術史

科学技術英語

知的財産論

技術者倫理

文献講読

数理・データサイエンス概論

確率・統計

オペレーションズ・リサーチ

R言語プログラミング

機械学習Ⅰ

統計的推測Ⅱ

機械学習Ⅱ

－

集合と位相

テキストマイニング

数値解析

統計的品質管理

多変量解析

理工学プロジェクト

－

－

海外セミナー

短期海外セミナー

基
盤
共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

海外インターンシップ

国際現地研修

線形代数学Ⅱ

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

グローバルキャリア論

微分積分学Ⅱ

微分積分学演習Ⅰ

微分積分学演習Ⅱ

理工学概論

データサイエンス基礎

基礎物理学

統計的推測Ⅰ

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ

プログラミングⅢ

回帰と分類

線形代数学演習Ⅱ

線形代数学Ⅰ

数理最適化

共
通
教
育
科
目

基礎物理学実験

入門統計学

微分積分学Ⅰ

線形代数学演習Ⅰ

微分方程式

代数系基礎

複素関数論

フーリエ解析

数理モデリング
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の

教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

3前 ○ 2 ○ 1 ※講義

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 2

小計(18 科目) － － 2 34 0 7 0 2 1 0 0

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※講義

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

小計(7 科目) － － 0 14 0 4 2 1 0 0 0

2前 2 ○ 1 ※講義

2後 2 ○ 1 ※講義

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※演習

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※演習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1 ※演習

小計(22 科目) － － 0 44 0 0 0 0 1 0 10

3後 ○ 2 ○ 7 1

4前 ○ 4 ○ 7 1

4後 ○ 4 ○ 7 1

小計(3 科目) － － 10 0 0 7 1 0 0 0 0

－ － 62 271 0 7 1 2 2 0 60

専
門
基
幹
科
目

学
科
科
目

－

ベイズ統計学

機械学習プログラミング

深層学習

深層学習プログラミング

ヒューマンインタフェース

経済統計学

因果推論

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

信号処理

電子回路Ⅰ

制御工学Ⅰ

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅲ

研
究
科
目

専
門
展
開
科
目

専
門
発
展
科
目

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ

情報理論

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２期

時系列解析

電磁気学Ⅱ

ロボットの機構と運動

金融数理

関数解析

モデル選択

画像・音声・情報処理

物性基礎論

制御工学Ⅱ

－

－

－

卒業研究Ⅱ

自然言語処理

ルベーグ積分と確率論

数理・データサイエンス演習

情報幾何

－

学位又は称号

データ構造とアルゴリズム

論理回路

人工知能

計算機アーキテクチャ

オペレーティングシステム

コンピュータインタラクション

情報セキュリティ

デジタルメディア処理

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目群の選択科
目から8単位以上）、学科科目から84単位以上（うち必修科目56単位、基盤共通科目の選択科目か
ら4単位以上、専門基幹科目の選択科目から12単位以上、専門発展科目の選択科目から6単位以
上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、総計124単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

合計（168科目）

学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

電磁気学Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前･後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2･3前 1 ○ 1

2･3後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

小計(16 科目) － － 6 12 0 0 0 0 0 0 5

1後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

2･3後 10 ○ 1

3･4前 10 ○ 1

小計(14 科目) － － 0 44 0 0 0 0 0 0 9

1前･後 2 ○ 1

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ

エ
ン
ス
系
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

初
年
次
科
目

人
文
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

共
通
教
育
科
目

国際異文化理解1

国際異文化理解2

－

法学

－

哲学

芸術学

日本文学

中国文学

西洋文学

言語学

ことばと文化

日本史

知の探究

未来課題

L&Sゼミ

アジア･オセアニア史

西洋史

人文地理学

民俗学

中国語2

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部数理・データサイエンス学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

数的処理入門

日本語表現

コンピュータ入門1

コンピュータ入門2

－

Online English Seminar4

ドイツ語1

ドイツ語2

フランス語1

フランス語2

中国語1

外
国
言
語
科
目

総合英語1

総合英語2

Advanced English1

Advanced English2

Academic English1

Academic English2

Online English Seminar1

Online English Seminar2

Online English Seminar3

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(13 科目) － － 0 26 0 0 0 0 0 0 11

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(9 科目) － － 0 17 0 0 0 0 0 0 5

1･2･3･4通 2 ○ 1

2･3前 2 ○ 1

2･3後 2 ○ 1

2･3･4通 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

主
体
的
学
び
科
目
群

自
然
科
学
系

科
目

社
会
科
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

共
通
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
系
科
目

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

キャリア実践英語1

キャリア実践英語2

プロジェクト実践Ⅰ

プロジェクト実践Ⅱ

プロジェクト実践Ⅲ

プロジェクト実践Ⅳ

リーダーシップ入門

ファシリテーション入門

－

リーダーシップ実地基礎演習

リーダーシップゼミナール1

リーダーシップゼミナール2

リーダーシップ実地発展演習

自己との対話

追手門アイデンティティ

キャリアデザイン

ボランティア論

キャリア形成プロジェクト

キャリア言語

キャリア数学

認知の科学

－

ものの科学

生命の科学

情報の科学

－

社会･経済思想

社会学

社会福祉学

教育学

スポーツ学

社会の心理

日本国憲法

政治学

国際関係論

経済学

経営学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

1前･後 2 ○ 1

1･2･3後 4 ○ 1

2･3･4前 4 ○ 1

1･2･3休 4 ○ 1 集中

1･2･3休 2 ○ 1 集中

3休 4 ○ 1 集中

2･3休 4 ○ 1 集中

2･3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 0 46 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 ○ 2 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 11
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

※ 講義

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 1 1 2 2

1後 2 ○ 2 2 2

1前 1 ○ 1 1 2 2

1後 1 ○ 2 2 2

1前 2 ○ 1 1 2 2

1後 2 ○ 2 2 2

1前 1 ○ 1 1 2 2

1後 1 ○ 2 2 2

1前 2 ○ 1 2 ※講義

1後 2 ○ 3 ※講義

小計(15 科目) － － 24 2 0 5 1 2 2 0 22

1後 ○ 2 ○ 5 1 2 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 ○ 2 ○ 1

1後 ○ 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 6 0 0 5 1 2 2 0 0

－ － 36 165 0 5 1 2 2 0 53

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

共
通
教
育
科
目

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目群の選択科目か
ら8単位以上）、学科科目から84単位以上（うち必修科目56単位、基盤共通科目の選択科目から4単位
以上、専門基幹科目の選択科目から12単位以上、専門発展科目の選択科目から6単位以上、専門展開科
目の選択科目から6単位以上）を修得し、総計124単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

合計（102科目） －

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

－

専
門
基
礎

科
目

数理・データサイエンス概論

確率・統計

オペレーションズ・リサーチ

－

線形代数学演習Ⅱ

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ

微分積分学Ⅱ

微分積分学演習Ⅰ

微分積分学演習Ⅱ

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

線形代数学演習Ⅰ

－

理工学概論

データサイエンス基礎

基礎物理学

基礎物理学実験

入門統計学

微分積分学Ⅰ

海外インターンシップ

国際現地研修

グローバルキャリア論

交換留学Ⅱ

海外セミナー

短期海外セミナー

インターンシップ実習Ⅰ

インターンシップ実習Ⅱ

インターンシップ実習Ⅲ

インターンシップ実習Ⅳ

スポーツケア演習

交換留学Ⅰ

基
盤
共
通
科
目

学
科
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の

教
員

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1休 1 ○ 1 集中

1休 1 ○ 1 集中

小計(4 科目) － － 0 4 0 0 0 0 0 0 1

2前 2 ○ 3 ※講義

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 7

3前 2 ○ 1

小計(7 科目) － － 4 10 0 0 0 0 0 0 15

2後 ○ 2 ○ 1 ※講義

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

小計(5 科目) － － 10 0 0 2 1 1 1 0 0

2後 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1 ※講義

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 2

小計(18 科目) － － 2 34 0 6 0 2 1 0 0

学
科
科
目

－

専
門
基
幹
科
目

複素関数論

集合と位相

数理最適化

統計的品質管理

多変量解析

機械学習Ⅱ

機械学習プログラミング

深層学習

経済統計学

テキストマイニング

数値解析

機械学習Ⅰ

フーリエ解析

－

数理モデリング

回帰と分類

ベイズ統計学

ルベーグ積分と確率論

数理・データサイエンス演習

科学技術英語

知的財産論

技術者倫理

文献講読

理工学プロジェクト

専
門
基
礎
科
目

R言語プログラミング

統計的推測Ⅰ

統計的推測Ⅱ

微分方程式

代数系基礎

基
盤
共
通
科
目

プログラミングⅢ

科学技術史

－

体
育
科
目

スポーツ実習1

スポーツ実習2

ネイチャーアクティビティ1

ネイチャーアクティビティ2

－

共
通
教
育
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部数理・データサイエンス学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

基本計画書－ 14 －



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の

教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※講義

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

小計(7 科目) － － 0 14 0 4 1 1 0 0 0

2前 2 ○ 1 ※講義

2後 2 ○ 1 ※講義

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※演習

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※演習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1 ※演習

小計(22 科目) － － 0 44 0 0 0 0 1 0 10

3後 ○ 2 ○ 7 1

4前 ○ 4 ○ 7 1

4後 ○ 4 ○ 7 1

小計(3 科目) － － 10 0 0 7 1 0 0 0 0

－ － 26 106 0 7 1 2 1 0 21

学
科
科
目

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目群の選択科
目から8単位以上）、学科科目から84単位以上（うち必修科目56単位、基盤共通科目の選択科目か
ら4単位以上、専門基幹科目の選択科目から12単位以上、専門発展科目の選択科目から6単位以上、
専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、総計124単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

－

合計（66科目） －

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

電磁気学Ⅱ

ロボットの機構と運動

制御工学Ⅰ

制御工学Ⅱ

－

研
究
科
目

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ

専
門
展
開
科
目

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ

情報理論

データ構造とアルゴリズム

論理回路

人工知能

自然言語処理

ヒューマンインタフェース

画像・音声・情報処理

物性基礎論

電子回路Ⅰ

電磁気学Ⅰ

計算機アーキテクチャ

オペレーティングシステム

コンピュータインタラクション

情報セキュリティ

デジタルメディア処理

信号処理

専
門
発
展
科
目

情報幾何

深層学習プログラミング

金融数理

関数解析

時系列解析

モデル選択

因果推論

－
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0 0 0 0 0 0 0 － 

○

○ 

－ 

人
文
学
系
科
目 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9 

0 0 0 0 0 0 6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

10

10

44 

0 － － 

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

2･3後

3･4前

－ 

小計(3 科目) － 

1 ○ 2 2前･後 

1 ○ 2 2前･後 未来課題 

1 ○ 2 1後 

0 0 0 0 0 0 0 － 小計(4 科目) － 

集中

集中 

○

○

○

○ 

0 0 0 0 0 0 12

1

1

1

1

4 

6 － 

共
通
教
育
科
目 

科 Online English Seminar4

目 ドイツ語1 

1

1

1

1

1

1

1

1 

Online English Seminar3 
言
語 

1

1 

外 Online English Seminar1

国 Online English Seminar2 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 

－ 

1

1

1

1 

○

○ 

0 0 0 0 0 0 0

2

2 

－ － 

○

○ 

○ 
初
年
次
科
目 

○ 2

2

1 

1 

6 

1前･後

1前 

1前 

1後 

－ 

1前 

1後 

2前 

2後 

2･3前

2･3後

1前 

1後 

2前 

2後 

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

－ 

1前 

1後 

1休 

1休 

－ 

助
　
手 

助
　
教 

講
　
師 

准
教
授 

教
　
授 

演
　
習 

講
　
義 

自
　
由 

選
　
択 

必
　
修 

実
験
・
実
習 

基 

幹 （ 

教 助

員 手

以 を

外 除

の く 

教 ） 

員 

1 

1 

1 

1 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

5 

1 

1 

1 

1 

1 

別記様式第２号（その２の１） 

哲学 

芸術学 

日本文学 

中国文学 

西洋文学 

言語学 

ことばと文化 

日本史 

アジア･オセアニア史

西洋史 

人文地理学 

民俗学 

国際異文化理解1 

国際異文化理解2 

小計(14 科目) 

エ 

リ
ベ
ラ
ル
ア 
ー 

ツ 
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群 

ー 

ツ 
・ 
サ L&Sゼミ 

イ 

目 ア 

ン リ 
ス ベ 知の探究 
系 ラ 
科 ル 

目 ネイチャーアクティビティ2 

ネイチャーアクティビティ1 
育
科 

ドイツ語2 

フランス語1 

フランス語2 

中国語1 

中国語2 

小計(16 科目) 

スポーツ実習1 

体 スポーツ実習2 

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群 

ｰ
 

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ 

数的処理入門 

日本語表現 

コンピュータ入門1 

コンピュータ入門2 

小計(4 科目) 

総合英語1 

総合英語2 

Advanced English1

Advanced English2

Academic English1

Academic English2 

備考 配当年次 授業科目の名称 
主要授
業科目 

科目
区分 

基幹教員等の配置 授業形態 単位数 

（理工学部機械工学科） 

概 の 等 程 課 育 教 

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型） 

要 
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備考 授業科目の名称 助
　
手 

助
　
教 

講
　
師 

准
教
授 

教
　
授 

演
　
習 

講
　
義 

自
　
由 

選
　
択 

配当年次 
主要授 必
業科目 　 

修 

科目
区分 

実
験
・
実
習 

基幹教員等の配置 授業形態 単位数 

0 0 0 0 0 0 0 － 

○

－ 

○

○ 

集中

集中

集中

集中 

○

○

○

○

○ 

目 キ プロジェクト実践Ⅲ 
群 ャ プロジェクト実践Ⅳ 

リ 
ア インターンシップ実習Ⅰ 

展 インターンシップ実習Ⅱ 
開 インターンシップ実習Ⅲ 
系 
科 インターンシップ実習Ⅳ 

目 スポーツケア演習 

交換留学Ⅰ 

交換留学Ⅱ 

海外セミナー 

短期海外セミナー 

海外インターンシップ 

国際現地研修 

グローバルキャリア論 

小計(22 科目) 

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中 

○

○

○

○

○

○

○

○ 

○

○ 

主
体
的
学
び
科 

○ リーダーシップ実地発展演習

キャリア実践英語1 

キャリア実践英語2 

プロジェクト実践Ⅰ 

プロジェクト実践Ⅱ 

○

○ 

○ 

0 0 0 0 0 0 0 － 

ファシリテーション入門 

小計(9 科目) 

リーダーシップ実地基礎演習 

リーダーシップゼミナール1

リーダーシップゼミナール2 

○

○ 

－ 

キ 
ャ キャリアデザイン 

リ ボランティア論 
ア キャリア形成プロジェクト 
形 
成 キャリア言語 

系 キャリア数学 
科 リーダーシップ入門 
目 

○

○

○

○

○

○ 

共
通
教
育
科
目 

0 0 0 0 0 0 0 － －

○ 

目 然 生命の科学 
科 
学 情報の科学 

系 小計(3 科目) 

自己との対話 

追手門アイデンティティ 

○

○

○ 

群 科 自 ものの科学 
目 11

1 

1

1 

3 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

6 

0 0 0 0 0 0 26

2 

2

2 

6 

1

2

2

2

2

2

2

2

2

17

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

4

4

4

2

4

4

2

46 

0 － － 

1前･後 

1前･後

1前･後 

－ 

1前 

1前 

2前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

－ 

1･2･3･4通 

2･3前 

2･3後 

2･3･4通

1前 

1後 

1･2･3通

1･2･3通

1･2･3通

1･2･3通

3･4通 

3･4通 

3･4通 

3･4通 

1前･後

1･2･3後

2･3･4前

1･2･3休

1･2･3休

3休 

2･3休 

2･3前 

－ 

小計(13 科目) － 

スポーツ学

社会の心理 

認知の科学 

イ
エ
ン
ス
科 

ラ 社 経済学 

ル 会 経営学 
ア 科 社会･経済思想 
ー 学 

ツ 系 社会学 

・ 科 社会福祉学 
サ 目 教育学 

国際関係論 リ
ベ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 

○ 

○ 

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 

2 

2 

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後

1前･後 

1前･後 

1前･後 

法学 

日本国憲法

政治学 

基 

幹 （ 

教 助

員 手

以 を

外 除

の く 

教 ） 

員 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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実
験
・
実
習

（

助

手

を

除

く
）

基

幹

教

員

以

外

の

教

員

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考 授業科目の名称 助
　
手 

助
　
教 

講
　
師 

准
教
授 

教
　
授 

演
　
習 

講
　
義 

自
　
由 

選
　
択 

配当年次 
主要授 必
業科目 　 

修 

科目
区分 

7

2

小計(22 科目) － － 28 12

1後 ○ 2

1後 ○ 2

2前 ○ 2

2前 ○ 2

2前 ○ 2

2前 ○ 2

機械工学演習 2前 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 ○ 2 ○ 1 ※ 演習

2後 ○ 2 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

3前 ○ 2 ○ 1 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

小計(10 科目) － － 19 0 0 4 3 2 0 0 0

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3後 ○ 2 ○ 1 ※ 演習

3前 ○ 2 ○ 1 1 ※ 講義

3後 ○ 2 ○ 1 1 ※ 講義

機械工学プロジェクト 3前 ○ 2 ○ 3 1

小計(17 科目) － － 4 30 0 4 3 2 0 0 1

機構学

熱力学Ⅱ

流体力学Ⅱ

材料力学Ⅱ

制御工学Ⅰ

機械工学概論

物性基礎論

機械材料

機械加工

伝熱工学

機械力学Ⅱ

－

機械工学実験Ⅱ

生産工学

材料強度学

計測とデータ処理

ロボットの機構と運動

制御工学Ⅱ

－

力学

機械力学Ⅰ

熱力学Ⅰ

機械設計・製図Ⅰ

機械設計・製図Ⅱ

機械工学実験Ⅰ

専
門
基
幹
科
目

専
門
基
礎
科
目

流体力学Ⅰ

材料力学Ⅰ

○ 

1

2 

1

1 

1 

ｵﾑﾆﾊﾞｽ ○

○

○

○

○

○ 

30 0 0 2

2 

3

3 

3

4

2 

0 － 

○ 2 

1 2 学
科
科
目 

2 

1

1

1

1

6

1 

○

○

○

○

○ 

2

2

2

2

2 

※ 講義

※ 講義

※ 講義 

3

3

3 

○

○

○

○

○ 

○

○ 

基
盤
共
通
科
目 

○

○ 

○

○

○ 

2

2

2

1

1

2

2

1

1

2 

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

2前

2後

2後

2前

3前

3前

3前 

入門統計学 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

微分積分学演習Ⅰ 

微分積分学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

線形代数学演習Ⅰ 

線形代数学演習Ⅱ 

プログラミングⅠ 

プログラミングⅡ 

プログラミングⅢ 

科学技術史 

科学技術英語 

知的財産論 

技術者倫理 

文献講読 

理工学プロジェクト 

2 3 1 ○ 2 1後 基礎物理学実験 5 
ｵﾑﾆﾊﾞ

※ 講義
ｽ・一部共同

2 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

1 

ｵﾑﾆﾊﾞｽ 2 ○

○

○ 

2

2

2 

1前

1前

1前 

理工学概論 

データサイエンス基礎

基礎物理学 

基本計画書－ 18 －



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助

手

を

除

く
）

基

幹

教

員

以

外

の

教

員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

3後 2 ○ 2 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※ 演習

3後 2 ○ 1 ※ 演習

小計(6 科目) － － 0 12 0 4 3 2 0 0 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※ 演習

2後 2 ○ 1 ※ 演習

2後 2 ○ 1 ※ 演習

3前 2 ○ 1 ※ 演習

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※ 演習

小計(20 科目) － － 0 40 0 0 0 0 0 0 13

3後 ○ 2 ○ 4 3

4前 ○ 4 ○ 4 3

4後 ○ 4 ○ 4 3

小計(3 科目) － － 10 0 0 4 3 0 0 0 0

－ － 67 261 0 4 3 2 0 0 64

－

自然言語処理

流体工学

－

ヒューマンインタフェース

画像・音声・情報処理

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅲ

デジタルメディア処理

電気回路Ⅱ

－

電磁気学Ⅰ

デジタル回路

マイクロ･ナノ工学

電気電子計測

学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

微分方程式

機械学習Ⅰ

情報理論

人工知能

情報セキュリティ

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目
群の選択科目から8単位以上）、学科科目から87単位以上（うち必修科目61単位、基盤
共通科目の選択科目から4単位以上、専門基幹科目の選択科目のうち「機械力学Ⅱ」
「熱力学Ⅱ」「流体力学Ⅱ」「材料力学Ⅱ」から4単位以上、計12単位以上、専門発展
科目の選択科目から4単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、総
計124単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

　合計（166科目） －

学位又は称号

次世代自動車技術

宇宙航空工学

次世代エネルギー工学

オペレーションズ・リサーチ

研
究
科
目

専
門
展
開
科
目

専
門
発
展
科
目

電気機器学

学
科
科
目

放電・プラズマ工学

モータ制御工学

ロボティクス応用

エネルギー変換工学

電気回路Ⅰ

電磁気学Ⅱ

卒業研究Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助

手

を

除

く
）

基

幹

教

員

以

外

の

教

員

1前･後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2･3前 1 ○ 1

2･3後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

小計(16 科目) － － 6 12 0 0 0 0 0 0 5

1後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

2･3後 10 ○ 1

3･4前 10 ○ 1

小計(14 科目) － － 0 44 0 0 0 0 0 0 9

中国語1

外
国
言
語
科
目

知の探究

未来課題

L&Sゼミ

アジア･オセアニア史

西洋史

人文地理学

民俗学

日本史

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機械工学科）

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

中国語2

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

初
年
次
科
目

数的処理入門

Advanced English2

Academic English1

日本語表現

コンピュータ入門1

コンピュータ入門2

－

Online English Seminar4

ドイツ語1

ドイツ語2

フランス語1

フランス語2

総合英語1

総合英語2

Advanced English1

Academic English2

Online English Seminar1

Online English Seminar2

Online English Seminar3

－

哲学

芸術学

日本文学

中国文学

西洋文学

言語学

ことばと文化

国際異文化理解1

国際異文化理解2

－

共
通
教
育
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ

ン
ス
系
科
目

人
文
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助

手

を

除

く
）

基

幹

教

員

以

外

の

教

員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(13 科目) － － 0 26 0 0 0 0 0 0 11

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(9 科目) － － 0 17 0 0 0 0 0 0 5

1･2･3･4通 2 ○ 1

2･3前 2 ○ 1

2･3後 2 ○ 1

2･3･4通 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

1前･後 2 ○ 1

1･2･3後 4 ○ 1

2･3･4前 4 ○ 1

1･2･3休 4 ○ 1 集中

1･2･3休 2 ○ 1 集中

3休 4 ○ 1 集中

2･3休 4 ○ 1 集中

2･3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 0 46 0 0 0 0 0 0 6

法学

日本国憲法

政治学

国際関係論

経済学

経営学

認知の科学

－

ものの科学

生命の科学

情報の科学

－

社会･経済思想

社会学

社会福祉学

教育学

スポーツ学

社会の心理

－

リーダーシップ実地基礎演習

リーダーシップゼミナール1

リーダーシップゼミナール2

リーダーシップ実地発展演習

自己との対話

追手門アイデンティティ

キャリアデザイン

ボランティア論

キャリア形成プロジェクト

キャリア言語

キャリア数学

キャリア実践英語1

キャリア実践英語2

プロジェクト実践Ⅰ

プロジェクト実践Ⅱ

プロジェクト実践Ⅲ

プロジェクト実践Ⅳ

リーダーシップ入門

ファシリテーション入門

交換留学Ⅱ

海外セミナー

短期海外セミナー

インターンシップ実習Ⅰ

インターンシップ実習Ⅱ

インターンシップ実習Ⅲ

インターンシップ実習Ⅳ

スポーツケア演習

交換留学Ⅰ

海外インターンシップ

国際現地研修

グローバルキャリア論

－

共
通
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
系
科
目

自
然
科
学
系

科
目

社
会
科
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助

手

を

除

く
）

基

幹

教

員

以

外

の

教

員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

1前 2 ○ 2 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 3 2 5
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

※ 講義

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 5

1後 2 ○ 5

1前 1 ○ 5

1後 1 ○ 5

1前 2 ○ 5

1後 2 ○ 5

1前 1 ○ 5

1後 1 ○ 5

1前 2 ○ 3 ※講義

1後 2 ○ 3 ※講義

小計(15 科目) － － 24 2 0 3 3 2 0 0 24

1後 ○ 2 ○ 4 3 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 ○ 2 ○ 2

小計(2 科目) － － 4 0 0 4 3 2 0 0 0

1後 2 ○ 1

小計(1 科目) － － 0 2 0 0 0 0 0 0 1

－ － 34 167 0 4 3 2 0 0 54

理工学概論

データサイエンス基礎

基礎物理学

基礎物理学実験

入門統計学

微分積分学Ⅰ

線形代数学演習Ⅱ

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ

微分積分学Ⅱ

微分積分学演習Ⅰ

微分積分学演習Ⅱ

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

線形代数学演習Ⅰ

－

機械工学概論

力学

　合計（102科目） －

学
科
科
目

－

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

－

専
門
展
開

科
目

オペレーションズ・リサーチ

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目群
の選択科目から8単位以上）、学科科目から87単位以上（うち必修科目61単位、基盤共通
科目の選択科目から4単位以上、専門基幹科目の選択科目のうち「機械力学Ⅱ」「熱力学
Ⅱ」「流体力学Ⅱ」「材料力学Ⅱ」から4単位以上、計12単位以上、専門発展科目の選択
科目から4単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、総計124単位を
取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

専
門
基

礎
科
目

基
盤
共
通
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1休 1 ○ 1 集中

1休 1 ○ 1 集中

小計(4 科目) － － 0 4 0 0 0 0 0 0 1

2前 2 ○ 3

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 6

3前 2 ○ 1

小計(7 科目) － － 4 10 0 0 1 0 0 0 14

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

機械工学演習 2前 1 ○ 2 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 ○ 2 ○ 1 ※ 演習

2後 ○ 2 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

3前 ○ 2 ○ 1 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

小計(8 科目) － － 15 0 0 4 3 1 0 0 0

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3後 ○ 2 ○ 1 ※ 演習

3前 ○ 2 ○ 1 1 ※ 講義

3後 ○ 2 ○ 1 1 ※ 講義

機械工学プロジェクト 3前 ○ 2 ○ 3 1

小計(17 科目) － － 4 30 0 4 3 1 0 0 1

機構学

機械力学Ⅱ

熱力学Ⅱ

流体力学Ⅱ

材料力学Ⅱ

理工学プロジェクト

－

科目
区分

学
科
科
目

体
育
科
目

スポーツ実習1

スポーツ実習2

ネイチャーアクティビティ1

ネイチャーアクティビティ2

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機械工学科）

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

共
通
教
育
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

材料力学Ⅰ

制御工学Ⅰ

機械工学実験Ⅰ

文献講読

－

専
門
基
礎
科
目

機械力学Ⅰ

熱力学Ⅰ

流体力学Ⅰ

基
盤
共
通
科
目

機械工学実験Ⅱ

－

プログラミングⅢ

科学技術史

科学技術英語

知的財産論

技術者倫理

－

専
門
基
幹
科
目

物性基礎論

機械材料

機械加工

伝熱工学

生産工学

材料強度学

計測とデータ処理

ロボットの機構と運動

制御工学Ⅱ

機械設計・製図Ⅰ

機械設計・製図Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

3後 2 ○ 2 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※ 演習

3後 2 ○ 1 ※ 演習

小計(6 科目) － － 0 12 0 4 2 2 0 0 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※ 演習

2後 2 ○ 1 ※ 演習

2後 2 ○ 1 ※ 演習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※ 演習

小計(19 科目) － － 0 38 0 0 0 0 0 0 12

3後 ○ 2 ○ 4 3

4前 ○ 4 ○ 4 3

4後 ○ 4 ○ 4 3

小計(3 科目) － － 10 0 0 4 3 0 0 0 0

－ － 33 94 0 4 3 2 0 0 25

学
科
科
目

専
門
発
展
科
目

次世代自動車技術

宇宙航空工学

マイクロ･ナノ工学

流体工学

ロボティクス応用

エネルギー変換工学

－

情報セキュリティ

デジタルメディア処理

自然言語処理

電気機器学

放電・プラズマ工学

モータ制御工学

次世代エネルギー工学

微分方程式

　合計（64科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

ヒューマンインタフェース

画像・音声・情報処理

－

研
究
科
目

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ

－

専
門
展
開
科
目

電気回路Ⅰ

電磁気学Ⅰ

デジタル回路

電気回路Ⅱ

電磁気学Ⅱ

電気電子計測

機械学習Ⅰ

情報理論

人工知能

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目群の
選択科目から8単位以上）、学科科目から87単位以上（うち必修科目61単位、基盤共通科目
の選択科目から4単位以上、専門基幹科目の選択科目のうち「機械力学Ⅱ」「熱力学Ⅱ」
「流体力学Ⅱ」「材料力学Ⅱ」から4単位以上、計12単位以上、専門発展科目の選択科目か
ら4単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、総計124単位を取得する
こと。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前･後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2･3前 1 ○ 1

2･3後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

小計(16 科目) － － 6 12 0 0 0 0 0 0 5

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1休 1 ○ 1 集中

1休 1 ○ 1 集中

小計(4 科目) － － 0 4 0 0 0 0 0 0 1

1後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

知の探究

L&Sゼミ

哲学

芸術学

未来課題

西洋文学

言語学

ことばと文化

日本史

アジア･オセアニア史

西洋史

数的処理入門
初
年
次
科
目

外
国
言
語
科
目

体
育
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

コンピュータ入門1

コンピュータ入門2

総合英語1

総合英語2

Advanced English1

スポーツ実習1

スポーツ実習2

ネイチャーアクティビティ1

ネイチャーアクティビティ2

日本語表現

中国語2

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部電気電子工学科）

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

－

Online English Seminar3

Online English Seminar4

Academic English1

－

Advanced English2

Academic English2

Online English Seminar1

Online English Seminar2

－

－

ドイツ語1

ドイツ語2

フランス語1

フランス語2

中国語1

日本文学

中国文学
人
文
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

共
通
教
育
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ

ン
ス
系
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

2･3後 10 ○ 1

3･4前 10 ○ 1

小計(14 科目) － － 0 44 0 0 0 0 0 0 9

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(13 科目) － － 0 26 0 0 0 0 0 0 11

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(9 科目) － － 0 17 0 0 0 0 0 0 5

1･2･3･4通 2 ○ 1

2･3前 2 ○ 1

2･3後 2 ○ 1

2･3･4通 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

1前･後 2 ○ 1

1･2･3後 4 ○ 1

2･3･4前 4 ○ 1

ボランティア論

スポーツ学

社会の心理

認知の科学

経済学

キャリア数学

リーダーシップ入門

自己との対話

追手門アイデンティティ

法学

日本国憲法

政治学

国際関係論

情報の科学

教育学

キャリア実践英語1

キャリア実践英語2

プロジェクト実践Ⅰ

プロジェクト実践Ⅱ

プロジェクト実践Ⅲ

インターンシップ実習Ⅲ

インターンシップ実習Ⅳ

スポーツケア演習

交換留学Ⅰ

交換留学Ⅱ

プロジェクト実践Ⅳ

インターンシップ実習Ⅰ

インターンシップ実習Ⅱ

－

－

－

－

キャリア形成プロジェクト

ものの科学

生命の科学

経営学

社会･経済思想

社会学

社会福祉学

人文地理学

民俗学

国際異文化理解1

国際異文化理解2

リーダーシップ実地基礎演習

リーダーシップゼミナール1

リーダーシップゼミナール2

リーダーシップ実地発展演習

キャリア言語

ファシリテーション入門

キャリアデザイン

人
文
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

共
通
教
育
科
目

自
然
科
学
系

科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
系
科
目

社
会
科
学
系
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

1･2･3休 4 ○ 1 集中

1･2･3休 2 ○ 1 集中

3休 4 ○ 1 集中

2･3休 4 ○ 1 集中

2･3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 0 46 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 ○ 2 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 3 1 1 6
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

※ 講義

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 6

1後 2 ○ 6

1前 1 ○ 6

1後 1 ○ 6

1前 2 ○ 6

1後 2 ○ 6

1前 1 ○ 6

1後 1 ○ 6

1前 2 ○ 3 ※講義

1後 2 ○ 3 ※講義

2前 2 ○ 3 ※講義

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 1 4

3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 28 12 0 5 1 1 0 0 31

1後 ○ 2 ○ 6 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 ○ 2 ○ 2

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

電気電子工学演習 2前 ○ 1 ○ 2

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

3前 ○ 2 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

小計(10 科目) － － 19 0 0 7 1 1 0 0 2

2前 ○ 2 ○ 1 1 ※講義

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

2後 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1 ※講義

3後 ○ 2 ○ 1 ※講義

電気回路Ⅰ

理工学プロジェクト

科学技術英語

知的財産論

力学

物性基礎論

海外インターンシップ

国際現地研修

グローバルキャリア論

微分積分学Ⅱ

理工学概論

データサイエンス基礎

基礎物理学

基礎物理学実験

技術者倫理

文献講読

電気電子工学概論

入門統計学

短期海外セミナー

微分積分学Ⅰ

プログラミングⅢ

海外セミナー

－

－

基
盤
共
通
科
目

－

専
門
基
礎
科
目

電気回路Ⅱ

電子回路Ⅱ

プログラミングⅡ

微分積分学演習Ⅰ

微分積分学演習Ⅱ

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

線形代数学演習Ⅰ

線形代数学演習Ⅱ

プログラミングⅠ

電子回路Ⅰ

電磁気学Ⅰ

電気電子工学実験Ⅰ

電気電子工学実験Ⅱ

電気数学

量子力学

電磁気学Ⅱ

科学技術史

電気電子計測

電気電子回路設計Ⅱ

デジタル回路

電気電子材料Ⅰ

電気電子材料Ⅱ

電気電子回路設計Ⅰ

学
科
科
目

専
門
基
幹
科
目

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

共
通
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

3前 ○ 2 ○ 1 ※演習

3前 ○ 2 ○ 1 ※演習

3後 ○ 2 ○ 1 ※演習

3前 ○ 2 ○ 1 ※演習

3後 ○ 2 ○ 1 ※演習

3前 ○ 2 ○ 1 ※演習

2前 ○ 2 ○ 1

電気電子工学プロジェクト 3前 ○ 2 ○ 3 1

小計(18 科目) － － 4 32 0 7 0 1 0 0 3

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※ 演習

小計(10 科目) － － 0 20 0 4 1 1 0 0 2

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※ 演習

小計(30 科目) － － 0 60 0 1 0 0 0 0 20

専
門
展
開
科
目

ロボットの機構と運動

電気・通信法規

光通信

無線通信システム

機械力学Ⅰ

エネルギー変換工学

制御工学Ⅰ

制御工学Ⅱ

波形処理

情報理論

流体力学Ⅱ

材料力学Ⅰ

材料力学Ⅱ

機械材料

機械加工

生産工学

宇宙航空工学

マイクロ･ナノ工学

確率･統計

オペレーションズ・リサーチ

ヒューマンインタフェース

画像・音声・情報処理

機械力学Ⅱ

－

電力工学

パワーエレクトロニクス

熱力学Ⅰ

情報通信ネットワーク

次世代エネルギー工学

量子エレクトロニクス

電気機器学

放電・プラズマ工学

モータ制御工学

半導体・電子デバイス工学

－

専
門
発
展
科
目

次世代自動車技術

熱力学Ⅱ

流体力学Ⅰ

コンピュータインタラクション

機械学習Ⅰ

フーリエ解析

人工知能

情報デバイス

情報セキュリティ

微分方程式

代数系基礎

複素関数論

デジタルメディア処理

自然言語処理

－

専
門
基
幹
科
目

学
科
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

3後 ○ 2 ○ 7 1

4前 ○ 4 ○ 7 1

4後 ○ 4 ○ 7 1

小計(3 科目) － － 10 0 0 7 1 0 0 0 0

－ － 67 291 0 7 1 1 0 0 64

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目
群の選択科目から8単位以上）、学科科目から87単位以上（うち必修科目61単位、基盤
共通科目の選択科目から4単位以上、専門基幹科目の選択科目から10単位以上、専門発
展科目の選択科目から6単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、
総計124単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

合計（180科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

－

卒業研究Ⅱ
研
究
科
目

卒業研究Ⅲ

卒業研究Ⅰ
学
科
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前･後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2･3前 1 ○ 1

2･3後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

小計(16 科目) － － 6 12 0 0 0 0 0 0 5

1後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1西洋史

外
国
言
語
科
目

人
文
学
系
科
目

哲学

芸術学

日本文学

中国文学

西洋文学

言語学

ことばと文化

日本史

Online English Seminar1

Online English Seminar2

－

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ

ン
ス
系
科
目

知の探究

未来課題

L&Sゼミ

アジア･オセアニア史

－

数的処理入門

日本語表現

コンピュータ入門1

コンピュータ入門2

中国語2

－

Online English Seminar4

ドイツ語1

ドイツ語2

フランス語1

フランス語2

中国語1

総合英語1

総合英語2

Advanced English1

Advanced English2

Academic English1

Academic English2

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部電気電子工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

Online English Seminar3

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

共
通
教
育
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

初
年
次
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

2･3後 10 ○ 1

3･4前 10 ○ 1

小計(14 科目) － － 0 44 0 0 0 0 0 0 9

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(13 科目) － － 0 26 0 0 0 0 0 0 11

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(9 科目) － － 0 17 0 0 0 0 0 0 5

1･2･3･4通 2 ○ 1

2･3前 2 ○ 1

2･3後 2 ○ 1

2･3･4通 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

1前･後 2 ○ 1

1･2･3後 4 ○ 1

2･3･4前 4 ○ 1交換留学Ⅱ

インターンシップ実習Ⅰ

インターンシップ実習Ⅱ

インターンシップ実習Ⅲ

インターンシップ実習Ⅳ

スポーツケア演習

交換留学Ⅰ

キャリア実践英語1

キャリア実践英語2

プロジェクト実践Ⅰ

プロジェクト実践Ⅱ

プロジェクト実践Ⅲ

プロジェクト実践Ⅳ

リーダーシップ入門

ファシリテーション入門

－

リーダーシップ実地基礎演習

リーダーシップゼミナール1

リーダーシップゼミナール2

リーダーシップ実地発展演習

自己との対話

追手門アイデンティティ

キャリアデザイン

ボランティア論

キャリア形成プロジェクト

キャリア言語

キャリア数学

認知の科学

－

ものの科学

生命の科学

情報の科学

－

社会･経済思想

社会学

社会福祉学

教育学

スポーツ学

社会の心理

国際異文化理解1

国際異文化理解2

－

法学

日本国憲法

政治学

国際関係論

経済学

経営学

人文地理学

民俗学

人
文
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

共
通
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
系
科
目

自
然
科
学
系

科
目

社
会
科
学
系
科
目

基本計画書－ 31 －



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

1･2･3休 4 ○ 1 集中

1･2･3休 2 ○ 1 集中

3休 4 ○ 1 集中

2･3休 4 ○ 1 集中

2･3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 0 46 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 ○ 2 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 3 1 1 6
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

※ 講義

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 6

1後 2 ○ 6

1前 1 ○ 6

1後 1 ○ 6

1前 2 ○ 6

1後 2 ○ 6

1前 1 ○ 6

1後 1 ○ 6

1前 2 ○ 3 ※講義

1後 2 ○ 3 ※講義

小計(15 科目) － － 24 2 0 5 1 1 0 0 25

1後 ○ 2 ○ 6 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 ○ 2 ○ 2

小計(2 科目) － － 4 0 0 6 1 1 0 0 2

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

小計(2 科目) － － 0 4 0 1 0 0 0 0 2

－ － 34 169 0 6 1 1 0 0 57

学
科
科
目

基
盤
共
通
科
目

－

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目
群の選択科目から8単位以上）、学科科目から87単位以上（うち必修科目61単位、基盤
共通科目の選択科目から4単位以上、専門基幹科目の選択科目から10単位以上、専門発
展科目の選択科目から6単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、
総計124単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間

専
門
基
礎

科
目

１３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

合計（102科目）

－

専
門
展
開

科
目

確率･統計

オペレーションズ・リサーチ

－

－

電気電子工学概論

力学

線形代数学演習Ⅱ

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ

微分積分学Ⅱ

微分積分学演習Ⅰ

微分積分学演習Ⅱ

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

線形代数学演習Ⅰ

－

理工学概論

データサイエンス基礎

基礎物理学

基礎物理学実験

入門統計学

微分積分学Ⅰ

海外インターンシップ

国際現地研修

グローバルキャリア論

海外セミナー

短期海外セミナー

主
体
的
学
び
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

共
通
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1休 1 ○ 1 集中

1休 1 ○ 1 集中

小計(4 科目) － － 0 4 0 0 0 0 0 0 1

2前 2 ○ 3 ※講義

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 1 4

3前 2 ○ 1

小計(7 科目) － － 4 10 0 2 1 0 0 0 12

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

電気電子工学演習 2前 ○ 1 ○ 2

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

3前 ○ 2 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

小計(8 科目) － － 15 0 0 6 1 0 0 0

2前 ○ 2 ○ 1 1 ※講義

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

2後 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1 ※講義

3後 ○ 2 ○ 1 ※講義

3前 ○ 2 ○ 1 ※演習

3前 ○ 2 ○ 1 ※演習

3後 ○ 2 ○ 1 ※演習

3前 ○ 2 ○ 1 ※演習

3後 ○ 2 ○ 1 ※演習

3前 ○ 2 ○ 1 ※演習

2前 ○ 2 ○ 1

電気電子工学プロジェクト 3前 ○ 2 ○ 3 1

小計(18 科目) － － 4 32 0 7 0 1 0 0 3

学
科
科
目

－

電気電子材料Ⅰ

電気電子材料Ⅱ

電気電子回路設計Ⅰ

電気電子回路設計Ⅱ

電力工学

電気機器学

専
門
基
幹
科
目

電気数学

量子力学

電気回路Ⅱ

電子回路Ⅱ

電磁気学Ⅱ

電気電子計測

エネルギー変換工学

制御工学Ⅰ

制御工学Ⅱ

波形処理

情報理論

－

専
門
基
礎

科
目

物性基礎論

電気回路Ⅰ

電子回路Ⅰ

電磁気学Ⅰ

デジタル回路

電気電子工学実験Ⅰ

電気電子工学実験Ⅱ

－

プログラミングⅢ

科学技術史

科学技術英語

知的財産論

技術者倫理

基
盤
共
通
科
目

文献講読

理工学プロジェクト

体
育
科
目

スポーツ実習1

スポーツ実習2

ネイチャーアクティビティ1

ネイチャーアクティビティ2

－

共
通
教
育
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部電気電子工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※ 演習

小計(10 科目) － － 0 20 0 4 1 1 0 0 2

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※ 演習

小計(28 科目) － － 0 56 0 1 0 0 0 0 19

学
科
科
目

ヒューマンインタフェース

画像・音声・情報処理

－

複素関数論

機械学習Ⅰ

フーリエ解析

人工知能

情報デバイス

コンピュータインタラクション

材料力学Ⅱ

機械材料

機械加工

生産工学

ロボットの機構と運動

次世代自動車技術

情報セキュリティ

デジタルメディア処理

自然言語処理

専
門
展
開
科
目

機械力学Ⅰ

機械力学Ⅱ

熱力学Ⅰ

熱力学Ⅱ

流体力学Ⅰ

流体力学Ⅱ

材料力学Ⅰ

専
門
発
展
科
目

量子エレクトロニクス

放電・プラズマ工学

情報通信ネットワーク

次世代エネルギー工学

パワーエレクトロニクス

モータ制御工学

半導体・電子デバイス工学

電気・通信法規

光通信

宇宙航空工学

マイクロ･ナノ工学

微分方程式

代数系基礎

無線通信システム

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

3後 ○ 2 ○ 7 1

4前 ○ 4 ○ 7 1

4後 ○ 4 ○ 7 1

小計(3 科目) － － 10 0 0 7 1 0 0 0 0

－ － 33 122 0 7 1 1 0 0 28

学
科
科
目

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目群
の選択科目から8単位以上）、学科科目から87単位以上（うち必修科目61単位、基盤共通
科目の選択科目から4単位以上、専門基幹科目の選択科目から10単位以上、専門発展科目
の選択科目から6単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、総計124
単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

研
究
科
目

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ

－

合計（78科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前･後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2･3前 1 ○ 1

2･3後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

小計(16 科目) － － 6 12 0 0 0 0 0 0 5

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1休 1 ○ 1 集中

1休 1 ○ 1 集中

小計(4 科目) － － 0 4 0 0 0 0 0 0 1

1後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

共
通
教
育
科
目

初
年
次
科
目

外
国
言
語
科
目

体
育
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ

ン
ス
系
科
目

人
文
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

ことばと文化

アジア･オセアニア史

中国文学

日本史

－

ドイツ語2

フランス語1

フランス語2

中国語1

－

中国語2

スポーツ実習1

スポーツ実習2

西洋文学

言語学

日本文学

数的処理入門

コンピュータ入門1

コンピュータ入門2

総合英語1

ネイチャーアクティビティ1

Advanced English2

Academic English2

Online English Seminar1

Online English Seminar2

Academic English1

日本語表現

総合英語2

Advanced English1

Online English Seminar3

Online English Seminar4

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報工学科）

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

－

ドイツ語1

芸術学

L&Sゼミ

哲学

－

未来課題

ネイチャーアクティビティ2

知の探究

基本計画書－ 36 －



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

2･3後 10 ○ 1

3･4前 10 ○ 1

小計(14 科目) － － 0 44 0 0 0 0 0 0 9

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(13 科目) － － 0 26 0 0 0 0 0 0 11

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(9 科目) － － 0 17 0 0 0 0 0 0 5

1･2･3･4通 2 ○ 1

2･3前 2 ○ 1

2･3後 2 ○ 1

2･3･4通 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

1前･後 2 ○ 1

1･2･3後 4 ○ 1

2･3･4前 4 ○ 1

自
然
科
学
系

科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
系
科
目

社
会
科
学
系
科
目

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

共
通
教
育
科
目

人
文
学
系
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

インターンシップ実習Ⅱ

経営学

社会･経済思想

社会学

社会福祉学

人文地理学

リーダーシップ入門

自己との対話

追手門アイデンティティ

西洋史

国際異文化理解1

国際異文化理解2

法学

日本国憲法

情報の科学

教育学

民俗学

キャリア実践英語2

キャリア実践英語1

キャリアデザイン

ボランティア論

プロジェクト実践Ⅱ

プロジェクト実践Ⅰ

プロジェクト実践Ⅲ

インターンシップ実習Ⅲ

インターンシップ実習Ⅳ

スポーツケア演習

交換留学Ⅰ

交換留学Ⅱ

プロジェクト実践Ⅳ

インターンシップ実習Ⅰ

キャリア形成プロジェクト

キャリア数学

－

－

－

ものの科学

生命の科学

リーダーシップ実地基礎演習

リーダーシップゼミナール1

リーダーシップゼミナール2

リーダーシップ実地発展演習

キャリア言語

ファシリテーション入門

スポーツ学

社会の心理

認知の科学

政治学

国際関係論

経済学

－

基本計画書－ 37 －



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

1･2･3休 4 ○ 1 集中

1･2･3休 2 ○ 1 集中

3休 4 ○ 1 集中

2･3休 4 ○ 1 集中

2･3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 0 46 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 ○ 3 6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 11
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

※ 講義

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 6

1後 2 ○ 6

1前 1 ○ 6

1後 1 ○ 6

1前 2 ○ 6

1後 2 ○ 6

1前 1 ○ 6

1後 1 ○ 6

1前 2 ○ 1 1 1 ※講義

1後 2 ○ 2 1 ※講義

2前 2 ○ 2 1 ※講義

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 1 4

3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 32 8 0 6 1 1 1 0 29

1後 ○ 2 ○ 6 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 ○ 2 ○ 1 ※講義

2後 ○ 2 ○ 1 1 ※講義

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

小計(6 科目) － － 12 0 0 6 1 1 1 0 0

2前 ○ 2 ○ 1 ※演習

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 ※講義

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 ※講義

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

専
門
基
幹
科
目

学
科
科
目

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

共
通
教
育
科
目

基
盤
共
通
科
目

人工知能

計算機アーキテクチャ

情報数学

情報通信ネットワーク

微分積分学Ⅱ

微分積分学演習Ⅰ

短期海外セミナー

海外セミナー

情報セキュリティ

デジタルメディア処理

R言語プログラミング

オペレーティングシステム

コンピュータインタラクション

データベース工学

情報処理Ⅱ

信号処理

情報デバイス

自然言語処理

理工学概論

データサイエンス基礎

基礎物理学

基礎物理学実験

入門統計学

微分積分学Ⅰ

－

－

微分積分学演習Ⅱ

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

線形代数学演習Ⅰ

線形代数学演習Ⅱ

プログラミングⅢ

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ

－

専
門
基
礎
科
目

科学技術史

科学技術英語

知的財産論

技術者倫理

文献講読

情報工学概論

情報処理Ⅰ

プログラミングⅣ

情報理論

データ構造とアルゴリズム

論理回路

理工学プロジェクト

海外インターンシップ

国際現地研修

グローバルキャリア論

基本計画書－ 38 －



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
科目
区分

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 1

3前 ○ 2 ○ 1 1

小計(18 科目) － － 4 32 0 6 1 0 0 0 1

3後 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 8 0 3 0 1 0 0 0

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※演習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1 ※演習

3前 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※演習

小計(22 科目) － － 0 44 0 0 0 0 0 0 15

3後 ○ 2 ○ 6 1

4前 ○ 4 ○ 6 1

4後 ○ 4 ○ 6 1

小計(3 科目) － － 10 0 0 6 1 0 0 0 0

－ － 64 259 0 6 1 1 1 0 63

専
門
基
幹
科
目

学
科
科
目

研
究
科
目

数理最適化

光通信

統計的推測Ⅰ

ヒューマンインタフェース

オペレーションズ・リサーチ

確率・統計

情報工学演習Ⅰ

情報工学演習Ⅱ

コンピュータグラフィックス

画像・音声・情報処理

セキュアネットワーク

組込みシステム

学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法

１時限の授業の標準時間 １０５分

学位又は称号 学士（工学）

－

専
門
展
開
科
目

－

専
門
発
展
科
目

ソフトウェア工学

授業期間等

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

統計的推測Ⅱ

微分方程式

－

卒業研究Ⅱ

－

無線通信システム

卒業研究Ⅰ

制御工学Ⅰ

制御工学Ⅱ

波形処理

電子回路Ⅰ

電気電子計測

ロボットの機構と運動

卒業研究Ⅲ

テキストマイニング

機械学習Ⅰ

フーリエ解析

多変量解析

機械学習Ⅱ

深層学習

ベイズ統計学

時系列解析

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目群
の選択科目から8単位以上）、学科科目から82単位以上（うち必修科目58単位、基盤共通
科目の選択科目から2単位以上、専門基幹科目の選択科目から12単位以上、専門発展科目
の選択科目から4単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、総計124
単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

合計（163科目） －

基本計画書－ 39 －



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前･後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2･3前 1 ○ 1

2･3後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

1前･後 1 ○ 1

小計(16 科目) － － 6 12 0 0 0 0 0 0 5

1後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

2･3後 10 ○ 1

3･4前 10 ○ 1

小計(14 科目) － － 0 44 0 0 0 0 0 0 9

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

共
通
教
育
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

初
年
次
科
目

数的処理入門

日本語表現

コンピュータ入門1

コンピュータ入門2

－

Online English Seminar4

ドイツ語1

ドイツ語2

フランス語1

フランス語2

中国語1

外
国
言
語
科
目

総合英語1

総合英語2

Advanced English1

Advanced English2

Academic English1

Academic English2

Online English Seminar1

Online English Seminar2

Online English Seminar3

－

中国語2

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ

エ
ン
ス
系
科
目

知の探究

未来課題

L&Sゼミ

アジア･オセアニア史

西洋史

人文地理学

民俗学

国際異文化理解1

国際異文化理解2

人
文
学
系
科
目

－

哲学

芸術学

日本文学

中国文学

西洋文学

言語学

ことばと文化

日本史

－

基本計画書－ 40 －



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(13 科目) － － 0 26 0 0 0 0 0 0 11

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(3 科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 3

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

1前･後 2 ○ 1

小計(9 科目) － － 0 17 0 0 0 0 0 0 5

1･2･3･4通 2 ○ 1

2･3前 2 ○ 1

2･3後 2 ○ 1

2･3･4通 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

1･2･3通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

3･4通 1 ○ 1 集中

1前･後 2 ○ 1

1･2･3後 4 ○ 1

2･3･4前 4 ○ 1

1･2･3休 4 ○ 1 集中

1･2･3休 2 ○ 1 集中

3休 4 ○ 1 集中

2･3休 4 ○ 1 集中

2･3前 2 ○ 1

小計(22 科目) － － 0 46 0 0 0 0 0 0 6

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

共
通
教
育
科
目

キャリアデザイン

ボランティア論

キャリア形成プロジェクト

キャリア言語

キャリア数学

社
会
科
学
系
科
目

法学

日本国憲法

政治学

国際関係論

経済学

経営学

キャリア実践英語1

－

自
然
科
学
系

科
目

ものの科学

生命の科学

情報の科学

－

社会･経済思想

社会学

社会福祉学

教育学

スポーツ学

社会の心理

認知の科学

－

自己との対話

追手門アイデンティティ

キャリア実践英語2

プロジェクト実践Ⅰ

プロジェクト実践Ⅱ

プロジェクト実践Ⅲ

プロジェクト実践Ⅳ

リーダーシップ入門

ファシリテーション入門

リーダーシップ実地基礎演習

リーダーシップゼミナール1

リーダーシップゼミナール2

リーダーシップ実地発展演習

交換留学Ⅱ

海外セミナー

短期海外セミナー

インターンシップ実習Ⅰ

インターンシップ実習Ⅱ

インターンシップ実習Ⅲ

インターンシップ実習Ⅳ

スポーツケア演習

交換留学Ⅰ

海外インターンシップ

国際現地研修

グローバルキャリア論

－

主
体
的
学
び
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
展
開
系
科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
系
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

1前 2 ○ 3 6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 11
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・一部共同

※ 講義

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 6

1後 2 ○ 6

1前 1 ○ 6

1後 1 ○ 6

1前 2 ○ 6

1後 2 ○ 6

1前 1 ○ 6

1後 1 ○ 6

1前 2 ○ 1 1 1 ※講義

1後 2 ○ 2 1 ※講義

小計(15 科目) － － 26 0 0 5 0 1 1 0 25

1後 ○ 2 ○ 6 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計(1 科目) － － 2 0 0 6 1 1 1 0 0

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

小計(2 科目) － － 0 4 0 0 0 0 0 0 2

－ － 34 167 0 6 1 1 1 0 56

学
科
科
目

微分積分学Ⅱ

微分積分学演習Ⅰ

微分積分学演習Ⅱ

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

線形代数学演習Ⅰ

理工学概論

データサイエンス基礎

基礎物理学

基礎物理学実験

入門統計学

微分積分学Ⅰ

専
門
基
礎

科
目

情報工学概論

線形代数学演習Ⅱ

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ

－

－

工学関係

－

専
門
展

開
科
目

確率・統計

オペレーションズ・リサーチ

学位又は称号

基
盤
共
通
科
目

基
盤
共
通
科
目

学士（工学） 学位又は学科の分野

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科
目群の選択科目から8単位以上）、学科科目から82単位以上（うち必修科目58単位、
基盤共通科目の選択科目から2単位以上、専門基幹科目の選択科目から12単位以上、
専門発展科目の選択科目から4単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）
を修得し、総計124単位を取得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

合計（102科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1休 1 ○ 1 集中

1休 1 ○ 1 集中

小計(4 科目) － － 0 4 0 0 0 0 0 0 1

2前 2 ○ 2 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 1 4

3前 2 ○ 1

小計(6 科目) － － 4 8 0 5 1 1 0 0 8

2前 ○ 2 ○ 1 ※講義

2後 ○ 2 ○ 1 1 ※講義

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1

小計(5 科目) － － 10 0 0 3 0 1 0 0 0

2前 ○ 2 ○ 1 ※演習

2前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 ※講義

2後 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 ※講義

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

3前 ○ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1 1

3前 ○ 2 ○ 1 1

小計(18 科目) － － 4 32 0 6 1 0 0 0 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

共
通
教
育
科
目

ﾌ
ｧ
ｳ
ﾝ
ﾃ
ﾞ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科
目
群

体
育
科
目

スポーツ実習1

スポーツ実習2

ネイチャーアクティビティ1

ネイチャーアクティビティ2

－

基
盤
共
通
科
目

プログラミングⅢ

科学技術史

専
門
基
礎
科
目

情報処理Ⅰ

プログラミングⅣ

情報理論

データ構造とアルゴリズム

論理回路

－

情報数学

人工知能

計算機アーキテクチャ

オペレーティングシステム

コンピュータインタラクション

科学技術英語

知的財産論

技術者倫理

文献講読

－

理工学プロジェクト

－

信号処理

自然言語処理

ヒューマンインタフェース

ソフトウェア工学

情報工学演習Ⅰ

情報工学演習Ⅱ

専
門
基
幹
科
目

データベース工学

情報処理Ⅱ

情報デバイス

情報通信ネットワーク

情報セキュリティ

デジタルメディア処理

R言語プログラミング

学
科
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

3後 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

小計(4 科目) － － 0 8 0 3 0 1 0 0 0

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※演習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1 ※演習

3前 2 ○ 1 ※演習

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※演習

小計(20 科目) － － 0 40 0 0 0 0 0 0 14

3後 ○ 2 ○ 6 1

4前 ○ 4 ○ 6 1

4後 ○ 4 ○ 6 1

小計(3 科目) － － 10 0 0 6 1 0 0 0 0

－ － 28 92 0 6 1 1 0 0 22

専
門
発
展
科
目

コンピュータグラフィックス

画像・音声・情報処理

セキュアネットワーク

組込みシステム

－

電気電子計測

ロボットの機構と運動

制御工学Ⅰ

制御工学Ⅱ

波形処理

フーリエ解析

多変量解析

機械学習Ⅱ

深層学習

ベイズ統計学

時系列解析

合計（61科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

光通信

無線通信システム

－

研
究
科
目

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ

－

専
門
展
開
科
目

統計的推測Ⅰ

統計的推測Ⅱ

微分方程式

数理最適化

テキストマイニング

機械学習Ⅰ

電子回路Ⅰ

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

共通教育科目から20単位以上（うち必修科目6単位、リベラルアーツ・サイエンス科目群の
選択科目から8単位以上）、学科科目から82単位以上（うち必修科目58単位、基盤共通科目
の選択科目から2単位以上、専門基幹科目の選択科目から12単位以上、専門発展科目の選択
科目から4単位以上、専門展開科目の選択科目から6単位以上）を修得し、総計124単位を取
得すること。
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３週

１時限の授業の標準時間 １０５分

学
科
科
目
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

数的処理入門

本科目は、社会人としてどのような数的処理能力が必要かを学
び、現時点での自分の実力を把握する確認テストを行う。その
後、割合、数と式、場合の数･確率などの主要分野、実践的な資
料解釈、表計算処理へと進む。本科目では、SPI(非言語)の全国
平均レベル相当以上の実力を身に付けることを目指す。 主に講
義形式で行い、 (1)前回の復習と小テスト　(2)今回の学習内容
説明　(3)問題演習というサイクルで進める。

日本語表現

本科目は、様々なディシプリンに共有される汎用性の高い日本語
の言語知識やスキルに加えて、談話標識に沿った基本的な文章の
型の習得を目指す。カリキュラムのうえでは、初年次の前期に配
置され、広い視野での学びを自己の言葉で再構築する「知の探
究」の先行科目に位置付けられる。授業は、レポートや論文、報
告書など、論理的な文章を書くことを中心に、導入(講義)→ペア
ワークやグループワークや調査(協働学習)→アウトラインの作成
等の教室活動を経て、800字程度の作文を課す。評価は学生間の
ピアレビュー、授業担当者の添削、日本語ライティング支援施設
による第三者評価、追大日本語表現力検定などによって、総合的
に行う。

コンピュータ入門1

本科目は、パソコン活用のための入門クラスである。授業のレ
ポートを書くためにOfficeを使う、就職活動をするためにメール
やインターネットを使う、職場ではデータをまとめ資料を作成す
るなど、今やパソコンを使いこなす能力は、なくてはならないも
のになっている。この授業では、パソコンの基本的な知識を学
び、概ねWordを使いこなすレベルのスキル取得を目指す。 (1)今
回の学習内容説明　(2)問題演習のサイクルによる、繰り返し学
修で習得を目指す。併せて毎回、情報倫理･情報利活用の知識も
学ぶ。

コンピュータ入門2

本科目は、「コンピュータ入門1」の続きで、パソコン活用のた
めの入門クラスである。レポートを書く、データを集計する、表
やグラフを用いて報告書を作成するなど、今やパソコンを使いこ
なす能力はなくてはならないものになっている。この授業では、
これらの技能に必要な基礎的な操作能力を身に付け、Excelを使
えるレベルのスキル取得を目指す。 (1)今回の学習内容説明
(2)問題演習 のサイクルによる、繰り返し学修で習得を目指す。

総合英語1

本科目は、学生が所属する各学部･学科の専門基礎科目内容を英
語と日本語の両言語で学習し、取り扱われる題材や背景知識･理
論･メカニズム等の理解学習と、ベーシック･イングリッシュによ
る表現活動とを有機的に統合し、専門基礎科目内容の学習と国際
語としての英語運用能力の育成を同時に行う科目である。
そのため、「総合英語1」では、各学部･学科の専門基礎科目等で
取り扱われる内容に関連したトピックスを、日本語と英語の両言
語によるリスニングとリーディングの題材として取り扱う(イン
プット･インテーク学習)。また、両言語で学習した内容をベー
シック･イングリッシュによるスピーキングやライティング等の
発表活動と結びつけることにより、学習内容を再構築したり発展
的に取り扱ったりする(アウトプット学習)。この様に、取り扱わ
れる題材に関する理解を深化させる中で、学生相互が積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度や、目標言語による基本的
なコミュニケーション能力を育成する。

総合英語2

本科目は、「総合英語1」の学習内容を発展させる中で、学生が
所属する各学部･学科の専門基礎科目内容を英語と日本語の両言
語で一層深く認識し把握するための理解学習と、目標言語による
多様な表現活動とを有機的に統合し、専門基礎科目内容の学習と
認知学習言語としての英語運用能力の育成を行う科目である。
そのため、「総合英語2」では、各学部･学科の専門基礎科目等で
取り扱われる内容に関連した日本語と英語による発展的なトピッ
クスを、リスニングとリーディングの題材として取り扱う。ま
た、両言語で学習した内容をオーラルプレゼンテーションやアカ
デミックライティング等の多様な発表活動と結びつけることによ
り、学習内容の定着を図る。この様に、目標言語による多様な発
表･表現活動を通じて、学生相互が積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度や、目標言語による、よりハイレベルなコ
ミュニケーション能力を育成する。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（理工学部数理・データサイエンス学科）

科目
区分

共
通
教
育
科
目

フ
ァ

ウ
ン
デ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

初
年
次
科
目

外
国
言
語
科
目
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Advanced English1

本科目は,「総合英語1･2」で学んだことがらを基盤に、発展的な
英語運用能力を育成する。具体的には、さまざまな分野にかかわ
る文章の読解力と、目標言語による発信力の育成を重点的に行
う。読解力を育成するための題材は、ニュースリソースやジャー
ナル等、真正性の高い教材を利用し、学生の興味･関心を喚起す
る。また、学生自らが主体的に題材や情報を収集、整理･分析
し、それらについての意見等を構築した上で、目標言語を用いて
他者に伝えるなど、現実の国際的なコミュニケーションの場面で
活用することができる発展的な英語運用能力の育成を図る。

Advanced English2

本科目は、「Advanced English1」の内容を継続的･発展的に取り
扱う。そのためには、ウェブ上で配信される英語による多種多様
な文章をはじめとする、現実のネット社会及びグローバル社会で
流通している膨大な英語情報を的確に読解し、処理することがで
きる実践的な英語読解の基礎力を育成する。また、学生自らが
テーマを決め、情報を収集･処理し、英語でプレゼンテーション
等の多様な発表･表現活動を行うためのグループ･プロジェクト学
習を実施する。

Academic English1

本科目は、海外留学を目指す学生を対象に、以下の４点に重点
的･系統的に取り組む。
(1)英語によるプレゼンテーションやディスカッション、講義等
の内容を的確に把握･理解し、必要な知識や情報を獲得させる。
(2)特定のトピックスについて、英語でプレゼンテーションをす
ることができる基本的な英語運用能力とプレゼンテーション能力
を育成する。
(3)特定のトピックスについて、英語でディスカッションをした
り、ディベートに参加したりすることができる基本的な英語運用
能力とディスカッション力やディベート力を育成する。
(4)特定のトピックスに関わる言語理解活動と言語産出活動をバ
ランスよく実施し、基本的な認知学習言語能力の育成と、創造
的･批判的な思考力の育成を図る。

Academic English2

本科目は、海外留学を目指す学生を対象に、「Academic
English1」の学習内容を発展的に取り扱い、留学先大学等での科
目履修で求められるよりハイレベルな認知学習言語能力の育成を
図る。特に、英語による論理的･分析的な文章作成能力を育成す
るために、パラグラフライティングやエッセイライティング等の
スキルを身に付けるための学習活動を系統的に実施する。
(1)英語によるプレゼンテーションやディスカッション、講義等
を通じて得られた理解や、知識･情報等を処理したり、分析する
能力を育成する。
(2)様々なトピックスについて、英語でプレゼンテーションやパ
ブリックスピーキング等をすることができる発展的な英語運用能
力を育成する。
(3)様々なトピックスについて、英語でディスカッションをした
り、ディベートに参加したりすることができる発展的な英語運用
能力とディスカッションやディベートをマネジメントする力を育
成する。
(4)発展的な認知学習言語能力の育成と、創造的･批判的な思考力
の育成を図るために、様々なトピックスに関わる言語理解活動と
言語産出活動をバランスよく実施する。

Online English Seminar1

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等に求められる４技能(読むこと･聞くこと･話すこと･
書くこと)に関わる基本的な英語運用能力の育成を図る。そのた
めに、CEFRのレベルA1-A2程度(英検®３級上位から英検®準２級下
位レベル)の英語運用能力の獲得を最低到達目標とし、基本的な
語彙･表現や文法項目の理解学習及び定着のための言語演習を重
点的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を行うが、オンラ
イン配信される自学自習用の教材での予復習を行っていく。

Online English Seminar2

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等でのスコアアップを可能とする４技能(読むこと･聞
くこと･話すこと･書くこと)に関わる発展的な英語運用能力の育
成を図る。具体的にはCEFRのレベルA2-B1程度の英語運用能力(英
検®準２級上位から英検®２級下位レベル)の獲得を最低到達目標
に、発展的な語彙･表現や文法項目の理解学習、及び定着のため
の言語活動を重点的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を
行うが、オンライン配信される自学自習用の教材での予復習を
行っていく。
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Online English Seminar3

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等での高得点取得を可能とする４技能(読むこと･聞く
こと･話すこと･書くこと)に関わる応用的な英語運用能力の育成
を図る。具体的にはCEFRのレベルB2-C1程度(英検®準１級から英
検®１級下位レベル)の英語運用能力の獲得を目標に、応用的な語
彙･表現や文法項目の理解学習及び定着のための言語活動を重点
的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を行うが、オンライ
ン配信される自学自習用の教材での予復習を行っていく。

Online English Seminar4

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等での高得点取得を可能とする４技能(読むこと･聞く
こと･話すこと･書くこと)に関わるプロフェッショナルなレベル
の英語運用能力の育成を図る。具体的にはCEFRのレベルC1-C2程
度(英検®準１級上位から英検®１級レベル)の英語運用能力の獲得
を目標に、プロフェッショナルなレベルの語彙･表現や文法項目
の理解学習及び定着のための言語活動を重点的に実施する。な
お、本科目は対面にて授業を行うが、オンライン配信される自学
自習用の教材での予復習を行っていく。

ドイツ語1

本科目は、ドイツ語の発音や文法の初歩を学ぶことから始めて、
簡単なあいさつ、自己紹介ができるようになるまで練習を行う。
文法的には規則動詞･不規則動詞の人称変化、定冠詞･不定冠詞
(類)の格変化、前置詞の格支配などが主な内容である。発音練習
や筆記の練習問題だけでなく、リスニング練習も多く行って、ド
イツ語の音に慣れる。入門的な内容であっても、ペアでの口頭練
習などによって、ドイツ語で発信(自分について話す。相手につ
いて聞く)できるようにする。

ドイツ語2

本科目は、「ドイツ語1」の振りかえりを行うことから始めて、
「ドイツ語2」では簡単な用事をドイツ語で伝えたり、短い会話
文であれば、聞いて意味がわかるように練習を行う。文法的に
は、助動詞、分離動詞、動詞の３基本形、再帰動詞などが主な内
容となる。「ドイツ語1」と同じくペアでの練習やリスニング練
習を多く行って、簡単な道案内や、買い物、自分の経験について
伝えるといったことができるようにする。並行して「ドイツ語技
能検定」の過去問などを利用して、「検定試験」への意識なども
高めていく。

フランス語1

本科目は、フランス語の発音や文法の初歩を学ぶことから始め
て、簡単なあいさつ、自己紹介ができるようになるまで練習を行
う。文法的には規則動詞･不規則動詞の人称変化、３種類の冠
詞、基本的な前置詞の用法などが主な内容である。発音練習や筆
記の練習問題だけでなく、リスニング練習も多く行って、フラン
ス語の音に慣れる。入門的な内容であっても、ペアでの口頭練習
などによって、フランス語で発信(自分について話す。相手につ
いて聞く)できるようにする。

フランス語2

本科目は、「フランス語1」の振りかえりを行うことから始め
て、「フランス語2」では簡単な用事をフランス語で伝えたり、
短い会話文であれば、聞いて意味がわかるように練習を行う。文
法的には、動詞の３基本形、助動詞、代名詞などが主な内容とな
る。「フランス語1」と同じくペアでの練習やリスニング練習を
多く行って、簡単な道案内や、買い物、自分の経験について伝え
るといったことができるようにする。並行して「実用フランス語
検定」の過去問などを利用して、「検定試験」への意識なども高
めていく。

中国語1

本科目は、中国語をはじめて学ぶ人のための科目である。中国語
がどのような言語か、これから学ぶ中国語はどのような中国語
か、どのようにして学ぶか、その大要を把握してから、まず中国
語の発音のしくみを、その後、平易な会話を通じて、基礎的な文
法と語彙を学んでいく。平易な中国語文を、(1)日本語に翻訳で
きる、(2)正しく発音できる、(3)書くことができる、(4)話すこ
とができる、を目標とする。教室においては、音読や日本語への
翻訳など、学生からの発信を中心に授業を進め、これによって中
国語の実践力をつけることを目指す。

中国語2

本科目は、「中国語1」を学び終えたあと、引きつづき中国語学
習を継続する人のための科目である。基本的な中国語文を、(1)
日本語に翻訳すること、(2)正しく発音すること、(3)書くこと、
(4)「読む」を越えて話すこと、ができる、を目標とする。これ
によって、「中国語2」を学びおえた時点で、中国語の基本的な
語彙と文法を習得していることになる。音読や日本語への翻訳な
ど、学生からの発信を中心に授業を進め、これによって中国語の
実践力をつけることを目指す。また、継続して中国語を自分で学
びつづける方法も、同時に学んで、身に付ける。
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スポーツ実習1

本科目は、未経験者から初級者程度を対象にプログラムを提供
し、生涯スポーツへのつながりを意識した実践に重点を置く。
実習においては、種目の競技特性やルール、また基礎技術や戦術
を理解･習得することを目指し、積極的にスポーツに携わる姿勢
を養うこと、さらにコミュニケーションワークやグループワーク
で協調性及び協働力を培い、スポーツを通じて人間形成をはかる
ことを目的とする。

スポーツ実習2

本科目は、基礎を既に修得した中級者以上を対象にプログラムを
提供し、より発展的･効率的な技能や競技力の向上を目指しなが
らゲームの楽しさを享受できることに重点を置く。
実習においては、ルールやマナーも含めてスポーツをより深く理
解することで、自身の技術向上はもとより、他者に対しても指導
実践ができることを目的とする。

ネイチャーアクティビティ1

本科目は、夏期休業を活用した集中授業として、大学内では体験
できない自然とふれあい、自然と人間のつながりを考える授業を
展開する。内容としては、ゴルフやキャンプ、スキューバダイビ
ングなどの活動を通じ、それぞれのアクティビティを体験する中
で基本技能の習得はもちろん、仲間とのコミュニケーション能力
向上、さらには自然の中でとるのにふさわしい態度･マナーを学
ぶことを目指す。

ネイチャーアクティビティ2

本科目は、学内のスポーツ施設では体験･経験できない自然との
ふれあい、また自然の中に自身を置き、自然と人間のつながりを
考える授業を進める。集中授業として冬期休業中にスキー実習を
展開する。基本技能の習得、滑走斜面での対応等、実践的に学
ぶ。現地では指導前に技能判定を実施し、班編成を行い、各班に
応じたプログラムを実践する。各班での到達目標を明確に設定
し、達成に向けた実習を行う。また、ゲレンデでのルールやマ
ナーの遵守についても学び、自然との共存も考えた実習を目標と
する。

共
通
教
育
科
目

知の探究

本科目は、与えられたテーマを巡って、３つの異なるディシプリ
ンからアプローチすることで、ひとつのテーマに対して複数の仕
方で問いを立て、議論を構築し、結論を導くことを可能ならしめ
る問題解決型の授業である。学生は、各ディシプリンについて個
人ないしグループで考察し、最終的にはA4で１枚程度のエッセイ
にまとめる。学生は計３回の論述をこなすことで、前期の「日本
語表現」での学習を一歩深めて、アカデミックライティングの訓
練を積むことになる。また、半期の授業で３つの異なるディシプ
リンに触れることで、教養の幅を広げながら、自ら問いを立て自
ら答えを見出す力を養成する。

未来課題

本科目は、「伝染病と社会」など開講時期にあわせ社会的に要請
される新しいテーマを挑戦的に取り上げる授業である。教員が問
題にアプローチする事例を講義によって学生に示したうえで、学
生は、その事例について個人ないしグループで考察し、最終的に
はエッセイにまとめ教養の幅を広げ、深めていく。本科目を通じ
て、学生に社会の動きを敏感に察知し、社会の課題を認識するこ
とで、生涯にわたって学び続ける力を養成する。

L&Sゼミ

本科目は、リベラルアーツ･サイエンスの科目を履修し、さらに
学びを深めたい学生のために、少人数によるゼミ形式にて実施す
る授業である。担当教員は、リベラルアーツ･サイエンスの科目
群において講じた内容の発展となるテーマを設定し、少人数ゼミ
によるプレゼン･ディスカッションを主な教育アプローチとする
演習を行う。成績は、提出物及び授業への積極的な貢献によって
評価される。

人
文
学
系
科
目

哲学

本科目は、何を問うのか、何のために問うのか、何を問い確かめ
るのか、これらの問いを基軸にして、哲学という学問がどのよう
な学問であるかを理解させる。また、西洋の哲学史において論じ
られてきたいくつかの哲学的問題を取り上げ、西洋の代表的な思
想や哲学史の基本的な知識を修得させる。必要に応じて東洋の思
想を紹介し、西洋思想と東洋思想とを比較する。これらの哲学的
問題を通じて、自ら哲学的に深く思索する態度を育成する。
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芸術学

本科目は、絵画や彫刻、写真、演劇、映画、詩、小説、あるいは
マンガやアニメーション、テレビ、インターネットの画像、さら
には日常的に聞いている音楽など、全ては芸術に関わっているこ
とを意識的に接していくことで、美や芸術というものがどのよう
に認識されてきたか理解する。また、こうした芸術に能楽･文楽･
歌舞伎などの伝統芸能の事例から、どのような歴史的、思想的プ
ロセスを経て成立してきたのかを考え、芸術と社会･文化との関
わりを理解する。

日本文学

本科目は、奈良時代以降のいくつかのエポックをとりあげて、文
学作品や文化的な事象に注目しながら学んでいく。これにより、
それぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の社会的背景を
考察し、さらにどのようにそれらの文化が受け継がれていき、近
代以降の日本が形成されていったのか、より深く認識することが
できるようになることを目指す。ここでの文学とは狭い意味での
文学作品ではなく、文字によって表現された文物や映像･写真と
いった資料を対象とし、これを通じて、人間の文化活動一般につ
いて考察するものである。

中国文学

本科目は、上古から現代にいたるまでの中国におけるいくつかの
エポックをとりあげて、文学作品や文化的な事象に注目しながら
学んでいく。それぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の
社会的背景を考察し、さらに日本への影響を見ることで、東アジ
ア文化圏のつながりや文化の比較をより深く認識することができ
るようになる。ここでの文学とは狭い意味での文学作品ではな
く、文字によって表現された文物や映像･写真といった資料を対
象とし、これを通じて、人間の文化活動一般について考察するも
のである。

西洋文学

本科目は、主に近代以降のヨーロッパ(北米を含む)のいくつかの
エポックをとりあげて、文学作品や文化的な事象に注目しながら
学んでいく。一例を挙げるならヨーロッパではイギリス、フラン
ス、ドイツそれぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の社
会的背景を考察し、さらに現代的な問題意識に結びつけること
で、近代以降の文化史と現代とのつながりをより深く認識するこ
とができるようになる。日本とのかかわりや比較文化についても
積極的に取り上げる。

言語学

本科目は、日常何気なく使っている言語が一体どのような仕組み
で機能しているのかを考え、さまざまな言語現象(とりわけ、形
態･音韻に関するもの)に対し学問的理解を深める授業である。言
語構造の主要部を成す形態(語形)･音(音声･音韻)に重点を置いた
内容を講義形式で行う。我々にとって身近である日本語や英語の
例を中心に数多くの具体例を紹介し、どこにどんな「不思議」が
潜んでいるかを順次指摘していく。そして、それを分析･説明す
るうえで重要となる概念･考え方を提供する。

ことばと文化

本科目は、近代国家においての言語が、コミュニケーションの道
具というだけではなく、文化の成立基盤でもあり、また国家アイ
デンティティの主要な柱になっていると同時に、言語がそのよう
なものとして機能するのは、長い歴史と紆余曲折を経た後のこと
であるため、その歴史的背景をそれぞれの言語に即して学ぶ。さ
らに、言語を通じて見られるそれぞれの国の文化の特徴について
具体的な事例を豊富に挙げることで、文化の多様性、そうした文
化を担う言語の重要性を学ぶ。またドイツ語、フランス語、中国
語の基本も学ぶ。

日本史

本科目は、日本の歴史の専門的な知識の習得だけではなく、歴史
的資料の扱い方や考古学的な手法など、歴史という対象にアプ
ローチするための技法を学ぶ。例えば、複数の資料を突き合わせ
て、妥当な結論を導くための方法論、また考古学としては、発掘
調査における土層の見方、出土する土器の胎土や作り方、また形
の違いなどからその用途の違い、いつの時代のものかなどを知る
ことにより、考古学の一端と博物館などの展示内容がわかること
を目的とする。

アジア･オセアニア史

本科目は、地理的に日本をとりまき、政治的･経済的にも関係が
深いアジア･オセアニア地域について、文化的側面に光をあて、
基礎知識を得るとともに、理解を深めることを目的とする。中
国、インド、中央アジア、オーストラリアなど、アジア･オセア
ニアの地域の現状やそこにいたるまでの歴史を、「多様性」を
キーワードとして説き、これによって、受講生が、他者を見つめ
あるいは自己を見つめる、新しい視座を獲得することを目指す。
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西洋史

本科目は、時代的には、古代ギリシアから現代まで、地域的には
ヨーロッパからアメリカまで(時代によっては植民地を含む)、領
域的には、政治、経済の歴史だけでなく科学･技術史など文化的
な歴史をも含むような広範な西洋の歴史から、いくつかのトピッ
クを取り出して、文献学的な歴史学の手法、歴史的知識の活用の
仕方、日本とも関わってくるような世界史の大きな流れを学ぶこ
とを目指す。

人文地理学

本科目は、人文地理学に関する幅広い基礎的知識を習得すること
を目的とし、次の６つを到達目標とする。①地図についての理解
を深め、地図から現象を読み取ることができる。②現代世界に生
起する現象を地理的に理解し説明することができる。③現代世界
の変化をグローバルな視点から説明することができる。④国や地
域に生起する現象を地理的に説明することができる。⑤人間の行
動を空間的に捉え、説明することができる。⑥多岐にわたる自然
環境(火山と海岸など)と人間活動との関連を説明することができ
る。

民俗学

本科目は、民俗学が年中行事･祭り･昔話･民謡や未開民族の習俗
や親族構造など、なにか古めかしいものやプリミティヴなものを
研究する学問と思われがちであるが、実際には暮らしの中にある
ありとあらゆるものが研究対象となり、過去との比較を通じて、
私たちの暮らしが断絶を含みながらも過去の延長線上にあり、そ
の背後にある価値観が変化しながらも引き継がれていることを知
る授業である。また、その由来や意味を学ぶだけでなく、そうし
た慣習を取り巻く社会的価値観にまで踏み込んで、それがいかに
変化してきたのかを学んでいく。

国際異文化理解1

本科目は、派遣先大学での留学生活において、自分自身と背景や
立場が異なる多国籍の学生との交流を通じ、多様性を認め合える
人材となることを目的としている。現地では主体的に自国文化を
伝える機会を創出し、他者との相互理解を深めることが求められ
る。日本と異なる文化･背景を持つ場所では、色々な障害･困難が
発生することが予想されるが、それらを克服することで柔軟な発
想を持ち、臨機応変な対応力を習得することができる。

国際異文化理解2

本科目は、派遣先大学での留学生活において、自分自身と背景や
立場が異なる多国籍の学生とを相対化しながら、他者の立場や考
え方を理解した上で、適切なコミュニケーションを図れる人材と
なることを目的としている。異なる文化･背景を持つ他者との間
では、さまざまなコンフリクトが発生することが予想されるが、
それらを克服することで多様性を習得することができる。

法学

本科目は、現代社会における法と政治の役割について学習する。
私たちは、日常生活を送るにあたって、さまざまなトラブルに見
舞われる。それらのトラブルのうち、人と人(または団体など)と
の間で生じたものに関しては、法を用いて解決できることが多
い。この授業では、まず、日常生活にどのような法によって解決
できるトラブルがあるのか(つまり「法的問題」とはどのような
ものがあるのか)について、具体的な設例を紹介する。そして、
設例のような場合の法的問題の所在と内容を解説し、解決策等を
講じていくものとする。

日本国憲法

本科目は、憲法の重要性(立憲主義)や日本国憲法の三大原理(国
民主権、平和主義、基本的人権の尊重)について「これらが何を
意味し、どの条文でどのような内容として明確に規定されている
のか」を深く学ぶ。具体的には、日本国憲法を支える原理、その
内容を学生が理解･修得することを目的とし、常に政治的な議論
にさらされている「日本国憲法」が「何をどのように決めている
のか」を「法律学」の観点から検討する。

政治学

本科目は、よき共同体のあり方を探究する学として、政治システ
ムだけでなく、共同体を構成する成員の道徳にもおよぶ、ポリス
の学である政治学(ポリティックス)を踏まえ、現代の人々の利害
を適切に調整する政治社会の構造･機能のあり方だけでなく、科
学的な手法で社会集団と政治過程を扱うことで、そこからさらに
展開して政治行動としての人間行動について学ぶ。豊富な事例を
取り上げて、政治学の対象と方法を理解することを目指す。
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国際関係論

本科目は、さまざまな出来事や問題が複数の国家にまたがり、国
家という枠組みが絶対的でなくなると同時に、自らに関わりのあ
る地域や国家への関心が高まっている現代世界を読み解き、「地
球規模で思考し、地域で行動する」ために必要な基礎的知識の修
得を目指す。この目標に向け、国際社会の特徴、国際法の基本、
スポーツと国際政治、グローバル化と格差、地球環境問題と国際
政治、食のグローバル化と肥満、企業の活動と人権、スポーツと
国際協力、人間の安全保障、留学と国際関係、社会的企業の展開
などを学ぶ。

経済学

本科目は、経済学の基本を身に付け、さまざまな経済問題を見る
目を養うため、入門段階でのミクロ経済学とマクロ経済学の考え
方を修得することを目的とする。前者では個々の経済活動を行う
個人や会社、政府の行動に焦点をあて、商品･サービス、労働、
資本それぞれの市場の働きを概説し、市場経済システムの有効性
と限界も考察する。後者では国内総生産、失業、経済成長、イン
フレーション、金融･財政政策、国際収支などのトピックスを取
り上げ、市場と政府の果たすべき役割について説明し、経済全体
の動きを理解するための知識を修得する。

経営学

本科目は、経営学の基礎を概論的に学び、最新の企業動向も紹介
することで、現代企業に関し理解を深めることをテーマとする講
義形式の授業である。到達目標としては、現代の企業活動への見
方や考え方を養成することである。授業計画としては、企業とは
何か、会社形態と株式会社、会社組織の仕組み、経営資源と経営
理念、経営戦略、人事労務管理、マーケティング、生産管理、資
金のマネジメント、企業の社会的責任(CSR)等を取り上げる。現
代企業の直面する諸課題について、多くの企業事例も織り交ぜな
がら考察する。

社会･経済思想

本科目は、現代の社会･経済システムが、一方では人類の知的な
歴史の中ではぐくまれ、鍛えられ、提案されて、吟味されてきた
ものだが、他方ではそれぞれの地域に浸透している伝統や宗教的
な価値観によって形成されてきた中で、おもに西洋と日本を対象
に、われわれが現在享受している近代的な諸制度や価値観が、い
かなる歴史的背景や要請のもと生み出されたかを学ぶ。これを通
じて、現在われわれが直面している困難に対して、適切な仕方で
アプローチするための視座を得ることを目的とする。

社会学

本科目は、社会学の基本的な考え方や社会学の基礎的な概念を学
ぶ。社会学という学問は人間を「社会的存在」と見なすが、その
ことの意味を正しく理解することが、社会学理解の第一歩とな
る。この基礎の上に立つと、社会学がその注目する集団や社会関
係の種類に応じて、多様な領域を扱う、さまざまな理論を兼ね備
えた学問であることが見えてくるであろう。そうした多岐にわた
る社会学の研究ジャンルについて、できる限り具体的な事例に触
れながら、社会学について理解していくことが、本科目の目標で
ある。

社会福祉学

本科目は、今日「共生」理念のもとに、年齢や障がいの有無等に
かかわりなくすべての人が安全に安心して暮らせる「共生社会」
の実現を目指す種々の取り組みが始まっていることから、共生社
会の考えが生まれてきた歴史と背景を知り、諸分野における共生
社会を目指す取り組みを学ぶ。本授業においては障がい者分野を
中心に取り上げるが、児童･若者分野、男女共同参画、多文化共
生にも触れる。各分野での共生社会の実現に向けた諸制度や活動
の具体例について学習することをとおして、共生社会をより身近
なものとしてとらえ、その実現のために思考し、行動することが
できるようになることを目指す。

教育学

本科目は、「子どもの生きる力を育成する教育と学びを考える」
をテーマとして、これまでの自らの学校経験などを振り返りなが
ら、現代社会における子どもと教育の諸問題を考える。教育面か
らの問題点の把握と解決の方策を模索するために、子どもの発達
段階に即した考察と対応を重視する。国内外の動向を把握し視野
を広げ、理論的根拠を確認しながら、子どもの生きる力を育成す
る社会的課題を考察する力を身に付けることを目指す。
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スポーツ学

本科目は、人間一生の各ライフステージにおいて、健康の保持･
増進や技能の向上等、運動･スポーツとどのように関わるか、ま
たそれらを実践することで、身体的変化や心理的変化がどのよう
に起こるかを中心に理解を深め、生活の中での運動･スポーツの
重要性や役割を認識することを目標とする。現在の自身の体力を
理解し、過去の振り返り(幼少時期)や未来の予測(中高齢期)をし
て、自身の運動･スポーツに対する意識を整理する。今後の体力
の保持･増進に向けて、運動･スポーツの頻度や時間、強度を策定
し、今、どのように取り組むべきかを探る。なお、「余暇」や
「レクリエーション」も広い意味でのスポーツととらえたうえ
で、レクリエーションの概念や特質を正確に理解し、日常生活の
なかでの実践方法、生涯学習の一環としての役割、そして最終的
には、生活の質(quality of life)の向上に向けて日常生活のな
かでどのようなことが必要であるのか考える。

社会の心理

本科目は、人は基本的に他者との関係によって、また、社会との
つながりを通じて自分という存在を知っていくとされ、そのよう
な他者との関わりあいをどう捉えるのか、また、それがうまくい
かなかった場合にはどのように対処していくのかといったことが
らは、比較的重要な問題と言えることから、わたしと他者との関
わりについての諸説、諸理論を説明し、実社会においても役立つ
ような、より実践的な知見の確立を目指す。

認知の科学

本科目は、人間の認知の構造を、科学的な手法を用いて明らかに
するためのさまざまな方法について学ぶ。人間の認知を構成す
る、学習、記憶、理解、推論、感情などに対して、言語学、情報
科学、脳科学などの言語系･理科系諸学問の知見や手法を用いつ
つ、人間の認知がいかにモデル化できるかを示す。授業では、こ
れらの多様な論点、アプローチからいくつかのトピックを選ん
で、その学問的手続きを示していく。

ものの科学

本科目は、自然科学、とりわけ私たちの生活と密接に関係してい
る物理、化学、地学分野を概観することで、それに対する関心が
持てるようになることを目標とする。物理では「てこ･輪軸･滑
車」、「運動」、「電気回路」、化学では「化学式」、「原子と
原子核」、地学では「天体」、「地層」、「天気」の各分野を学
習する。なお、授業形態は講義形式であるが、知識の定着のた
め、練習問題を解くなど数式を用いた実践的な学習も随時行う。

生命の科学

本科目は、通常、現代社会を生きる「人間」として、自分自身を
捉えており、自らが生物のひとつとしての「ヒト」であるという
認識は希薄であるが、人間の存在を考察するうえで、それを生物
のひとつとして理解することはきわめて重要であり、そのために
は、生物全般について知ることが不可欠であるため、現代人に
とって有用と思われる生物に関する基本的な事項を学ぶ授業であ
る。

情報の科学

本科目は、情報を主体的に活用するためにはデータサイエンス･
AI･IoTの基礎的な素養が不可欠となっている社会的な背景を踏ま
え、コンピュータやインターネットについての科学技術的な基
礎、情報システムの仕組みや社会における役割、データを科学的
に取り扱う手法などについて述べる。さらに、AIとの関連やAIの
倫理についても触れることで、これからの社会を変革するための
情報科学の在り方について考える。
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自己との対話

本科目は、学生自らが自主的･自律的なキャリア開発と選択のた
めのスキル･態度を身に付けることを目的とし、チームビルディ
ング等の理論をベースに構築されたグループワークによって行わ
れる。グループで他者の自己理解に協力するプロセスを通じて、
自己理解を深めることで自身に対する自信を育む。グループワー
クの参加に対する担当教員及び学生相互による評価、そして授業
中に作成する学生生活におけるアクションプランによって、総合
的に評価する。

追手門アイデンティティ

本科目は、自校の「歴史」について理解を深め、初年次生が大学
生活を有意義に過ごすための指針を得るとともに、追手門学院に
ついて自身の言葉で説明できるようになることを目指す。授業の
前半は、明治21年以来の追手門学院の事績をたどる自校史講義、
後半は「変化する社会に出るために何が必要か」を自分なりに考
え、そのために必要な行動計画を作成することを目的とする。特
に、これまでと見方を変える、知らなかったことに気づく面白さ
を通じて、自分の将来の選択肢の幅を拡げ、将来に向けて大学生
活を自ら設計し、行動を開始する状態を目指す。また、学院発祥
の地への巡検や、自校の魅力を発信するプレゼンテーションなど
も用意されている。評価は学期末の「追手門UI検定」のほかに、
授業中の学修記録(ラーニング･ログ)や授業内の成果物、プレゼ
ンテーション、「私のアクションプラン」によって行われる。

キャリアデザイン

本科目は、ライフキャリアの観点から、自身の生き方を考え、よ
りよく生きるためのスタンスを身に付けると共に、社会人とし
て、大人としての行動規範を理解することを目的とする。人生
100年時代に生きるということは、働く時間よりも多くの時間を
自身の時間として過ごすことを意味し、その時間をどのように迎
え、生きていくのか。ワークキャリアとのかかわり方をどうとら
えるかという側面からアプローチし、多様な働き方、多様な生き
方を理解する。さらに、大人としての立ち居振る舞いなど行動規
範を習得する。

ボランティア論

本科目は、さまざまな構成要素が多種多様に存在している「ボラ
ンティア」を紐解いていく上で、重要な要素である「社会」や
「公共性」そして「自主性」等について思考を掘り下げる。ま
た、一方通行型の講義ではなくディスカッションも導入するスタ
イルで展開する。教員は受講生に話題を提供し、受講生は自分の
知識や考え方を他者に説明でき、そして、他者の考えから自分の
考え方を柔軟に展開できるようになることを目標とする。

キャリア形成プロジェクト

本科目は、実在する課題の解決に取り組むプロセスを通じて、自
身の知識･技能･適性を把握し、併せてキャリア意識をさらに深
め、進路選択へのイメージを豊富化させることを目的としてい
る。特に、職業人との直接的な関わりを授業を通じて持つことに
より、職業人をロールモデルとしたキャリア形成につなげること
もねらいとする。授業は、グループ活動も行い、企業や地方自治
体などから課題の提示をうけ、その解決策の提案とフィードバッ
クにより進められる。最後に、自身の進路選択に向けたアクショ
ンプランを完成させる。

キャリア言語

本科目は、社会人として必要な文章読解力、文章理解力の習得を
はじめとする言語運用能力の獲得を目的としている。コミュニ
ケーションのベースとなる語彙力をはじめ、論理的思考や文章読
解力などを身に付ける。さらに、それらの力を使って、ビジネス
文書を自ら作成できるようになる。なお、授業形態は講義形式で
あるが、知識の定着のため、練習問題を解くなどの学習も随時行
う。

キャリア数学

本科目は、ビジネスの現場において、数学の知識が必要となる場
面が多くあるため、社会人基礎としての必要な数学の基礎を修得
することを目標とする。実際の授業では、文字を使った処理、関
数、確率、命題などの主要分野の基礎を学習し、その後、ビジネ
ス現場でこれらの内容が実際に必要となる実践例を学んでいく。
なお、授業形態は講義形式であるが、知識の定着のため、練習問
題を解くなどの学習も随時行う。
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リーダーシップ入門

本科目は、リーダーシップに関する基本的知識を学びながら、グ
ループ活動等の実践を通じて、自らのリーダーシップを知り、効
果的なリーダーシップを発揮するためにはどうしたらよいのかに
ついて学ぶ。所属する組織･団体(部活･サークル、アルバイト、
ボランティア団体、就職先等)において、自らのリーダーシップ
を発揮し、互いを高め合う関係を築き、組織全体のパフォーマン
スを向上させることを目的とする。授業はワークを中心に展開す
る。個人ワーク、ペアワーク、グループディスカッションを組み
合せ、クラスの仲間と共に身に付ける。

ファシリテーション入門

本科目は、ファシリテーションを通じて生産的な会話や場づくり
ができる技法を身に付けるため、ワークを中心に展開する。ファ
シリテーションを効果的に行うため方法や考え方等に関する授業
を行い、個人ワーク、ペアワーク、グループワークを組み合せ、
理解を深めていく。基礎となる考え方から始まり、次に実践的な
方法論を修得し、最後に総合課題に取り組む。ディスカッション
やプレゼンテーションの場面が多数あり、クラスの仲間と共に身
に付ける。ディスカッションの楽しさ(知の生産)を知り、建設的
な討論を援助･促進する人になることを目指す。

リーダーシップ実地基礎演習

本科目は、リーダーシップを発揮するためのミッションを持って
取り組むプロジェクト型学習である。追手門学院大学が主催･認
定するリーダーシップの実践力を養うプログラムに参加する現地
研修と、そこでの経験を最大限活かすためのスキルアップ研修ま
たは事前調査を中心とした事前研修の２つのパートから構成され
ている。本授業を通じて、言語、価値観、立場、文化背景などが
異なる組織であっても、独立自彊や社会有為を体現したリーダー
の基礎力を養成することを目的としている。協力先外部機関と連
携し、グループワークを中心にした、ディスカッション、プレゼ
ンテーション、フィールドワーク等を行う。

リーダーシップゼミナール1

本科目は、リーダーシップを効果的に発揮するために必要な知
識･技能･態度の養成を目指し、講義形式の授業と演習を組み合わ
せて授業を展開する。前期は、リーダーシップに関する基礎的な
理論と多様なリーダーシップ論の講義を行い、グループワークや
ディスカッション、プレゼンテーションなどを通じて、理解を深
める。実践では、受講生が主体的に参加するセミナーまたはワー
クショップをチームで作る。得た知識を「使う」段階への発展を
目指す。コミュニケーションスキルだけではなく、他者との意思
疎通に求められるリテラシーの向上を目指し、独立自彊や社会有
為を体現したリーダーの養成を目的としている。

リーダーシップゼミナール2

本科目は、「リーダーシップゼミナール1」で学んだリーダー
シップに関する基礎の知識と実践の土台を活用し、社会有為の体
現を目指す。他者に影響を与えたり、社会に貢献したりする活動
を通じて、社会と関わり合いをもつための力を身に付ける。実践
では、プロジェクトの目的･目標が達成できるよう、学内外向け
のワークショップ等を企画、運営を行う。また、実践した活動
を、社会に発信できるよう報告書にまとめる。グループワークや
ディスカッション、プレゼンテーションなどを組み合わせて展開
する。

リーダーシップ実地発展演習

本科目は、基礎的なリーダーシップ能力を身に付けた者(「リー
ダーシップ実地基礎演習」の修了者)が、基礎演習で学んだ内容
を応用し、リーダーシップを実際に発揮する発展科目である。追
手門学院大学が主催･認定するリーダーシップの実践力を養うプ
ログラムに参加する現地研修と、そこでの経験を最大限活かすた
めのスキルアップ研修または事前調査を中心とした事前研修の２
つのパートから構成されている。本科目を通じて、言語、価値
観、立場、文化背景などが異なる組織であっても、独立自彊や社
会有為を体現した、学生リーダーとしての基礎力を養成すること
を目的としている。協力先外部機関と連携し、グループワークを
中心にした、ディスカッション、プレゼンテーション、フィール
ドワーク等を行う。

キャリア実践英語1

本科目は、海外インターンシップに関心があり、在学中に海外イ
ンターンシップに参加する意欲のある学生や、外資系企業または
海外での就労も視野に入れている学生の会話力向上を目指すこと
を目的とする。ネィティブ及びノンネイティブスピーカーなどと
の会話を通じて、初級～中級程度のビジネス会話の修得及び
ニュースを題材にディスカッションができるようになることを目
標とする。

キャリア実践英語2

本科目は、海外インターンシップに関心があり、在学中に海外イ
ンターンシップに参加する意欲のある学生や、外資系企業または
海外での就労も視野に入れている学生の会話力向上を目指すこと
を目的とする。ネィティブ及びノンネイティブスピーカーなどと
の会話を通じて、中～上級程度のビジネス会話の修得及びニュー
スを題材にディスカッションができるようになることを目標とす
る。
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プロジェクト実践Ⅰ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅱ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅲ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅳ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅰ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅱ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。
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インターンシップ実習Ⅲ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅳ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

スポーツケア演習

本科目は、身体の基本構造や身体活動の理論を知り、より速く、
より強くなるためのトレーニング理論について学ぶ。さらに、こ
の理論の実践のために、ストレッチやテーピングを含めた身体ケ
アやメンテナンスケアを実技方式で学び、自分自身へのケア及び
他者へのケアができるようになることを目的とする。

交換留学Ⅰ

本科目は、高度国際職業人に求められる資質･能力の基盤となる
異文化、多文化環境下での言語運用能力の育成と多文化マネジメ
ント力の育成を目指し、本学が外国の大学等との間に結んだ交流
協定に基づき、学生を交換留学生として協定締結した大学等へ派
遣する。留学期間は原則として１学期(１セメスター)とするが、
各協定内容による。
派遣にあたっては、期待される到達目標や交換留学成果指標等を
含むミッション･ステートメントを作成し、それを実現するため
に最適化された危機管理セミナー等をはじめとする事前、事後プ
ログラム、及び留学中プログラムを策定し、学生の学習支援と学
習マネジメントを行う。

交換留学Ⅱ

本科目は、高度国際職業人に求められる資質･能力の基盤となる
異文化、多文化環境下での言語運用能力の育成と多文化マネジメ
ント力の育成を目指し、本学が外国の大学等との間に結んだ交流
協定に基づき、学生を交換留学生として協定締結した大学等へ派
遣する。留学期間は原則として１学期(１セメスター)とするが、
各協定内容による。
派遣にあたっては、期待される到達目標や交換留学成果指標等を
含むミッション･ステートメントを作成し、それを実現するため
に最適化された危機管理セミナー等をはじめとする事前、事後プ
ログラム、及び留学中プログラムを策定し、学生の学修支援と学
修マネジメントを行う。

海外セミナー

発展的な異文化コミュニケーション能力と多文化マネジメント力
を育成するために、海外での異文化体験プログラムや語学研修プ
ログラム等をはじめとする各種実習やフィールドワーク等に参加
する。海外での一定期間の生活体験等を通じて、国際的な視野を
広げると共に、自国文化に対する深い理解や自己認識を深めるな
ど、自己の成長を図る。異文化体験プログラムでは、派遣先国の
文化･社会理解のみならず、自国文化を派遣先国の言語や英語を
用いて説明･発信することができるようになることを目標として
いる。海外セミナーでは、事前･事後研修に加え、海外での実
習、文化体験、フィールドワークやプロジェクトワーク等を含ん
だ約４週間のプログラムを実施する。
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短期海外セミナー

基礎的な異文化コミュニケーション能力と多文化マネジメント力
を育成するために、海外での異文化体験プログラムや語学研修プ
ログラム等をはじめとする各種実習やフィールドワーク等に参加
する。海外での一定期間の生活体験等を通じて、国際的な視野を
広げると共に、自国文化に対する理解や自己認識を深めるなど、
自己の成長を図る。異文化体験プログラムでは、派遣先国の文
化･社会理解のみならず、自国文化を派遣先国のベーシックな言
語や英語を用いて説明･発信することができるようになることを
目標としている。短期海外セミナーでは、事前･事後研修に加
え、海外での実習、文化体験、フィールドワークやプロジェクト
ワーク等を含んだ約２週間から３週間のプログラムを実施する。

海外インターンシップ

本科目は、異文化の中でのビジネス現場を経験することで、学生
のキャリア選択やキャリア形成に資することを目的としている。
参加する学生は、キャリア開発センターが実施するインターン
シップ事前研修を受け、所定の手続きを経て現地での実習に臨
む。実習参加後には事後研修と、インターンシップ参加者全員が
プレゼンテーションを行うインターンシップ実習報告会での発表
を義務付けている。

国際現地研修

本科目は、国際的視野をもった人材及び実際の国際体験を有する
人材の育成が急務となる中で、海外教育機関等での研修プログラ
ムをはじめとする異文化体験や海外生活経験等の直接体験を通じ
て、異文化理解を深めることを目的とする。さらに、現地での語
学研修プログラムへ参加することで異文化コミュニケーション力
を高め、異文化環境下で自らの意見を伝え、他人の考えを理解す
ることができる人材を養成する。また、研修修了後は、事後研修
プログラムに参加し、国際現地演習の成果や課題を省察的に捉
え、自己の成長を確認すると共に、今後の自己成長へ向けての発
展的な取り組み課題を認識･設定する。

グローバルキャリア論

本科目は、留学を控えた派遣･交換留学生を対象とした事前学習
のための科目である。いわゆるグローバル人材に求められる能
力･資質とは何かを考え、留学を通じてそれらを身に付けるため
に理解を深めることを目的としている。留学中に必要となる(1)
明確な目的･目標、(2)目の前に立ち起こるさまざまな課題を発
見、解決に向けて行動できる力、(3)行動によって得た経験を学
びに変える振り返りの力、の３点を念頭に、異文化コミュニケー
ションにおけるポイントや自身のキャリア形成の背景となる社会
情勢などについても学ぶ。将来にわたって広く国際舞台で活躍す
るためのキャリア戦略を考える。
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本科目は、理工学を専門とする学生が必ず身に付けるべき俯瞰的
視座と自然や社会に向かうシステム思考を、科学史、科学的思考
法を基礎に、数学、機械工学、電気電子工学、情報工学の各分野
の成り立ち、技術、社会での役割の理解から学習する。
（オムニバス方式　全13回）

（①　盛田　健彦／1回）
数学の歴史において重要な結果を残した数学者たちと彼らが生き
た時代の学術的、社会的背景とその後に与えた影響について解説
する。
（②　小原　敦美／1回）
基盤共通科目として学習する「微分積分学」（解析学）、「線形
代数学」が、いかに専門課程で修習する各種の理工系科目の理解
の基礎となり、さらには現代の科学・技術と社会の進展に役立っ
ているかをいくつかの例をあげながら紹介し、学習意欲を高めて
もらいたい。
（20　田中　敏嗣／1回）
機械工学は、ものづくりを通じて豊かで健康な人間社会の構築に
貢献してきた。ここでは、機械工学と、それが人間社会の発展に
果たしてきた役割について概観するとともに、流体工学分野を中
心とした課題について紹介する。
（21　須賀　一彦／1回）
機械工学は、エネルギーを動力に変換する技術を論ずる。した
がって、機械工学は人類の最重要課題になってきた地球温暖化問
題に大きくかかわっている。このエネルギー問題の原因とその解
決手段における、機械工学の役割を解説する。
（22　駒谷　昇一／1回）
炊飯器やエアコン、電気の送電、列車の運行、人工心肺装置な
ど、私たちの生活や企業は情報システムにより支えられている。
このため、情報システムが障害で停止すると、生活や企業活動に
大きなダメージが生じる。また、情報技術を使いこなせるかどう
かで、経済的な格差が生じており、この問題をどう考えるのか。
情報技術を悪用した犯罪、生成AIなど新しい情報技術が、私たち
の生活や企業活動にどう影響を与えているのか、情報技術が社会
に与える影響について学ぶ。
（23　片山　正昭／1回）
電気電子工学分野は、電気を作り、運び、それを利用するあらゆ
る技術を包含する。授業では、電気電子工学の発展の歴史、持続
可能社会実現に果す役割、通信やロボット制御などのシステム分
野での最新の話題などを紹介する。また大学初年次で学ぶ数学や
基礎学理が、どのように実際の研究に用いられるのかも紹介す
る。
（24　寶珍　輝尚／1回）
情報工学の領域（計算機科学、ソフトウェア工学、情報システム
学など）について学んだうえで、情報工学とは何か、情報工学の
目指すものは何かについて学ぶ。
（25　佐藤　宏介／5回）
各分野についての学びに先立ち、古代から現代に至るまでの科学
の歴史を学び、現代科学の課題と今後の未来社会との関係を紹介
する。次に、批判的思考の基本原則と技術を学び、論理的かつ効
果的な思考を促進するためのクリティカルシンキングの基本と、
科学的探究の歴史的背景と哲学的基礎をベースとした科学的方法
を紹介する。さらに、地球温暖化対策にかかる理工学がなすべき
貢献の理解のため、地球変動にかかる科学的基礎、とその影響、
そしてこれに対処するための温室効果ガス排出の削減、再生可能
エネルギー、持続可能な都市計画等について国際的な取り組みと
関連させて解説する。
第13回においては、システム思考の基本原則とフレームワークを
紹介し、理工学要素と人間的要素が絡み合う複雑な物理世界を分
析し、理解するためのスキルを学び、本科目の総括として理工学
だけでなく異なる分野の問題に対しても統合的な視点を持つこと
の重要性について学ぶ。
（26　上田　良夫／1回）
現代社会において、電気・エネルギー技術は産業や生活を支える
基幹技術であるが、一方エネルギー消費は地球環境問題とも密接
に関連している。この回では、将来の持続的社会を構築するため
の電気・エネルギー技術の展望を述べる。

オムニバス方式

理工学概論
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データサイエンス基礎

本科目は、「データサイエンス」という概念に初めて触れる受講
生向けにリテラシーレベルの数理・データサイエンス・AI教育を
行い，データ・AIの利活用に役立つ基本的な知識とスキルを習得
することを目的として、「数理・データサイエンス・AI教育プロ
グラム」リテラシーレベルの標準カリキュラムに基づき，社会に
おけるデータ・AIの利活用（「導入」に相当），表計算ソフトを
用いたデータリテラシー(「基礎」)，データ・AI利用における留
意事項（「心得」）を学び，データサイエンスの基礎知識と技法
を理解する。

基礎物理学

本科目は、物理学のうち、力と物体の運動、電気と磁気、音と光
の諸現象を学ぶことを目的とする。具体的には、①直線運動にお
ける加速度、速度、位置を、回転運動における角加速度・角速
度・角度について微分・積分を用いて算出。②力のつりあい、エ
ネルギー保存則についての学習。③電気回路に関して抵抗やコン
デンサの並列・直列の合成、コンデンサの電気容量、フレミング
の法則とレンツの法則を用いた電磁力や起電力を算出。④ドップ
ラー現象、光の干渉についての学習の４項目について学ぶ。

基礎物理学実験

本科目は、物理実験に対する心構え、測定器具の扱い方、データ
の解析の仕方、誤差の求め方、実験ノートの取り方、グラフの書
き方、レポートの書き方、プレゼンテーションの基礎など、物理
実験及び結果を発表する際の基本となる技術を習得するととも
に、実験結果の原因となる物理現象を理解することを目的とし
て、重力加速度の大きさ、金属のヤング率、水の粘性係数、金属
棒の熱膨張係数、電気抵抗、コイルのインピーダンスとインダク
タンス、熱電対の起電力、光の干渉と波長といった基本的な物理
現象を測定する各種実験を行い、内容や結果をレポートにまとめ
報告する。また、プレゼンテーション形式で発表する。
（オムニバス方式・一部共同　全26回）

（27　土井　正好／10回）
第1回～第6回までは各種物理実験を始める前に、各種物理実験の
全体像を説明する。また、実験で得られたデータの取り扱い法
と、実験レポートの書き方を学習する。事後学習において授業で
習得した内容についてレポートを作成し提出する。第23回～第26
回では第7回～22回の各種実験結果について、レポートにまとめ
たうえで、考察をプレゼンテーションする。
（28　高見　剛、29　尹　己烈、30　桒島　史欣、45　宮澤　知
孝、46　柳澤　憲史、47　井上　亮太郎、48　門脇　廉、65　齋
藤　理、66　武田　真和、67　野中　俊宏　／16回）
重力加速度の大きさ、金属のヤング率、水の粘性係数、金属棒の
熱膨張係数、電気抵抗、コイルのインピーダンスとインダクタン
ス、熱電対の起電力、光の干渉と波長といった基本的な物理現象
を測定する各種実験を行い、内容や結果をレポートにまとめ報告
する。

本科目の実験部分の実施にあたって、学生を10グループに分けた
うえ、各グループに教員1名が実験を補助・指導する。2回の授業
につき1実験テーマを取扱い、各実験の事後学習において実験レ
ポートを作成し提出する。

オムニバス方式
一部共同

実験・実習　28時間
講義　17.5時間

入門統計学

本科目は、推定と検定の基本的な考え方を学ぶ。データを有効に
分析・処理して、有益な行動指針を見出すためには、統計学は有
効な学問である。パソコンの発達によって数量的データの処理は
簡単にできるようになった。しかし、パソコンで利用できる統計
ソフトは統計学を前提としているので、統計学の考え方や手続き
を理解することは不可欠である。本講義では、統計学の基本を理
解し、統計ソフト等を用いてデータ分析が行えるようにする。そ
のために、時には、Excelなどを使って実習を行い統計学の理解
を深める。

微分積分学Ⅰ

本科目は、理工系分野に必須の微分積分学の基礎のうち1変数関
数に関する内容を扱う。高校で学習した微分積分を基礎として、
より厳密で高度なものを学習する。前半では実数の性質から数列
や関数の極限について厳密に論じ、深化した微分法を学習する。
後半では定積分を厳密に定義するほか、有理関数などの原始関数
を求める手順、微分積分学の基本定理による定積分の計算理論に
加え、広義積分の基礎理論と技法を学習する。
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微分積分学Ⅱ

本科目は、「微分積分Ⅰ」で修得した知識と技能を前提として、
多変数(おもに2変数)関数に関する内容を扱う。前半では多変数
の関数の極限と連続性について準備したのち、微分法の基本を学
習し、応用として多変数関数の極値問題や条件付き極値問題を扱
う。後半では重積分を厳密に定義したのち、積分を用いた面積や
体積の定義や性質について学ぶ。さらに、累次積分、変数変換と
いった計算技巧に進み、最後に、重積分の広義積分を学習する。

微分積分学演習Ⅰ

本科目は、微分積分学の基礎演習のうち、とくに1変数関数に関
する演習を扱う。高校で学習した微分積分を基礎として、より厳
密で高度な問題による演習を行う。前半では、実数の性質から始
め、数列や関数の極限を用いた微分法の問題の厳密な扱い方に関
する演習を行う。後半では、定積分の計算、有理関数などの原始
関数を求める手順、微分積分学の基本定理による積分の計算理論
に加え、広義積分などの基礎理論と技法を習得するための演習を
行う。

微分積分学演習Ⅱ

本科目は、微分積分学の基礎演習のうち、とくに多変数(おもに2
変数)関数に関する演習を扱う。前半では多変数の関数の極限と
連続性についての問題を扱い微分法の基本を学習し、応用として
多変数関数の極値問題や条件付き極値問題に関する演習を行う。
後半では重積分の定義と基本性質に加え、面積や体積の定義や性
質についての基本的問題を扱った後に、累次積分、変数変換、重
積分の広義積分などの基礎理論と計算技法を習得するための演習
を行う。

線形代数学Ⅰ

本科目は、理工系分野に必須の線形代数学の基礎のうち、とくに
行列とベクトルに関する内容を扱う。最初に、行列やベクトルと
その演算について定義と基本的性質を学習し、平面や空間ベクト
ルや1次変換との関わりを見ておく。その後、行列の基本変形を
導入して、連立1次方程式の解法や正方行列の正則性の判定およ
び逆行列の計算法を学習する。最後に、置換を導入して行列式を
定義し、その基本的性質を用いた計算法とそれに関連した事項を
学習する。

線形代数学Ⅱ

本科目は、「線形代数学Ⅰ」で修得した知識と技能を前提とし
て、ベクトル空間と線形写像に関する内容を扱う。ベクトル空間
とその部分空間の定義と例に続いてベクトルの1次独立性を導入
し、ベクトル空間の基底と次元について学習する。その後、線形
写像について表現行列および核や像とそれらの次元に関する基礎
事項について準備し、線形変換の固有値と固有ベクトルを扱う。
最後に，行列の対角化可能性に関連する事項について学習する。

線形代数学演習Ⅰ

本科目は、線形代数学の基礎演習のうち、とくに行列とベクトル
に関する演習を行う。行列やベクトルの演算の定義と基本的性質
に関する演習を行った後、平面や空間ベクトルや1次変換につい
ての演習を行う。その後、行列の基本変形を用いた連立1次方程
式の解法や正方行列の正則性の判定、および逆行列の計算法に関
する演習へと進む。続いて、置換と行列式の定義と基本的性質を
用いた計算法に関連する演習を行って、最後に総合的な問題を扱
う。

線形代数学演習Ⅱ

本科目は、線形代数学の基礎演習のうち、とくにベクトル空間と
線形写像に関する演習を扱う。ベクトル空間とその部分空間の定
義と例に関する演習に続いて、ベクトルの1次独立性、ベクトル
空間の基底と次元についての演習へと進む。その後、線形写像に
ついて表現行列および核や像とそれらの次元に関する演習をへ
て、線形変換の固有値と固有ベクトルに関係する基本的問題を扱
い、最後に行列の対角化可能性に関する演習や総合問題の演習を
行う。

プログラミングⅠ

本科目は、Pythonに初めて触れる受講生向けに、Pythonとそれを
取り巻く環境(Pythonエコシステム)の多様性、Pythonスクリプト
の作成方法、デバッグ手法、基本文法（データ型、条件分岐、
ループ等）、モジュール・オブジェクト・クラスの概念をプログ
ラミング演習を通じて習得することを第一の目的とする。その応
用として、理工系、特にデータサイエンスでは必要となる
NumPy、SciPy、 matplotlib、 Pandas等の代表的なモジュールの
使い方を具体的なスクリプト例を動作・改変させながら理解し、
自力で便利なツールを構築できるデータサイエンティストとして
の基礎教養力を育成する。

演習　14時間
講義　8.75時間
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プログラミングⅡ

本科目は、C言語について学ぶことで、基本的な文法事項を理解
し、他者のプログラムが解読でき、自身でも簡単なプログラムが
記述・実行ができるよう、初学者でも知識・技術が十分に習得で
きることを目的としている。C言語は、1970年代に誕生した、世
界で最も普及しているプログラミング言語のひとつである。ま
た、汎用言語とも呼ばれ、理工学領域のどの分野においても広い
使途に用いられており、本科目ではその導入部分について学ぶ。

演習　17.5時間
講義　5.25時間

プログラミングⅢ

本科目は、C言語の発展的な文法事項を理解し、他者のプログラ
ムが解読でき、自身でもやや高度なプログラムが記述・実行がで
きるよう、知識・技術が十分に習得できることを目的としてい
る。C言語の中でも、後の世代の各種言語に大きく影響を与え
た、ポインタ・関数・構造体・ファイル処理の各要素技術につい
て、その考え方や動作原理を学ぶとともに、課題を通じて具体的
なプログラム作成能力を向上できるよう、個別要素技術の理解を
深めていく。

演習　19.25時間
講義 3.5時間

科学技術史

本科目は、西欧を中心として16～17世紀に生まれた近代科学とそ
の発展が現代の科学技術の基盤となるにいたった歴史について習
得することを目的とする。具体的には、最初に西欧の近代科学誕
生とその後諸産業と強く結びついて発展した歴史を概観したの
ち、日本ではどのような過程を経て近代科学との接点をもち、関
係を強めながら経済的発展を遂げていくのかについて、19世紀後
半以降の日本の歴史を振り返りながら考察する。

科学技術英語

本科目では、理工系学生の専門知識を活かしながら、専門分野で
必要な英語コミュニケーションの種類やそれらのパターンと特徴
について、コンピュータ・プログラムを用いて分析し、その分析
を英語コミュニケーションの発信に応用する学習方法を提案す
る。近年ますます必要とされる英語コミュニケーションの分析か
ら応用までの一連の学習と演習を通じて、自らの研究について国
際社会で発信できること、また、自律的な学習者として英語力を
向上させることを授業の目的とする。

知的財産論

本科目では、研究者や技術者などイノベーションに関わる者に
とって世界共通の基本的な競争ルールである知的財産、知的財産
権にまつわる制度について、歴史的な経緯や制度の変遷を踏まえ
て、その現代的意義を解説するとともに、 情報経済の主要な資
産となる知的財産と、情報社会を支える知的財産権制度について
マクロ的観点から理解を深める。ソフトウェア特許やデジタル著
作権等の重要事項、それらを取り巻くさまざまな事項についても
考察する。

技術者倫理

本科目は、(1)倫理及び倫理学の性格を確認する。（2）技術の特
性と意義を確認する。の上二点に基づき、技術者倫理の概要を押
さえる。具体的には、技術者倫理の根幹は、責任（説明責任）で
あること、また社会上の規範遵守の義務（いわゆるコンプライア
ンス）であることについて学ぶ。これら技術者倫理が目指すの
は、総じて公益性の担保にあるため、公益通報（内部告発）を例
として、問題を具体的に考察する。

文献講読

本科目は、理学・工学の諸分野のテーマを扱った英文の学術論文
の読み方と読解の基礎について学び、専門用語や表現に触れ、読
解力を身に付けることを目的とする。理学及び工学分野の研究論
文をテキストに用い、読み方の基本的スキルを教授する。受講生
は、テキストの読解を通して、理学および工学分野の研究論文の
構成、作法、背景となる知識等を学ぶ。授業の進め方として、3
～4名程度のグループを組んで担当章を決め、担当章に関する内
容を日本語でプレゼンテーションする。その後、履修者全員でプ
レゼンテーションに対する質疑応答や討論を行う。

理工学プロジェクト

本科目は、社会で求められる問題発見解決ができる人材となるた
めの基礎を習得することをテーマとする。社会で生成AIの活用が
進むなか、新たな製品やサービスを提案し、企画・設計できる人
材が求められている。この授業では、最新の技術がどのような新
たなビジネスを創出しているのかを学び、最新技術を活用した新
たな製品やサービスを企画デザインする方法と、プロジェクトマ
ネジメントの方法を学ぶ。授業と並行して、グループで企画提案
書を作成し発表会で発表する。
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本科目は、まず、数理・データサイエンスのエキスパートとして
の道を歩み始める際に、数理・データサイエンスの全体像、社会
におけるその役割の概要、歴史、ならびに、数理・データサイエ
ンスにおけるものの見方や考え方の概要を学習する。次に、数学
やデータ科学の各分野の技術、社会での役割、物事の捉え方、考
え方や将来について学習する。
（オムニバス方式　全13回）

（① 盛田　健彦／2回）
定義域と値域が同一の区間であるような関数の反復合成を力学系
モデルと考え、その周期点の 考察から‘カオス’と呼ばれる数
理現象研究の一端を垣間見る。
（② 小原　敦美／2回）
数理最適化手法の身近な問題への応用例として、ハイブリッド車
においてエンジン・モータへのトルク分配制御をどのように行え
ば最適燃費走行が達成できるか導出する。
（③ 巽　啓司／1回）
局所解を多数持つ大域的最適化問題の求解の難しさを理解し、近
似解をもとめるメタヒューリスティック解法や厳密解を求める方
法の特性の違いを学ぶ。
（④ 幸谷　智紀／2回）
コンピュータの能力を最大限発揮させつつ、アルゴリズムや数理
的な知見も動員して高速な処理を実現する「高性能計算」の考え
方を、具体例に基づいて解説する。
（5 小畑　経史／1回）
マスメディア、ネットワークメディアで目にするデータや統計情
報が意味するところを適切に読み取るための注意点を学ぶ。
（⑦　山村　麻理子／1回）
データサイエンティストの仕事を体験し、必要なスキルについて
考える。
（9　反田　美香／1回）
自然現象や社会現象をモデル化すると、微分方程式や漸化式など
数式で記述できることが多い。自然現象や社会現象は数学の様々
な法則に従っていることが多いためである。このような数式で表
されるモデルを数理モデルという。ここでは高校で学んだ数学の
知識を利用して作成できる自然現象や社会現象の数理モデルをい
くつか紹介し、数学の必要性、面白さを学ぶ。
（⑧　野井　貴弘／1回）
光や音、画像などの解析したい情報を数値化して関数として表し
たものを信号という。この回では信号を解析し、その特徴を把握
する方法として応用される「三角関数の無限和による信号の表現
（フーリエ解析の入門的な内容）」について学ぶ。
（⑨　本浦　庄太／1回）
コンピュータに推論を行わせるための数学的および工学的アプ
ローチについて学習する。
（⑩　平井 祐紀／1回）
不確実な現象を記述するための数学である確率論や確率過程論に
ついて、基本的な考え方を学ぶ。

確率・統計 ○

本科目は、確率・統計の基本的な概念と方法に焦点を当てる。初
回では確率の基本原理を学び、独立性や条件付き確率についての
理解を深める。そして、離散確率変数、連続確率変数、多変量確
率変数の概念について学び、それぞれの分布関数や密度関数を理
解する。さらに、確率変数の平均や積率母関数に焦点を当て、さ
まざまな確率分布（ベルヌーイ試行、二項分布、多項分布、ポ
アッソン分布等）について詳細に学ぶ。後半では、正規分布と多
変量正規分布を中心に、これらの概念を利用したシミュレーショ
ン技術について学習する。本コースを通じて、確率統計の基本的
知識と技術を習得し、これらの概念を実際の問題解決に適用する
能力を育む。

主要授業科目

オペレーションズ・リサーチ ○

本科目は、社会のさまざまな場面で現れる意思決定問題を数理的
に取り扱うための方法論とそれを裏付ける理論を理解し、具体的
な問題解決に活用できることを目指して、オペレーションズ・リ
サーチで扱う代表的な問題である線形計画問題、非線形計画問
題、ゲーム理論、待ち行列問題、ネットワーク最適化問題、組合
せ最適化問題、階層化意思決定法を取りあげ、具体的な現実の問
題から解決のための本質のみを取り出すモデル化、解決のための
手法とそれを裏付ける数理的理論について学ぶ。

主要授業科目
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R言語プログラミング ○

本科目は、R言語プログラミングのスキルを習得する。R言語は統
計解析で用いられるプログラミング言語である。本授業は前半と
後半から構成される。前半（１回〜８回）では、RStudioと呼ば
れるR言語のための開発環境を用いた演習を通じて、R言語の基本
的な事項を理解しその操作方法を習得する。後半（９回〜13回）
では分析で使用されるパッケージと呼ばれるデータや関数をまと
めたものについて理解し演習を通じてその操作方法を習得する。
特に、tidyverseと呼ばれるパッケージ集に含まれるパッケージ
を用いたデータの操作方法を習得する。

主要授業科目
演習　14時間
講義　8.75時間

統計的推測Ⅰ ○

本科目は、統計学の基本的な推測技術を学ぶものである。確率変
数の関数の分布を学んでから、大数の法則と中心極限定理を通じ
て標本分布の理解を深める。さらに、カイ二乗分布、t分布、F分
布を学び、それらの分布が点推定や区間推定にどのように利用さ
れるのかを理解する。後半においては、不偏推定量、一致推定
量、有効推定量について学び、最尤推定法を含めた推定方法の具
体的な計算手法を学ぶ。最後に、統計的検定の基本概念と、検定
統計量の求め方について学び、これらの知識を統合し、実際の
データ分析にどのように応用するかを考察する。

主要授業科目

統計的推測Ⅱ ○

本科目は、統計的検定の多様な手法とその応用を理解・習得す
る。正規分布に基づく母数の検定、平均の差の検定、分散の比の
検定、比率の検定を通じて、統計的検定の基本的な概念や知識を
習得する。身に付けた概念や知識より、標本数や検出力について
学び、データ収集で必要となるスキルを身に付ける。さらに、適
合度検定と最小２乗法の係数の検定、最尤法で用いられる検定に
焦点をあて、実践を通じて、学んだ理論知識を具体的な事例に適
用し、統計的検定の技術を習得する。

主要授業科目

微分方程式 ○

本科目は、自然現象や社会現象をモデル化すると現れることが多
い微分方程式について、その中でも常微分方程式について注目
し、基礎知識と計算技術について学ぶ。特に、微分積分学および
線形代数学の知識を基に、変数分離型の微分方程式、1階線形微
分方程式、2階線形微分方程式、連立線形微分方程式について、
初期値問題に対する解の存在と一意性などの基礎理論を理解する
とともに、求積法を中心とする微分方程式の解法について学ぶ。

主要授業科目

代数系基礎 ○

本科目は、前半において複素行列のジョルダン標準形の知識と算
出法を学習し、その過程で使用する体上の多項式環の性質と関連
付けながら、群、環、体といった基本的な代数系の基本性質を後
半において学習する。中でも重要なものとしては、体係数の多項
式環のイデアルが単項イデアルであることや、単項イデアル環が
整数環の素因数分解の類似をみたすことなどがある。また、代数
学の基本定理や加群に関連した話題についても若干触れる。

主要授業科目

複素関数論 ○

本科目は、微分積分学の知識を基に複素数を変数にもつ関数であ
る複素関数について微分および積分の様々な定義や基本性質を理
解し、基本性質を用いた計算ができるようになることを目指す。
具体的にはまず、指数関数などの初等関数を含む複素関数につい
ての基本性質を理解する。次に、複素関数の正則性や複素積分の
概念ついて理解し、コーシー・リーマンの方程式やコーシーの積
分公式をはじめとする様々な定理を用いた微分および積分の計算
方法について学ぶ。

主要授業科目

集合と位相 ○

本科目は、最初に、数学的な思考に欠くことのできない集合や命
題の取り扱いについて、数集合とその部分集合に関する基本的事
項を復習しつつ位相について学ぶための論理的思考法についての
準備を行う。続いて、微分積分学で修得した実数列や連続関数に
関する事項を位相的な視点で再考する作業を通して、おもに距離
空間における基本的事項を積み上げる。最後に、一般的な位相空
間論における重要事項の幾つかを位相的性質の観点から学習す
る。

主要授業科目
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数理最適化 ○

本科目は、前半は、数理最適化の理論を特に重要で応用でもよく
用いられる凸最適化について解説する。後半では最適化計算の基
礎的アルゴリズムや考え方を習得する。最後にパターン認識・機
械学習といったデータ解析の分野でよく用いられるサポートベク
ターマシンで、最適化の理論や計算手法への応用を述べる。内容
は数理的に明確な議論が可能な反面、抽象的にもなり易いので、
具体事例の紹介や数値例・計算例をなるべく多く交えた平易な説
明に努める。

主要授業科目

テキストマイニング ○

本科目は、テキストマイニングについて学ぶ。テキストマイニン
グとは膨大なテキストデータを分析・解析して有益な情報を抽出
する手法・技術の総称である。具体的には、機械学習・自然言語
処理・統計学などの手法・技術を用いてコンピュータ上で分析・
解析を行う。本授業では、特に、テキストマイニングにおける分
析手法とそれらを実行するためのPythonライブラリの使い方を学
ぶ。さらに、スクレイピングやライセンスの確認など実データで
の分析を行う際に必要となる手法や事項についても学習する。

主要授業科目

数値解析 ○

本科目は、微分積分、線型代数で学んだ、大学における解析学、
行列・ベクトル・線形空間等の数学の知識を土台に、コンピュー
タにおける浮動小数点数を用いた様々な問題を解決するための
「数値計算」に関連する離散化手法、理論・丸め誤差解析、アル
ゴリズムと計算量の関係等の知識を習得することを目的とする。
高性能な計算が実行できるNumPyやSciPyといったPythonパッケー
ジを用いてのプログラミング実習も行い、最先端の科学技術計算
の土台となる高性能化技法についての理解も深める。

主要授業科目

機械学習Ⅰ ○

本科目は、機械学習における数理モデルの意義や、数理的・統計
的手法がどのように使用されるかを理解し、機械学習の目的や、
様々な手法の特長を理解することを目指す。機械学習とは、コン
ピュータ自身が学習により、対象とするデータの背景にある有用
なルールやパターンを発見し、カテゴリ分類や予測を行うための
方法である。本授業では、機械学習を行う上で重要な、数理モデ
ルや統計的推論、数理的手法を学び、主に教師有り学習の基本的
な考え方を理解し、様々な代表的な技法を習得する。

主要授業科目

フーリエ解析 ○

本科目は、熱方程式の解の考察に端を発するフーリエ級数とフー
リエ変換の基礎理論を学ぶ科目である。授業前半では周期関数の
フーリエ係数を計算し、与えられた関数のフーリエ級数を求め
る。そして、フーリエ級数の収束性などの理論的な側面について
も学び、フーリエ級数の微分方程式への応用やデジタルサンプリ
ングへの応用を学ぶ。後半ではフーリエ級数の理論を拡張し、
フーリエ変換を扱い、その微分方程式への応用を学ぶ。

主要授業科目

数理モデリング ○

本科目は、問題の数理的な本質を抽出した数理モデルの考え方を
理解し、様々なタイプの数理モデルについて学ぶ。実社会の様々
な問題の多くはその本質を抜き出せば数理的に解くことができ
る。問題の本質を数学の言葉で表したものを数理モデル、数理モ
デルを作ることを数理モデリングという。本授業では数理モデル
として表すことのできる問題を紹介し、モデルの作り方やモデル
の解き方、モデルの良し悪しの測り方について学ぶ。一つの問題
を深く扱うよりも様々な問題を広く紹介することで、将来直面す
るかも知れない未知の問題の解決へのヒントにつながることを目
指す。

主要授業科目

回帰と分類 ○

本科目は、データから、変数間の線形関係を求めて、統計的に分
析することをテーマとする。回帰分析の基本は最小二乗法であ
り、対になったデータが数多くあったとして、それらの関係を直
線で表すことである。直線を求めるためには、対のデータを掛け
て足し合わせたり、データの二乗をデータ数分足し合わせたりす
るので、実際に電卓などで計算する場合には、データ自体の桁数
が少ない場合などの特殊な場合でしか直線を求めることはかなり
難しい。そのためには、回帰分析の方法を概念的に理解するだけ
でなく、パソコン実習を取り入れ実際にデータ分析が行えるよう
にする。

主要授業科目
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統計的品質管理 ○

本科目は、製品やサービスの品質を維持し、さらに向上させるた
めに重要な統計的品質管理について深く学ぶものである。この科
目の主な目的は、データ解析を通じて価値ある情報を抽出し、そ
の結果を基に品質改善の方針を策定する方法に焦点を当てること
である。具体的には、データの整理方法、確率と分布、検定と推
定に関して基礎的な知識の復習を行い、それらの知識を活用して
実験計画や分散分析などの統計的手法を新たに学ぶ。これらの手
法は、品質管理のプロセスにおいて問題を特定し、解決策を見出
すのに役立つ。さらに、検査や職場の改善・管理に関するトピッ
クも取り上げ、実務における品質管理の応用についても学ぶ。こ
の科目を通して、学生は統計的品質管理の基本的な原則と技術を
習得し、それを実際の製品やサービスの品質向上に応用する能力
を身に付けることができる。

主要授業科目

多変量解析 ○

本科目は、多変量データに含まれる情報を統計的に取り出すため
の方法論とそれを裏付ける理論を理解し、具体的なデータに適用
できることを目指す。複数の値が一組となったデータには通常そ
れらの値の間に何らかの関係性が存在する。その関係性そのもの
やその関係性に基づく意味のある情報を統計的に分析するために
多変量解析が用いられる。本授業では代表的な多変量解析手法で
ある回帰分析、主成分分析、判別分析、クラスター分析を取り上
げ、それらの理論と手法、コンピュータでの利用について学ぶ。

主要授業科目

機械学習Ⅱ ○

本科目は、機械学習における基本的概念を理解し、回帰、分類、
クラスタリング、強化学習といった手法の目的や仕組み、特徴を
把握し、目的に応じて使い分けることを目指す。「機械学習Ⅰ」
での修得した知識をもとに、より発展的な機械学習法の習得を目
指す。教師あり学習に加えて、教師なし学習や強化学習の様々な
手法を学び、特に、クラスタリング、強化学習、ベイズ最適化、
アンサンブル学習、深層学習などについての理解を深める。

主要授業科目

機械学習プログラミング ○

本科目は、「機械学習Ⅰ」および「機械学習Ⅱ」や関連する授業
で修得した、機械学習の代表的な各手法を、プログラム言語を用
いて実装し、実際にデータ処理を行うスキルを養うことで、各手
法の特徴についての理解を深め実践力を高めることを目指す。ま
た、機械学習の各目的に応じて適切に手法を選択し、使い分ける
能力や、そのためのプログラム作成能力、データの種別にあった
事前処理を行う能力、データ処理後の結果を適切に理解する能力
を養うことが目的である。

主要授業科目
演習　17.5時間
講義　5.25時間

深層学習 ○

本科目は、ニューラルネットワークの基本から始まり、畳み込み
ニューラルネットワーク（CNN）、再帰的ニューラルネットワー
ク（RNN）、アテンション機構、そしてTransformerなど、現代の
深層学習技術の核心に至るまでの理論を詳細に学ぶ。この科目で
は、これらの技術の基礎原理、数学的背景、およびアーキテク
チャの設計について深く掘り下げる。さらに、自然言語処理、画
像認識、音声認識など、様々な分野での深層学習の実世界への応
用例を取り上げ、その効果と限界についても考察する。また、深
層学習技術の最新のトレンドや進展、将来の展望についても触
れ、学習者がこの迅速に進化する分野で最新の知識を習得できる
ようにする。

主要授業科目

経済統計学 ○

本科目は、経済データの入手方法、または、経済データを用いた
分析方法を理解することを目的とする。様々な経済活動から観測
される数量的データを経済統計と呼ぶ。経済統計学とは、このよ
うな経済統計（または、経済データ）の作成方法に加えて、経済
モデルを構築し経済データに当てはめ現実の経済構造を分析する
手法などを学ぶ学問である。経済モデルを構築するためには経済
学の知識を必要とする。経済構造を分析するためのには回帰分析
の手法（すなわち、最小二乗法）を用いる。このように、経済統
計学では、現実（観測されたデータに対応する）と理論（経済理
論）が対応しているかどうかを統計的に分析する学問であるの
で、広範な知識を学ぶ。

主要授業科目

学
科
科
目

専
門
基
幹
科
目

基本計画書－ 65 －



ベイズ統計学 ○

本科目は、経験や主観に基づく事前情報を利用した統計的推測法
であるベイズ推定について、その方法論とそれを裏付ける理論を
理解し、機械学習などへの利用について学ぶ。ベイズ統計では少
ないデータでもそれなりの推測が可能なうえ、さらにデータが追
加されることで推測がアップデートされる。この特徴とインター
ネット社会の発展によるビッグデータ化と相まって、ベイズ統計
の必要性が急速に高まっている。本授業は、前半に具体的なイ
メージに結びついた例を用いてベイズ統計の基本的な考え方を概
観し、後半には前半で学んだ内容の理論的な裏付けについて学
ぶ。

主要授業科目

ルベーグ積分と確率論 ○

本科目は、ルベーグ積分の入門から確率論への応用までを扱った
科目である。前半では、測度の導入から収束定理、フビニの定理
に至るルベーグ積分の基本的な考え方や結果について学習する。
後半では、積分論と確率論との間の概念の対応について確認した
のち、事象や確率変数独立性の定式化を与える。続いて確率変数
列に関する様々な収束概念を導入し、おもに独立同分布確率変数
列についての大数の法則や中心極限定理といった重要な極限定理
の証明技法の一端を垣間見る。

主要授業科目

数理・データサイエンス演習 ○

本科目は、データ分析およびプレゼンテーションに関する演習を
行い、データの背後にある本質を見出して報告を行う授業であ
る。初回は、データの分析の仕方、スライドの作り方、発表の仕
方、質問の仕方について説明を受ける。2-13回の12回で、毎回数
名が発表し、それ以外の学生と質疑を行う。前半は1名13分で7～
8名、後半は1名20分で5名が発表を行う。5種類の課題に関して検
討することになる。各データに対してデータサイエンス、機械学
習のどの手法を用いるかは、各人の判断に任されている。

主要授業科目

情報幾何

本科目は、最初の３回で基本的事項の復習と、多様体、ベクトル
場、テンソルなどの微分幾何の基礎的知識を説明する。この準備
のもと後半では情報幾何特有の基本概念を解説するが、統計科
学・情報理論などでの情報幾何の主たる応用対象である確率分布
の空間を例にとって、具体事例の紹介や数値例・計算例をなるべ
く多く交えた平易な説明に努める。最後に確率分布族などに定義
された情報幾何構造が、どのように役立つかをいくつかの例と仕
組みを解説する。

深層学習プログラミング

本科目は、深層学習の実装スキル及びその理論を、実際の様々な
問題解決の場面でどのように応用するかを演習を通して学ぶこと
を目的とする。最初に、TensorFlowやKerasといった深層学習ラ
イブラリーを使用して、基本的なニューラルネットワークの構築
の技術を習得する。その後、より高度な技術である畳み込みネッ
トワーク、再帰ネットワーク、そして生成型敵対ネットワーク
（GAN）の応用的な実装について学ぶ。さらに本科目では、実際
に社会で遭遇する様々な問題に対して、どのような技術的アプ
ローチを取るべきか、またその際のベストプラクティスについて
も詳しく学習する。

演習　15.75時間
講義　7時間

金融数理

本科目は、多期間2項モデルなどの離散モデルに関する「数理
ファイナンスの基本定理」の知識と、簡単な場合のオプション価
格の計算に関する技能を習得することを目的とする。数理ファイ
ナンスでは金融市場を確率過程とみなしてオプションの価格付け
や投資行動を解析する。とくに、市場に裁定機会が存在しないた
めの条件を与える「数理ファイナンスの基本定理」はマルチン
ゲールとよばれる確率過程と関連づけて表現される。そこで、本
授業では、主に離散モデルを用いて数理ファイナンスの基本定理
を紹介するとともに条件付き期待値を厳密に定義し停止時刻や任
意抽出定理といったマルチンゲールに関する入門的な講義も行
う。
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関数解析

本科目は、バナッハ空間やヒルベルト空間といった完備性を持つ
ベクトル空間の具体例や性質を理解するとともに、関数解析とい
う抽象的な理論の微分方程式および積分方程式への応用を学ぶ。
関数解析はバナッハ空間やヒルベルト空間と呼ばれる「完備性を
備えたベクトル空間」の構造とその空間において定義される作用
素（写像）の性質を考察する分野であり、現代数学における解析
学分野において基礎となるものである。授業前半ではバナッハ空
間の定義とその具体例であるルベーグ空間やソボレフ空間につい
て学ぶ。後半では線形作用素の性質と積分方程式および微分方程
式の初期値問題への応用を学ぶ。最後にヒルベルト空間の基本的
な構造について学ぶ。

時系列解析

本科目は、時間の経過順に並んだデータ（すなわち、時系列デー
タ）をトレンド要因、周期的要因（または、季節的要因）、その
他不規則要因などに統計的な手法を用いて分解することを目的と
する。時系列データを分析する主要な目的は、そのデータがどの
ようなメカニズムで生成されたかを明らかにし、その構造に基づ
いてさまざまな状況での予測を行うことである。データの変動要
因（すなわち、トレンド要因、周期的要因または季節的要因、そ
の他不規則要因）などに統計的な手法を用いて分解する方法を学
ぶ。変動の要因分解を通して、データの特性を分析したり、将来
の予測に利用する方法を学ぶ。例えば、経済予測に用いる場合に
は、GDP、外国為替レート、株価などへのデータ分析が考えられ
る。

モデル選択

本科目は、統計モデルのモデル選択の手法と応用を理解・習得す
る。重回帰モデルにおけるモデル選択を例として、モデル選択の
必要性を理解する。モデル選択規準・情報量規準の基本的な概念
を深め、モデル選択規準や情報量規準の最小化に基づくモデル選
択法の技術を理論的に学び、かつ実務で用いるスキルを習得す
る。さらに、罰則付き推定に基づく、リッジ回帰・Lasso回帰を
学習し、Lasso回帰によるモデル選択法の理論的な知識や実務的
なスキルを習得する。

因果推論

本科目は、因果推論の多様な手法とその応用を理解・習得する。
最初にデータの特徴、および変数の関係を整理し、統計的因果推
論の考え方を習得する。次に手法として、傾向スコア、マッチン
グ、層化解析法、重み付け法、操作変数法を重点的に学ぶ。最後
に実データ分析を行う。よく問題となるケース・コントロール研
究、欠測への対処法の状況でのデータ分析、共分散構造方程式モ
デルを用いた例を取上げ、実際のデータ分析の際に必要となる専
門的なスキルを身に付ける。

情報処理Ⅰ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
るために必要な情報処理の基礎知識・技能を習得することができ
る。
本科目は、シェルを理解し、シェルを用いた情報処理方法を習得
することをテーマとする。まず、コンピュータ利用者にオペレー
ティングシステムの機能を簡便に利用できるようにしているシェ
ルについて学ぶ。ここでは、ファイル管理、ヒストリ、標準入出
力、リダイレクト、パイプ、プロセス管理、ジョブ管理、ならび
に、正規表現等について、PowerShellを使用して学習する。次
に、コマンドを使用して簡易なプログラムを書くことができる
シェルスクリプトについて学習する。変数、演算子や制御構文に
加えて、文字列操作や関数等について学習する。

演習　14時間
講義　8.75時間

情報処理Ⅱ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
るために必要な情報処理の基礎知識・技能を習得することができ
る。
本科目は、まず、オブジェクト指向の考え方を学び、クラス、継
承、オーバーロード、他クラスの利用を通してオブジェクト指向
プログラミングについて学ぶ。次に、グラフィカル・ユーザ・イ
ンタフェース（GUI）の実現について学び、これを通してイベン
ト駆動型プログラミングについて学ぶ。ここでは、GUIをうまく
実現するための枠組みについても学ぶ。さらに、ネットワークプ
ログラミングの基礎を習得する。最後に、これらを総合したプロ
グラム課題に取り組む。

演習　14時間
講義　8.75時間
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情報理論

本科目は、情本科目を履修することにより、数理・データサイエ
ンスに関連する情報理論の基礎知識・技能を習得することができ
る。
の表現、伝送、処理、符号化等に関連する数学的な理論を学び、
「情報」の科学的な扱いに関する理論知識と設計技能の基礎を提
供する科目である。本科目で習得した情報理論の基本的な概念と
原理は、データ通信工学、信号処理、データ圧縮、人工知能等の
ほとんどの情報工学諸分野の基盤となっており、この科目は情報
工学で取り扱う様々なシステムを数学的に分析する思考法を涵養
する役割を果たす。

データ構造とアルゴリズム

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスに関する
深い理解に必要なデータ構造とアルゴリズムの基礎知識・技能を
習得することができる。
本科目のテーマは、データ構造とアルゴリズムの基礎と計算量の
理解である。製造業や輸送業、金融業などの産業では、利益最大
化やコスト最小化といった数学的な問題が数多く存在する。これ
らの問題を計算機に解かせるには、問題の構成要素をグラフなど
の数学的構造により表現した上で、それらの入力に対する効率的
に処理できるデータ構造を選び、さらに、問題の目的に合ったア
ルゴリズムを選ぶ必要がある。本授業では、解くべき問題の本質
を把握し、適切なデータ構造とアルゴリズムを選んでプログラム
を設計する方法を学ぶ。また、問題の最悪計算量を見積もり、効
率性を評価する方法を学ぶ。

論理回路

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
る上で必要となるコンピュータや情報システムを構成するデジタ
ル回路の基礎知識や設計技法基礎知識・技能を習得することがで
きる。
本科目は、コンピュータや情報システムを構成するデジタル回路
の基礎知識や設計技法を習得することをテーマとして、計算機に
おける数の表現や演算の方法を理解し、論理関数による演算の実
現方法を学ぶ。まず、計算機の内部での数値の表現方法と論理回
路の構成要素である論理ゲートの仕組みについて学ぶ。その後、
ブール代数や論理関数の標準形を学び、カルノー図を用いた論理
式の最小化を行う方法を習得する。組合せ論理回路について学
び、演算器の仕組みを学ぶ。フリップフロップとレジスタから順
序回路を構成する方法と設計法を学ぶ。最後に、よく用いられて
いる具体的な回路の例をいくつか紹介する。

人工知能

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
る上で必要となる人工知能の基礎知識・技能を習得することがで
きる。
本科目は、1950年代に誕生した比較的新しい学問分野である人工
知能（Artificial Intelligence: AI）について取り扱う。現在
は第三次AIブームの余波が残っている時代であり、日常では無意
識にAIと触れる機会も多くなってきているため、AI技術者や活用
者となれるよう、AIの各研究分野を概観し、初学者でも概要が理
解できるように進める。また、理解度の確認のため、非プログラ
ミング型AIサービスを用いて簡単な課題を行う。

計算機アーキテクチャ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
る上で必要となるコンピュータの仕組みに土えの基礎知識・技能
を習得することができる。
本科目は、コンピュータにおけるさまざまな要素において、優れ
た実現手法や必須の項目に関して、基本的で共通的な事項を開発
の歴史や考え方も交えて理解することを目的として、コンピュー
タのCPUやメモリを構成する基本部品である演算回路、ラッチ、
メモリなどの仕組みや、命令実行の仕組み、OSやプログラムとの
連携について学ぶ。優れた実現手法や必須の項目に関して、基本
的で共通的な事項を開発の歴史や考え方も交えて詳しく説明す
る。また、応用としてのインタラクション技術や情報提示技術に
関しても説明する。

オペレーティングシステム

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
る上で知っておくべきOSに関する基礎知識・技能を習得すること
ができる。
本科目は、オペレーティングシステムの機能を理解することを
テーマに、まず、オペレーティングシステム（OS）の基礎とし
て、OSの役割、OSのインタフェース、ならびに、OSの構成につい
て学習する。次に、OSの重要な原理・処理として、入出力制御、
ファイル管理、プロセス管理、メモリ管理、ならびに、CPU、メ
モリ、入出力の仮想化について学習する。さらに、実行モードや
ファイルの保護等のセキュリティ、システムの運用管理、ならび
に、スループット等のOSの性能についても学習する。
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コンピュータインタラクション

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスと関連す
る分野の基礎知識・技能を習得することができる。
本科目は、近年、急速に自律知能化が進むコンピュータとの適切
なインタラクションの設計原理について、インタラクション科学
の基礎から、ヒューマンエージェントインタラクションや、エン
ターテインメントコンピューティング、人間とコンピュータの共
生という観点まで幅広く学ぶ。本授業においては、人間と自律知
能化が進むコンピュータとのインタラクションについて、学際的
な知見を習得することを目的とする、受講者は、情報工学、心理
学、メディア論など学際的な内容について幅広く学習し、理想的
なコンピュータインタラクションについて考察することを目的と
する。

情報セキュリティ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスおよび周
辺分野を学習研究する上で必要な情報セキュリティーの基礎知
識・技能を習得することができる。
本科目は、大切な情報資産を守るために、情報セキュリティにつ
いての知識を深める。社会の基盤となっている高度な情報システ
ムに対し、安心・安全な情報システムの社会実装が求められてい
る。本授業では、情報セキュリティの概要と、情報セキュリティ
を理解するための技術的体系について講義する。さらに、サイ
バー攻撃と防御，リスクマネジメントやセキュア設計，個人情報
保護，IoTセキュリティなどについて講義する。これにより、セ
キュアネットワークを受講するための素養を養う。

デジタルメディア処理

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
る上で必要なマルチィメディア技術についての基礎知識・技能を
習得することができる。
本科目は、画像、音声、テキスト等の異なる種類のメディアデー
タの処理技術を俯瞰的に学ぶ。まずマルチメディアの基本概念と
各種メディアのデータ表現方法の理解から始め、次に画像や音声
の圧縮、変換、編集などの基本的な処理技術を、各技術の利点や
限界とを合わせて学ぶ。これらの要素技術を組み合わせて、マル
チメディア情報システムの設計と実装に関する知識を習得し、現
実世界の問題に対してマルチメディア技術を適切に評価し適用で
きる能力を身に付ける。

信号処理

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
るために知っておくべき、信号処理に関するの基礎知識・技能を
習得することができる。
本科目は、アナログ信号をディジタル信号に変換し、各種の処理
を行い、アナログ信号に再変換するデジタル信号処理の基礎につ
いて理解することを目的とする。まず、信号処理の概要を学んだ
後、アナログ信号処理の基本的手法であるフーリエ変換、ラプラ
ス変換、ならびに、デジタル信号処理の基本的手法であるz変
換、離散フーリエ変換について学習する。次に、これらの基本的
手法に基づいてディジタル信号処理システムについて学習する。
畳み込み、離散時間システムの安定性、高速フーリエ変換につい
て学習する。その後、デジタル信号処理技術として、フィルタ、
適応的信号処理等について学習する。

自然言語処理

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
る上で有用な、自然言語テキストをコンピューターで処理する手
法の基礎知識・技能を習得することができる。
本科目では自然言語処理について学習する。自然言語処理とは日
本語などの自然言語のテキストをコンピュータで処理する手法や
技術のことである。本授業は前半と後半から構成される。前半
（１〜８回）では自然言語処理の基礎的な用語および内容につい
て学習する。特に、形態素解析・構文解析・意味解析といった事
項を扱う。後半（９〜13回）では言語モデルの発展を学ぶ。特
に、word2vec以降のRNNやAttentionといった事項を理解しなが
ら、近年の大規模言語モデルの発展まで学ぶ。

ヒューマンインタフェース

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを活用す
る上で有用な、ヒューマンインターフェースに関する基礎知識・
技能を習得することができる。
本科目は、インタフェースの種類ごとに、その基礎と変遷、活用
事例についてグループディスカッションなども交えながら学ぶ。
また人間の認知特性について、関連する心理学や人間工学の知見
も学ぶことで、人間中心設計インタフェースデザインの基礎の習
得を目指す。まずインタフェースの発展と現状について概説を行
う。その上で、人間の知覚特性（例：視線運動、多感覚情報処
理）や認知特性（例：アフォーダンス、ヒューリスティック）に
ついて習得し、CUIやGUIなどの基礎的なインタフェースから、
バーチャルリアリティやブレインマシンインタフェースなど最先
端のインタフェースについても同時に学ぶ。
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画像・音声・情報処理

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスと理論的
にも関連する画像・音声・情報処理の基礎知識・技能を習得する
ことができる。
本科目は、デジタルメディア処理の最先端技術の多くは高度な数
学的背景に基づいて設計されており、それらの技術を習得し、活
用する際に必要となる、音声・画像データの変換と雑音除去、そ
して認識するための基礎的なアルゴリズムを具体的なソースコー
ドに対応付けながら学ぶ。音声や画像等のパターン情報は、時間
周波数や空間周波数等の他の数学的表現で取り扱うことが問題解
決に繋がるため、音声処理と画像処理の共通性を意識しながら、
その数学的処理の知識と技能の習得を目指す。

演習　10.5時間
講義　12.25時間

物性基礎論

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスを応用す
る上で押さえておくべき、ハードウェアの背景にある物性につい
ての基礎知識・技能を習得することも。
本科目は、固体物質の代表的な物性として、原子構造、結晶性、
電気的性質、熱的性質、機械的性質について基礎的な理解を深
め、様々な固体物質（電気伝導体、半導体、絶縁体、超伝導体、
磁性体）の基礎的な性質とその応用分野についての知識を得るこ
とを目的とする。電気電子工学分野においては、様々な電気的・
機械的特性を有する固体物質が使用される。本授業では、まず原
子構造とその化学結合を説明し、続いて固体物質の構造、固体物
質の電気的・熱的・機械的性質について概要を説明する。その
後、これらの性質を決める原子や電子の挙動についての基礎知識
を説明したのち、電気的な性質の異なる固体物質（電気伝導体、
半導体、絶縁体、超伝導体、磁性体）の具体例と応用分野につい
て説明を行う。

電子回路Ⅰ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスの視点を
活かしつつ，計算機ハードウェアの基本となる電子回路の基礎を
習得することができる。
本科目は、直流・交流回路理論を基礎とし、基本的な回路解析手
法について学習すると共に、基本的な半導体素子の静特性につい
て学習することを目的として、キルヒホッフの法則、フェーザ表
示などを用いて電子部品の特性の計算手法について学習する。ダ
イオードのV-I特性、バイポーラトランジスタのhパラメータ、
MOSFETのgパラメータなど各半導体の基本特性とそれらを表すパ
ラメータについて学習し、半導体素子を用いた電子回路の解析の
基礎を学ぶ。
毎回授業の内容に関する課題を課す。内容が不十分である場合は
再提出を求めることがある。また理解度を確認するための小テス
トを３ないし４回実施する。

電磁気学Ⅰ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスをより深
く理解するために必要な電磁気学の基礎知識・技能を習得するこ
とができる。
本科目は、マクスウェルの方程式を構成する４つの方程式の物理
的な意味を理解することにより、マクスウェルの方程式の正しい
使い方を身に付けることを目指す。真空中・物質中の電界・磁界
に関してマクスウェルの方程式をもとにして理解していく。現象
からマクスウェルの方程式を導出するのではなく、マクスウェル
の方程式と電磁気現象の関係をみていくことで、式の表す物理的
な意味を理解し、電磁気学の正しい知識を身に付ける。必要とな
る数学の基本知識は授業の中でも説明を行う。

電磁気学Ⅱ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスをより深
く理解するために必要な電磁気学の基礎知識・技能を習得するこ
とができる。
本科目は、電磁気学が現代社会を支える重要な学問であることを
知るために、通信ケーブルやアンテナなど身近なものを例にあげ
つつ、電磁波についての理解を深めることを目的とする。電磁気
学は電磁気力を利用したパワーエレクトロニクス、半導体デバイ
スなどの電子工学、電磁波を利用した通信工学など幅広い工学応
用分野で活用されている。それらの中から本授業では電磁波とそ
の伝搬について学び、電磁波の特性を定量的に評価するための基
礎を学ぶ。
毎回授業の内容に関する課題を課す。また理解度を確認するため
の小テストを３ないし４回実施する。

演習 5.25時間
講義 17.5時間

ロボットの機構と運動

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスの視点を
活かしつつ、プログラムの処理対象の一つであるロボットの機構
と運動についての知識を習得することができる。
本科目は、ロボットに用いられる種々の技術を広く概説すること
で、受講者に「ロボット関連技術の目次」を提供する。基本的な
ロボットの構成を紹介し、ロボットのメカニズム、アクチュエー
タ、センサについてその特性や選定手法を解説する。また、主と
してアーム型ロボットを題材に、順運動学による手先位置の計算
や逆運動学による関節角度の計算、基礎的な動力学について講義
する。また、ロボットに用いられている制御手法にも触れる。
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制御工学Ⅰ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスの視点を
活かしつつ各種信号処理の基礎となるシステムの考え方や手法を
習得することができる。
本科目は、機械運動や電気現象を表す多様な制御対象についてモ
デリング法とブロック線図の結合方法を理解し、インパルス応
答、ステップ応答について用語の理解と計算方法を理解すること
をテーマとする。入力に影響されて応答出力が表れる制御対象に
ついて、制御対象の応答出力を人為的に期待する目標値へ追従さ
せるには、制御対象の入出力値をリアルタイムに計測できるセン
サが必要である。そして出力と目標値との偏差を検出し、その偏
差を無くすフィードバックループを設置する。制御系への入力と
して代表的なインパルス入力やステップ入力に対する応答性の解
析方法について学習する。また、制御系設計に必要なモデリング
法について演習を4回設定する。

演習　7時間
講義 15.75時間

制御工学Ⅱ

本科目を履修することにより、数理・データサイエンスの視点を
活かしつつ各種信号処理の基礎となるシステムの考え方や手法を
習得することができる。
本科目は、目標値追従性および外乱抑制性、モデル誤差を有した
フィードバック制御系の設計方法を学ぶことを目的に、フィード
バック制御系安定解析結果を基にして、制御系の各種改善方法と
ＰＩ、ＰＩＤ制御系の設計方法を学習する。また、設計制御系の
定常特性を評価する。
熱制御システム、流体制御システム、プロセス制御システムの数
学モデル設計法に関する演習を3回設定する。

演習　5.25時間
講義 17.5時間

卒業研究Ⅰ ○

本科目は、数理科学・データサイエンス学の専門分野に関する包
括的な理解を獲得し、そこにおける思考方法やスキルを理解し身
に付け、当該分野に関する分析力・理解力を養い、各人が主体的
に取り組む研究活動の基礎を養う、少人数演習形式の科目であ
る。
受講生が任意に設定した分野における個別テーマについて、個人
あるいはグループ単位で、文献を精読し、その内容を報告・討論
する形で進める。個別テーマの検討成果については、発表会にて
口頭報告（プレゼンテーション）する。

主要授業科目

卒業研究Ⅱ ○

本科目は、「卒業研究Ⅰ」に続いて開講される数理科学・データ
サイエンス学の専門分野に関する包括的な理解を獲得し、そこに
おける思考方法やスキルを理解し身に付け、当該分野に関する分
析力・理解力を養い、各人が主体的に取り組む研究活動の基礎を
養う、少人数演習形式の科目である。
受講生が任意に設定した数理科学・データサイエンス学分野にお
ける個別テーマについて、自主的に実験・解析・設計・試作等を
計画し、継続して研究に取り組み、得られた成果に考察する形で
進める。個別テーマの検討成果については、発表会にて口頭報告
（プレゼンテーション）する。

主要授業科目

卒業研究Ⅲ ○

本科目は、「卒業研究Ⅱ」に続いて開講される数理科学・データ
サイエンス学の専門分野に関する包括的な理解を獲得し、そこに
おける思考方法やスキルを理解し身に付け、当該分野に関する分
析力・理解力を養い、各人が主体的に取り組む研究活動の基礎を
養う、少人数演習形式の科目である。
受講生が任意に設定した数理科学・データサイエンス学分野にお
ける個別テーマについて、自主的に実験・解析・設計・試作等を
計画し、継続して研究に取り組み、得られた成果に考察する形で
進める。個別テーマの研究成果については、卒業論文また卒業制
作としてまとめるとともに発表会にて口頭報告（プレゼンテー
ション）する。

主要授業科目
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

数的処理入門

本科目は、社会人としてどのような数的処理能力が必要かを学
び、現時点での自分の実力を把握する確認テストを行う。その
後、割合、数と式、場合の数･確率などの主要分野、実践的な資
料解釈、表計算処理へと進む。本科目では、SPI(非言語)の全国
平均レベル相当以上の実力を身に付けることを目指す。 主に講
義形式で行い、 (1)前回の復習と小テスト　(2)今回の学習内容
説明　(3)問題演習というサイクルで進める。

日本語表現

本科目は、様々なディシプリンに共有される汎用性の高い日本語
の言語知識やスキルに加えて、談話標識に沿った基本的な文章の
型の習得を目指す。カリキュラムのうえでは、初年次の前期に配
置され、広い視野での学びを自己の言葉で再構築する「知の探
究」の先行科目に位置付けられる。授業は、レポートや論文、報
告書など、論理的な文章を書くことを中心に、導入(講義)→ペア
ワークやグループワークや調査(協働学習)→アウトラインの作成
等の教室活動を経て、800字程度の作文を課す。評価は学生間の
ピアレビュー、授業担当者の添削、日本語ライティング支援施設
による第三者評価、追大日本語表現力検定などによって、総合的
に行う。

コンピュータ入門1

本科目は、パソコン活用のための入門クラスである。授業のレ
ポートを書くためにOfficeを使う、就職活動をするためにメール
やインターネットを使う、職場ではデータをまとめ資料を作成す
るなど、今やパソコンを使いこなす能力は、なくてはならないも
のになっている。この授業では、パソコンの基本的な知識を学
び、概ねWordを使いこなすレベルのスキル取得を目指す。 (1)今
回の学習内容説明　(2)問題演習のサイクルによる、繰り返し学
修で習得を目指す。併せて毎回、情報倫理･情報利活用の知識も
学ぶ。

コンピュータ入門2

本科目は、「コンピュータ入門1」の続きで、パソコン活用のた
めの入門クラスである。レポートを書く、データを集計する、表
やグラフを用いて報告書を作成するなど、今やパソコンを使いこ
なす能力はなくてはならないものになっている。この授業では、
これらの技能に必要な基礎的な操作能力を身に付け、Excelを使
えるレベルのスキル取得を目指す。 (1)今回の学習内容説明
(2)問題演習 のサイクルによる、繰り返し学修で習得を目指す。

総合英語1

本科目は、学生が所属する各学部･学科の専門基礎科目内容を英
語と日本語の両言語で学習し、取り扱われる題材や背景知識･理
論･メカニズム等の理解学習と、ベーシック･イングリッシュによ
る表現活動とを有機的に統合し、専門基礎科目内容の学習と国際
語としての英語運用能力の育成を同時に行う科目である。
そのため、「総合英語1」では、各学部･学科の専門基礎科目等で
取り扱われる内容に関連したトピックスを、日本語と英語の両言
語によるリスニングとリーディングの題材として取り扱う(イン
プット･インテーク学習)。また、両言語で学習した内容をベー
シック･イングリッシュによるスピーキングやライティング等の
発表活動と結びつけることにより、学習内容を再構築したり発展
的に取り扱ったりする(アウトプット学習)。この様に、取り扱わ
れる題材に関する理解を深化させる中で、学生相互が積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度や、目標言語による基本的
なコミュニケーション能力を育成する。

総合英語2

本科目は、「総合英語1」の学習内容を発展させる中で、学生が
所属する各学部･学科の専門基礎科目内容を英語と日本語の両言
語で一層深く認識し把握するための理解学習と、目標言語による
多様な表現活動とを有機的に統合し、専門基礎科目内容の学習と
認知学習言語としての英語運用能力の育成を行う科目である。
そのため、「総合英語2」では、各学部･学科の専門基礎科目等で
取り扱われる内容に関連した日本語と英語による発展的なトピッ
クスを、リスニングとリーディングの題材として取り扱う。ま
た、両言語で学習した内容をオーラルプレゼンテーションやアカ
デミックライティング等の多様な発表活動と結びつけることによ
り、学習内容の定着を図る。この様に、目標言語による多様な発
表･表現活動を通じて、学生相互が積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度や、目標言語による、よりハイレベルなコ
ミュニケーション能力を育成する。
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Advanced English1

本科目は,「総合英語1･2」で学んだことがらを基盤に、発展的な
英語運用能力を育成する。具体的には、さまざまな分野にかかわ
る文章の読解力と、目標言語による発信力の育成を重点的に行
う。読解力を育成するための題材は、ニュースリソースやジャー
ナル等、真正性の高い教材を利用し、学生の興味･関心を喚起す
る。また、学生自らが主体的に題材や情報を収集、整理･分析
し、それらについての意見等を構築した上で、目標言語を用いて
他者に伝えるなど、現実の国際的なコミュニケーションの場面で
活用することができる発展的な英語運用能力の育成を図る。

Advanced English2

本科目は、「Advanced English1」の内容を継続的･発展的に取り
扱う。そのためには、ウェブ上で配信される英語による多種多様
な文章をはじめとする、現実のネット社会及びグローバル社会で
流通している膨大な英語情報を的確に読解し、処理することがで
きる実践的な英語読解の基礎力を育成する。また、学生自らが
テーマを決め、情報を収集･処理し、英語でプレゼンテーション
等の多様な発表･表現活動を行うためのグループ･プロジェクト学
習を実施する。

Academic English1

本科目は、海外留学を目指す学生を対象に、以下の４点に重点
的･系統的に取り組む。
(1)英語によるプレゼンテーションやディスカッション、講義等
の内容を的確に把握･理解し、必要な知識や情報を獲得させる。
(2)特定のトピックスについて、英語でプレゼンテーションをす
ることができる基本的な英語運用能力とプレゼンテーション能力
を育成する。
(3)特定のトピックスについて、英語でディスカッションをした
り、ディベートに参加したりすることができる基本的な英語運用
能力とディスカッション力やディベート力を育成する。
(4)特定のトピックスに関わる言語理解活動と言語産出活動をバ
ランスよく実施し、基本的な認知学習言語能力の育成と、創造
的･批判的な思考力の育成を図る。

Academic English2

本科目は、海外留学を目指す学生を対象に、「Academic
English1」の学習内容を発展的に取り扱い、留学先大学等での科
目履修で求められるよりハイレベルな認知学習言語能力の育成を
図る。特に、英語による論理的･分析的な文章作成能力を育成す
るために、パラグラフライティングやエッセイライティング等の
スキルを身に付けるための学習活動を系統的に実施する。
(1)英語によるプレゼンテーションやディスカッション、講義等
を通じて得られた理解や、知識･情報等を処理したり、分析する
能力を育成する。
(2)様々なトピックスについて、英語でプレゼンテーションやパ
ブリックスピーキング等をすることができる発展的な英語運用能
力を育成する。
(3)様々なトピックスについて、英語でディスカッションをした
り、ディベートに参加したりすることができる発展的な英語運用
能力とディスカッションやディベートをマネジメントする力を育
成する。
(4)発展的な認知学習言語能力の育成と、創造的･批判的な思考力
の育成を図るために、様々なトピックスに関わる言語理解活動と
言語産出活動をバランスよく実施する。

Online English Seminar1

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等に求められる４技能(読むこと･聞くこと･話すこと･
書くこと)に関わる基本的な英語運用能力の育成を図る。そのた
めに、CEFRのレベルA1-A2程度(英検®３級上位から英検®準２級下
位レベル)の英語運用能力の獲得を最低到達目標とし、基本的な
語彙･表現や文法項目の理解学習及び定着のための言語演習を重
点的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を行うが、オンラ
イン配信される自学自習用の教材での予復習を行っていく。

Online English Seminar2

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等でのスコアアップを可能とする４技能(読むこと･聞
くこと･話すこと･書くこと)に関わる発展的な英語運用能力の育
成を図る。具体的にはCEFRのレベルA2-B1程度の英語運用能力(英
検®準２級上位から英検®２級下位レベル)の獲得を最低到達目標
に、発展的な語彙･表現や文法項目の理解学習、及び定着のため
の言語活動を重点的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を
行うが、オンライン配信される自学自習用の教材での予復習を
行っていく。
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Online English Seminar3

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等での高得点取得を可能とする４技能(読むこと･聞く
こと･話すこと･書くこと)に関わる応用的な英語運用能力の育成
を図る。具体的にはCEFRのレベルB2-C1程度(英検®準１級から英
検®１級下位レベル)の英語運用能力の獲得を目標に、応用的な語
彙･表現や文法項目の理解学習及び定着のための言語活動を重点
的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を行うが、オンライ
ン配信される自学自習用の教材での予復習を行っていく。

Online English Seminar4

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等での高得点取得を可能とする４技能(読むこと･聞く
こと･話すこと･書くこと)に関わるプロフェッショナルなレベル
の英語運用能力の育成を図る。具体的にはCEFRのレベルC1-C2程
度(英検®準１級上位から英検®１級レベル)の英語運用能力の獲得
を目標に、プロフェッショナルなレベルの語彙･表現や文法項目
の理解学習及び定着のための言語活動を重点的に実施する。な
お、本科目は対面にて授業を行うが、オンライン配信される自学
自習用の教材での予復習を行っていく。

ドイツ語1

本科目は、ドイツ語の発音や文法の初歩を学ぶことから始めて、
簡単なあいさつ、自己紹介ができるようになるまで練習を行う。
文法的には規則動詞･不規則動詞の人称変化、定冠詞･不定冠詞
(類)の格変化、前置詞の格支配などが主な内容である。発音練習
や筆記の練習問題だけでなく、リスニング練習も多く行って、ド
イツ語の音に慣れる。入門的な内容であっても、ペアでの口頭練
習などによって、ドイツ語で発信(自分について話す。相手につ
いて聞く)できるようにする。

ドイツ語2

本科目は、「ドイツ語1」の振りかえりを行うことから始めて、
「ドイツ語2」では簡単な用事をドイツ語で伝えたり、短い会話
文であれば、聞いて意味がわかるように練習を行う。文法的に
は、助動詞、分離動詞、動詞の３基本形、再帰動詞などが主な内
容となる。「ドイツ語1」と同じくペアでの練習やリスニング練
習を多く行って、簡単な道案内や、買い物、自分の経験について
伝えるといったことができるようにする。並行して「ドイツ語技
能検定」の過去問などを利用して、「検定試験」への意識なども
高めていく。

フランス語1

本科目は、フランス語の発音や文法の初歩を学ぶことから始め
て、簡単なあいさつ、自己紹介ができるようになるまで練習を行
う。文法的には規則動詞･不規則動詞の人称変化、３種類の冠
詞、基本的な前置詞の用法などが主な内容である。発音練習や筆
記の練習問題だけでなく、リスニング練習も多く行って、フラン
ス語の音に慣れる。入門的な内容であっても、ペアでの口頭練習
などによって、フランス語で発信(自分について話す。相手につ
いて聞く)できるようにする。

フランス語2

本科目は、「フランス語1」の振りかえりを行うことから始め
て、「フランス語2」では簡単な用事をフランス語で伝えたり、
短い会話文であれば、聞いて意味がわかるように練習を行う。文
法的には、動詞の３基本形、助動詞、代名詞などが主な内容とな
る。「フランス語1」と同じくペアでの練習やリスニング練習を
多く行って、簡単な道案内や、買い物、自分の経験について伝え
るといったことができるようにする。並行して「実用フランス語
検定」の過去問などを利用して、「検定試験」への意識なども高
めていく。

中国語1

本科目は、中国語をはじめて学ぶ人のための科目である。中国語
がどのような言語か、これから学ぶ中国語はどのような中国語
か、どのようにして学ぶか、その大要を把握してから、まず中国
語の発音のしくみを、その後、平易な会話を通じて、基礎的な文
法と語彙を学んでいく。平易な中国語文を、(1)日本語に翻訳で
きる、(2)正しく発音できる、(3)書くことができる、(4)話すこ
とができる、を目標とする。教室においては、音読や日本語への
翻訳など、学生からの発信を中心に授業を進め、これによって中
国語の実践力をつけることを目指す。

中国語2

本科目は、「中国語1」を学び終えたあと、引きつづき中国語学
習を継続する人のための科目である。基本的な中国語文を、(1)
日本語に翻訳すること、(2)正しく発音すること、(3)書くこと、
(4)「読む」を越えて話すこと、ができる、を目標とする。これ
によって、「中国語2」を学びおえた時点で、中国語の基本的な
語彙と文法を習得していることになる。音読や日本語への翻訳な
ど、学生からの発信を中心に授業を進め、これによって中国語の
実践力をつけることを目指す。また、継続して中国語を自分で学
びつづける方法も、同時に学んで、身に付ける。
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スポーツ実習1

本科目は、未経験者から初級者程度を対象にプログラムを提供
し、生涯スポーツへのつながりを意識した実践に重点を置く。
実習においては、種目の競技特性やルール、また基礎技術や戦術
を理解･習得することを目指し、積極的にスポーツに携わる姿勢
を養うこと、さらにコミュニケーションワークやグループワーク
で協調性及び協働力を培い、スポーツを通じて人間形成をはかる
ことを目的とする。

スポーツ実習2

本科目は、基礎を既に修得した中級者以上を対象にプログラムを
提供し、より発展的･効率的な技能や競技力の向上を目指しなが
らゲームの楽しさを享受できることに重点を置く。
実習においては、ルールやマナーも含めてスポーツをより深く理
解することで、自身の技術向上はもとより、他者に対しても指導
実践ができることを目的とする。

ネイチャーアクティビティ1

本科目は、夏期休業を活用した集中授業として、大学内では体験
できない自然とふれあい、自然と人間のつながりを考える授業を
展開する。内容としては、ゴルフやキャンプ、スキューバダイビ
ングなどの活動を通じ、それぞれのアクティビティを体験する中
で基本技能の習得はもちろん、仲間とのコミュニケーション能力
向上、さらには自然の中でとるのにふさわしい態度･マナーを学
ぶことを目指す。

ネイチャーアクティビティ2

本科目は、学内のスポーツ施設では体験･経験できない自然との
ふれあい、また自然の中に自身を置き、自然と人間のつながりを
考える授業を進める。集中授業として冬期休業中にスキー実習を
展開する。基本技能の習得、滑走斜面での対応等、実践的に学
ぶ。現地では指導前に技能判定を実施し、班編成を行い、各班に
応じたプログラムを実践する。各班での到達目標を明確に設定
し、達成に向けた実習を行う。また、ゲレンデでのルールやマ
ナーの遵守についても学び、自然との共存も考えた実習を目標と
する。

知の探究

本科目は、与えられたテーマを巡って、３つの異なるディシプリ
ンからアプローチすることで、ひとつのテーマに対して複数の仕
方で問いを立て、議論を構築し、結論を導くことを可能ならしめ
る問題解決型の授業である。学生は、各ディシプリンについて個
人ないしグループで考察し、最終的にはA4で１枚程度のエッセイ
にまとめる。学生は計３回の論述をこなすことで、前期の「日本
語表現」での学習を一歩深めて、アカデミックライティングの訓
練を積むことになる。また、半期の授業で３つの異なるディシプ
リンに触れることで、教養の幅を広げながら、自ら問いを立て自
ら答えを見出す力を養成する。

未来課題

本科目は、「伝染病と社会」など開講時期にあわせ社会的に要請
される新しいテーマを挑戦的に取り上げる授業である。教員が問
題にアプローチする事例を講義によって学生に示したうえで、学
生は、その事例について個人ないしグループで考察し、最終的に
はエッセイにまとめ教養の幅を広げ、深めていく。本科目を通じ
て、学生に社会の動きを敏感に察知し、社会の課題を認識するこ
とで、生涯にわたって学び続ける力を養成する。

L&Sゼミ

本科目は、リベラルアーツ･サイエンスの科目を履修し、さらに
学びを深めたい学生のために、少人数によるゼミ形式にて実施す
る授業である。担当教員は、リベラルアーツ･サイエンスの科目
群において講じた内容の発展となるテーマを設定し、少人数ゼミ
によるプレゼン･ディスカッションを主な教育アプローチとする
演習を行う。成績は、提出物及び授業への積極的な貢献によって
評価される。

人
文
学
系
科
目

哲学

本科目は、何を問うのか、何のために問うのか、何を問い確かめ
るのか、これらの問いを基軸にして、哲学という学問がどのよう
な学問であるかを理解させる。また、西洋の哲学史において論じ
られてきたいくつかの哲学的問題を取り上げ、西洋の代表的な思
想や哲学史の基本的な知識を修得させる。必要に応じて東洋の思
想を紹介し、西洋思想と東洋思想とを比較する。これらの哲学的
問題を通じて、自ら哲学的に深く思索する態度を育成する。
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芸術学

本科目は、絵画や彫刻、写真、演劇、映画、詩、小説、あるいは
マンガやアニメーション、テレビ、インターネットの画像、さら
には日常的に聞いている音楽など、全ては芸術に関わっているこ
とを意識的に接していくことで、美や芸術というものがどのよう
に認識されてきたか理解する。また、こうした芸術に能楽･文楽･
歌舞伎などの伝統芸能の事例から、どのような歴史的、思想的プ
ロセスを経て成立してきたのかを考え、芸術と社会･文化との関
わりを理解する。

日本文学

本科目は、奈良時代以降のいくつかのエポックをとりあげて、文
学作品や文化的な事象に注目しながら学んでいく。これにより、
それぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の社会的背景を
考察し、さらにどのようにそれらの文化が受け継がれていき、近
代以降の日本が形成されていったのか、より深く認識することが
できるようになることを目指す。ここでの文学とは狭い意味での
文学作品ではなく、文字によって表現された文物や映像･写真と
いった資料を対象とし、これを通じて、人間の文化活動一般につ
いて考察するものである。

中国文学

本科目は、上古から現代にいたるまでの中国におけるいくつかの
エポックをとりあげて、文学作品や文化的な事象に注目しながら
学んでいく。それぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の
社会的背景を考察し、さらに日本への影響を見ることで、東アジ
ア文化圏のつながりや文化の比較をより深く認識することができ
るようになる。ここでの文学とは狭い意味での文学作品ではな
く、文字によって表現された文物や映像･写真といった資料を対
象とし、これを通じて、人間の文化活動一般について考察するも
のである。

西洋文学

本科目は、主に近代以降のヨーロッパ(北米を含む)のいくつかの
エポックをとりあげて、文学作品や文化的な事象に注目しながら
学んでいく。一例を挙げるならヨーロッパではイギリス、フラン
ス、ドイツそれぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の社
会的背景を考察し、さらに現代的な問題意識に結びつけること
で、近代以降の文化史と現代とのつながりをより深く認識するこ
とができるようになる。日本とのかかわりや比較文化についても
積極的に取り上げる。

言語学

本科目は、日常何気なく使っている言語が一体どのような仕組み
で機能しているのかを考え、さまざまな言語現象(とりわけ、形
態･音韻に関するもの)に対し学問的理解を深める授業である。言
語構造の主要部を成す形態(語形)･音(音声･音韻)に重点を置いた
内容を講義形式で行う。我々にとって身近である日本語や英語の
例を中心に数多くの具体例を紹介し、どこにどんな「不思議」が
潜んでいるかを順次指摘していく。そして、それを分析･説明す
るうえで重要となる概念･考え方を提供する。

ことばと文化

本科目は、近代国家においての言語が、コミュニケーションの道
具というだけではなく、文化の成立基盤でもあり、また国家アイ
デンティティの主要な柱になっていると同時に、言語がそのよう
なものとして機能するのは、長い歴史と紆余曲折を経た後のこと
であるため、その歴史的背景をそれぞれの言語に即して学ぶ。さ
らに、言語を通じて見られるそれぞれの国の文化の特徴について
具体的な事例を豊富に挙げることで、文化の多様性、そうした文
化を担う言語の重要性を学ぶ。またドイツ語、フランス語、中国
語の基本も学ぶ。

日本史

本科目は、日本の歴史の専門的な知識の習得だけではなく、歴史
的資料の扱い方や考古学的な手法など、歴史という対象にアプ
ローチするための技法を学ぶ。例えば、複数の資料を突き合わせ
て、妥当な結論を導くための方法論、また考古学としては、発掘
調査における土層の見方、出土する土器の胎土や作り方、また形
の違いなどからその用途の違い、いつの時代のものかなどを知る
ことにより、考古学の一端と博物館などの展示内容がわかること
を目的とする。

アジア･オセアニア史

本科目は、地理的に日本をとりまき、政治的･経済的にも関係が
深いアジア･オセアニア地域について、文化的側面に光をあて、
基礎知識を得るとともに、理解を深めることを目的とする。中
国、インド、中央アジア、オーストラリアなど、アジア･オセア
ニアの地域の現状やそこにいたるまでの歴史を、「多様性」を
キーワードとして説き、これによって、受講生が、他者を見つめ
あるいは自己を見つめる、新しい視座を獲得することを目指す。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群

人
文
学
系
科
目

共
通
教
育
科
目

基本計画書－ 76 －



西洋史

本科目は、時代的には、古代ギリシアから現代まで、地域的には
ヨーロッパからアメリカまで(時代によっては植民地を含む)、領
域的には、政治、経済の歴史だけでなく科学･技術史など文化的
な歴史をも含むような広範な西洋の歴史から、いくつかのトピッ
クを取り出して、文献学的な歴史学の手法、歴史的知識の活用の
仕方、日本とも関わってくるような世界史の大きな流れを学ぶこ
とを目指す。

人文地理学

本科目は、人文地理学に関する幅広い基礎的知識を習得すること
を目的とし、次の６つを到達目標とする。①地図についての理解
を深め、地図から現象を読み取ることができる。②現代世界に生
起する現象を地理的に理解し説明することができる。③現代世界
の変化をグローバルな視点から説明することができる。④国や地
域に生起する現象を地理的に説明することができる。⑤人間の行
動を空間的に捉え、説明することができる。⑥多岐にわたる自然
環境(火山と海岸など)と人間活動との関連を説明することができ
る。

民俗学

本科目は、民俗学が年中行事･祭り･昔話･民謡や未開民族の習俗
や親族構造など、なにか古めかしいものやプリミティヴなものを
研究する学問と思われがちであるが、実際には暮らしの中にある
ありとあらゆるものが研究対象となり、過去との比較を通じて、
私たちの暮らしが断絶を含みながらも過去の延長線上にあり、そ
の背後にある価値観が変化しながらも引き継がれていることを知
る授業である。また、その由来や意味を学ぶだけでなく、そうし
た慣習を取り巻く社会的価値観にまで踏み込んで、それがいかに
変化してきたのかを学んでいく。

国際異文化理解1

本科目は、派遣先大学での留学生活において、自分自身と背景や
立場が異なる多国籍の学生との交流を通じ、多様性を認め合える
人材となることを目的としている。現地では主体的に自国文化を
伝える機会を創出し、他者との相互理解を深めることが求められ
る。日本と異なる文化･背景を持つ場所では、色々な障害･困難が
発生することが予想されるが、それらを克服することで柔軟な発
想を持ち、臨機応変な対応力を習得することができる。

国際異文化理解2

本科目は、派遣先大学での留学生活において、自分自身と背景や
立場が異なる多国籍の学生とを相対化しながら、他者の立場や考
え方を理解した上で、適切なコミュニケーションを図れる人材と
なることを目的としている。異なる文化･背景を持つ他者との間
では、さまざまなコンフリクトが発生することが予想されるが、
それらを克服することで多様性を習得することができる。

法学

本科目は、現代社会における法と政治の役割について学習する。
私たちは、日常生活を送るにあたって、さまざまなトラブルに見
舞われる。それらのトラブルのうち、人と人(または団体など)と
の間で生じたものに関しては、法を用いて解決できることが多
い。この授業では、まず、日常生活にどのような法によって解決
できるトラブルがあるのか(つまり「法的問題」とはどのような
ものがあるのか)について、具体的な設例を紹介する。そして、
設例のような場合の法的問題の所在と内容を解説し、解決策等を
講じていくものとする。

日本国憲法

本科目は、憲法の重要性(立憲主義)や日本国憲法の三大原理(国
民主権、平和主義、基本的人権の尊重)について「これらが何を
意味し、どの条文でどのような内容として明確に規定されている
のか」を深く学ぶ。具体的には、日本国憲法を支える原理、その
内容を学生が理解･修得することを目的とし、常に政治的な議論
にさらされている「日本国憲法」が「何をどのように決めている
のか」を「法律学」の観点から検討する。

政治学

本科目は、よき共同体のあり方を探究する学として、政治システ
ムだけでなく、共同体を構成する成員の道徳にもおよぶ、ポリス
の学である政治学(ポリティックス)を踏まえ、現代の人々の利害
を適切に調整する政治社会の構造･機能のあり方だけでなく、科
学的な手法で社会集団と政治過程を扱うことで、そこからさらに
展開して政治行動としての人間行動について学ぶ。豊富な事例を
取り上げて、政治学の対象と方法を理解することを目指す。
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国際関係論

本科目は、さまざまな出来事や問題が複数の国家にまたがり、国
家という枠組みが絶対的でなくなると同時に、自らに関わりのあ
る地域や国家への関心が高まっている現代世界を読み解き、「地
球規模で思考し、地域で行動する」ために必要な基礎的知識の修
得を目指す。この目標に向け、国際社会の特徴、国際法の基本、
スポーツと国際政治、グローバル化と格差、地球環境問題と国際
政治、食のグローバル化と肥満、企業の活動と人権、スポーツと
国際協力、人間の安全保障、留学と国際関係、社会的企業の展開
などを学ぶ。

経済学

本科目は、経済学の基本を身に付け、さまざまな経済問題を見る
目を養うため、入門段階でのミクロ経済学とマクロ経済学の考え
方を修得することを目的とする。前者では個々の経済活動を行う
個人や会社、政府の行動に焦点をあて、商品･サービス、労働、
資本それぞれの市場の働きを概説し、市場経済システムの有効性
と限界も考察する。後者では国内総生産、失業、経済成長、イン
フレーション、金融･財政政策、国際収支などのトピックスを取
り上げ、市場と政府の果たすべき役割について説明し、経済全体
の動きを理解するための知識を修得する。

経営学

本科目は、経営学の基礎を概論的に学び、最新の企業動向も紹介
することで、現代企業に関し理解を深めることをテーマとする講
義形式の授業である。到達目標としては、現代の企業活動への見
方や考え方を養成することである。授業計画としては、企業とは
何か、会社形態と株式会社、会社組織の仕組み、経営資源と経営
理念、経営戦略、人事労務管理、マーケティング、生産管理、資
金のマネジメント、企業の社会的責任(CSR)等を取り上げる。現
代企業の直面する諸課題について、多くの企業事例も織り交ぜな
がら考察する。

社会･経済思想

本科目は、現代の社会･経済システムが、一方では人類の知的な
歴史の中ではぐくまれ、鍛えられ、提案されて、吟味されてきた
ものだが、他方ではそれぞれの地域に浸透している伝統や宗教的
な価値観によって形成されてきた中で、おもに西洋と日本を対象
に、われわれが現在享受している近代的な諸制度や価値観が、い
かなる歴史的背景や要請のもと生み出されたかを学ぶ。これを通
じて、現在われわれが直面している困難に対して、適切な仕方で
アプローチするための視座を得ることを目的とする。

社会学

本科目は、社会学の基本的な考え方や社会学の基礎的な概念を学
ぶ。社会学という学問は人間を「社会的存在」と見なすが、その
ことの意味を正しく理解することが、社会学理解の第一歩とな
る。この基礎の上に立つと、社会学がその注目する集団や社会関
係の種類に応じて、多様な領域を扱う、さまざまな理論を兼ね備
えた学問であることが見えてくるであろう。そうした多岐にわた
る社会学の研究ジャンルについて、できる限り具体的な事例に触
れながら、社会学について理解していくことが、本科目の目標で
ある。

社会福祉学

本科目は、今日「共生」理念のもとに、年齢や障がいの有無等に
かかわりなくすべての人が安全に安心して暮らせる「共生社会」
の実現を目指す種々の取り組みが始まっていることから、共生社
会の考えが生まれてきた歴史と背景を知り、諸分野における共生
社会を目指す取り組みを学ぶ。本授業においては障がい者分野を
中心に取り上げるが、児童･若者分野、男女共同参画、多文化共
生にも触れる。各分野での共生社会の実現に向けた諸制度や活動
の具体例について学習することをとおして、共生社会をより身近
なものとしてとらえ、その実現のために思考し、行動することが
できるようになることを目指す。

教育学

本科目は、「子どもの生きる力を育成する教育と学びを考える」
をテーマとして、これまでの自らの学校経験などを振り返りなが
ら、現代社会における子どもと教育の諸問題を考える。教育面か
らの問題点の把握と解決の方策を模索するために、子どもの発達
段階に即した考察と対応を重視する。国内外の動向を把握し視野
を広げ、理論的根拠を確認しながら、子どもの生きる力を育成す
る社会的課題を考察する力を身に付けることを目指す。
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スポーツ学

本科目は、人間一生の各ライフステージにおいて、健康の保持･
増進や技能の向上等、運動･スポーツとどのように関わるか、ま
たそれらを実践することで、身体的変化や心理的変化がどのよう
に起こるかを中心に理解を深め、生活の中での運動･スポーツの
重要性や役割を認識することを目標とする。現在の自身の体力を
理解し、過去の振り返り(幼少時期)や未来の予測(中高齢期)をし
て、自身の運動･スポーツに対する意識を整理する。今後の体力
の保持･増進に向けて、運動･スポーツの頻度や時間、強度を策定
し、今、どのように取り組むべきかを探る。なお、「余暇」や
「レクリエーション」も広い意味でのスポーツととらえたうえ
で、レクリエーションの概念や特質を正確に理解し、日常生活の
なかでの実践方法、生涯学習の一環としての役割、そして最終的
には、生活の質(quality of life)の向上に向けて日常生活のな
かでどのようなことが必要であるのか考える。

社会の心理

本科目は、人は基本的に他者との関係によって、また、社会との
つながりを通じて自分という存在を知っていくとされ、そのよう
な他者との関わりあいをどう捉えるのか、また、それがうまくい
かなかった場合にはどのように対処していくのかといったことが
らは、比較的重要な問題と言えることから、わたしと他者との関
わりについての諸説、諸理論を説明し、実社会においても役立つ
ような、より実践的な知見の確立を目指す。

認知の科学

本科目は、人間の認知の構造を、科学的な手法を用いて明らかに
するためのさまざまな方法について学ぶ。人間の認知を構成す
る、学習、記憶、理解、推論、感情などに対して、言語学、情報
科学、脳科学などの言語系･理科系諸学問の知見や手法を用いつ
つ、人間の認知がいかにモデル化できるかを示す。授業では、こ
れらの多様な論点、アプローチからいくつかのトピックを選ん
で、その学問的手続きを示していく。

ものの科学

本科目は、自然科学、とりわけ私たちの生活と密接に関係してい
る物理、化学、地学分野を概観することで、それに対する関心が
持てるようになることを目標とする。物理では「てこ･輪軸･滑
車」、「運動」、「電気回路」、化学では「化学式」、「原子と
原子核」、地学では「天体」、「地層」、「天気」の各分野を学
習する。なお、授業形態は講義形式であるが、知識の定着のた
め、練習問題を解くなど数式を用いた実践的な学習も随時行う。

生命の科学

本科目は、通常、現代社会を生きる「人間」として、自分自身を
捉えており、自らが生物のひとつとしての「ヒト」であるという
認識は希薄であるが、人間の存在を考察するうえで、それを生物
のひとつとして理解することはきわめて重要であり、そのために
は、生物全般について知ることが不可欠であるため、現代人に
とって有用と思われる生物に関する基本的な事項を学ぶ授業であ
る。

情報の科学

本科目は、情報を主体的に活用するためにはデータサイエンス･
AI･IoTの基礎的な素養が不可欠となっている社会的な背景を踏ま
え、コンピュータやインターネットについての科学技術的な基
礎、情報システムの仕組みや社会における役割、データを科学的
に取り扱う手法などについて述べる。さらに、AIとの関連やAIの
倫理についても触れることで、これからの社会を変革するための
情報科学の在り方について考える。
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自己との対話

本科目は、学生自らが自主的･自律的なキャリア開発と選択のた
めのスキル･態度を身に付けることを目的とし、チームビルディ
ング等の理論をベースに構築されたグループワークによって行わ
れる。グループで他者の自己理解に協力するプロセスを通じて、
自己理解を深めることで自身に対する自信を育む。グループワー
クの参加に対する担当教員及び学生相互による評価、そして授業
中に作成する学生生活におけるアクションプランによって、総合
的に評価する。

追手門アイデンティティ

本科目は、自校の「歴史」について理解を深め、初年次生が大学
生活を有意義に過ごすための指針を得るとともに、追手門学院に
ついて自身の言葉で説明できるようになることを目指す。授業の
前半は、明治21年以来の追手門学院の事績をたどる自校史講義、
後半は「変化する社会に出るために何が必要か」を自分なりに考
え、そのために必要な行動計画を作成することを目的とする。特
に、これまでと見方を変える、知らなかったことに気づく面白さ
を通じて、自分の将来の選択肢の幅を拡げ、将来に向けて大学生
活を自ら設計し、行動を開始する状態を目指す。また、学院発祥
の地への巡検や、自校の魅力を発信するプレゼンテーションなど
も用意されている。評価は学期末の「追手門UI検定」のほかに、
授業中の学修記録(ラーニング･ログ)や授業内の成果物、プレゼ
ンテーション、「私のアクションプラン」によって行われる。

キャリアデザイン

本科目は、ライフキャリアの観点から、自身の生き方を考え、よ
りよく生きるためのスタンスを身に付けると共に、社会人とし
て、大人としての行動規範を理解することを目的とする。人生
100年時代に生きるということは、働く時間よりも多くの時間を
自身の時間として過ごすことを意味し、その時間をどのように迎
え、生きていくのか。ワークキャリアとのかかわり方をどうとら
えるかという側面からアプローチし、多様な働き方、多様な生き
方を理解する。さらに、大人としての立ち居振る舞いなど行動規
範を習得する。

ボランティア論

本科目は、さまざまな構成要素が多種多様に存在している「ボラ
ンティア」を紐解いていく上で、重要な要素である「社会」や
「公共性」そして「自主性」等について思考を掘り下げる。ま
た、一方通行型の講義ではなくディスカッションも導入するスタ
イルで展開する。教員は受講生に話題を提供し、受講生は自分の
知識や考え方を他者に説明でき、そして、他者の考えから自分の
考え方を柔軟に展開できるようになることを目標とする。

キャリア形成プロジェクト

本科目は、実在する課題の解決に取り組むプロセスを通じて、自
身の知識･技能･適性を把握し、併せてキャリア意識をさらに深
め、進路選択へのイメージを豊富化させることを目的としてい
る。特に、職業人との直接的な関わりを授業を通じて持つことに
より、職業人をロールモデルとしたキャリア形成につなげること
もねらいとする。授業は、グループ活動も行い、企業や地方自治
体などから課題の提示をうけ、その解決策の提案とフィードバッ
クにより進められる。最後に、自身の進路選択に向けたアクショ
ンプランを完成させる。

キャリア言語

本科目は、社会人として必要な文章読解力、文章理解力の習得を
はじめとする言語運用能力の獲得を目的としている。コミュニ
ケーションのベースとなる語彙力をはじめ、論理的思考や文章読
解力などを身に付ける。さらに、それらの力を使って、ビジネス
文書を自ら作成できるようになる。なお、授業形態は講義形式で
あるが、知識の定着のため、練習問題を解くなどの学習も随時行
う。

キャリア数学

本科目は、ビジネスの現場において、数学の知識が必要となる場
面が多くあるため、社会人基礎としての必要な数学の基礎を修得
することを目標とする。実際の授業では、文字を使った処理、関
数、確率、命題などの主要分野の基礎を学習し、その後、ビジネ
ス現場でこれらの内容が実際に必要となる実践例を学んでいく。
なお、授業形態は講義形式であるが、知識の定着のため、練習問
題を解くなどの学習も随時行う。
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リーダーシップ入門

本科目は、リーダーシップに関する基本的知識を学びながら、グ
ループ活動等の実践を通じて、自らのリーダーシップを知り、効
果的なリーダーシップを発揮するためにはどうしたらよいのかに
ついて学ぶ。所属する組織･団体(部活･サークル、アルバイト、
ボランティア団体、就職先等)において、自らのリーダーシップ
を発揮し、互いを高め合う関係を築き、組織全体のパフォーマン
スを向上させることを目的とする。授業はワークを中心に展開す
る。個人ワーク、ペアワーク、グループディスカッションを組み
合せ、クラスの仲間と共に身に付ける。

ファシリテーション入門

本科目は、ファシリテーションを通じて生産的な会話や場づくり
ができる技法を身に付けるため、ワークを中心に展開する。ファ
シリテーションを効果的に行うため方法や考え方等に関する授業
を行い、個人ワーク、ペアワーク、グループワークを組み合せ、
理解を深めていく。基礎となる考え方から始まり、次に実践的な
方法論を修得し、最後に総合課題に取り組む。ディスカッション
やプレゼンテーションの場面が多数あり、クラスの仲間と共に身
に付ける。ディスカッションの楽しさ(知の生産)を知り、建設的
な討論を援助･促進する人になることを目指す。

リーダーシップ実地基礎演習

本科目は、リーダーシップを発揮するためのミッションを持って
取り組むプロジェクト型学習である。追手門学院大学が主催･認
定するリーダーシップの実践力を養うプログラムに参加する現地
研修と、そこでの経験を最大限活かすためのスキルアップ研修ま
たは事前調査を中心とした事前研修の２つのパートから構成され
ている。本授業を通じて、言語、価値観、立場、文化背景などが
異なる組織であっても、独立自彊や社会有為を体現したリーダー
の基礎力を養成することを目的としている。協力先外部機関と連
携し、グループワークを中心にした、ディスカッション、プレゼ
ンテーション、フィールドワーク等を行う。

リーダーシップゼミナール1

本科目は、リーダーシップを効果的に発揮するために必要な知
識･技能･態度の養成を目指し、講義形式の授業と演習を組み合わ
せて授業を展開する。前期は、リーダーシップに関する基礎的な
理論と多様なリーダーシップ論の講義を行い、グループワークや
ディスカッション、プレゼンテーションなどを通じて、理解を深
める。実践では、受講生が主体的に参加するセミナーまたはワー
クショップをチームで作る。得た知識を「使う」段階への発展を
目指す。コミュニケーションスキルだけではなく、他者との意思
疎通に求められるリテラシーの向上を目指し、独立自彊や社会有
為を体現したリーダーの養成を目的としている。

リーダーシップゼミナール2

本科目は、「リーダーシップゼミナール1」で学んだリーダー
シップに関する基礎の知識と実践の土台を活用し、社会有為の体
現を目指す。他者に影響を与えたり、社会に貢献したりする活動
を通じて、社会と関わり合いをもつための力を身に付ける。実践
では、プロジェクトの目的･目標が達成できるよう、学内外向け
のワークショップ等を企画、運営を行う。また、実践した活動
を、社会に発信できるよう報告書にまとめる。グループワークや
ディスカッション、プレゼンテーションなどを組み合わせて展開
する。

リーダーシップ実地発展演習

本科目は、基礎的なリーダーシップ能力を身に付けた者(「リー
ダーシップ実地基礎演習」の修了者)が、基礎演習で学んだ内容
を応用し、リーダーシップを実際に発揮する発展科目である。追
手門学院大学が主催･認定するリーダーシップの実践力を養うプ
ログラムに参加する現地研修と、そこでの経験を最大限活かすた
めのスキルアップ研修または事前調査を中心とした事前研修の２
つのパートから構成されている。本科目を通じて、言語、価値
観、立場、文化背景などが異なる組織であっても、独立自彊や社
会有為を体現した、学生リーダーとしての基礎力を養成すること
を目的としている。協力先外部機関と連携し、グループワークを
中心にした、ディスカッション、プレゼンテーション、フィール
ドワーク等を行う。

キャリア実践英語1

本科目は、海外インターンシップに関心があり、在学中に海外イ
ンターンシップに参加する意欲のある学生や、外資系企業または
海外での就労も視野に入れている学生の会話力向上を目指すこと
を目的とする。ネィティブ及びノンネイティブスピーカーなどと
の会話を通じて、初級～中級程度のビジネス会話の修得及び
ニュースを題材にディスカッションができるようになることを目
標とする。

キャリア実践英語2

本科目は、海外インターンシップに関心があり、在学中に海外イ
ンターンシップに参加する意欲のある学生や、外資系企業または
海外での就労も視野に入れている学生の会話力向上を目指すこと
を目的とする。ネィティブ及びノンネイティブスピーカーなどと
の会話を通じて、中～上級程度のビジネス会話の修得及びニュー
スを題材にディスカッションができるようになることを目標とす
る。
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プロジェクト実践Ⅰ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅱ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅲ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅳ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅰ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅱ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。
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インターンシップ実習Ⅲ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅳ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

スポーツケア演習

本科目は、身体の基本構造や身体活動の理論を知り、より速く、
より強くなるためのトレーニング理論について学ぶ。さらに、こ
の理論の実践のために、ストレッチやテーピングを含めた身体ケ
アやメンテナンスケアを実技方式で学び、自分自身へのケア及び
他者へのケアができるようになることを目的とする。

交換留学Ⅰ

本科目は、高度国際職業人に求められる資質･能力の基盤となる
異文化、多文化環境下での言語運用能力の育成と多文化マネジメ
ント力の育成を目指し、本学が外国の大学等との間に結んだ交流
協定に基づき、学生を交換留学生として協定締結した大学等へ派
遣する。留学期間は原則として１学期(１セメスター)とするが、
各協定内容による。
派遣にあたっては、期待される到達目標や交換留学成果指標等を
含むミッション･ステートメントを作成し、それを実現するため
に最適化された危機管理セミナー等をはじめとする事前、事後プ
ログラム、及び留学中プログラムを策定し、学生の学習支援と学
習マネジメントを行う。

交換留学Ⅱ

本科目は、高度国際職業人に求められる資質･能力の基盤となる
異文化、多文化環境下での言語運用能力の育成と多文化マネジメ
ント力の育成を目指し、本学が外国の大学等との間に結んだ交流
協定に基づき、学生を交換留学生として協定締結した大学等へ派
遣する。留学期間は原則として１学期(１セメスター)とするが、
各協定内容による。
派遣にあたっては、期待される到達目標や交換留学成果指標等を
含むミッション･ステートメントを作成し、それを実現するため
に最適化された危機管理セミナー等をはじめとする事前、事後プ
ログラム、及び留学中プログラムを策定し、学生の学修支援と学
修マネジメントを行う。

海外セミナー

発展的な異文化コミュニケーション能力と多文化マネジメント力
を育成するために、海外での異文化体験プログラムや語学研修プ
ログラム等をはじめとする各種実習やフィールドワーク等に参加
する。海外での一定期間の生活体験等を通じて、国際的な視野を
広げると共に、自国文化に対する深い理解や自己認識を深めるな
ど、自己の成長を図る。異文化体験プログラムでは、派遣先国の
文化･社会理解のみならず、自国文化を派遣先国の言語や英語を
用いて説明･発信することができるようになることを目標として
いる。海外セミナーでは、事前･事後研修に加え、海外での実
習、文化体験、フィールドワークやプロジェクトワーク等を含ん
だ約４週間のプログラムを実施する。
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短期海外セミナー

基礎的な異文化コミュニケーション能力と多文化マネジメント力
を育成するために、海外での異文化体験プログラムや語学研修プ
ログラム等をはじめとする各種実習やフィールドワーク等に参加
する。海外での一定期間の生活体験等を通じて、国際的な視野を
広げると共に、自国文化に対する理解や自己認識を深めるなど、
自己の成長を図る。異文化体験プログラムでは、派遣先国の文
化･社会理解のみならず、自国文化を派遣先国のベーシックな言
語や英語を用いて説明･発信することができるようになることを
目標としている。短期海外セミナーでは、事前･事後研修に加
え、海外での実習、文化体験、フィールドワークやプロジェクト
ワーク等を含んだ約２週間から３週間のプログラムを実施する。

海外インターンシップ

本科目は、異文化の中でのビジネス現場を経験することで、学生
のキャリア選択やキャリア形成に資することを目的としている。
参加する学生は、キャリア開発センターが実施するインターン
シップ事前研修を受け、所定の手続きを経て現地での実習に臨
む。実習参加後には事後研修と、インターンシップ参加者全員が
プレゼンテーションを行うインターンシップ実習報告会での発表
を義務付けている。

国際現地研修

本科目は、国際的視野をもった人材及び実際の国際体験を有する
人材の育成が急務となる中で、海外教育機関等での研修プログラ
ムをはじめとする異文化体験や海外生活経験等の直接体験を通じ
て、異文化理解を深めることを目的とする。さらに、現地での語
学研修プログラムへ参加することで異文化コミュニケーション力
を高め、異文化環境下で自らの意見を伝え、他人の考えを理解す
ることができる人材を養成する。また、研修修了後は、事後研修
プログラムに参加し、国際現地演習の成果や課題を省察的に捉
え、自己の成長を確認すると共に、今後の自己成長へ向けての発
展的な取り組み課題を認識･設定する。

グローバルキャリア論

本科目は、留学を控えた派遣･交換留学生を対象とした事前学習
のための科目である。いわゆるグローバル人材に求められる能
力･資質とは何かを考え、留学を通じてそれらを身に付けるため
に理解を深めることを目的としている。留学中に必要となる(1)
明確な目的･目標、(2)目の前に立ち起こるさまざまな課題を発
見、解決に向けて行動できる力、(3)行動によって得た経験を学
びに変える振り返りの力、の３点を念頭に、異文化コミュニケー
ションにおけるポイントや自身のキャリア形成の背景となる社会
情勢などについても学ぶ。将来にわたって広く国際舞台で活躍す
るためのキャリア戦略を考える。
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本科目は、理工学を専門とする学生が必ず身に付けるべき俯瞰的
視座と自然や社会に向かうシステム思考を、科学史、科学的思考
法を基礎に、数学、機械工学、電気電子工学、情報工学の各分野
の成り立ち、技術、社会での役割の理解から学習する。
（オムニバス方式　全13回）

（①　田中　敏嗣／1回）
機械工学は、ものづくりを通じて豊かで健康な人間社会の構築に
貢献してきた。ここでは、機械工学と、それが人間社会の発展に
果たしてきた役割について概観するとともに、流体工学分野を中
心とした課題について紹介する。
（②　須賀　一彦／1回）
機械工学は、エネルギーを動力に変換する技術を論ずる。した
がって、機械工学は人類の最重要課題になってきた地球温暖化問
題に大きくかかわっている。このエネルギー問題の原因とその解
決手段における、機械工学の役割を解説する。
（17　盛田　健彦／1回）
数学の歴史において重要な結果を残した数学者たちと彼らが生き
た時代の学術的、社会的背景とその後に与えた影響について解説
する。
（18　小原　敦美／1回）
基盤共通科目として学習する「微分積分学」（解析学）、「線形
代数学」が、いかに専門課程で修習する各種の理工系科目の理解
の基礎となり、さらには現代の科学・技術と社会の進展に役立っ
ているかをいくつかの例をあげながら紹介し、学習意欲を高めて
もらいたい。
（19　駒谷　昇一／1回）
炊飯器やエアコン、電気の送電、列車の運行、人工心肺装置な
ど、私たちの生活や企業は情報システムにより支えられている。
このため、情報システムが障害で停止すると、生活や企業活動に
大きなダメージが生じる。また、情報技術を使いこなせるかどう
かで、経済的な格差が生じており、この問題をどう考えるのか。
情報技術を悪用した犯罪、生成AIなど新しい情報技術が、私たち
の生活や企業活動にどう影響を与えているのか、情報技術が社会
に与える影響について学ぶ。
（20　寶珍　輝尚／1回）
情報工学の領域（計算機科学、ソフトウェア工学、情報システム
学など）について学んだうえで、情報工学とは何か、情報工学の
目指すものは何かについて学ぶ。
（21　片山　正昭／1回）
電気電子工学分野は、電気を作り、運び、それを利用するあらゆ
る技術を包含する。授業では、電気電子工学の発展の歴史、持続
可能社会実現に果す役割、通信やロボット制御などのシステム分
野での最新の話題などを紹介する。また大学初年次で学ぶ数学や
基礎学理が、どのように実際の研究に用いられるのかも紹介す
る。
（22　上田　良夫／1回）
現代社会において、電気・エネルギー技術は産業や生活を支える
基幹技術であるが、一方エネルギー消費は地球環境問題とも密接
に関連している。この回では、将来の持続的社会を構築するため
の電気・エネルギー技術の展望を述べる。
（23　佐藤　宏介／5回）
各分野についての学びに先立ち、古代から現代に至るまでの科学
の歴史を学び、現代科学の課題と今後の未来社会との関係を紹介
する。次に、批判的思考の基本原則と技術を学び、論理的かつ効
果的な思考を促進するためのクリティカルシンキングの基本と、
科学的探究の歴史的背景と哲学的基礎をベースとした科学的方法
を紹介する。さらに、地球温暖化対策にかかる理工学がなすべき
貢献の理解のため、地球変動にかかる科学的基礎、とその影響、
そしてこれに対処するための温室効果ガス排出の削減、再生可能
エネルギー、持続可能な都市計画等について国際的な取り組みと
関連させて解説する。
第13回においては、システム思考の基本原則とフレームワークを
紹介し、理工学要素と人間的要素が絡み合う複雑な物理世界を分
析し、理解するためのスキルを学び、本科目の総括として理工学
だけでなく異なる分野の問題に対しても統合的な視点を持つこと
の重要性について学ぶ。
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データサイエンス基礎

本科目は、「データサイエンス」という概念に初めて触れる受講
生向けにリテラシーレベルの数理・データサイエンス・AI教育を
行い，データ・AIの利活用に役立つ基本的な知識とスキルを習得
することを目的として、「数理・データサイエンス・AI教育プロ
グラム」リテラシーレベルの標準カリキュラムに基づき，社会に
おけるデータ・AIの利活用（「導入」に相当），表計算ソフトを
用いたデータリテラシー(「基礎」)，データ・AI利用における留
意事項（「心得」）を学び，データサイエンスの基礎知識と技法
を理解する。

基礎物理学

本科目は、物理学のうち、力と物体の運動、電気と磁気、音と光
の諸現象を学ぶことを目的とする。具体的には、①直線運動にお
ける加速度、速度、位置を、回転運動における角加速度・角速
度・角度について微分・積分を用いて算出。②力のつりあい、エ
ネルギー保存則についての学習。③電気回路に関して抵抗やコン
デンサの並列・直列の合成、コンデンサの電気容量、フレミング
の法則とレンツの法則を用いた電磁力や起電力を算出。④ドップ
ラー現象、光の干渉についての学習の４項目について学ぶ。

基礎物理学実験

本科目は、物理実験に対する心構え、測定器具の扱い方、データ
の解析の仕方、誤差の求め方、実験ノートの取り方、グラフの書
き方、レポートの書き方、プレゼンテーションの基礎など、物理
実験及び結果を発表する際の基本となる技術を習得するととも
に、実験結果の原因となる物理現象を理解することを目的とし
て、重力加速度の大きさ、金属のヤング率、水の粘性係数、金属
棒の熱膨張係数、電気抵抗、コイルのインピーダンスとインダク
タンス、熱電対の起電力、光の干渉と波長といった基本的な物理
現象を測定する各種実験を行い、内容や結果をレポートにまとめ
報告する。また、プレゼンテーション形式で発表する。
（オムニバス方式・一部共同　全26回）

（③　土井　正好／10回）
第1回～第6回までは各種物理実験を始める前に、各種物理実験の
全体像を説明する。また、実験で得られたデータの取り扱い法
と、実験レポートの書き方を学習する。事後学習において授業で
習得した内容についてレポートを作成し提出する。第23回～第26
回では第7回～22回の各種実験結果について、レポートにまとめ
たうえで、考察をプレゼンテーションする。
（5　柳澤　憲史、⑤　門脇　廉、⑥　宮澤　知孝、⑦　武田
真和、9　齋藤　理、26　高見　剛、27　桒島　史欣、28　尹
己烈、46　井上　亮太郎、63　野中　俊宏　／16回）
重力加速度の大きさ、金属のヤング率、水の粘性係数、金属棒の
熱膨張係数、電気抵抗、コイルのインピーダンスとインダクタン
ス、熱電対の起電力、光の干渉と波長といった基本的な物理現象
を測定する各種実験を行い、内容や結果をレポートにまとめ報告
する。

本科目の実験部分の実施にあたって、学生を10グループに分けた
うえ、各グループに教員1名が実験を補助・指導する。2回の授業
につき1実験テーマを取扱い、各実験の事後学習において実験レ
ポートを作成し提出する。

オムニバス方式
一部共同

実験・実習　28時間
講義　17.5時間

入門統計学

本科目は、推定と検定の基本的な考え方を学ぶ。データを有効に
分析・処理して、有益な行動指針を見出すためには、統計学は有
効な学問である。パソコンの発達によって数量的データの処理は
簡単にできるようになった。しかし、パソコンで利用できる統計
ソフトは統計学を前提としているので、統計学の考え方や手続き
を理解することは不可欠である。本授業では、統計学の基本を理
解し、統計ソフト等を用いてデータ分析が行えるようにする。そ
のために、時には、Excelなどを使って実践し統計学の理解を深
める。

微分積分学Ⅰ

本科目は、理工系分野に必須の微分積分学の基礎のうち1変数関
数に関する内容を扱う。高校で学習した微分積分を基礎として、
より厳密で高度なものを学習する。前半では実数の性質から数列
や関数の極限について厳密に論じ、深化した微分法を学習する。
後半では定積分を厳密に定義するほか、有理関数などの原始関数
を求める手順、微分積分学の基本定理による定積分の計算理論に
加え、広義積分の基礎理論と技法を学習する。
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微分積分学Ⅱ

本科目は、「微分積分Ⅰ」で修得した知識と技能を前提として、
多変数(おもに2変数)関数に関する内容を扱う。前半では多変数
の関数の極限と連続性について準備したのち、微分法の基本を学
習し、応用として多変数関数の極値問題や条件付き極値問題を扱
う。後半では重積分を厳密に定義したのち、積分を用いた面積や
体積の定義や性質について学ぶ。さらに、累次積分、変数変換と
いった計算技巧に進み、最後に、重積分の広義積分を学習する。

微分積分学演習Ⅰ

本科目は、微分積分学の基礎演習のうち、とくに1変数関数に関
する演習を扱う。高校で学習した微分積分を基礎として、より厳
密で高度な問題による演習を行う。前半では、実数の性質から始
め、数列や関数の極限を用いた微分法の問題の厳密な扱い方に関
する演習を行う。後半では、定積分の計算、有理関数などの原始
関数を求める手順、微分積分学の基本定理による積分の計算理論
に加え、広義積分などの基礎理論と技法を習得するための演習を
行う。

微分積分学演習Ⅱ

本科目は、微分積分学の基礎演習のうち、とくに多変数(おもに2
変数)関数に関する演習を扱う。前半では多変数の関数の極限と
連続性についての問題を扱い微分法の基本を学習し、応用として
多変数関数の極値問題や条件付き極値問題に関する演習を行う。
後半では重積分の定義と基本性質に加え、面積や体積の定義や性
質についての基本的問題を扱った後に、累次積分、変数変換、重
積分の広義積分などの基礎理論と計算技法を習得するための演習
を行う。

線形代数学Ⅰ

本科目は、理工系分野に必須の線形代数学の基礎のうち、とくに
行列とベクトルに関する内容を扱う。最初に、行列やベクトルと
その演算について定義と基本的性質を学習し、平面や空間ベクト
ルや1次変換との関わりを見ておく。その後、行列の基本変形を
導入して、連立1次方程式の解法や正方行列の正則性の判定およ
び逆行列の計算法を学習する。最後に、置換を導入して行列式を
定義し、その基本的性質を用いた計算法とそれに関連した事項を
学習する。

線形代数学Ⅱ

本科目は、「線形代数学Ⅰ」で修得した知識と技能を前提とし
て、ベクトル空間と線形写像に関する内容を扱う。ベクトル空間
とその部分空間の定義と例に続いてベクトルの1次独立性を導入
し、ベクトル空間の基底と次元について学習する。その後、線形
写像について表現行列および核や像とそれらの次元に関する基礎
事項について準備し、線形変換の固有値と固有ベクトルを扱う。
最後に，行列の対角化可能性に関連する事項について学習する。

線形代数学演習Ⅰ

本科目は、線形代数学の基礎演習のうち、とくに行列とベクトル
に関する演習を行う。行列やベクトルの演算の定義と基本的性質
に関する演習を行った後、平面や空間ベクトルや1次変換につい
ての演習を行う。その後、行列の基本変形を用いた連立1次方程
式の解法や正方行列の正則性の判定、および逆行列の計算法に関
する演習へと進む。続いて、置換と行列式の定義と基本的性質を
用いた計算法に関連する演習を行って、最後に総合的な問題を扱
う。

線形代数学演習Ⅱ

本科目は、線形代数学の基礎演習のうち、とくにベクトル空間と
線形写像に関する演習を扱う。ベクトル空間とその部分空間の定
義と例に関する演習に続いて、ベクトルの1次独立性、ベクトル
空間の基底と次元についての演習へと進む。その後、線形写像に
ついて表現行列および核や像とそれらの次元に関する演習をへ
て、線形変換の固有値と固有ベクトルに関係する基本的問題を扱
い、最後に行列の対角化可能性に関する演習や総合問題の演習を
行う。

プログラミングⅠ

本科目は、Pythonに初めて触れる受講生向けに、Pythonとそれを
取り巻く環境(Pythonエコシステム)の多様性、Pythonスクリプト
の作成方法、デバッグ手法、基本文法（データ型、条件分岐、
ループ等）、モジュール・オブジェクト・クラスの概念をプログ
ラミング演習を通じて習得することを第一の目的とする。その応
用として、理工系、特にデータサイエンスでは必要となる
NumPy、SciPy、 matplotlib、 Pandas等の代表的なモジュールの
使い方を具体的なスクリプト例を動作・改変させながら理解し、
自力で便利なツールを構築できるデータサイエンティストとして
の基礎教養力を育成する。

演習　14時間
講義　8.75時間

基
盤
共
通
科
目

学
科
科
目

基本計画書－ 87 －



プログラミングⅡ

本科目は、C言語について学ぶことで、基本的な文法事項を理解
し、他者のプログラムが解読でき、自身でも簡単なプログラムが
記述・実行ができるよう、初学者でも知識・技術が十分に習得で
きることを目的としている。C言語は、1970年代に誕生した、世
界で最も普及しているプログラミング言語のひとつである。ま
た、汎用言語とも呼ばれ、理工学領域のどの分野においても広い
使途に用いられており、本科目ではその導入部分について学ぶ。

演習　17.5時間
講義　5.25時間

プログラミングⅢ

本科目は、C言語の発展的な文法事項を理解し、他者のプログラ
ムが解読でき、自身でもやや高度なプログラムが記述・実行がで
きるよう、知識・技術が十分に習得できることを目的としてい
る。C言語の中でも、後の世代の各種言語に大きく影響を与え
た、ポインタ・関数・構造体・ファイル処理の各要素技術につい
て、その考え方や動作原理を学ぶとともに、課題を通じて具体的
なプログラム作成能力を向上できるよう、個別要素技術の理解を
深めていく。

演習　19.25時間
講義 3.5時間

科学技術史

本科目は、西欧を中心として16～17世紀に生まれた近代科学とそ
の発展が現代の科学技術の基盤となるにいたった歴史について習
得することを目的とする。具体的には、最初に西欧の近代科学誕
生とその後諸産業と強く結びついて発展した歴史を概観したの
ち、日本ではどのような過程を経て近代科学との接点をもち、関
係を強めながら経済的発展を遂げていくのかについて、19世紀後
半以降の日本の歴史を振り返りながら考察する。

科学技術英語

本科目では、理工系学生の専門知識を活かしながら、専門分野で
必要な英語コミュニケーションの種類やそれらのパターンと特徴
について、コンピュータ・プログラムを用いて分析し、その分析
を英語コミュニケーションの発信に応用する学習方法を提案す
る。近年ますます必要とされる英語コミュニケーションの分析か
ら応用までの一連の学習と演習を通じて、自らの研究について国
際社会で発信できること、また、自律的な学習者として英語力を
向上させることを授業の目的とする。

知的財産論

本科目では、研究者や技術者などイノベーションに関わる者に
とって世界共通の基本的な競争ルールである知的財産、知的財産
権にまつわる制度について、歴史的な経緯や制度の変遷を踏まえ
て、その現代的意義を解説するとともに、 情報経済の主要な資
産となる知的財産と、情報社会を支える知的財産権制度について
マクロ的観点から理解を深める。ソフトウェア特許やデジタル著
作権等の重要事項、それらを取り巻くさまざまな事項についても
考察する。

技術者倫理

本科目は、(1)倫理及び倫理学の性格を確認する。（2）技術の特
性と意義を確認する。の上二点に基づき、技術者倫理の概要を押
さえる。具体的には、技術者倫理の根幹は、責任（説明責任）で
あること、また社会上の規範遵守の義務（いわゆるコンプライア
ンス）であることについて学ぶ。これら技術者倫理が目指すの
は、総じて公益性の担保にあるため、公益通報（内部告発）を例
として、問題を具体的に考察する。

文献講読

本科目は、理学・工学の諸分野のテーマを扱った英文の学術論文
の読み方と読解の基礎について学び、専門用語や表現に触れ、読
解力を身に付けることを目的とする。理学及び工学分野の研究論
文をテキストに用い、読み方の基本的スキルを教授する。受講生
は、テキストの読解を通して、理学および工学分野の研究論文の
構成、作法、背景となる知識等を学ぶ。授業の進め方として、3
～4名程度のグループを組んで担当章を決め、担当章に関する内
容を日本語でプレゼンテーションする。その後、履修者全員でプ
レゼンテーションに対する質疑応答や討論を行う。

理工学プロジェクト

本科目は、社会で求められる問題発見解決ができる人材となるた
めの基礎を習得することをテーマとする。社会で生成AIの活用が
進むなか、新たな製品やサービスを提案し、企画・設計できる人
材が求められている。この授業では、最新の技術がどのような新
たなビジネスを創出しているのかを学び、最新技術を活用した新
たな製品やサービスを企画デザインする方法と、プロジェクトマ
ネジメントの方法を学ぶ。授業と並行して、グループで企画提案
書を作成し発表会で発表する。
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本科目は、流体力学、熱力学、機械材料、制御工学、機械力学、
トライボロジー、金属材料、振動と騒音、材料力学を具体的な例
として取り上げ、その基礎的な知識を得るとともに、社会とのか
かわりを理解することを目的として、機械工学における以下の専
門分野の内容について講述する。
（オムニバス方式　全13回）

（①　田中　敏嗣／2回）
流体の流れと人間社会、機械との関わりについて考えるととも
に、機械工学において流体力学の果たす役割について学ぶ。流体
力学の課題の例として流体力の問題を取り上げ、物体まわりの流
れと流体力の関係を学ぶ。
（②　須賀　一彦／2回）
機械工学で対象とする熱やエネルギーについて、身近な生活の中
でどのような場面で現れるか考え、その物理的な定義や解析方法
の考え方を学ぶとともに、エネルギー利用方法について考える。
（③　土井　正好／2回）
様々な機械要素を組み合わせて物理目的を達成する“システム”
について学習する。また、車両、船舶、航空機の自動運転技術を
紹介する。
（④　高崎　明人／2回）
機械技術者は、鉄鋼材料や非鉄材料以外にもプラスティック等、
多くの材料を扱う。そのため、工学設計では、費用対効果の高い
最適な材料の選択が必要となる。本講義では、機械材料の基本的
な構造や特性、さらには、種々の機械材料について特徴や性質に
ついて学ぶ。

（5　柳澤　憲史／1回）
機械を設計するにあたり、摩擦・摩耗・潤滑を理解することの意
義と課題を学び、それらの基礎となる考え方を理解する。
（⑤　門脇　廉／1回）
モデル化を中心に、機械力学、ダイナミクス分野の考え方とその
有効性を紹介する。これらが理科で学んだ力や運動の知識と地続
きであることも述べる。
（⑥　宮澤　知孝／1回）
機械要素を構成する材料、特に金属材料では、その機械特性の発
現は微細組織に由来する。金属材料の入門として様々な金属材料
の微細組織の顕微鏡写真を見ることとする。
（⑦　武田　真和／1回）
機械に発生する振動・騒音の特性や発生条件を概説する。さら
に、振動・騒音の低減手法を紹介し、振動・騒音問題に対してど
のような対策が取られているのかを解説する。
（9　齋藤　理／1回）
機械や構造物が安全で壊れないためには材料力学に基づく設計が
必要である。ここでは材料力学の初歩を学習する。

力学 ○

本科目は、工学の基礎として必要となる力学について学ぶ。この
授業では、まず、ニュートン力学に基づき、ベクトルや座標を用
いた運動の記述方法、ニュートンの運動方程式、エネルギー保存
則、運動量保存則、質点の基本的な問題に対する運動方程式に基
づく解法とその挙動の特徴、極座標による運動の記述を学ぶ。さ
らに、質点系の運動の記述法を学び、これに基づき剛体力学およ
び剛体の運動の記述において重要となる慣性モーメントを学ぶ。

主要授業科目

機械力学Ⅰ ○

本科目は、機械の動きと力の関係を把握するためのモデル化と解
析の方法について学ぶ。エネルギーと仕事の概念、解析力学の基
礎を講義し、ダランベールの原理と仮想仕事の原理、ラグラン
ジュの方法によって運動方程式を立式する方法を解説する。ま
た、機械に現れる振動の特徴を把握できるよう、運動方程式で記
述された力と運動の関係について基本的な1自由度系の自由振動
と強制振動を題材に解説する。減衰の大きさや加振の振動数によ
る振る舞いの変化も取り上げ、機械の動力学的取り扱いについて
の認識を養う。

主要授業科目

熱力学Ⅰ ○

本科目は、熱力学の基本法則を学ぶ。熱、仕事、エネルギー、状
態変化、理想気体、サイクルといった語句、概念をとおして現象
をとらえ、熱⼒学第0法則、熱力学第1法則、熱力学第2法則と㇐
般的な理論についての知識と応⽤⼒を身に付ける。そして、理想
気体を用いたカルノーサイクルを学び、エントロピーやエクセル
ギー、自由エネルギーなどを理解し、熱力学の一般関係式を導け
るように学習する。適宜レポート、または小テストなどを課して
学習効果を高める。

主要授業科目

機械工学概論 ○

主要授業科目

オムニバス方式
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流体力学Ⅰ ○

本科目は、機械工学の基盤となる科目のうちの一つである「流体
力学」の導入科目である。本科目では、流体の基礎的特性（密
度、粘性、圧縮性、表面張力）、静止流体の力学、流れの基礎
（定常・非定常、一様流・非一様流、層流と乱流）、ベルヌーイ
の定理、運動量の定理、管内流と管摩擦係数、層流と乱流、管路
における圧力損失について習得させることにより、流体力学の基
礎と「流体力学Ⅱ」の学習に必要な知識を習得させ流体力学に関
する課題解決に活用できるようになることを目指す。

主要授業科目

材料力学Ⅰ ○

本科目は、材料の変形・破損・破壊特性など機械や構造物の各部
分に生じる内力や変形の状態を解析する学問である材料力学を学
ぶ。機械や構造物を設計する場合には、部材を構成する材料に外
力が加わり変形を生じたときに、材料が破壊せず、常に形態の安
定性を保持できるように部材の寸法や形状を決定する必要があ
る。本科目では機械設計の強度計算で必須となる材料力学の基礎
を学ぶ。外力・内力、応力・ひずみ、引っ張り・ねじり・曲げな
どの種々の変形について取り扱い、各変形状態に関する問題の解
き方、解析の方法を身に付ける。

主要授業科目

機械工学演習 ○

本科目は、「材料力学Ⅰ」、「機械力学Ⅰ」、「流体力学Ⅰ」、
「熱力学Ⅰ」に対応する科目であり、材料力学、機械力学、流体
力学、熱力学の機械四力学に関する基礎的な問題演習と解法の解
説を通じて機械工学の専門科目の理解を深め、課題解決能力を育
成するを理解するための基礎を築くことを目的とする。受講にあ
たっては基礎的な数学と力学の理解を必要とする。
なお第1回についてはオリエンテーションは全員が共同で担当
し、その後はオムニバス方式となる。
（オムニバス方式・一部共同　全13回）

（①　田中　敏嗣／3回）
流体力学の演習
（②　須賀　一彦／3回）
熱力学の演習
（⑤　門脇　廉／3回）
機械力学の演習
（⑥　宮澤　知孝／3回）
材料力学の演習

主要授業科目

オムニバス方式
一部共同

制御工学Ⅰ ○

本科目は、機械運動や電気現象を表す多様な制御対象についてモ
デリング法とブロック線図の結合方法を理解し、インパルス応
答、ステップ応答について用語の理解と計算方法を理解すること
をテーマとする。入力に影響されて応答出力が表れる制御対象に
ついて、制御対象の応答出力を人為的に期待する目標値へ追従さ
せるには、制御対象の入出力値をリアルタイムに計測できるセン
サが必要である。そして出力と目標値との偏差を検出し、その偏
差を無くすフィードバックループを設置する。制御系への入力と
して代表的なインパルス入力やステップ入力に対する応答性の解
析方法について学習する。また、制御系設計に必要なモデリング
法について演習を4回設定する。

主要授業科目

演習　7時間
講義 15.75時間

機械工学実験Ⅰ ○

本科目は、機械工学の専門科目に関する基本的な実験を体験し、
現象に関する理解を深め、さらに、各種実験・計測技術の習得、
レポートおよび発表資料作成、プレゼン能力の育成を行うことを
テーマとする。実験は円柱まわりの流れの測定、蒸気サイクルの
計測、はりのたわみ、引張変形と破壊、の４課題について実験、
レポート作成、口頭発表を行う。なお第1回、第2回についてはオ
リエンテーションは全員が共同で担当し、その後はオムニバス方
式となる。
（オムニバス方式・一部共同　全26回）

（①　田中　敏嗣／8回）
実験テーおよびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点につ
いての説明。円柱まわりの流れの測定（円柱まわりの流れと円柱
に働く抗力）
（②　須賀　一彦／8回）
実験テーおよびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点につ
いての説明。蒸気サイクルの計測
（④　高崎　明人／8回）
実験テーおよびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点につ
いての説明。はりのたわみ
（⑥　宮澤　知孝／8回）
実験テーおよびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点につ
いての説明。引張変形と破壊

本科目の実施にあたっては、学生を４グループに分けたうえ、第
3回目の授業以降は各実験テーマを担当する教員の実験室に１グ
ループずつ分かれて受講することとし、第26回授業までに４つの
実験テーマ全てについて網羅する。したがって、授業計画におけ
る第3～26回までの実験テーマの順番は学生のグループにより異
なる。

主要授業科目

オムニバス方式
一部共同
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本科目は、機械工学の専門科目に関する基本的な実験を体験し、
現象に関する理解を深め、さらに、各種実験・計測技術の習得、
レポートおよび発表資料作成、プレゼン能力の育成を行うことを
テーマとする。実験は計測制御（ダイレクトティーチングロボッ
トアームの作業教示、水中ドローン運動のジャイロセンサ計
測）、金属加工（金属表面の加工と摩擦についての実験）、1自
由度振動（振動の基礎と1自由度自由振動の観察、1自由度強制振
動の観察、多自由度振動への架け橋と制振）
、PID制御入門（フィードバックの概念とシステムの要素、ロ
ボットの組立と動作実験、PID制御の導入）、の４課題について
実験、レポート作成、口頭発表を行う。なお第1回、第2回につい
てはオリエンテーションは全員が共同で担当し、その後はオムニ
バス方式となる。
（オムニバス方式・一部共同　全26回）

（③　土井　正好／8回）
実験テーおよびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点につ
いての説明。計測制御（ダイレクトティーチングロボットアーム
の作業教示、水中ドローン運動のジャイロセンサ計測）
（5　柳澤　憲史／8回）
実験テーおよびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点につ
いての説明。金属加工（金属表面の加工と摩擦についての実験）
（⑤　門脇　廉／8回）
実験テーおよびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点につ
いての説明。1自由度振動（振動の基礎と1自由度自由振動の観
察、1自由度強制振動の観察、多自由度振動への架け橋と制振）
（⑦　武田　真和8回）
実験テーおよびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点につ
いての説明。PID制御入門（フィードバックの概念とシステムの
要素、ロボットの組立と動作実験、PID制御の導入）

本科目の実施にあたっては、学生を４グループに分けたうえ、第
3回目の授業以降は各実験テーマを担当する教員の実験室に１グ
ループずつ分かれて受講することとし、第26回授業までに４つの
実験テーマ全てについて網羅する。したがって、授業計画におけ
る第3～26回までの実験テーマの順番は学生のグループにより異
なる。

機構学 ○

本科目は、色々な機構とその動きの解析方法、所望の動きの実現
方法について学ぶ。機械の定義からスタートし、節と対偶からな
る抽象的なスケルトンで機構を表現する。機構の運動の特徴を捉
えるために自由度や瞬間中心の概念を導入し、これらを踏まえて
基本的なリンク機構、摩擦伝動機構、歯車機構、カム機構の運動
と特徴を解説する。所望の運動があるときの各機構の設計方法も
講義する。また、主として平面機構を対象に、ベクトルを用いた
機構の運動解析の方法を解説し、機構を数理的に理解する姿勢も

主要授業科目

物性基礎論 ○

本科目は、固体物質の代表的な物性として、原子構造、結晶性、
電気的性質、熱的性質、機械的性質について基礎的な理解を深
め、様々な固体物質（電気伝導体、半導体、絶縁体、超伝導体、
磁性体）の基礎的な性質とその応用分野についての知識を得るこ
とを目的とする。機械工学分野においては、様々な電気的・機械
的特性を有する固体物質が使用される。本授業では、まず原子構
造とその化学結合を説明し、続いて固体物質の構造、固体物質の
電気的・熱的・機械的性質について概要を説明する。その後、こ
れらの性質を決める原子や電子の挙動についての基礎知識を説明
したのち、電気的な性質の異なる固体物質（電気伝導体、半導
体、絶縁体、超伝導体、磁性体）の具体例と応用分野について説
明を行う。

主要授業科目

機械材料 ○

本科目は、特に、機械の構造材料として頻繁に用いられる鉄鋼材
料を中心にその基礎知識や各種鉄鋼材料の特性・性質について説
明するものである。実際、機械を作製するためには，必ず「材
料」が必要であり、同一材料であっても、熱処理等を行う（相変
化）ことで、その物理・化学的及び機械的特性を調整することが
可能である。本授業では、機械技術者にとって材料を適切に選
択・活用するための、各種鉄鋼材料についての材料科学的な基礎
知識及び相変化前後の特性・性質について学ぶ。

主要授業科目
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機械工学実験Ⅱ ○

主要授業科目

オムニバス方式
一部共同
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機械力学Ⅱ ○

本科目は、多自由度で複雑に見える振動系の特徴を捉える知恵
と、振動を抑える工夫を学ぶ。機械の振動問題に焦点を当て、動
力学的アプローチによる解析手法を講義する。まず2自由度系の
自由振動を取り上げて振動モードの概念やモードの直交性につい
て解説し、自由振動と強制振動のモード解析が多自由度系の解析
において有効であることを示す。次いで離散的な多自由度系から
連続体へモデルを一般化し、基礎的な連続体に関する波動方程式
の導出手法と解析手法、出現する波動の特徴を解説する。

主要授業科目

熱力学Ⅱ ○

本科目は、理想気体や実在気体を用いた熱機関や作業機のサイク
ルを学ぶ。「熱力学Ⅰ」で学んだ基礎事項を基にして、理想気体
を用いた熱機関（エンジン）の動作原理および理論サイクル効率
について学ぶ。そして、相変化を伴う水蒸気・冷媒あるいは空気
などの実在気体の状態変化、サイクル論などに関する基礎知識を
習得し、蒸気を用いた熱機関や冷凍機などの作動原理を理解し、
熱や仕事量についての解析法を学ぶ。適宜レポート、または小テ
ストなどを課して学習効果を高める。

主要授業科目

流体力学Ⅱ ○

本科目は、機械工学の基盤となる科目のうちの一つである「流体
力学」の科目のうち、導入科目である「流体力学Ⅰ」を引き継ぐ
科目である。本科目では、「流体力学Ⅰ」で学んだ流体力学の基
礎知識を前提として、物体まわりの流れと流体力（境界層、境界
層のはく離、抗力と揚力、円柱まわりの流れと流体力、翼に働く
流体力、球に働く流体力）、流体計測、次元解析と相似則、粘性
流体の流れと流れの基礎式、簡単な粘性流れの解（平行平板間の
流れ、潤滑流れ、円柱座標系、球極座標系での解）、流れの数値
解析の基礎を習得させ、流体力学に関する課題解決に活用できる
ようになることを目指す。

主要授業科目

材料力学Ⅱ ○

本科目は、「材料力学Ⅰ」の知識をベースにより複雑な応力・ひ
ずみの計算を行う。弾性力学や有限要素法の初歩を理解する。最
も用いられる「はり」に関する応用力を身に付ける。機械や構造
物を設計する場合には、部材を構成する材料に外力が加わり変形
を生じたときに、材料が破壊せず、常に形態の安定性を保持でき
るように部材の寸法や形状を決定する必要がある。本科目では、
機械設計の強度計算で必須となる材料力学について、材料力学I
を基盤としてさらに理解を深める。様々なはりの曲げ、柱の座
屈、主応力、ひずみエネルギー、骨組み、有限要素法に関する問
題の解き方や解析の方法を身に付ける。

主要授業科目

機械加工 ○

本科目は、機械加工の概念をつかみ応用力を養う。加工法と加工
理論を中心に学ぶ。機械加工とは、機械を用いて材料から目的と
するものを仕上げる技術である。工作物・工具・工作機械・工作
条件の４要素が互いに複雑にからみ、さまざまな加工現象を生じ
させる。機械設計をするうえで、その機械の機能とコストを両立
するために、機械加工の理解は必要不可欠である。本科目では、
機械加工の基本要素として、鋳造・溶接加工・切削加工・研削加
工・研磨加工などを取り扱う。基本的な機械加工を学ぶことで3D
プリンティング技術やレーザー加工技術などの理解も容易とな
る。

主要授業科目

伝熱工学 ○

本科目は、熱伝導、対流伝熱、放射伝熱のメカニズムを学ぶ。伝
熱現象は熱エネルギーの移動現象であり、様々な⼯業機器のみな
らず、㇐般家庭用機器にも広く⾒られる基本的な現象である。そ
の基本現象である、熱伝導、対流伝熱、放射伝熱のメカニズムの
理解は機械技術者にとって、熱制御技術、省エネルギー技術など
への応⽤展開のために必須である。したがって、本授業では、こ
れらの伝熱現象に関する基礎知識を習得し、応⽤に展開できる基
礎⼒を養う。適宜レポート、または小テストなどを課して学習効
果を高める。

主要授業科目

生産工学 ○

本科目は、製品の生産プロセスに関する幅広い知識を習得すると
ともに、数値データや統計に基づく定量的アプローチで生産活動
を改善できることを目指す。製造現場における生産活動を著しく
改善したテイラーの科学的管理法の導入から始まり、各種の生産
方式、製品の工程分析、工場設備のレイアウト計画、人の動作研
究、在庫モデルを用いた在庫管理を学ぶ。そして、破壊検査・非
破壊検査に基づく品質管理に関して、統計学的な考え方やグラフ
やチャートなどの分析ツールを習得する。最後に、振動センサ等
による、設備の予防保全について学ぶ。

主要授業科目
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材料強度学 ○

本科目は、主として金属材料の種々の破壊形態を理解し、その強
度を評価する方法を理解することをテーマとする。今日の機械構
造物は、低コスト化や軽量化のため限界設計が求められている。
これを実現するためには、材料の強度と破壊について正確に理解
しすることが必要である。本科目では、材料強度に関わる破壊評
価パラメータとして、様々な応力やひずみ、応力拡大係数、エネ
ルギー解放率などを学び、金属材料の破壊メカニズムや破壊条件
について理解し、安全な限界設計の考え方を学ぶ。

主要授業科目

計測とデータ処理 ○

流速、温度、圧力、応力、ひずみなど、様々な物理量の計測によ
り得られる時系列などのデータに対して各種処理を行うことによ
り、データ中に含まれる様々な情報を抽出することができる。本
科目では、流速、応力、ひずみなどの物理量の計測の基礎と、計
測で得られたデータの相関と回帰、時系列データの自己相関、相
互相関、パワースペクトルの求め方とその意味と利用法、出力の
応答とフィルタリング、サンプリングとデジタル量について学
ぶ。

主要授業科目

ロボットの機構と運動 ○

本科目は、ロボットに用いられる種々の技術を広く概説すること
で、受講者に「ロボット関連技術の目次」を提供する。基本的な
ロボットの構成を紹介し、ロボットのメカニズム、アクチュエー
タ、センサについてその特性や選定手法を解説する。また、主と
してアーム型ロボットを題材に、順運動学による手先位置の計算
や逆運動学による関節角度の計算、基礎的な動力学について講義
する。また、ロボットに用いられている制御手法にも触れる。

主要授業科目

制御工学Ⅱ ○

本科目は、目標値追従性および外乱抑制性、モデル誤差を有した
フィードバック制御系の設計方法を学ぶことを目的に、フィード
バック制御系安定解析結果を基にして、制御系の各種改善方法と
ＰＩ、ＰＩＤ制御系の設計方法を学習する。また、設計制御系の
定常特性を評価する。
熱制御システム、流体制御システム、プロセス制御システムの数
学モデル設計法に関する演習を3回設定する。

主要授業科目

演習　5.25時間
講義 17.5時間

機械設計・製図Ⅰ ○

本科目は、機械のモデル化、強度設計、適切な材料の選定、製図
の基礎などを中心に学ぶ。あらゆる機械はねじ、軸受、歯車など
様々な機械要素から成立っている。機械を設計するうえで、機械
を構成するものにどのような機械要素があるかを学び、それぞれ
の働きを理解することは必要である。そのうえでそれぞれの機械
要素の図面を読み書きできることは機械設計者にとって非常に重
要である。製図演習を通じて、機械を構成する機械要素の働きに
ついて学び、それらをJIS規格に準じた機械図面を描く能力を養
う。

主要授業科目

演習　14時間
講義　8.75時間

機械設計・製図Ⅱ ○

本科目は、機械の精度、動力の伝達、機械要素の製図などを中心
に学ぶ。あらゆる機械はねじなどのほか、動力伝達などを行う機
械要素から成立っている。機械を設計するうえで、機械を駆動す
るためにどのような機械要素があるかを学び、それぞれの働きを
理解することは必要である。機械要素や材料力学などの知識を応
用し、与えられた機能や要求性能を満たす機械の基本設計を行え
る能力を養う。機械技術者に必要な能力を習得するために、機械
部品のスケッチと製図演習を通じて基本的な製図法を学ぶ。

主要授業科目

演習　10.5時間
講義　12.25時間

機械工学プロジェクト 〇

受講学生をグループに分け、与えられたものづくりに関するプロ
ジェクト課題に取り組むPBL型の授業を行う。機械工学分野の技
術者、研究者として、社会で求められる人材は、機械工学に関す
る専門知識を活用して課題を解決することができる人材である。
この授業では、与えられたものづくりに関する課題に対して、グ
ループによるPBL型の演習を行うことにより、実践的な課題解決
能力を身につける。

主要授業科目
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本科目は、次世代自動車の開発を支える構造材料や諸性能評価法
及び開発動向について理解することをテーマとする。自動車は機
械技術者にとって、最も、馴染み深い機械システムであるが、省
エネルギー化及び高効率走行化のために、常に技術開発が行われ
ている。また、最近の脱炭素もしくはカーボンニュートラルの動
きから、EV（電気自動車）シフトが世界中で加速しており、従来
の自動車の概念が変わりつつある。一連の授業では、次世代自動
車の開発を支える構造材料、振動・騒音及び空力性能やそれらの
解析方法についての基礎・応用を説明すると共に、燃料電池や電
気自動車（モータ）の原理やその周辺技術についても説明する。
（オムニバス方式　全13回）

（①　田中　敏嗣／2回）
風洞などを用いた物体に働く流体力測定の歴史から、自動車の空
力性能と流れの関係、数値流体力学の役割について概説する。
（④　髙﨑　明人／3回）
地球温暖化の抑止のため、二酸化炭素等の温室効果ガスの排出低
減が重要になってきている。一連の授業では、日本を取り巻くエ
ネルギー問題に注目した後、水素と酸素の化学反応で作動する燃
料電池の仕組みや燃料電池自動車の車載用の水素貯蔵法等につい
て説明する。
（⑤　門脇　廉／3回）
自動車の乗り心地に影響する振動、騒音について概説するととも
に、これまでに学んだ機械力学と自動車の複雑な振動、騒音問題
との橋渡しを行う。電動化による振動の変化や振動分析技術の展
開も紹介する。

（⑥　宮澤　知孝／3回）
自動車の安全性と軽量化の両立を実現するためには、硬くても変
形(成形)しやすい鋼板の開発が必須だった。自動車産業の発展を
支えた高強度薄鋼板”自動車用ハイテン”の開発の歴史について
説明する。
（34　後藤　博樹／2回）
脱炭素に向け電動化が進む自動車において、モータとその駆動シ
ステムは重要な役割を持ち、電気技術者だけでなく、自動車に関
わる全ての技術者がその基礎を理解しておく必要がある。ここで
は、機械工学科の学生へ向け、モータの基礎から実際の自動車用
モータ駆動システム、その周辺技術まで概説する。

宇宙航空工学

本科目は、今後の日本が先導していくと期待される技術分野であ
る「宇宙航空工学」について、宇宙工学および航空工学それぞれ
に利用されている様々な機械技術を理解することを目的とし、機
械工学科教員3名によるオムニバス方の講義である。宇宙工学と
航空工学の2分野において、各教員の専門性(制御、材料、機構)
の観点から解説する。
（オムニバス方式　全13回）

（③　土井　正好／5回）
第1回から第5回を担当する。第1回で航空機および第4回で宇宙ロ
ケットについて、歴史的な開発経緯と技術要素について解説す
る。第2回は航空機についてコックピット等補助機械、第3回は
オートパイロット等誘導飛行技術について解説する。第5回は航
空自衛隊における弾道ミサイル防衛技術の社会実装と社会とのつ
ながりについて、技術開発と社会実装のプロセスを解説する。
（⑦　武田　真和／5回）
第9回から第13回を担当する。第9回で人工衛星について、開発お
よびミッションの歴史と衛星軌道の基本的事項について解説す
る。第10回から第13回では人工衛星を構成する技術として構造
系，機構系，熱制御系，電源系，姿勢制御系に関するテーマを取
り上げ，それら技術の役割と位置付けについて解説する。さらに
人工衛星を開発・運用する上で要求される技術的条件について解
説する。
（9　齋藤　理／3回）
第6回から第8回を担当する。航空機や宇宙機に用いられる材料、
特に炭素繊維複合材料について学習する。第6回では金属や複合
材料の特長を紹介し、第7回では炭素繊維複合材料の力学的性質
を学ぶ。第8回では構造材の非破壊検査の視点から航空機の安全
性について考える。

オムニバス方式

次世代自動車技術

オムニバス方式
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マイクロ･ナノ工学

本科目は、微小電気機械システム（MEMS）の設計に必要なナノ加
工技術やその周辺技術、原理を理解することをテーマとする。
MEMS等の機械電子機器の小型化に伴い、現代の工学では、伝統的
な機械加工技術による精密・微細加工に加え、微細加工技術の重
要性が増しており、これらの技術に関する知識は機械技術者に
とっても重要なもととなってきている。本授業では、微細加工技
術やそれに関連する技術の原理・基本的な知識及びその応用につ
いて学ぶ。
（オムニバス方式　全13回）

（④　髙﨑　明人／7回）
第７回から第13回を担当する。後半の一連の授業は、マイクロ・
ナノテク工学の製造環境、製造技術さらにはナノ構造の分析方法
や構造体の応用測定について学ぶ。
（⑥　宮澤　知孝／6回）
第1回から第6回を担当する。コンポジット材料やナノ粒子といっ
たマイクロ・ナノ材料の特性や製造方法、またそれらを観察・評
価するための技術について学ぶ。

オムニバス方式

流体工学

本科目は、機械工学の基盤となる科目のうちの一つである「流体
力学Ⅰ」および「流体力学Ⅱ」からの発展科目として、粘性流体
の流れ、混相流の基礎について習得させる。具体的には、粘性流
体の流れとして、簡単な流れ場の理論解と流れの不安定化、物体
まわりの流れと境界層の乱流遷移、粒子系混相流の基礎として、
粒子に作用する流体力、濃厚系の粒子に作用する流体力、粒子の
衝突と接触のモデル化（離散要素法）、流れの平均化方程式と数
値解析について学ぶ。

ロボティクス応用

本科目は、ロボティクスに初めて触れる学生を対象として、ロボ
ティクスの定義と概要を解説し、多様な目的に利用されるロボッ
トを紹介する。ロボット設計に必要なセンサ技術、人工知能、コ
ンピュータ援用、自動制御、機械運動学及び脳科学の基礎的事項
について授業を行う。行列及びベクトルの知識を必要とするが、
授業の時間でも解説する。第1回はロボティクスの社会実装と社
会とのつながりについて航空自衛隊飛行開発実験団の任務を通じ
て解説する。第２回から第９回までは指定教科書に沿って授業を
進める。第10回から第13回はロボットアームを安全に設計するに
当たって必要となる材料力学、機械力学、制御工学の演算法を演
習する。

演習　7時間
講義 15.75時間

エネルギー変換工学

本科目は、様々なエネルギーの形態とその変換方法と課題につい
て学ぶ。熱エネルギー、核エネルギー、電気エネルギー、光エネ
ルギー、自然エネルギーなどを別のエネルギー形態に変換する原
理と応用例を示し、それらエネルギー変換に伴うエネルギー資源
や環境問題について講義する。さらに、エネルギー問題に関する
グループ討論を通して、将来のエネルギー政策のあるべき方向を
自らの問題として考えられる力を養う。適宜レポート、または小
テストなどを課して学習効果を高める。

演習　5.25時間
講義 15.75時間

電気回路Ⅰ

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、回路の構成要素を理解し、直流回路の解
析方法を習得するとともに、交流回路につながる準備としての基
本的な内容を学習することを目的とする。回路の構成要素である
RLCの特性、直琉と交流の基礎、定常と過渡状態の基礎を学習
し、直流回路のオームの法則、直並列接続、Y―Δ変換、キルヒ
ホッフの法則、それを解くための網目解析法、重ねの理、鳳-テ
ブナンの定理、ノートンの定理などを学習する。また交流回路に
つながるための、交流回路の基礎についても学習する。

電磁気学Ⅰ

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、マクスウェルの方程式を構成する４つの
方程式の物理的な意味を理解することにより、マクスウェルの方
程式の正しい使い方を身に付けることを目指す。真空中・物質中
の電界・磁界に関してマクスウェルの方程式をもとにして理解し
ていく。現象からマクスウェルの方程式を導出するのではなく、
マクスウェルの方程式と電磁気現象の関係をみていくことで、式
の表す物理的な意味を理解し、電磁気学の正しい知識を身に付け
る。必要となる数学の基本知識は授業の中でも説明を行う。
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デジタル回路

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、二値論理の基本を身に付け、それを実現
するデジタル情報を取り扱う電子回路の構成と設計法の基本を理
解し、簡単なデジタル回路設計ができるようになることを目的と
することを目的とし、二値論理を数式で表現する論理式と、それ
を扱うためのブール代数の基本を学ぶ。さらに論理式を図示する
論理回路図、それを実現するCMOS回路について学習する。また実
際の装置で用いられる標準的な回路の構成と動作を理解し、デジ
タル回路の設計の基礎を学ぶ。

電気回路Ⅱ

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、「電気回路Ⅰ」の内容を基礎として、回
路の構成要素を理解し、交流回路の解析方法を習得することを目
的とする。回路の構成要素、および回路の状態を学習し、交流回
路のインピーダンスとアドミタンス、直並列接続でのインピーダ
ンスとアドミタンス、交流電力、交流回路でのキルヒホッフの法
則、重ねの理、鳳-テブナンの定理を理解し、直列共振、並列共
振などの特性の基礎、2端子対回路のF行列、およびその接続の基
礎、について学習する。

演習 5.25時間
講義 17.5時間

電磁気学Ⅱ

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、電磁気学が現代社会を支える重要な学問
であることを知るために、通信ケーブルやアンテナなど身近なも
のを例にあげつつ、電磁波についての理解を深めることを目的と
する。電磁気学は電磁気力を利用したパワーエレクトロニクス、
半導体デバイスなどの電子工学、電磁波を利用した通信工学など
幅広い工学応用分野で活用されている。それらの中から本授業で
は電磁波とその伝搬について学び、電磁波の特性を定量的に評価
するための基礎を学ぶ。
毎回授業の内容に関する課題を課す。また理解度を確認するため
の小テストを３ないし４回実施する。

演習 5.25時間
講義 17.6時間

電気電子計測

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、電気的計測法の基礎知識として、測定誤
差やアナログ・デジタル量、および電気の基礎量（電圧・電流、
等）の計測法を講義と演習を通じて理解し、さらに表面分析法の
原理と具体的な分析法（光、X線、および電子を用いた分析）に
ついて理解することを目的とする。授業の前半では、電気的な計
測を行うにあたり必要となる知識（単位系、測定誤差およびその
統計的処理、アナログ量とデジタル量）の説明と演習、実際の電
気諸量（電圧、電流、電力、抵抗とインピーダンス、周波数と位
相）の測定法を説明する。後半では、電気・電子材料を評価する
ために必要となる表面分析法の概要を説明し、光を使う分析法、
X線を使う分析法、および電子線を使う分析法の説明を行うとと
もに、表面分析の基礎過程を理解するための演習を行う。

演習 5.25時間
講義 17.5時間

電気機器学

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、変圧器とモータの構造、原理、特性、運
転法に関する基礎知識を習得し、それらを具体的に活用できるこ
とを目的とする。現在、産業、家庭等において広く利用されてい
る電気機器である回転機と静止機器の中で、電圧を変換する装置
である変圧器および電気エネルギーを利用した動力源である直流
モータ、誘導モータ、同期モータ、リニアモータに関し、構造、
動作原理、等価回路、諸特性および応用例について学習する。

演習 10.5時間
講義 12.25時間

放電・プラズマ工学

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、異なった環境で生じる放電現象とそれに
よって生じるプラズマの基礎的性質、および放電・プラズマの応
用について学ぶ。まず、放電時に発生するプラズマの概要と原
子・イオン・電子の関わる基礎過程を説明する。その後、放電現
象について、放電の開始時の物理現象、様々な放電現象の特徴、
および高周波放電の基礎過程を説明する。これらの知識を基礎と
して、高電圧印加により発生する気体・液体・固体・複合誘電体
の放電現象を、絶縁破壊の理解という内容を含めて説明する。最
後に、プラズマの応用としてプラズマプロセスを取り上げ、プラ
ズマと固体の相互作用と実際の産業における応用事例を説明す
る。
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モータ制御工学

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、モータの構造、原理、特性に関する基礎
知識を習得し、実際モータ運用時の制御方法を学ぶことを目的と
する。一般的な制御の方法や考え方を基本として学んだあとモー
タ制御の考え方を学ぶ。現在、産業、家庭等において広く利用さ
れている電気機器である回転機は電気エネルギーを利用した動力
源である直流モータ、誘導モータ、同期モータに関し、構造、動
作原理、諸特性を理解し、最大能力を引き出す制御方法について
学習する。

次世代エネルギー工学

機械工学においては、計測、制御、エネルギーなどに関連して電
気工学に関する幅広い専門知識が必要となる。本科目は、そのよ
うな科目の一つであり、現代社会を支えるエネルギー技術の現状
と、脱炭素社会を見据えた今後のエネルギー技術の展望について
学ぶ。まずエネルギーの基礎知識と地球環境問題、およびそれら
の関係について説明する。その後、化石燃料エネルギー（石油、
石炭、天然ガス、CO2回収技術）、原子力エネルギー、核融合エ
ネルギー、放射線の基礎知識、再生可能エネルギー（太陽光、風
力、水力、バイオマス、地熱、等）について説明をする。さら
に、エネルギー利用技術（水素、アンモニア、蓄電池、等）の説
明を行い、脱炭素化への道筋と課題を述べる。

オペレーションズ・リサーチ

本科目は、設計、生産計画、品質管理など、機械工学に関連する
発展的な科目である。本科目は、社会のさまざまな場面で現れる
意思決定問題を数理的に取り扱うための方法論とそれを裏付ける
理論を理解し、具体的な問題解決に活用できることを目指して、
オペレーションズ・リサーチで扱う代表的な問題である線形計画
問題、非線形計画問題、ゲーム理論、待ち行列問題、ネットワー
ク最適化問題、組合せ最適化問題、階層化意思決定法を取りあ
げ、具体的な現実の問題から解決のための本質のみを取り出すモ
デル化、解決のための手法とそれを裏付ける数理的理論について
学ぶ。

微分方程式

機械工学の基盤となる力学系科目において、常微分方程式は様々
な段階で現れ、その理解を深めることは重要である。本科目は、
自然現象や社会現象をモデル化すると微分方程式が現れることが
多い微分方程式の中でも常微分方程式について注目し、基礎知識
と計算技術について学ぶ。特に、微分積分学および線形代数学の
知識を基に、変数分離型の微分方程式、1階線形微分方程式、2階
線形微分方程式、連立線形微分方程式について、初期値問題に対
する解の存在と一意性などの基礎理論を理解するとともに、求積
法を中心とする微分方程式の解法について学ぶ。

機械学習Ⅰ

機械学習は様々な分野への応用と展開が期待されており、機械工
学もその例外ではない。本科目は、機械学習における数理モデル
の意義や、数理的・統計的手法がどのように使用されるかを理解
し、機械学習の目的や、様々な手法の特長を理解することを目指
す。機械学習とは、コンピュータ自身が学習により、対象とする
データの背景にある有用なルールやパターンを発見し、カテゴリ
分類や予測を行うための方法である。本授業では、機械学習を行
う上で重要な、数理モデルや統計的推論、数理的手法を学び、主
に教師有り学習の基本的な考え方を理解し、様々な代表的な技法
を習得する。

情報理論

情報理論は機械学習と密接に関連しており、機械学習を通じて機
械工学とも関連している。本科目は、情報の表現、伝送、処理、
符号化等に関連する数学的な理論を学び、「情報」の科学的な扱
いに関する理論知識と設計技能の基礎を提供する科目である。本
科目で習得した情報理論の基本的な概念と原理は、データ通信工
学、信号処理、データ圧縮、人工知能等のほとんどの情報工学諸
分野の基盤となっており、この科目は情報工学で取り扱う様々な
システムを数学的に分析する思考法を涵養する役割を果たす。

人工知能

人工知能は様々な分野への応用と展開が期待されており、機械工
学もその例外ではない。本科目は、1950年代に誕生した比較的新
しい学問分野である人工知能（Artificial Intelligence: AI）
について取り扱う。現在は第三次AIブームの余波が残っている時
代であり、日常では無意識にAIと触れる機会も多くなってきてい
るため、AI技術者や活用者となれるよう、AIの各研究分野を概観
し、初学者でも概要が理解できるように進める。また、理解度の
確認のため、非プログラミング型AIサービスを用いて簡単な課題
を行う。
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情報セキュリティ

IoT（Internet of Things）の発展する現在において、情報セ
キュリティは機械工学の技術にも必要な専門知識でとなる。本科
目は、大切な情報資産を守るために、情報セキュリティについて
の知識を深める。社会の基盤となっている高度な情報システムに
対し、安心・安全な情報システムの社会実装が求められている。
本授業では、情報セキュリティの概要と、情報セキュリティを理
解するための技術的体系について講義する。さらに、サイバー攻
撃と防御，リスクマネジメントやセキュア設計，個人情報保護，
IoTセキュリティなどについて講義する。これにより、セキュア
ネットワークを受講するための素養を養う。

デジタルメディア処理

機械工学において、画像を含む各種デジタルデータ処理は、計測
および数値解析結果のデータ処理において必要な専門知識であ
る。本科目は、画像、音声、テキスト等の異なる種類のメディア
データの処理技術を俯瞰的に学ぶ。まずマルチメディアの基本概
念と各種メディアのデータ表現方法の理解から始め、次に画像や
音声の圧縮、変換、編集などの基本的な処理技術を、各技術の利
点や限界とを合わせて学ぶ。これらの要素技術を組み合わせて、
マルチメディア情報システムの設計と実装に関する知識を習得
し、現実世界の問題に対してマルチメディア技術を適切に評価し
適用できる能力を身に付ける。

自然言語処理

機械工学において、画像を含む各種デジタルデータ処理は、計測
および数値解析結果のデータ処理においても必要な専門知識であ
る。本科目では自然言語処理について学習する。自然言語処理と
は日本語などの自然言語のテキストをコンピュータで処理する手
法や技術のことである。本授業は前半と後半から構成される。前
半（１〜８回）では自然言語処理の基礎的な用語および内容につ
いて学習する。特に、形態素解析・構文解析・意味解析といった
事項を扱う。後半（９〜13回）では言語モデルの発展を学ぶ。特
に、word2vec以降のRNNやAttentionといった事項を理解しなが
ら、近年の大規模言語モデルの発展まで学ぶ。

ヒューマンインタフェース

機械工学におけるロボットやアンドロイドの研究において、
ヒューマンインタフェースは重要な専門知識となる。本科目は、
インタフェースの種類ごとに、その基礎と変遷、活用事例につい
てグループディスカッションなども交えながら学ぶ。また人間の
認知特性について、関連する心理学や人間工学の知見も学ぶこと
で、人間中心設計インタフェースデザインの基礎の習得を目指
す。まずインタフェースの発展と現状について概説を行う。その
上で、人間の知覚特性（例：視線運動、多感覚情報処理）や認知
特性（例：アフォーダンス、ヒューリスティック）について習得
し、CUIやGUIなどの基礎的なインタフェースから、バーチャルリ
アリティやブレインマシンインタフェースなど最先端のインタ
フェースについても同時に学ぶ。

画像・音声・情報処理

機械工学において、画像などの情報処理は、計測および数値解析
結果のデータ処理において必要な専門知識である。本科目は、デ
ジタルメディア処理の最先端技術の多くは高度な数学的背景に基
づいて設計されており、それらの技術を習得し、活用する際に必
要となる、音声・画像データの変換と雑音除去、そして認識する
ための基礎的なアルゴリズムを具体的なソースコードに対応付け
ながら学ぶ。音声や画像等のパターン情報は、時間周波数や空間
周波数等の他の数学的表現で取り扱うことが問題解決に繋がるた
め、音声処理と画像処理の共通性を意識しながら、その数学的処
理の知識と技能の習得を目指す。

演習　10.5時間
講義　12.25時間
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卒業研究Ⅰ ○

本科目は、機械工学の専門分野に関する包括的な理解を獲得し、
そこにおける思考方法やスキルを理解し身に付け、当該分野に関
する分析力・理解力を養い、各人が主体的に取り組む研究活動の
基礎を養う、少人数演習形式の科目である。
受講生が任意に設定した分野における個別テーマについて、個人
あるいはグループ単位で、文献を精読し、その内容を報告・討論
する形で進める。個別テーマの検討成果については、発表会にて
口頭報告（プレゼンテーション）する。

主要授業科目

卒業研究Ⅱ ○

本科目は、「卒業研究Ⅰ」に続いて開講される機械工学の専門分
野に関する包括的な理解を獲得し、そこにおける思考方法やスキ
ルを理解し身に付け、当該分野に関する分析力・理解力を養い、
各人が主体的に取り組む研究活動の基礎を養う、少人数演習形式
の科目である。
受講生が任意に設定した機械工学分野における個別テーマについ
て、自主的に実験・解析・設計・試作等を計画し、継続して研究
に取り組み、得られた成果に考察する形で進める。個別テーマの
検討成果については、発表会にて口頭報告（プレゼンテーショ
ン）する。

主要授業科目

卒業研究Ⅲ ○

本科目は、「卒業研究Ⅱ」に続いて開講される機械工学の専門分
野に関する包括的な理解を獲得し、そこにおける思考方法やスキ
ルを理解し身に付け、当該分野に関する分析力・理解力を養い、
各人が主体的に取り組む研究活動の基礎を養う、少人数演習形式
の科目である。
受講生が任意に設定した機械工学分野における個別テーマについ
て、自主的に実験・解析・設計・試作等を計画し、継続して研究
に取り組み、得られた成果に考察する形で進める。個別テーマの
研究成果については、卒業論文また卒業制作としてまとめるとと
もに発表会にて口頭報告（プレゼンテーション）する。

主要授業科目
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

数的処理入門

本科目は、社会人としてどのような数的処理能力が必要かを学
び、現時点での自分の実力を把握する確認テストを行う。その
後、割合、数と式、場合の数･確率などの主要分野、実践的な資
料解釈、表計算処理へと進む。本科目では、SPI(非言語)の全国
平均レベル相当以上の実力を身に付けることを目指す。 主に講
義形式で行い、 (1)前回の復習と小テスト　(2)今回の学習内容
説明　(3)問題演習というサイクルで進める。

日本語表現

本科目は、様々なディシプリンに共有される汎用性の高い日本語
の言語知識やスキルに加えて、談話標識に沿った基本的な文章の
型の習得を目指す。カリキュラムのうえでは、初年次の前期に配
置され、広い視野での学びを自己の言葉で再構築する「知の探
究」の先行科目に位置付けられる。授業は、レポートや論文、報
告書など、論理的な文章を書くことを中心に、導入(講義)→ペア
ワークやグループワークや調査(協働学習)→アウトラインの作成
等の教室活動を経て、800字程度の作文を課す。評価は学生間の
ピアレビュー、授業担当者の添削、日本語ライティング支援施設
による第三者評価、追大日本語表現力検定などによって、総合的
に行う。

コンピュータ入門1

本科目は、パソコン活用のための入門クラスである。授業のレ
ポートを書くためにOfficeを使う、就職活動をするためにメール
やインターネットを使う、職場ではデータをまとめ資料を作成す
るなど、今やパソコンを使いこなす能力は、なくてはならないも
のになっている。この授業では、パソコンの基本的な知識を学
び、概ねWordを使いこなすレベルのスキル取得を目指す。 (1)今
回の学習内容説明　(2)問題演習のサイクルによる、繰り返し学
修で習得を目指す。併せて毎回、情報倫理･情報利活用の知識も
学ぶ。

コンピュータ入門2

本科目は、「コンピュータ入門1」の続きで、パソコン活用のた
めの入門クラスである。レポートを書く、データを集計する、表
やグラフを用いて報告書を作成するなど、今やパソコンを使いこ
なす能力はなくてはならないものになっている。この授業では、
これらの技能に必要な基礎的な操作能力を身に付け、Excelを使
えるレベルのスキル取得を目指す。 (1)今回の学習内容説明
(2)問題演習 のサイクルによる、繰り返し学修で習得を目指す。

総合英語1

本科目は、学生が所属する各学部･学科の専門基礎科目内容を英
語と日本語の両言語で学習し、取り扱われる題材や背景知識･理
論･メカニズム等の理解学習と、ベーシック･イングリッシュによ
る表現活動とを有機的に統合し、専門基礎科目内容の学習と国際
語としての英語運用能力の育成を同時に行う科目である。
そのため、「総合英語1」では、各学部･学科の専門基礎科目等で
取り扱われる内容に関連したトピックスを、日本語と英語の両言
語によるリスニングとリーディングの題材として取り扱う(イン
プット･インテーク学習)。また、両言語で学習した内容をベー
シック･イングリッシュによるスピーキングやライティング等の
発表活動と結びつけることにより、学習内容を再構築したり発展
的に取り扱ったりする(アウトプット学習)。この様に、取り扱わ
れる題材に関する理解を深化させる中で、学生相互が積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度や、目標言語による基本的
なコミュニケーション能力を育成する。

総合英語2

本科目は、「総合英語1」の学習内容を発展させる中で、学生が
所属する各学部･学科の専門基礎科目内容を英語と日本語の両言
語で一層深く認識し把握するための理解学習と、目標言語による
多様な表現活動とを有機的に統合し、専門基礎科目内容の学習と
認知学習言語としての英語運用能力の育成を行う科目である。
そのため、「総合英語2」では、各学部･学科の専門基礎科目等で
取り扱われる内容に関連した日本語と英語による発展的なトピッ
クスを、リスニングとリーディングの題材として取り扱う。ま
た、両言語で学習した内容をオーラルプレゼンテーションやアカ
デミックライティング等の多様な発表活動と結びつけることによ
り、学習内容の定着を図る。この様に、目標言語による多様な発
表･表現活動を通じて、学生相互が積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度や、目標言語による、よりハイレベルなコ
ミュニケーション能力を育成する。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
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Advanced English1

本科目は,「総合英語1･2」で学んだことがらを基盤に、発展的な
英語運用能力を育成する。具体的には、さまざまな分野にかかわ
る文章の読解力と、目標言語による発信力の育成を重点的に行
う。読解力を育成するための題材は、ニュースリソースやジャー
ナル等、真正性の高い教材を利用し、学生の興味･関心を喚起す
る。また、学生自らが主体的に題材や情報を収集、整理･分析
し、それらについての意見等を構築した上で、目標言語を用いて
他者に伝えるなど、現実の国際的なコミュニケーションの場面で
活用することができる発展的な英語運用能力の育成を図る。

Advanced English2

本科目は、「Advanced English1」の内容を継続的･発展的に取り
扱う。そのためには、ウェブ上で配信される英語による多種多様
な文章をはじめとする、現実のネット社会及びグローバル社会で
流通している膨大な英語情報を的確に読解し、処理することがで
きる実践的な英語読解の基礎力を育成する。また、学生自らが
テーマを決め、情報を収集･処理し、英語でプレゼンテーション
等の多様な発表･表現活動を行うためのグループ･プロジェクト学
習を実施する。

Academic English1

本科目は、海外留学を目指す学生を対象に、以下の４点に重点
的･系統的に取り組む。
(1)英語によるプレゼンテーションやディスカッション、講義等
の内容を的確に把握･理解し、必要な知識や情報を獲得させる。
(2)特定のトピックスについて、英語でプレゼンテーションをす
ることができる基本的な英語運用能力とプレゼンテーション能力
を育成する。
(3)特定のトピックスについて、英語でディスカッションをした
り、ディベートに参加したりすることができる基本的な英語運用
能力とディスカッション力やディベート力を育成する。
(4)特定のトピックスに関わる言語理解活動と言語産出活動をバ
ランスよく実施し、基本的な認知学習言語能力の育成と、創造
的･批判的な思考力の育成を図る。

Academic English2

本科目は、海外留学を目指す学生を対象に、「Academic
English1」の学習内容を発展的に取り扱い、留学先大学等での科
目履修で求められるよりハイレベルな認知学習言語能力の育成を
図る。特に、英語による論理的･分析的な文章作成能力を育成す
るために、パラグラフライティングやエッセイライティング等の
スキルを身に付けるための学習活動を系統的に実施する。
(1)英語によるプレゼンテーションやディスカッション、講義等
を通じて得られた理解や、知識･情報等を処理したり、分析する
能力を育成する。
(2)様々なトピックスについて、英語でプレゼンテーションやパ
ブリックスピーキング等をすることができる発展的な英語運用能
力を育成する。
(3)様々なトピックスについて、英語でディスカッションをした
り、ディベートに参加したりすることができる発展的な英語運用
能力とディスカッションやディベートをマネジメントする力を育
成する。
(4)発展的な認知学習言語能力の育成と、創造的･批判的な思考力
の育成を図るために、様々なトピックスに関わる言語理解活動と
言語産出活動をバランスよく実施する。

Online English Seminar1

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等に求められる４技能(読むこと･聞くこと･話すこと･
書くこと)に関わる基本的な英語運用能力の育成を図る。そのた
めに、CEFRのレベルA1-A2程度(英検®３級上位から英検®準２級下
位レベル)の英語運用能力の獲得を最低到達目標とし、基本的な
語彙･表現や文法項目の理解学習及び定着のための言語演習を重
点的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を行うが、オンラ
イン配信される自学自習用の教材での予復習を行っていく。

Online English Seminar2

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等でのスコアアップを可能とする４技能(読むこと･聞
くこと･話すこと･書くこと)に関わる発展的な英語運用能力の育
成を図る。具体的にはCEFRのレベルA2-B1程度の英語運用能力(英
検®準２級上位から英検®２級下位レベル)の獲得を最低到達目標
に、発展的な語彙･表現や文法項目の理解学習、及び定着のため
の言語活動を重点的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を
行うが、オンライン配信される自学自習用の教材での予復習を
行っていく。
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Online English Seminar3

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等での高得点取得を可能とする４技能(読むこと･聞く
こと･話すこと･書くこと)に関わる応用的な英語運用能力の育成
を図る。具体的にはCEFRのレベルB2-C1程度(英検®準１級から英
検®１級下位レベル)の英語運用能力の獲得を目標に、応用的な語
彙･表現や文法項目の理解学習及び定着のための言語活動を重点
的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を行うが、オンライ
ン配信される自学自習用の教材での予復習を行っていく。

Online English Seminar4

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等での高得点取得を可能とする４技能(読むこと･聞く
こと･話すこと･書くこと)に関わるプロフェッショナルなレベル
の英語運用能力の育成を図る。具体的にはCEFRのレベルC1-C2程
度(英検®準１級上位から英検®１級レベル)の英語運用能力の獲得
を目標に、プロフェッショナルなレベルの語彙･表現や文法項目
の理解学習及び定着のための言語活動を重点的に実施する。な
お、本科目は対面にて授業を行うが、オンライン配信される自学
自習用の教材での予復習を行っていく。

ドイツ語1

本科目は、ドイツ語の発音や文法の初歩を学ぶことから始めて、
簡単なあいさつ、自己紹介ができるようになるまで練習を行う。
文法的には規則動詞･不規則動詞の人称変化、定冠詞･不定冠詞
(類)の格変化、前置詞の格支配などが主な内容である。発音練習
や筆記の練習問題だけでなく、リスニング練習も多く行って、ド
イツ語の音に慣れる。入門的な内容であっても、ペアでの口頭練
習などによって、ドイツ語で発信(自分について話す。相手につ
いて聞く)できるようにする。

ドイツ語2

本科目は、「ドイツ語1」の振りかえりを行うことから始めて、
「ドイツ語2」では簡単な用事をドイツ語で伝えたり、短い会話
文であれば、聞いて意味がわかるように練習を行う。文法的に
は、助動詞、分離動詞、動詞の３基本形、再帰動詞などが主な内
容となる。「ドイツ語1」と同じくペアでの練習やリスニング練
習を多く行って、簡単な道案内や、買い物、自分の経験について
伝えるといったことができるようにする。並行して「ドイツ語技
能検定」の過去問などを利用して、「検定試験」への意識なども
高めていく。

フランス語1

本科目は、フランス語の発音や文法の初歩を学ぶことから始め
て、簡単なあいさつ、自己紹介ができるようになるまで練習を行
う。文法的には規則動詞･不規則動詞の人称変化、３種類の冠
詞、基本的な前置詞の用法などが主な内容である。発音練習や筆
記の練習問題だけでなく、リスニング練習も多く行って、フラン
ス語の音に慣れる。入門的な内容であっても、ペアでの口頭練習
などによって、フランス語で発信(自分について話す。相手につ
いて聞く)できるようにする。

フランス語2

本科目は、「フランス語1」の振りかえりを行うことから始め
て、「フランス語2」では簡単な用事をフランス語で伝えたり、
短い会話文であれば、聞いて意味がわかるように練習を行う。文
法的には、動詞の３基本形、助動詞、代名詞などが主な内容とな
る。「フランス語1」と同じくペアでの練習やリスニング練習を
多く行って、簡単な道案内や、買い物、自分の経験について伝え
るといったことができるようにする。並行して「実用フランス語
検定」の過去問などを利用して、「検定試験」への意識なども高
めていく。

中国語1

本科目は、中国語をはじめて学ぶ人のための科目である。中国語
がどのような言語か、これから学ぶ中国語はどのような中国語
か、どのようにして学ぶか、その大要を把握してから、まず中国
語の発音のしくみを、その後、平易な会話を通じて、基礎的な文
法と語彙を学んでいく。平易な中国語文を、(1)日本語に翻訳で
きる、(2)正しく発音できる、(3)書くことができる、(4)話すこ
とができる、を目標とする。教室においては、音読や日本語への
翻訳など、学生からの発信を中心に授業を進め、これによって中
国語の実践力をつけることを目指す。

中国語2

本科目は、「中国語1」を学び終えたあと、引きつづき中国語学
習を継続する人のための科目である。基本的な中国語文を、(1)
日本語に翻訳すること、(2)正しく発音すること、(3)書くこと、
(4)「読む」を越えて話すこと、ができる、を目標とする。これ
によって、「中国語2」を学びおえた時点で、中国語の基本的な
語彙と文法を習得していることになる。音読や日本語への翻訳な
ど、学生からの発信を中心に授業を進め、これによって中国語の
実践力をつけることを目指す。また、継続して中国語を自分で学
びつづける方法も、同時に学んで、身に付ける。
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スポーツ実習1

本科目は、未経験者から初級者程度を対象にプログラムを提供
し、生涯スポーツへのつながりを意識した実践に重点を置く。
実習においては、種目の競技特性やルール、また基礎技術や戦術
を理解･習得することを目指し、積極的にスポーツに携わる姿勢
を養うこと、さらにコミュニケーションワークやグループワーク
で協調性及び協働力を培い、スポーツを通じて人間形成をはかる
ことを目的とする。

スポーツ実習2

本科目は、基礎を既に修得した中級者以上を対象にプログラムを
提供し、より発展的･効率的な技能や競技力の向上を目指しなが
らゲームの楽しさを享受できることに重点を置く。
実習においては、ルールやマナーも含めてスポーツをより深く理
解することで、自身の技術向上はもとより、他者に対しても指導
実践ができることを目的とする。

ネイチャーアクティビティ1

本科目は、夏期休業を活用した集中授業として、大学内では体験
できない自然とふれあい、自然と人間のつながりを考える授業を
展開する。内容としては、ゴルフやキャンプ、スキューバダイビ
ングなどの活動を通じ、それぞれのアクティビティを体験する中
で基本技能の習得はもちろん、仲間とのコミュニケーション能力
向上、さらには自然の中でとるのにふさわしい態度･マナーを学
ぶことを目指す。

ネイチャーアクティビティ2

本科目は、学内のスポーツ施設では体験･経験できない自然との
ふれあい、また自然の中に自身を置き、自然と人間のつながりを
考える授業を進める。集中授業として冬期休業中にスキー実習を
展開する。基本技能の習得、滑走斜面での対応等、実践的に学
ぶ。現地では指導前に技能判定を実施し、班編成を行い、各班に
応じたプログラムを実践する。各班での到達目標を明確に設定
し、達成に向けた実習を行う。また、ゲレンデでのルールやマ
ナーの遵守についても学び、自然との共存も考えた実習を目標と
する。

知の探究

本科目は、与えられたテーマを巡って、３つの異なるディシプリ
ンからアプローチすることで、ひとつのテーマに対して複数の仕
方で問いを立て、議論を構築し、結論を導くことを可能ならしめ
る問題解決型の授業である。学生は、各ディシプリンについて個
人ないしグループで考察し、最終的にはA4で１枚程度のエッセイ
にまとめる。学生は計３回の論述をこなすことで、前期の「日本
語表現」での学習を一歩深めて、アカデミックライティングの訓
練を積むことになる。また、半期の授業で３つの異なるディシプ
リンに触れることで、教養の幅を広げながら、自ら問いを立て自
ら答えを見出す力を養成する。

未来課題

本科目は、「伝染病と社会」など開講時期にあわせ社会的に要請
される新しいテーマを挑戦的に取り上げる授業である。教員が問
題にアプローチする事例を講義によって学生に示したうえで、学
生は、その事例について個人ないしグループで考察し、最終的に
はエッセイにまとめ教養の幅を広げ、深めていく。本科目を通じ
て、学生に社会の動きを敏感に察知し、社会の課題を認識するこ
とで、生涯にわたって学び続ける力を養成する。

L&Sゼミ

本科目は、リベラルアーツ･サイエンスの科目を履修し、さらに
学びを深めたい学生のために、少人数によるゼミ形式にて実施す
る授業である。担当教員は、リベラルアーツ･サイエンスの科目
群において講じた内容の発展となるテーマを設定し、少人数ゼミ
によるプレゼン･ディスカッションを主な教育アプローチとする
演習を行う。成績は、提出物及び授業への積極的な貢献によって
評価される。

人
文
学
系
科
目

哲学

本科目は、何を問うのか、何のために問うのか、何を問い確かめ
るのか、これらの問いを基軸にして、哲学という学問がどのよう
な学問であるかを理解させる。また、西洋の哲学史において論じ
られてきたいくつかの哲学的問題を取り上げ、西洋の代表的な思
想や哲学史の基本的な知識を修得させる。必要に応じて東洋の思
想を紹介し、西洋思想と東洋思想とを比較する。これらの哲学的
問題を通じて、自ら哲学的に深く思索する態度を育成する。
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芸術学

本科目は、絵画や彫刻、写真、演劇、映画、詩、小説、あるいは
マンガやアニメーション、テレビ、インターネットの画像、さら
には日常的に聞いている音楽など、全ては芸術に関わっているこ
とを意識的に接していくことで、美や芸術というものがどのよう
に認識されてきたか理解する。また、こうした芸術に能楽･文楽･
歌舞伎などの伝統芸能の事例から、どのような歴史的、思想的プ
ロセスを経て成立してきたのかを考え、芸術と社会･文化との関
わりを理解する。

日本文学

本科目は、奈良時代以降のいくつかのエポックをとりあげて、文
学作品や文化的な事象に注目しながら学んでいく。これにより、
それぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の社会的背景を
考察し、さらにどのようにそれらの文化が受け継がれていき、近
代以降の日本が形成されていったのか、より深く認識することが
できるようになることを目指す。ここでの文学とは狭い意味での
文学作品ではなく、文字によって表現された文物や映像･写真と
いった資料を対象とし、これを通じて、人間の文化活動一般につ
いて考察するものである。

中国文学

本科目は、上古から現代にいたるまでの中国におけるいくつかの
エポックをとりあげて、文学作品や文化的な事象に注目しながら
学んでいく。それぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の
社会的背景を考察し、さらに日本への影響を見ることで、東アジ
ア文化圏のつながりや文化の比較をより深く認識することができ
るようになる。ここでの文学とは狭い意味での文学作品ではな
く、文字によって表現された文物や映像･写真といった資料を対
象とし、これを通じて、人間の文化活動一般について考察するも
のである。

西洋文学

本科目は、主に近代以降のヨーロッパ(北米を含む)のいくつかの
エポックをとりあげて、文学作品や文化的な事象に注目しながら
学んでいく。一例を挙げるならヨーロッパではイギリス、フラン
ス、ドイツそれぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の社
会的背景を考察し、さらに現代的な問題意識に結びつけること
で、近代以降の文化史と現代とのつながりをより深く認識するこ
とができるようになる。日本とのかかわりや比較文化についても
積極的に取り上げる。

言語学

本科目は、日常何気なく使っている言語が一体どのような仕組み
で機能しているのかを考え、さまざまな言語現象(とりわけ、形
態･音韻に関するもの)に対し学問的理解を深める授業である。言
語構造の主要部を成す形態(語形)･音(音声･音韻)に重点を置いた
内容を講義形式で行う。我々にとって身近である日本語や英語の
例を中心に数多くの具体例を紹介し、どこにどんな「不思議」が
潜んでいるかを順次指摘していく。そして、それを分析･説明す
るうえで重要となる概念･考え方を提供する。

ことばと文化

本科目は、近代国家においての言語が、コミュニケーションの道
具というだけではなく、文化の成立基盤でもあり、また国家アイ
デンティティの主要な柱になっていると同時に、言語がそのよう
なものとして機能するのは、長い歴史と紆余曲折を経た後のこと
であるため、その歴史的背景をそれぞれの言語に即して学ぶ。さ
らに、言語を通じて見られるそれぞれの国の文化の特徴について
具体的な事例を豊富に挙げることで、文化の多様性、そうした文
化を担う言語の重要性を学ぶ。またドイツ語、フランス語、中国
語の基本も学ぶ。

日本史

本科目は、日本の歴史の専門的な知識の習得だけではなく、歴史
的資料の扱い方や考古学的な手法など、歴史という対象にアプ
ローチするための技法を学ぶ。例えば、複数の資料を突き合わせ
て、妥当な結論を導くための方法論、また考古学としては、発掘
調査における土層の見方、出土する土器の胎土や作り方、また形
の違いなどからその用途の違い、いつの時代のものかなどを知る
ことにより、考古学の一端と博物館などの展示内容がわかること
を目的とする。

アジア･オセアニア史

本科目は、地理的に日本をとりまき、政治的･経済的にも関係が
深いアジア･オセアニア地域について、文化的側面に光をあて、
基礎知識を得るとともに、理解を深めることを目的とする。中
国、インド、中央アジア、オーストラリアなど、アジア･オセア
ニアの地域の現状やそこにいたるまでの歴史を、「多様性」を
キーワードとして説き、これによって、受講生が、他者を見つめ
あるいは自己を見つめる、新しい視座を獲得することを目指す。
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西洋史

本科目は、時代的には、古代ギリシアから現代まで、地域的には
ヨーロッパからアメリカまで(時代によっては植民地を含む)、領
域的には、政治、経済の歴史だけでなく科学･技術史など文化的
な歴史をも含むような広範な西洋の歴史から、いくつかのトピッ
クを取り出して、文献学的な歴史学の手法、歴史的知識の活用の
仕方、日本とも関わってくるような世界史の大きな流れを学ぶこ
とを目指す。

人文地理学

本科目は、人文地理学に関する幅広い基礎的知識を習得すること
を目的とし、次の６つを到達目標とする。①地図についての理解
を深め、地図から現象を読み取ることができる。②現代世界に生
起する現象を地理的に理解し説明することができる。③現代世界
の変化をグローバルな視点から説明することができる。④国や地
域に生起する現象を地理的に説明することができる。⑤人間の行
動を空間的に捉え、説明することができる。⑥多岐にわたる自然
環境(火山と海岸など)と人間活動との関連を説明することができ
る。

民俗学

本科目は、民俗学が年中行事･祭り･昔話･民謡や未開民族の習俗
や親族構造など、なにか古めかしいものやプリミティヴなものを
研究する学問と思われがちであるが、実際には暮らしの中にある
ありとあらゆるものが研究対象となり、過去との比較を通じて、
私たちの暮らしが断絶を含みながらも過去の延長線上にあり、そ
の背後にある価値観が変化しながらも引き継がれていることを知
る授業である。また、その由来や意味を学ぶだけでなく、そうし
た慣習を取り巻く社会的価値観にまで踏み込んで、それがいかに
変化してきたのかを学んでいく。

国際異文化理解1

本科目は、派遣先大学での留学生活において、自分自身と背景や
立場が異なる多国籍の学生との交流を通じ、多様性を認め合える
人材となることを目的としている。現地では主体的に自国文化を
伝える機会を創出し、他者との相互理解を深めることが求められ
る。日本と異なる文化･背景を持つ場所では、色々な障害･困難が
発生することが予想されるが、それらを克服することで柔軟な発
想を持ち、臨機応変な対応力を習得することができる。

国際異文化理解2

本科目は、派遣先大学での留学生活において、自分自身と背景や
立場が異なる多国籍の学生とを相対化しながら、他者の立場や考
え方を理解した上で、適切なコミュニケーションを図れる人材と
なることを目的としている。異なる文化･背景を持つ他者との間
では、さまざまなコンフリクトが発生することが予想されるが、
それらを克服することで多様性を習得することができる。

法学

本科目は、現代社会における法と政治の役割について学習する。
私たちは、日常生活を送るにあたって、さまざまなトラブルに見
舞われる。それらのトラブルのうち、人と人(または団体など)と
の間で生じたものに関しては、法を用いて解決できることが多
い。この授業では、まず、日常生活にどのような法によって解決
できるトラブルがあるのか(つまり「法的問題」とはどのような
ものがあるのか)について、具体的な設例を紹介する。そして、
設例のような場合の法的問題の所在と内容を解説し、解決策等を
講じていくものとする。

日本国憲法

本科目は、憲法の重要性(立憲主義)や日本国憲法の三大原理(国
民主権、平和主義、基本的人権の尊重)について「これらが何を
意味し、どの条文でどのような内容として明確に規定されている
のか」を深く学ぶ。具体的には、日本国憲法を支える原理、その
内容を学生が理解･修得することを目的とし、常に政治的な議論
にさらされている「日本国憲法」が「何をどのように決めている
のか」を「法律学」の観点から検討する。

政治学

本科目は、よき共同体のあり方を探究する学として、政治システ
ムだけでなく、共同体を構成する成員の道徳にもおよぶ、ポリス
の学である政治学(ポリティックス)を踏まえ、現代の人々の利害
を適切に調整する政治社会の構造･機能のあり方だけでなく、科
学的な手法で社会集団と政治過程を扱うことで、そこからさらに
展開して政治行動としての人間行動について学ぶ。豊富な事例を
取り上げて、政治学の対象と方法を理解することを目指す。
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国際関係論

本科目は、さまざまな出来事や問題が複数の国家にまたがり、国
家という枠組みが絶対的でなくなると同時に、自らに関わりのあ
る地域や国家への関心が高まっている現代世界を読み解き、「地
球規模で思考し、地域で行動する」ために必要な基礎的知識の修
得を目指す。この目標に向け、国際社会の特徴、国際法の基本、
スポーツと国際政治、グローバル化と格差、地球環境問題と国際
政治、食のグローバル化と肥満、企業の活動と人権、スポーツと
国際協力、人間の安全保障、留学と国際関係、社会的企業の展開
などを学ぶ。

経済学

本科目は、経済学の基本を身に付け、さまざまな経済問題を見る
目を養うため、入門段階でのミクロ経済学とマクロ経済学の考え
方を修得することを目的とする。前者では個々の経済活動を行う
個人や会社、政府の行動に焦点をあて、商品･サービス、労働、
資本それぞれの市場の働きを概説し、市場経済システムの有効性
と限界も考察する。後者では国内総生産、失業、経済成長、イン
フレーション、金融･財政政策、国際収支などのトピックスを取
り上げ、市場と政府の果たすべき役割について説明し、経済全体
の動きを理解するための知識を修得する。

経営学

本科目は、経営学の基礎を概論的に学び、最新の企業動向も紹介
することで、現代企業に関し理解を深めることをテーマとする講
義形式の授業である。到達目標としては、現代の企業活動への見
方や考え方を養成することである。授業計画としては、企業とは
何か、会社形態と株式会社、会社組織の仕組み、経営資源と経営
理念、経営戦略、人事労務管理、マーケティング、生産管理、資
金のマネジメント、企業の社会的責任(CSR)等を取り上げる。現
代企業の直面する諸課題について、多くの企業事例も織り交ぜな
がら考察する。

社会･経済思想

本科目は、現代の社会･経済システムが、一方では人類の知的な
歴史の中ではぐくまれ、鍛えられ、提案されて、吟味されてきた
ものだが、他方ではそれぞれの地域に浸透している伝統や宗教的
な価値観によって形成されてきた中で、おもに西洋と日本を対象
に、われわれが現在享受している近代的な諸制度や価値観が、い
かなる歴史的背景や要請のもと生み出されたかを学ぶ。これを通
じて、現在われわれが直面している困難に対して、適切な仕方で
アプローチするための視座を得ることを目的とする。

社会学

本科目は、社会学の基本的な考え方や社会学の基礎的な概念を学
ぶ。社会学という学問は人間を「社会的存在」と見なすが、その
ことの意味を正しく理解することが、社会学理解の第一歩とな
る。この基礎の上に立つと、社会学がその注目する集団や社会関
係の種類に応じて、多様な領域を扱う、さまざまな理論を兼ね備
えた学問であることが見えてくるであろう。そうした多岐にわた
る社会学の研究ジャンルについて、できる限り具体的な事例に触
れながら、社会学について理解していくことが、本科目の目標で
ある。

社会福祉学

本科目は、今日「共生」理念のもとに、年齢や障がいの有無等に
かかわりなくすべての人が安全に安心して暮らせる「共生社会」
の実現を目指す種々の取り組みが始まっていることから、共生社
会の考えが生まれてきた歴史と背景を知り、諸分野における共生
社会を目指す取り組みを学ぶ。本授業においては障がい者分野を
中心に取り上げるが、児童･若者分野、男女共同参画、多文化共
生にも触れる。各分野での共生社会の実現に向けた諸制度や活動
の具体例について学習することをとおして、共生社会をより身近
なものとしてとらえ、その実現のために思考し、行動することが
できるようになることを目指す。

教育学

本科目は、「子どもの生きる力を育成する教育と学びを考える」
をテーマとして、これまでの自らの学校経験などを振り返りなが
ら、現代社会における子どもと教育の諸問題を考える。教育面か
らの問題点の把握と解決の方策を模索するために、子どもの発達
段階に即した考察と対応を重視する。国内外の動向を把握し視野
を広げ、理論的根拠を確認しながら、子どもの生きる力を育成す
る社会的課題を考察する力を身に付けることを目指す。
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スポーツ学

本科目は、人間一生の各ライフステージにおいて、健康の保持･
増進や技能の向上等、運動･スポーツとどのように関わるか、ま
たそれらを実践することで、身体的変化や心理的変化がどのよう
に起こるかを中心に理解を深め、生活の中での運動･スポーツの
重要性や役割を認識することを目標とする。現在の自身の体力を
理解し、過去の振り返り(幼少時期)や未来の予測(中高齢期)をし
て、自身の運動･スポーツに対する意識を整理する。今後の体力
の保持･増進に向けて、運動･スポーツの頻度や時間、強度を策定
し、今、どのように取り組むべきかを探る。なお、「余暇」や
「レクリエーション」も広い意味でのスポーツととらえたうえ
で、レクリエーションの概念や特質を正確に理解し、日常生活の
なかでの実践方法、生涯学習の一環としての役割、そして最終的
には、生活の質(quality of life)の向上に向けて日常生活のな
かでどのようなことが必要であるのか考える。

社会の心理

本科目は、人は基本的に他者との関係によって、また、社会との
つながりを通じて自分という存在を知っていくとされ、そのよう
な他者との関わりあいをどう捉えるのか、また、それがうまくい
かなかった場合にはどのように対処していくのかといったことが
らは、比較的重要な問題と言えることから、わたしと他者との関
わりについての諸説、諸理論を説明し、実社会においても役立つ
ような、より実践的な知見の確立を目指す。

認知の科学

本科目は、人間の認知の構造を、科学的な手法を用いて明らかに
するためのさまざまな方法について学ぶ。人間の認知を構成す
る、学習、記憶、理解、推論、感情などに対して、言語学、情報
科学、脳科学などの言語系･理科系諸学問の知見や手法を用いつ
つ、人間の認知がいかにモデル化できるかを示す。授業では、こ
れらの多様な論点、アプローチからいくつかのトピックを選ん
で、その学問的手続きを示していく。

ものの科学

本科目は、自然科学、とりわけ私たちの生活と密接に関係してい
る物理、化学、地学分野を概観することで、それに対する関心が
持てるようになることを目標とする。物理では「てこ･輪軸･滑
車」、「運動」、「電気回路」、化学では「化学式」、「原子と
原子核」、地学では「天体」、「地層」、「天気」の各分野を学
習する。なお、授業形態は講義形式であるが、知識の定着のた
め、練習問題を解くなど数式を用いた実践的な学習も随時行う。

生命の科学

本科目は、通常、現代社会を生きる「人間」として、自分自身を
捉えており、自らが生物のひとつとしての「ヒト」であるという
認識は希薄であるが、人間の存在を考察するうえで、それを生物
のひとつとして理解することはきわめて重要であり、そのために
は、生物全般について知ることが不可欠であるため、現代人に
とって有用と思われる生物に関する基本的な事項を学ぶ授業であ
る。

情報の科学

本科目は、情報を主体的に活用するためにはデータサイエンス･
AI･IoTの基礎的な素養が不可欠となっている社会的な背景を踏ま
え、コンピュータやインターネットについての科学技術的な基
礎、情報システムの仕組みや社会における役割、データを科学的
に取り扱う手法などについて述べる。さらに、AIとの関連やAIの
倫理についても触れることで、これからの社会を変革するための
情報科学の在り方について考える。
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自己との対話

本科目は、学生自らが自主的･自律的なキャリア開発と選択のた
めのスキル･態度を身に付けることを目的とし、チームビルディ
ング等の理論をベースに構築されたグループワークによって行わ
れる。グループで他者の自己理解に協力するプロセスを通じて、
自己理解を深めることで自身に対する自信を育む。グループワー
クの参加に対する担当教員及び学生相互による評価、そして授業
中に作成する学生生活におけるアクションプランによって、総合
的に評価する。

追手門アイデンティティ

本科目は、自校の「歴史」について理解を深め、初年次生が大学
生活を有意義に過ごすための指針を得るとともに、追手門学院に
ついて自身の言葉で説明できるようになることを目指す。授業の
前半は、明治21年以来の追手門学院の事績をたどる自校史講義、
後半は「変化する社会に出るために何が必要か」を自分なりに考
え、そのために必要な行動計画を作成することを目的とする。特
に、これまでと見方を変える、知らなかったことに気づく面白さ
を通じて、自分の将来の選択肢の幅を拡げ、将来に向けて大学生
活を自ら設計し、行動を開始する状態を目指す。また、学院発祥
の地への巡検や、自校の魅力を発信するプレゼンテーションなど
も用意されている。評価は学期末の「追手門UI検定」のほかに、
授業中の学修記録(ラーニング･ログ)や授業内の成果物、プレゼ
ンテーション、「私のアクションプラン」によって行われる。

キャリアデザイン

本科目は、ライフキャリアの観点から、自身の生き方を考え、よ
りよく生きるためのスタンスを身に付けると共に、社会人とし
て、大人としての行動規範を理解することを目的とする。人生
100年時代に生きるということは、働く時間よりも多くの時間を
自身の時間として過ごすことを意味し、その時間をどのように迎
え、生きていくのか。ワークキャリアとのかかわり方をどうとら
えるかという側面からアプローチし、多様な働き方、多様な生き
方を理解する。さらに、大人としての立ち居振る舞いなど行動規
範を習得する。

ボランティア論

本科目は、さまざまな構成要素が多種多様に存在している「ボラ
ンティア」を紐解いていく上で、重要な要素である「社会」や
「公共性」そして「自主性」等について思考を掘り下げる。ま
た、一方通行型の講義ではなくディスカッションも導入するスタ
イルで展開する。教員は受講生に話題を提供し、受講生は自分の
知識や考え方を他者に説明でき、そして、他者の考えから自分の
考え方を柔軟に展開できるようになることを目標とする。

キャリア形成プロジェクト

本科目は、実在する課題の解決に取り組むプロセスを通じて、自
身の知識･技能･適性を把握し、併せてキャリア意識をさらに深
め、進路選択へのイメージを豊富化させることを目的としてい
る。特に、職業人との直接的な関わりを授業を通じて持つことに
より、職業人をロールモデルとしたキャリア形成につなげること
もねらいとする。授業は、グループ活動も行い、企業や地方自治
体などから課題の提示をうけ、その解決策の提案とフィードバッ
クにより進められる。最後に、自身の進路選択に向けたアクショ
ンプランを完成させる。

キャリア言語

本科目は、社会人として必要な文章読解力、文章理解力の習得を
はじめとする言語運用能力の獲得を目的としている。コミュニ
ケーションのベースとなる語彙力をはじめ、論理的思考や文章読
解力などを身に付ける。さらに、それらの力を使って、ビジネス
文書を自ら作成できるようになる。なお、授業形態は講義形式で
あるが、知識の定着のため、練習問題を解くなどの学習も随時行
う。

キャリア数学

本科目は、ビジネスの現場において、数学の知識が必要となる場
面が多くあるため、社会人基礎としての必要な数学の基礎を修得
することを目標とする。実際の授業では、文字を使った処理、関
数、確率、命題などの主要分野の基礎を学習し、その後、ビジネ
ス現場でこれらの内容が実際に必要となる実践例を学んでいく。
なお、授業形態は講義形式であるが、知識の定着のため、練習問
題を解くなどの学習も随時行う。

キ
ャ

リ
ア
形
成
系
科
目

共
通
教
育
科
目

主
体
的
学
び
科
目
群

基本計画書－ 108 －



リーダーシップ入門

本科目は、リーダーシップに関する基本的知識を学びながら、グ
ループ活動等の実践を通じて、自らのリーダーシップを知り、効
果的なリーダーシップを発揮するためにはどうしたらよいのかに
ついて学ぶ。所属する組織･団体(部活･サークル、アルバイト、
ボランティア団体、就職先等)において、自らのリーダーシップ
を発揮し、互いを高め合う関係を築き、組織全体のパフォーマン
スを向上させることを目的とする。授業はワークを中心に展開す
る。個人ワーク、ペアワーク、グループディスカッションを組み
合せ、クラスの仲間と共に身に付ける。

ファシリテーション入門

本科目は、ファシリテーションを通じて生産的な会話や場づくり
ができる技法を身に付けるため、ワークを中心に展開する。ファ
シリテーションを効果的に行うため方法や考え方等に関する授業
を行い、個人ワーク、ペアワーク、グループワークを組み合せ、
理解を深めていく。基礎となる考え方から始まり、次に実践的な
方法論を修得し、最後に総合課題に取り組む。ディスカッション
やプレゼンテーションの場面が多数あり、クラスの仲間と共に身
に付ける。ディスカッションの楽しさ(知の生産)を知り、建設的
な討論を援助･促進する人になることを目指す。

リーダーシップ実地基礎演習

本科目は、リーダーシップを発揮するためのミッションを持って
取り組むプロジェクト型学習である。追手門学院大学が主催･認
定するリーダーシップの実践力を養うプログラムに参加する現地
研修と、そこでの経験を最大限活かすためのスキルアップ研修ま
たは事前調査を中心とした事前研修の２つのパートから構成され
ている。本授業を通じて、言語、価値観、立場、文化背景などが
異なる組織であっても、独立自彊や社会有為を体現したリーダー
の基礎力を養成することを目的としている。協力先外部機関と連
携し、グループワークを中心にした、ディスカッション、プレゼ
ンテーション、フィールドワーク等を行う。

リーダーシップゼミナール1

本科目は、リーダーシップを効果的に発揮するために必要な知
識･技能･態度の養成を目指し、講義形式の授業と演習を組み合わ
せて授業を展開する。前期は、リーダーシップに関する基礎的な
理論と多様なリーダーシップ論の講義を行い、グループワークや
ディスカッション、プレゼンテーションなどを通じて、理解を深
める。実践では、受講生が主体的に参加するセミナーまたはワー
クショップをチームで作る。得た知識を「使う」段階への発展を
目指す。コミュニケーションスキルだけではなく、他者との意思
疎通に求められるリテラシーの向上を目指し、独立自彊や社会有
為を体現したリーダーの養成を目的としている。

リーダーシップゼミナール2

本科目は、「リーダーシップゼミナール1」で学んだリーダー
シップに関する基礎の知識と実践の土台を活用し、社会有為の体
現を目指す。他者に影響を与えたり、社会に貢献したりする活動
を通じて、社会と関わり合いをもつための力を身に付ける。実践
では、プロジェクトの目的･目標が達成できるよう、学内外向け
のワークショップ等を企画、運営を行う。また、実践した活動
を、社会に発信できるよう報告書にまとめる。グループワークや
ディスカッション、プレゼンテーションなどを組み合わせて展開
する。

リーダーシップ実地発展演習

本科目は、基礎的なリーダーシップ能力を身に付けた者(「リー
ダーシップ実地基礎演習」の修了者)が、基礎演習で学んだ内容
を応用し、リーダーシップを実際に発揮する発展科目である。追
手門学院大学が主催･認定するリーダーシップの実践力を養うプ
ログラムに参加する現地研修と、そこでの経験を最大限活かすた
めのスキルアップ研修または事前調査を中心とした事前研修の２
つのパートから構成されている。本科目を通じて、言語、価値
観、立場、文化背景などが異なる組織であっても、独立自彊や社
会有為を体現した、学生リーダーとしての基礎力を養成すること
を目的としている。協力先外部機関と連携し、グループワークを
中心にした、ディスカッション、プレゼンテーション、フィール
ドワーク等を行う。

キャリア実践英語1

本科目は、海外インターンシップに関心があり、在学中に海外イ
ンターンシップに参加する意欲のある学生や、外資系企業または
海外での就労も視野に入れている学生の会話力向上を目指すこと
を目的とする。ネィティブ及びノンネイティブスピーカーなどと
の会話を通じて、初級～中級程度のビジネス会話の修得及び
ニュースを題材にディスカッションができるようになることを目
標とする。

キャリア実践英語2

本科目は、海外インターンシップに関心があり、在学中に海外イ
ンターンシップに参加する意欲のある学生や、外資系企業または
海外での就労も視野に入れている学生の会話力向上を目指すこと
を目的とする。ネィティブ及びノンネイティブスピーカーなどと
の会話を通じて、中～上級程度のビジネス会話の修得及びニュー
スを題材にディスカッションができるようになることを目標とす
る。
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プロジェクト実践Ⅰ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅱ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅲ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅳ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅰ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅱ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。
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インターンシップ実習Ⅲ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅳ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

スポーツケア演習

本科目は、身体の基本構造や身体活動の理論を知り、より速く、
より強くなるためのトレーニング理論について学ぶ。さらに、こ
の理論の実践のために、ストレッチやテーピングを含めた身体ケ
アやメンテナンスケアを実技方式で学び、自分自身へのケア及び
他者へのケアができるようになることを目的とする。

交換留学Ⅰ

本科目は、高度国際職業人に求められる資質･能力の基盤となる
異文化、多文化環境下での言語運用能力の育成と多文化マネジメ
ント力の育成を目指し、本学が外国の大学等との間に結んだ交流
協定に基づき、学生を交換留学生として協定締結した大学等へ派
遣する。留学期間は原則として１学期(１セメスター)とするが、
各協定内容による。
派遣にあたっては、期待される到達目標や交換留学成果指標等を
含むミッション･ステートメントを作成し、それを実現するため
に最適化された危機管理セミナー等をはじめとする事前、事後プ
ログラム、及び留学中プログラムを策定し、学生の学習支援と学
習マネジメントを行う。

交換留学Ⅱ

本科目は、高度国際職業人に求められる資質･能力の基盤となる
異文化、多文化環境下での言語運用能力の育成と多文化マネジメ
ント力の育成を目指し、本学が外国の大学等との間に結んだ交流
協定に基づき、学生を交換留学生として協定締結した大学等へ派
遣する。留学期間は原則として１学期(１セメスター)とするが、
各協定内容による。
派遣にあたっては、期待される到達目標や交換留学成果指標等を
含むミッション･ステートメントを作成し、それを実現するため
に最適化された危機管理セミナー等をはじめとする事前、事後プ
ログラム、及び留学中プログラムを策定し、学生の学修支援と学
修マネジメントを行う。

海外セミナー

発展的な異文化コミュニケーション能力と多文化マネジメント力
を育成するために、海外での異文化体験プログラムや語学研修プ
ログラム等をはじめとする各種実習やフィールドワーク等に参加
する。海外での一定期間の生活体験等を通じて、国際的な視野を
広げると共に、自国文化に対する深い理解や自己認識を深めるな
ど、自己の成長を図る。異文化体験プログラムでは、派遣先国の
文化･社会理解のみならず、自国文化を派遣先国の言語や英語を
用いて説明･発信することができるようになることを目標として
いる。海外セミナーでは、事前･事後研修に加え、海外での実
習、文化体験、フィールドワークやプロジェクトワーク等を含ん
だ約４週間のプログラムを実施する。
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短期海外セミナー

基礎的な異文化コミュニケーション能力と多文化マネジメント力
を育成するために、海外での異文化体験プログラムや語学研修プ
ログラム等をはじめとする各種実習やフィールドワーク等に参加
する。海外での一定期間の生活体験等を通じて、国際的な視野を
広げると共に、自国文化に対する理解や自己認識を深めるなど、
自己の成長を図る。異文化体験プログラムでは、派遣先国の文
化･社会理解のみならず、自国文化を派遣先国のベーシックな言
語や英語を用いて説明･発信することができるようになることを
目標としている。短期海外セミナーでは、事前･事後研修に加
え、海外での実習、文化体験、フィールドワークやプロジェクト
ワーク等を含んだ約２週間から３週間のプログラムを実施する。

海外インターンシップ

本科目は、異文化の中でのビジネス現場を経験することで、学生
のキャリア選択やキャリア形成に資することを目的としている。
参加する学生は、キャリア開発センターが実施するインターン
シップ事前研修を受け、所定の手続きを経て現地での実習に臨
む。実習参加後には事後研修と、インターンシップ参加者全員が
プレゼンテーションを行うインターンシップ実習報告会での発表
を義務付けている。

国際現地研修

本科目は、国際的視野をもった人材及び実際の国際体験を有する
人材の育成が急務となる中で、海外教育機関等での研修プログラ
ムをはじめとする異文化体験や海外生活経験等の直接体験を通じ
て、異文化理解を深めることを目的とする。さらに、現地での語
学研修プログラムへ参加することで異文化コミュニケーション力
を高め、異文化環境下で自らの意見を伝え、他人の考えを理解す
ることができる人材を養成する。また、研修修了後は、事後研修
プログラムに参加し、国際現地演習の成果や課題を省察的に捉
え、自己の成長を確認すると共に、今後の自己成長へ向けての発
展的な取り組み課題を認識･設定する。

グローバルキャリア論

本科目は、留学を控えた派遣･交換留学生を対象とした事前学習
のための科目である。いわゆるグローバル人材に求められる能
力･資質とは何かを考え、留学を通じてそれらを身に付けるため
に理解を深めることを目的としている。留学中に必要となる(1)
明確な目的･目標、(2)目の前に立ち起こるさまざまな課題を発
見、解決に向けて行動できる力、(3)行動によって得た経験を学
びに変える振り返りの力、の３点を念頭に、異文化コミュニケー
ションにおけるポイントや自身のキャリア形成の背景となる社会
情勢などについても学ぶ。将来にわたって広く国際舞台で活躍す
るためのキャリア戦略を考える。
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本科目は、理工学を専門とする学生が必ず身に付けるべき俯瞰的
視座と自然や社会に向かうシステム思考を、科学史、科学的思考
法を基礎に、数学、機械工学、電気電子工学、情報工学の各分野
の成り立ち、技術、社会での役割の理解から学習する。
（オムニバス方式　全13回）

（①　上田　良夫／1回）
現代社会において、電気・エネルギー技術は産業や生活を支える
基幹技術であるが、一方エネルギー消費は地球環境問題とも密接
に関連している。この回では、将来の持続的社会を構築するため
の電気・エネルギー技術の展望を述べる。
（②　片山　正昭／1回）
電気電子工学分野は、電気を作り、運び、それを利用するあらゆ
る技術を包含する。授業では、電気電子工学の発展の歴史、持続
可能社会実現に果す役割、通信やロボット制御などのシステム分
野での最新の話題などを紹介する。また大学初年次で学ぶ数学や
基礎学理が、どのように実際の研究に用いられるのかも紹介す
る。
（17　小原　敦美／1回）
基盤共通科目として学習する「微分積分学」（解析学）、「線形
代数学」が、いかに専門課程で修習する各種の理工系科目の理解
の基礎となり、さらには現代の科学・技術と社会の進展に役立っ
ているかをいくつかの例をあげながら紹介し、学習意欲を高めて
もらいたい。
（18　盛田　健彦／1回）
数学の歴史において重要な結果を残した数学者たちと彼らが生き
た時代の学術的、社会的背景とその後に与えた影響について解説
する。
（19　駒谷　昇一／1回）
炊飯器やエアコン、電気の送電、列車の運行、人工心肺装置な
ど、私たちの生活や企業は情報システムにより支えられている。
このため、情報システムが障害で停止すると、生活や企業活動に
大きなダメージが生じる。また、情報技術を使いこなせるかどう
かで、経済的な格差が生じており、この問題をどう考えるのか。
情報技術を悪用した犯罪、生成AIなど新しい情報技術が、私たち
の生活や企業活動にどう影響を与えているのか、情報技術が社会
に与える影響について学ぶ。

（20　寶珍　輝尚／1回）
情報工学の領域（計算機科学、ソフトウェア工学、情報システム
学など）について学んだうえで、情報工学とは何か、情報工学の
目指すものは何かについて学ぶ。
（21　田中　敏嗣／1回）
機械工学は、ものづくりを通じて豊かで健康な人間社会の構築に
貢献してきた。ここでは、機械工学と、それが人間社会の発展に
果たしてきた役割について概観するとともに、流体工学分野を中
心とした課題について紹介する。
（22　須賀　一彦／1回）
機械工学は、エネルギーを動力に変換する技術を論ずる。した
がって、機械工学は人類の最重要課題になってきた地球温暖化問
題に大きくかかわっている。このエネルギー問題の原因とその解
決手段における、機械工学の役割を解説する。
（23　佐藤　宏介／5回）
各分野についての学びに先立ち、古代から現代に至るまでの科学
の歴史を学び、現代科学の課題と今後の未来社会との関係を紹介
する。次に、批判的思考の基本原則と技術を学び、論理的かつ効
果的な思考を促進するためのクリティカルシンキングの基本と、
科学的探究の歴史的背景と哲学的基礎をベースとした科学的方法
を紹介する。さらに、地球温暖化対策にかかる理工学がなすべき
貢献の理解のため、地球変動にかかる科学的基礎、とその影響、
そしてこれに対処するための温室効果ガス排出の削減、再生可能
エネルギー、持続可能な都市計画等について国際的な取り組みと
関連させて解説する。
第13回においては、システム思考の基本原則とフレームワークを
紹介し、理工学要素と人間的要素が絡み合う複雑な物理世界を分
析し、理解するためのスキルを学び、本科目の総括として理工学
だけでなく異なる分野の問題に対しても統合的な視点を持つこと
の重要性について学ぶ。
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データサイエンス基礎

本科目は、　「データサイエンス」という概念に初めて触れる受
講生向けにリテラシーレベルの数理・データサイエンス・AI教育
を行い，データ・AIの利活用に役立つ基本的な知識とスキルを習
得することを目的として、「数理・データサイエンス・AI教育プ
ログラム」リテラシーレベルの標準カリキュラムに基づき，社会
におけるデータ・AIの利活用（「導入」に相当），表計算ソフト
を用いたデータリテラシー(「基礎」)，データ・AI利用における
留意事項（「心得」）を学び，データサイエンスの基礎知識と技
法を理解する。

基礎物理学

本科目は、物理学のうち、力と物体の運動、電気と磁気、音と光
の諸現象を学ぶことを目的とする。具体的には、①直線運動にお
ける加速度、速度、位置を、回転運動における角加速度・角速
度・角度について微分・積分を用いて算出。②力のつりあい、エ
ネルギー保存則についての学習。③電気回路に関して抵抗やコン
デンサの並列・直列の合成、コンデンサの電気容量、フレミング
の法則とレンツの法則を用いた電磁力や起電力を算出。④ドップ
ラー現象、光の干渉についての学習の４項目について学ぶ。

基礎物理学実験

本科目は、物理実験に対する心構え、測定器具の扱い方、データ
の解析の仕方、誤差の求め方、実験ノートの取り方、グラフの書
き方、レポートの書き方、プレゼンテーションの基礎など、物理
実験及び結果を発表する際の基本となる技術を習得するととも
に、実験結果の原因となる物理現象を理解することを目的とし
て、重力加速度の大きさ、金属のヤング率、水の粘性係数、金属
棒の熱膨張係数、電気抵抗、コイルのインピーダンスとインダク
タンス、熱電対の起電力、光の干渉と波長といった基本的な物理
現象を測定する各種実験を行い、内容や結果をレポートにまとめ
報告する。また、プレゼンテーション形式で発表する。
（オムニバス方式・一部共同　全26回）

（③　桒島　史欣、4　高見　剛、④　尹　己烈、⑦　井上　亮
太郎、⑧　野中　俊宏、42　柳澤　憲史、43　門脇　廉、44　宮
澤　知孝、62　齋藤　理、63　武田　真和　／16回）
重力加速度の大きさ、金属のヤング率、水の粘性係数、金属棒の
熱膨張係数、電気抵抗、コイルのインピーダンスとインダクタン
ス、熱電対の起電力、光の干渉と波長といった基本的な物理現象
を測定する各種実験を行い、内容や結果をレポートにまとめ報告
する。
（26　土井　正好／10回）
第1回～第6回までは各種物理実験を始める前に、各種物理実験の
全体像を説明する。また、実験で得られたデータの取り扱い法
と、実験レポートの書き方を学習する。事後学習において授業で
習得した内容についてレポートを作成し提出する。第２３回～第
２６回では第7回～22回の各種実験結果について、レポートにま
とめたうえで、考察をプレゼンテーションする。

本科目の実験部分の実施にあたって、学生を10グループに分けた
うえ、各グループに教員1名が実験を補助・指導する。2回の授業
につき1実験テーマを取扱い、各実験の事後学習において実験レ
ポートを作成し提出する。

オムニバス方式
一部共同

実験・実習　28時間
講義　17.5時間

入門統計学

本科目は、推定と検定の基本的な考え方を学ぶ。データを有効に
分析・処理して、有益な行動指針を見出すためには、統計学は有
効な学問である。パソコンの発達によって数量的データの処理は
簡単にできるようになった。しかし、パソコンで利用できる統計
ソフトは統計学を前提としているので、統計学の考え方や手続き
を理解することは不可欠である。本授業では、統計学の基本を理
解し、統計ソフト等を用いてデータ分析が行えるようにする。そ
のために、時には、Excelなどを使って実践し統計学の理解を深
める。

微分積分学Ⅰ

本科目は、理工系分野に必須の微分積分学の基礎のうち1変数関
数に関する内容を扱う。高校で学習した微分積分を基礎として、
より厳密で高度なものを学習する。前半では実数の性質から数列
や関数の極限について厳密に論じ、深化した微分法を学習する。
後半では定積分を厳密に定義するほか、有理関数などの原始関数
を求める手順、微分積分学の基本定理による定積分の計算理論に
加え、広義積分の基礎理論と技法を学習する。
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微分積分学Ⅱ

本科目は、「微分積分Ⅰ」で修得した知識と技能を前提として、
多変数(おもに2変数)関数に関する内容を扱う。前半では多変数
の関数の極限と連続性について準備したのち、微分法の基本を学
習し、応用として多変数関数の極値問題や条件付き極値問題を扱
う。後半では重積分を厳密に定義したのち、積分を用いた面積や
体積の定義や性質について学ぶ。さらに、累次積分、変数変換と
いった計算技巧に進み、最後に、重積分の広義積分を学習する。

微分積分学演習Ⅰ

本科目は、微分積分学の基礎演習のうち、とくに1変数関数に関
する演習を扱う。高校で学習した微分積分を基礎として、より厳
密で高度な問題による演習を行う。前半では、実数の性質から始
め、数列や関数の極限を用いた微分法の問題の厳密な扱い方に関
する演習を行う。後半では、定積分の計算、有理関数などの原始
関数を求める手順、微分積分学の基本定理による積分の計算理論
に加え、広義積分などの基礎理論と技法を習得するための演習を
行う。

微分積分学演習Ⅱ

本科目は、微分積分学の基礎演習のうち、とくに多変数(おもに2
変数)関数に関する演習を扱う。前半では多変数の関数の極限と
連続性についての問題を扱い微分法の基本を学習し、応用として
多変数関数の極値問題や条件付き極値問題に関する演習を行う。
後半では重積分の定義と基本性質に加え、面積や体積の定義や性
質についての基本的問題を扱った後に、累次積分、変数変換、重
積分の広義積分などの基礎理論と計算技法を習得するための演習
を行う。

線形代数学Ⅰ

本科目は、理工系分野に必須の線形代数学の基礎のうち、とくに
行列とベクトルに関する内容を扱う。最初に、行列やベクトルと
その演算について定義と基本的性質を学習し、平面や空間ベクト
ルや1次変換との関わりを見ておく。その後、行列の基本変形を
導入して、連立1次方程式の解法や正方行列の正則性の判定およ
び逆行列の計算法を学習する。最後に、置換を導入して行列式を
定義し、その基本的性質を用いた計算法とそれに関連した事項を
学習する。

線形代数学Ⅱ

本科目は、「線形代数学Ⅰ」で修得した知識と技能を前提とし
て、ベクトル空間と線形写像に関する内容を扱う。ベクトル空間
とその部分空間の定義と例に続いてベクトルの1次独立性を導入
し、ベクトル空間の基底と次元について学習する。その後、線形
写像について表現行列および核や像とそれらの次元に関する基礎
事項について準備し、線形変換の固有値と固有ベクトルを扱う。
最後に，行列の対角化可能性に関連する事項について学習する。

線形代数学演習Ⅰ

本科目は、線形代数学の基礎演習のうち、とくに行列とベクトル
に関する演習を行う。行列やベクトルの演算の定義と基本的性質
に関する演習を行った後、平面や空間ベクトルや1次変換につい
ての演習を行う。その後、行列の基本変形を用いた連立1次方程
式の解法や正方行列の正則性の判定、および逆行列の計算法に関
する演習へと進む。続いて、置換と行列式の定義と基本的性質を
用いた計算法に関連する演習を行って、最後に総合的な問題を扱
う。

線形代数学演習Ⅱ

本科目は、線形代数学の基礎演習のうち、とくにベクトル空間と
線形写像に関する演習を扱う。ベクトル空間とその部分空間の定
義と例に関する演習に続いて、ベクトルの1次独立性、ベクトル
空間の基底と次元についての演習へと進む。その後、線形写像に
ついて表現行列および核や像とそれらの次元に関する演習をへ
て、線形変換の固有値と固有ベクトルに関係する基本的問題を扱
い、最後に行列の対角化可能性に関する演習や総合問題の演習を
行う。

プログラミングⅠ

本科目は、Pythonに初めて触れる受講生向けに、Pythonとそれを
取り巻く環境(Pythonエコシステム)の多様性、Pythonスクリプト
の作成方法、デバッグ手法、基本文法（データ型、条件分岐、
ループ等）、モジュール・オブジェクト・クラスの概念をプログ
ラミング演習を通じて習得することを第一の目的とする。その応
用として、理工系、特にデータサイエンスでは必要となる
NumPy、SciPy、 matplotlib、 Pandas等の代表的なモジュールの
使い方を具体的なスクリプト例を動作・改変させながら理解し、
自力で便利なツールを構築できるデータサイエンティストとして
の基礎教養力を育成する。

演習　14時間
講義　8.75時間
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プログラミングⅡ

本科目は、C言語について学ぶことで、基本的な文法事項を理解
し、他者のプログラムが解読でき、自身でも簡単なプログラムが
記述・実行ができるよう、初学者でも知識・技術が十分に習得で
きることを目的としている。C言語は、1970年代に誕生した、世
界で最も普及しているプログラミング言語のひとつである。ま
た、汎用言語とも呼ばれ、理工学領域のどの分野においても広い
使途に用いられており、本科目ではその導入部分について学ぶ。

演習　17.5時間
講義　5.25時間

プログラミングⅢ

本科目は、C言語の発展的な文法事項を理解し、他者のプログラ
ムが解読でき、自身でもやや高度なプログラムが記述・実行がで
きるよう、知識・技術が十分に習得できることを目的としてい
る。C言語の中でも、後の世代の各種言語に大きく影響を与え
た、ポインタ・関数・構造体・ファイル処理の各要素技術につい
て、その考え方や動作原理を学ぶとともに、課題を通じて具体的
なプログラム作成能力を向上できるよう、個別要素技術の理解を
深めていく。

演習　19.25時間
講義 3.5時間

科学技術史

本科目は、西欧を中心として16～17世紀に生まれた近代科学とそ
の発展が現代の科学技術の基盤となるにいたった歴史について習
得することを目的とする。具体的には、最初に西欧の近代科学誕
生とその後諸産業と強く結びついて発展した歴史を概観したの
ち、日本ではどのような過程を経て近代科学との接点をもち、関
係を強めながら経済的発展を遂げていくのかについて、19世紀後
半以降の日本の歴史を振り返りながら考察する。

科学技術英語

本科目では、理工系学生の専門知識を活かしながら、専門分野で
必要な英語コミュニケーションの種類やそれらのパターンと特徴
について、コンピュータ・プログラムを用いて分析し、その分析
を英語コミュニケーションの発信に応用する学習方法を提案す
る。近年ますます必要とされる英語コミュニケーションの分析か
ら応用までの一連の学習と演習を通じて、自らの研究について国
際社会で発信できること、また、自律的な学習者として英語力を
向上させることを授業の目的とする。

知的財産論

本科目では、研究者や技術者などイノベーションに関わる者に
とって世界共通の基本的な競争ルールである知的財産、知的財産
権にまつわる制度について、歴史的な経緯や制度の変遷を踏まえ
て、その現代的意義を解説するとともに、 情報経済の主要な資
産となる知的財産と、情報社会を支える知的財産権制度について
マクロ的観点から理解を深める。ソフトウェア特許やデジタル著
作権等の重要事項、それらを取り巻くさまざまな事項についても
考察する。

技術者倫理

本科目は、(1)倫理及び倫理学の性格を確認する。（2）技術の特
性と意義を確認する。の上二点に基づき、技術者倫理の概要を押
さえる。具体的には、技術者倫理の根幹は、責任（説明責任）で
あること、また社会上の規範遵守の義務（いわゆるコンプライア
ンス）であることについて学ぶ。これら技術者倫理が目指すの
は、総じて公益性の担保にあるため、公益通報（内部告発）を例
として、問題を具体的に考察する。

文献講読

本科目は、理学・工学の諸分野のテーマを扱った英文の学術論文
の読み方と読解の基礎について学び、専門用語や表現に触れ、読
解力を身に付けることを目的とする。理学及び工学分野の研究論
文をテキストに用い、読み方の基本的スキルを教授する。受講生
は、テキストの読解を通して、理学および工学分野の研究論文の
構成、作法、背景となる知識等を学ぶ。授業の進め方として、3
～4名程度のグループを組んで担当章を決め、担当章に関する内
容を日本語でプレゼンテーションする。その後、履修者全員でプ
レゼンテーションに対する質疑応答や討論を行う。

理工学プロジェクト

本科目は、社会で求められる問題発見解決ができる人材となるた
めの基礎を習得することをテーマとする。社会で生成AIの活用が
進むなか、新たな製品やサービスを提案し、企画・設計できる人
材が求められている。この授業では、最新の技術がどのような新
たなビジネスを創出しているのかを学び、最新技術を活用した新
たな製品やサービスを企画デザインする方法と、プロジェクトマ
ネジメントの方法を学ぶ。授業と並行して、グループで企画提案
書を作成し発表会で発表する。
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本科目では、電気・電力、グリーンエネルギー、無線・光ファイ
バ通信、レーザー、電気電子材料、半導体、プラズマを具体的な
例として取り上げ、その基礎的な知識を得るとともに、研究開発
の現状と将来の展望、および社会とのかかわりを学ぶことを目的
として、電気電子工学分野における以下の内容を取り上げる。
（オムニバス　全13回）

（①　上田　良夫／2回）
半導体プロセス等の主要技術であるプラズマプロセス技術を念頭
において、プラズマの特徴とその応用分野について説明する。さ
らに、将来の脱炭素社会を実現するためのグリーンエネルギー技
術を概観し、プラズマを利用した次世代エネルギー候補の一つで
ある核融合エネルギーについて説明する。
（②　片山　正昭／2回）
携帯電話、無線LAN、ロボットやドローンの遠隔制御など幅広い
分野の基盤技術である無線通信の基本と研究動向を概説する。ま
た1年次の科目が、研究とどうつながるかも紹介する。
（③　桒島　史欣／1回）
現代社会で様々なところで用いられているレーザーの基礎的知識
について学ぶ。
（4　高見　剛／2回）
カーボンニュートラルを志向したグリーンエネルギーへの転換
(グリーントランスフォーメーション)の基盤をなす電気電子材料
を概説する。1年次の科目と2年次以降の科目のインターフェース
と位置づけ、いずれもがグリーンエネルギーを理解するための要
素学問であるという目的意識を構築する。

（④　尹　己烈／2回）
理工学系学生に必要な考える力を育てる方法を学ぶ。物事に対し
て本質を見抜くことの重要性とそのために必要な脳の作り方およ
び鍛え方に対して議論する。また、電気を作るために必要なもの
と、電力を変換するために必要なものを学ぶ。これらを習得する
ために必要な数学や学科の基礎科目とその勉強の重要性を認識さ
せる。
（⑤　久保田　寛和／2回）
現代の情報社会を支える光ファイバについて紹介し、光ファイバ
通信システムについて基本的な原理・仕組みと最先端の技術を概
説する。社会の中でどのように使われているのか、各自で調べる
ことで通信技術への理解を深める。
（⑦　井上　亮太郎／1回）
複数の周波数帯域/波長帯域に関係した物質の電磁気学的な応答
について学ぶ。
（⑧　野中　俊宏／1回）
半導体の作り方、P型とN型、ダイオード、トランジスタなどの基
礎知識を理解する。

力学 ○

本科目は、工学の基礎として必要となる力学について学ぶ。この
授業では、まず、ニュートン力学に基づき、ベクトルや座標を用
いた運動の記述方法、ニュートンの運動方程式、エネルギー保存
則、運動量保存則、質点の基本的な問題に対する運動方程式に基
づく解法とその挙動の特徴、極座標による運動の記述を学ぶ。さ
らに、質点系の運動の記述法を学び、これに基づき剛体力学およ
び剛体の運動の記述において重要となる慣性モーメントを学ぶ。

主要授業科目

物性基礎論 ○

本科目は、固体物質の代表的な物性として、原子構造、結晶性、
電気的性質、熱的性質、機械的性質について基礎的な理解を深
め、様々な固体物質（電気伝導体、半導体、絶縁体、超伝導体、
磁性体）の基礎的な性質とその応用分野についての知識を得るこ
とを目的とする。電気電子工学分野においては、様々な電気的・
機械的特性を有する固体物質が使用される。本授業では、まず原
子構造とその化学結合を説明し、続いて固体物質の構造、固体物
質の電気的・熱的・機械的性質について概要を説明する。その
後、これらの性質を決める原子や電子の挙動についての基礎知識
を説明したのち、電気的な性質の異なる固体物質（電気伝導体、
半導体、絶縁体、超伝導体、磁性体）の具体例と応用分野につい
て説明を行う。

主要授業科目

主要授業科目

オムニバス方式

電気電子工学概論
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電気回路Ⅰ ○

本科目は、回路の構成要素を理解し、直流回路の解析方法を習得
するとともに、交流回路につながる準備としての基本的な内容を
学習することを目的とする。回路の構成要素であるRLCの特性、
直琉と交流の基礎、定常と過渡状態の基礎を学習し、直流回路の
オームの法則、直並列接続、Y―Δ変換、キルヒホッフの法則、
それを解くための網目解析法、重ねの理、鳳-テブナンの定理、
ノートンの定理などを学習する。また交流回路につながるため
の、交流回路の基礎についても学習する。

主要授業科目

電子回路Ⅰ ○

本科目は、直流・交流回路理論を基礎とし、基本的な回路解析手
法について学習すると共に、基本的な半導体素子の静特性につい
て学習することを目的として、キルヒホッフの法則、フェーザ表
示などを用いて電子部品の特性の計算手法について学習する。ダ
イオードのV-I特性、バイポーラトランジスタのhパラメータ、
MOSFETのgパラメータなど各半導体の基本特性とそれらを表すパ
ラメータについて学習し、半導体素子を用いた電子回路の解析の
基礎を学ぶ。
毎回授業の内容に関する課題を課す。内容が不十分である場合は
再提出を求めることがある。また理解度を確認するための小テス
トを３ないし４回実施する。

主要授業科目

電磁気学Ⅰ ○

本科目は、マクスウェルの方程式を構成する４つの方程式の物理
的な意味を理解することにより、マクスウェルの方程式の正しい
使い方を身に付けることを目指す。真空中・物質中の電界・磁界
に関してマクスウェルの方程式をもとにして理解していく。現象
からマクスウェルの方程式を導出するのではなく、マクスウェル
の方程式と電磁気現象の関係をみていくことで、式の表す物理的
な意味を理解し、電磁気学の正しい知識を身に付ける。必要とな
る数学の基本知識は授業の中でも説明を行う。

主要授業科目

電気電子工学演習 〇

本科目は、「電気回路Ⅰ」「電子回路Ⅰ」「電磁気学Ⅰ」に対応
する科目であり、電気回路、電子回路、電磁気学に関する基礎的
な問題演習と解法の解説を通じて電気電子工学の専門科目を理解
するための基礎を築くことを目的とする。受講にあたっては基礎
的な数学の理解を必要とする。
なお第1回についてはオリエンテーションは全員が共同で担当
し、その後はオムニバス形式となる。
（オムニバス方式・一部共同　全13回）

（⑤　久保田　寛和／8回）
電子回路の演習、電磁気学の演習
（③　桒島　史欣／4回）
電気回路の演習

主要授業科目

デジタル回路 ○

本科目は、二値論理の基本を身に付け、それを実現するデジタル
情報を取り扱う電子回路の構成と設計法の基本を理解し、簡単な
デジタル回路設計ができるようになることを目的とし、二値論理
を数式で表現する論理式と、それを扱うためのブール代数の基本
を学ぶ。さらに論理式を図示する論理回路図、それを実現する
CMOS回路について学習する。また実際の装置で用いられる標準的
な回路の構成と動作を理解し、デジタル回路の設計の基礎を学
ぶ。

主要授業科目
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本科目は、金属の電気抵抗測定、電気信号測定、高電圧測定、磁
性体の磁化測定についての実験を通して、実験装置の動作原理と
取り扱い技術、実験データ取得法、実験データ解析と結果の理
解、およびレポート作成について学ぶことを目的として、以下の
4テーマについて実験を行う。
１）電気測定：物理量（長さ）の測定、熱電対の校正、金属の電
気抵抗の温度依存性測定
２）電気信号の時間・周波数特性測定： ディジタルオシロス
コープの原理と使用方法、周波数解析機能の使用方法
３）高電圧測定：商用周波数高電圧発生装置の取り扱い、大気圧
気体での火花放電現象の測定
４）磁化測定：空芯コイルの磁化測定、強磁性体試料の磁化特性
の測定
授業の進行にあたり、第1回、第2回のオリエンテーションは共同
で行い、第3回以降は受講生を4班にわけ、各班が同時並行して4
テーマを実施する。
（オムニバス方式・一部共同　全26回）

（③　桒島　史欣／8回）
実験テーマ、およびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点
について説明する。また、ディジタルオシロスコープの原理、お
よびプローブと周波数解析機能の使い方を学ぶ。そののち、電気
信号の波形測定とその周波数分析を行う。
（4　高見　剛／8回）
物理量（長さ）の測定とその値から物性定数（電気抵抗率）の導
出を行う。さらに、熱電対の校正を行い、金属（銅）の電気抵抗
の温度依存性を測定する。
（④　尹　己烈／8回）
空芯コイルと強磁性体試料について磁化測定を行い、結果を比較
する。磁性体の磁気特性とその応用事例を理解する。
（⑥　後藤　博樹／8回）
標準球ギャップを用いた高電圧測定とスパークオーバー電圧の測
定を行う。そののち、雷インパルス電圧測定の実験を行う。

本科目の実施にあたっては、学生を４グループに分けたうえ、第
3回目の授業以降は各実験テーマを担当する教員の実験室に１グ
ループずつ分かれて受講することとし、第26回授業までに４つの
実験テーマ全てについて網羅する。したがって、授業計画におけ
る第3～26回までの実験テーマの順番は学生のグループにより異
なる。

本科目は、ワイヤレス給電、LEDの動作、トランジスタ回路、デ
ジタル回路についての実験を通して、実験装置の動作原理と取り
扱い技術、実験データ取得法、実験データ解析と結果の理解、お
よびレポート作成について学ぶことを目的として、以下の4テー
マについて実験を行う。
１）ワイヤレス給電実験：ワイヤレス給電装置の作成と特性測定
や特性向上
２）LED実験：LEDからの光測定、応答速度測定、フルカラーLED
の制御
３）トランジスタ回路実験：トランジスタの特性測定、ドライバ
やスイッチの作成、オペアンプの特性測定と応用
４）デジタル回路実験：基本ゲート回路、組み合わせ論理回路、
順序回路の製作
授業の進行にあたり、第1回、第2回のオリエンテーションは共同
で行い、第3回以降は受講生を4班にわけ、各班が同時並行して4
テーマを実施する。
（オムニバス方式・一部共同　全26回）

（①　上田　良夫／8回）
実験テーマ、およびデータ解析やレポート執筆を行う際の注意点
について説明する。また、トランジスタの基礎特性を調べ、ス
イッチング回路を作成してモータ等を駆動する。さらにオペアン
プを用いた増幅器等を作成してその動作を調べる。
（②　片山　正昭／8回）
デジタル回路の基本となっている、基本ゲート回路、組み合わせ
論理回路、順序回路を製作しその動作を調べる。
（⑤　久保田　寛和／8回）
ワイヤレス給電装置を実際に作成して、その効率や出力を測定す
る。さらに、特性を向上するための方策を探る。
（⑦　井上 亮太郎／8回）
LEDの順方向電圧や応答速度などの電気的特性や発光スペクトル
などの発光特性を測定し、省電力光源として広く用いられている
LEDの特性を理解する。

本科目の実施にあたっては、学生を４グループに分けたうえ、第
３回目の授業以降は各実験テーマを担当する教員の実験室に１グ
ループずつ分かれて受講することとし、第２６回授業までに４つ
の実験テーマ全てについて網羅する。したがって、授業計画にお
ける第3～26回までの実験テーマの順番は学生のグループにより
異なる。

主要授業科目

オムニバス方式
一部共同

学
科
科
目

専
門
基
礎
科
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○電気電子工学実験Ⅰ

電気電子工学実験Ⅱ ○

主要授業科目

オムニバス方式
一部共同
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電気数学 ○

本科目は、電磁気学を理解する上で必要不可欠な数学である勾配
(grad)・線積分と面積分・発散(div)と回転(rot)などベクトル解
析の基礎、複素平面・極形式・オイラーの公式など複素数の基
礎、同次と非同次・一般解と特解・求解法など線形微分方程式の
基礎について学習する。電気電子工学ではこれらの数学を実際に
活用できることが重要であるため、RLCのフェーザ表示・簡単な
回路の解析などの例を通して線形回路解析への活用法について学
習する。
教科書の演習問題を次回の授業までに解くことを事前学習とし、
授業では担当を決めて解答を発表してもらう。問題解説と質疑応
答を行う。

主要授業科目

演習 12.5時間
講義 10.5時間

量子力学 ○

本科目は、2年次の前期に開講され、同時期開講の「物性基礎
論」と合わせて、量子力学の初学者が電気電子材料を学ぶにあ
たって必要となる量子力学の概念に慣れるための導入科目であ
る。粒子と波動の二重性や確率解釈を中心に、量子力学の基本的
概念について説明する。ミクロな粒子の振る舞いをシュレディン
ガー波動方程式で記述する方法およびその解法を講義する。いく
つかの簡単な系に対して、シュレディンガー方程式を解くことが
できる力を身に付ける。

主要授業科目

電気回路Ⅱ ○

本科目は、「電気回路Ⅰ」の内容を基礎として、回路の構成要素
を理解し、交流回路の解析方法を習得することを目的とする。回
路の構成要素、および回路の状態を学習し、交流回路のインピー
ダンスとアドミタンス、直並列接続でのインピーダンスとアドミ
タンス、交流電力、交流回路でのキルヒホッフの法則、重ねの
理、鳳-テブナンの定理を理解し、直列共振、並列共振などの特
性の基礎、2端子対回路のF行列、およびその接続の基礎、につい
て学習する。

主要授業科目

演習 5.25時間
講義 17.5時間

電子回路Ⅱ ○

本科目は、トランジスタ、FETの小信号増幅回路を等価回路を用
いて理解し、トランジスタ、演算増幅器(OPアンプ)などによる増
幅回路、発振回路の動作原理と特性解析法について学習する。
「電子回路Ⅰ」で学習した解析手法を基礎とし、バイポーラトラ
ンジスタ、MOSFET、演算増幅器を用いた小信号増幅回路、発振器
等の動作について学習する。回路の特性をシミュレータで確認し
つつ進めることで回路の動作に対する理解を深める。

主要授業科目

演習 5.25時間
講義 17.5時間

電磁気学Ⅱ ○

本科目は、電磁気学が現代社会を支える重要な学問であることを
知るために、通信ケーブルやアンテナなど身近なものを例にあげ
つつ、電磁波についての理解を深めることを目的とする。電磁気
学は電磁気力を利用したパワーエレクトロニクス、半導体デバイ
スなどの電子工学、電磁波を利用した通信工学など幅広い工学応
用分野で活用されている。それらの中から本授業では電磁波とそ
の伝搬について学び、電磁波の特性を定量的に評価するための基
礎を学ぶ。
毎回授業の内容に関する課題を課す。また理解度を確認するため
の小テストを３ないし４回実施する。

主要授業科目

演習 5.25時間
講義 17.5時間

電気電子計測 ○

本科目は、電気的計測法の基礎知識として、測定誤差やアナロ
グ・デジタル量、および電気の基礎量（電圧・電流、等）の計測
法を講義と演習を通じて理解し、さらに表面分析法の原理と具体
的な分析法（光、X線、および電子を用いた分析）について理解
することを目的とする。授業の前半では、電気的な計測を行うに
あたり必要となる知識（単位系、測定誤差およびその統計的処
理、アナログ量とデジタル量）の説明と演習、実際の電気諸量
（電圧、電流、電力、抵抗とインピーダンス、周波数と位相）の
測定法を説明する。後半では、電気・電子材料を評価するために
必要となる表面分析法の概要を説明し、光を使う分析法、X線を
使う分析法、および電子線を使う分析法の説明を行うとともに、
表面分析の基礎過程を理解するための演習を行う。

主要授業科目

演習 5.25時間
講義 17.5時間

電気電子材料Ⅰ ○

本科目は、2年次の後期に開講され、3年次の前期に開講する「電
気電子材料Ⅱ」とセットの科目となっている。電気・電子材料の
物性・機能を担う電子伝導を主対象として講義を進める。また、
熱伝導も取り入れる。これらの材料の物性や機能を物理的観点か
ら整理して数式も併用して本質的に理解する。最先端のトピック
スとして、電気・電子材料が実用的にどのように利用されている
かも紹介する。これまで学習した物性基礎論や電磁気の内容を振
り返りながら授業を進める。

主要授業科目
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電気電子材料Ⅱ ○

本科目は、3年次の前期に開講され、2年次の後期に開講する「電
気電子材料Ⅰ」とセットの科目となっている。電気・電子材料の
物性・機能を担う磁性体とイオン伝導体を主対象として授業を進
める。これらの材料の物性や機能を物理的観点から整理して、数
式も併用しながら深く理解する。また最先端のトピックスとし
て、これらの電気・電子材料が実用的にどのように利用されてい
るかも紹介する。これまで学習した基礎物性や電磁気の内容を振
り返りながら授業を進める。

主要授業科目

電気電子回路設計Ⅰ ○

本科目は、「電気回路Ⅰ」「電気回路Ⅱ」および「電子回路Ⅰ」
「電子回路Ⅱ」の授業で修得した知識に基づき、実際の電気電子
回路の設計に必要な基礎知識として、電子部品の種類と役割につ
いて学習する。また、具体的に、様々なアナログ回路や電源回路
の動作や設計方法についても学ぶとともに、回路シミュレーショ
ンやプリント基板設計の方法についても学び、電気・電子回路設
計の基礎と具体的なアナログ回路設計についての理解を深める。

主要授業科目

演習 15.75時間
講義 7時間

電気電子回路設計Ⅱ ○

本科目は、「電気回路Ⅰ」「電気回路Ⅱ」、「電子回路Ⅰ」「電
子回路Ⅱ」「デジタル回路」および「電気電子回路設計Ⅰ」の授
業で習得した知識に基づき、デジタル回路およびアナログ・デジ
タル混在回路の設計に必要な基礎知識として、デジタル回路の特
徴、デジタル回路の電気信号、デジタル集積回路について学習す
る。また、ハードウェア記述言語を用いた論理回路設計の方法
や、アナログ・デジタル混在回路の実装における注意点や試験方
法についても習得する。

主要授業科目

演習 14時間
講義 8.75時間

電力工学 ○

本科目は、現代社会の根幹を支えるインフラである電力につい
て、その基本原理と設備構成について学ぶ。まず、エネルギー変
換の概念と電力システムの概要、代表的な各種発電方式の原理と
電気事業発達の歴史について説明する。その後、電力網における
三相交流電力を扱うための理論と計算方法を学び、送配電設備の
概要について説明した後、各種の故障解析方法についても具体的
に学習する。さらに、電力網安定のための電力潮流計算と安定度
の計算方法について学ぶ。

主要授業科目

演習 7時間
講義 15.75時間

電気機器学 ○

本科目は、変圧器とモータの構造、原理、特性、運転法に関する
基礎知識を習得し、それらを具体的に活用できることを目的とす
る。現在、産業、家庭等において広く利用されている電気機器で
ある回転機と静止機器の中で、電圧を変換する装置である変圧器
および電気エネルギーを利用した動力源である直流モータ、誘導
モータ、同期モータ、リニアモータに関し、構造、動作原理、等
価回路、諸特性および応用例について学習する。

主要授業科目

演習 10.5時間
講義 12.25時間

エネルギー変換工学 ○

本科目は、様々なエネルギーの形態とその変換方法と課題につい
て学ぶ。熱エネルギー、核エネルギー、電気エネルギー、光エネ
ルギー、自然エネルギーなどを別のエネルギー形態に変換する原
理と応用例を示し、それらエネルギー変換に伴うエネルギー資源
や環境問題について講義する。さらに、エネルギー問題に関する
グループ討論を通して、将来のエネルギー政策のあるべき方向を
自らの問題として考えられる力を養う。適宜レポート、または小
テストなどを課して学習効果を高める。

主要授業科目

演習 5.25時間
講義 17.5時間

制御工学Ⅰ ○

本科目は、機械運動や電気現象を表す多様な制御対象についてモ
デリング法とブロック線図の結合方法を理解し、インパルス応
答、ステップ応答について用語の理解と計算方法を理解すること
をテーマとする。入力に影響されて応答出力が表れる制御対象に
ついて、制御対象の応答出力を人為的に期待する目標値へ追従さ
せるには、制御対象の入出力値をリアルタイムに計測できるセン
サが必要である。そして出力と目標値との偏差を検出し、その偏
差を無くすフィードバックループを設置する。制御系への入力と
して代表的なインパルス入力やステップ入力に対する応答性の解
析方法について学習する。また、制御系設計に必要なモデリング
法について演習を4回設定する。

主要授業科目

演習　7時間
講義 15.75時間

専
門
基
幹
科
目

学
科
科
目

基本計画書－ 121 －



制御工学Ⅱ ○

本科目は、目標値追従性および外乱抑制性、モデル誤差を有した
フィードバック制御系の設計方法を学ぶことを目的に、フィード
バック制御系安定解析結果を基にして、制御系の各種改善方法と
ＰＩ、ＰＩＤ制御系の設計方法を学習する。また、設計制御系の
定常特性を評価する。
熱制御システム、流体制御システム、プロセス制御システムの数
学モデル設計法に関する演習を3回設定する。

主要授業科目

演習　5.25時間
講義 17.5時間

波形処理 ○

本科目は、音声、画像、データや雑音等の多様な波形の表現方法
と、その処理の基本を学ぶ。授業では、多様な波形の各々の性質
と波形処理の影響について、時間次元と周波数次元の両方の表現
により理解を深める。さらに波形をデジタル化して数値化して波
形処理を行うデジタル信号処理の基礎も併せて学ぶ。理解を確認
し、知識の定着を図るため、毎回の小演習、及び中間・期末の総
合演習を実施する。

主要授業科目

演習　3.5時間
講義 19.25時間

情報理論 ○

本科目は、情報の表現、伝送、処理、符号化等に関連する数学的
な理論を学び、「情報」の科学的な扱いに関する理論知識と設計
技能の基礎を提供する科目である。本科目で習得した情報理論の
基本的な概念と原理は、データ通信工学、信号処理、データ圧
縮、人工知能等のほとんどの情報工学諸分野の基盤となってお
り、この科目は情報工学で取り扱う様々なシステムを数学的に分
析する思考法を涵養する役割を果たす。また、電気電子工学科の
通信分野においてもその基礎を構成する科目である。

主要授業科目

電気電機工学プロジェクト ○

本科目では、電気電子工学の社会における重要性や技術課題を理
解したうえで、この課題と密接に関係する創生的な実験や演習を
行い、その成果を最後に発表する。創生実験・演習というプロ
ジェクトを進めるにあたっては、グループメンバーそれぞれがそ
の取り組み方法について検討を行い、それをもとに課題の達成に
向けてグループで協力しながら進める。最後に成果のプレゼン
テーションを行い、レポートを作成する。

主要授業科目

量子エレクトロニクス

本科目は、電子と光子の相互作用に注目して特に量子論との関係
が深いエレクトロニクス技術を学ぶ。量子エレクトロニクスとは
電子や光子の量子論的な振舞いを積極的に利用したエレクトロニ
クス技術である。歴史的にはレーザー関連の技術が中心であった
が、ナノテクノロジー技術や量子情報技術の発展に伴い、こんに
ち量子ビットに関連する新しいデバイスが生まれている。この授
業では電子と光子の相互作用に注目して、その全貌を概観する。

放電・プラズマ工学

本科目は、異なった環境で生じる放電現象とそれによって生じる
プラズマの基礎的性質、および放電・プラズマの応用について学
ぶ。まず、放電時に発生するプラズマの概要と原子・イオン・電
子の関わる基礎過程を説明する。その後、放電現象について、放
電の開始時の物理現象、様々な放電現象の特徴、および高周波放
電の基礎過程を説明する。これらの知識を基礎として、高電圧印
加により発生する気体・液体・固体・複合誘電体の放電現象を、
絶縁破壊の理解という内容を含めて説明する。最後に、プラズマ
の応用としてプラズマプロセスを取り上げ、プラズマと固体の相
互作用と実際の産業における応用事例を説明する。

情報通信ネットワーク

本科目は、情報通信ネットワークについて基礎的な技術体系から
多様な最先端技術までを幅広く学ぶ。高度情報社会を支えるネッ
トワーク通信を実現する基礎技術と技術的特徴について、無線通
信および有線通信の伝送技術や、プロトコル階層の原理や特徴に
ついて講義する。さらに、WEBや電子メールなどの基本的なアプ
リケーションに加えて、クラウドサービスやブロックチェーンに
ついても講義する。これにより、ネットワーク技術の根幹を成す
要素技術や、将来の変化の方向性についての知識を習得する。
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次世代エネルギー工学

本科目は、現代社会を支えるエネルギー技術の現状と、脱炭素社
会を見据えた今後のエネルギー技術の展望について学ぶ。まずエ
ネルギーの基礎知識と地球環境問題、およびそれらの関係につい
て説明する。その後、化石燃料エネルギー（石油、石炭、天然ガ
ス、CO2回収技術）、原子力エネルギー、核融合エネルギー、放
射線の基礎知識、再生可能エネルギー（太陽光、風力、水力、バ
イオマス、地熱、等）について説明をする。さらに、エネルギー
利用技術（水素、アンモニア、蓄電池、等）の説明を行い、脱炭
素化への道筋と課題を述べる。

パワーエレクトロニクス

本科目は、チョッパ、インバーター、コンバーターなどの構造、
原理、特性に関する基礎知識を習得し、電力変換技術を学ぶこと
を目的とする。現在、産業、家庭等において広く利用されている
電力変換装置は様々なエネルギーをほかのエネルギーに変換する
ために必要なチョッパ、インバーター、コンバーターなどの構
造、動作原理、諸特性を理解し、最大能力を引き出す電力変換技
術について学習する。 またこれらの知識を用いて実際の現場で
使われる基礎能力を身に付ける。

モータ制御工学

本科目は、モータの構造、原理、特性に関する基礎知識を習得
し、実際モータ運用時の制御方法を学ぶことを目的とする。一般
的な制御の方法や考え方を基本として学んだあとモータ制御の考
え方を学ぶ。現在、産業、家庭等において広く利用されている電
気機器である回転機は電気エネルギーを利用した動力源である直
流モータ、誘導モータ、同期モータに関し、構造、動作原理、諸
特性を理解し、最大能力を引き出す制御方法について学習する。

半導体・電子デバイス工学

本科目は、半導体および電子デバイスの原理・応用例を学ぶ。半
導体とは、電気を通す導体と電気を通さない絶縁体の中間の性質
を持つ物質であり、トランジスタやダイオードなどの半導体素子
や、それらを集積したICに利用されている。本授業では最初に、
基礎知識として半導体の作り方、P型とN型、ダイオードなどにつ
いて説明する。その後、計算手法として原子密度、フェルミ準位
などについて学習する。最後に、半導体の応用例として太陽電
池、LED、半導体レーザーなどの原理を説明する。

電気・通信法規

本科目では、電気通信に関する法令に関して、国際電気通信連合
条約、電波法、電気通信事業法、有線電気通信法、その他、電気
通信関係法規に焦点をあてて解説する。特に無線関係の基本法と
しての電波法及びこれに基づく命令について説明する。また、電
気通信サービスの提供に関する法律としての電気通信事業法及び
これに基づく命令並びに関連する法規について説明する。

光通信

本科目は、現代の情報化社会を支える大容量の光ファイバ通信に
関して、デバイスである光ファイバと光部品を中心に講述する。
光ファイバ中の光伝搬を幾何光学、波動光学によって説明し、光
伝送特性の説明を行う。その特性を実現するための製造技術につ
いてまた日本が世界をリードしている光ファイバの製造方法につ
いて紹介する。また、進展を続ける光通信技術の中から、デジタ
ルコヒーレント通信方式や空間多重通信光ファイバなど最近の進
展についてもふれる。
毎回授業の内容に関する課題を課す。内容が不十分である場合は
再提出を求めることがある。

無線通信システム

本科目は、無線通信システムについて、情報を担う通信媒体の性
質、信号波形で情報を表現する変復調技術、限られた電波資源を
分け合うための多元接続技術について、単なる概念ではなく数式
により明確に表現できる深い理解を得ることを目的とする。授業
では、原理原則だけでなく、実社会での実用システムや将来のシ
ステムでどのような技術が使われているかにも重点を置く。理解
を確認し、知識の定着を図るため、毎回の小演習、及び中間・期
末の総合演習を実施する。

演習　3.5時間
講義 19.25時間
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機械力学Ⅰ

電気電子工学の学びに加えて、機械力学を学ぶことで、機械制御
システムや精密機器の設計・運用などへの応用が可能となる。本
科目では、機械の動きと力の関係を把握するためのモデル化と解
析の方法について学ぶ。エネルギーと仕事の概念、解析力学の基
礎を講義し、ダランベールの原理と仮想仕事の原理、ラグラン
ジュの方法によって運動方程式を立式する方法を解説する。ま
た、機械に現れる振動の特徴を把握できるよう、運動方程式で記
述された力と運動の関係について基本的な1自由度系の自由振動
と強制振動を題材に解説する。減衰の大きさや加振の振動数によ
る振る舞いの変化も取り上げ、機械の動力学的取り扱いについて
の認識を養う。

機械力学Ⅱ

電気電子工学の学びに加えて、機械力学を学ぶことで、機械制御
システムや精密機器の設計・運用などへの応用が可能となる。本
科目では、多自由度で複雑に見える振動系の特徴を捉える知恵
と、振動を抑える工夫を学ぶ。機械の振動問題に焦点を当て、動
力学的アプローチによる解析手法を講義する。まず2自由度系の
自由振動を取り上げて振動モードの概念やモードの直交性につい
て解説し、自由振動と強制振動のモード解析が多自由度系の解析
において有効であることを示す。次いで離散的な多自由度系から
連続体へモデルを一般化し、基礎的な連続体に関する波動方程式
の導出手法と解析手法、出現する波動の特徴を解説する。

熱力学Ⅰ

電気電子工学の学びに加えて、熱力学を学ぶことで、高性能な電
子機器の熱設計やエネルギーシステムの設計などへの応用が可能
となる。本科目では、熱力学の基本法則を学ぶ。熱、仕事、エネ
ルギー、状態変化、理想気体、サイクルといった語句、概念をと

おして現象をとらえ、熱⼒学第0法則、熱力学第1法則、熱力学第

2法則と㇐般的な理論についての知識と応⽤⼒を身に付ける。そ

して、理想気体を用いたカルノーサイクルを学び、エントロピー
やエクセルギー、自由エネルギーなどを理解し、熱力学の一般関
係式を導けるように学習する。適宜レポート、または小テストな
どを課して学習効果を高める。

熱力学Ⅱ

電気電子工学は、様々な機械の動力供給や制御に応用されてお
り、機械工学の幅広い専門知識が必要となる。本科目はそのよう
な科目の一つであり、理想気体や実在気体を用いた熱機関や作業
機のサイクルを学ぶ。「熱力学Ⅰ」で学んだ基礎事項を基にし
て、理想気体を用いた熱機関（エンジン）の動作原理および理論
サイクル効率について学ぶ。そして、相変化を伴う水蒸気・冷媒
あるいは空気などの実在気体の状態変化、サイクル論などに関す
る基礎知識を習得し、蒸気を用いた熱機関や冷凍機などの作動原
理を理解し、熱や仕事量についての解析法を学ぶ。適宜レポー
ト、または小テストなどを課して学習効果を高める。

流体力学Ⅰ

電気電子工学の学びに加えて、流体力学を学ぶことで、冷却シス
テムや流体制御デバイスなどへの応用が可能となる。本科目は、
機械工学の基盤となる科目のうちの一つである「流体力学」の導
入科目である。本科目では、流体の基礎的特性（密度、粘性、圧
縮性、表面張力）、静止流体の力学、流れの基礎（定常・非定
常、一様流・非一様流、層流と乱流）、ベルヌーイの定理、運動
量の定理、管内流と管摩擦係数、層流と乱流、管路における圧力
損失について習得させることにより、流体力学の基礎と「流体力
学Ⅱ」の学習に必要な知識を習得させ流体力学に関する課題解決
に活用できるようになることを目指す。

流体力学Ⅱ

電気電子工学の学びに加えて、流体力学を学ぶことで、冷却シス
テムや流体制御デバイスなどへの応用が可能となる。本科目は、
機械工学の基盤となる科目のうちの一つである「流体力学」の科
目のうち、導入科目である「流体力学Ⅰ」を引き継ぐ科目であ
る。本科目では、「流体力学Ⅰ」で学んだ流体力学の基礎知識を
前提として、物体まわりの流れと流体力（境界層、境界層のはく
離、抗力と揚力、円柱まわりの流れと流体力、翼に働く流体力、
球に働く流体力）、流体計測、次元解析と相似則、粘性流体の流
れと流れの基礎式、簡単な粘性流れの解（平行平板間の流れ、潤
滑流れ、円柱座標系、球極座標系での解）、流れの数値解析の基
礎を習得させ、流体力学に関する課題解決に活用できるようにな
ることを目指す。

材料力学Ⅰ

電気電子工学の学びに加えて、材料力学を学ぶことで、耐久性の
高い電子機器や構造部品の設計などへの応用が可能となる。本科
目では、材料の変形・破損・破壊特性など機械や構造物の各部分
に生じる内力や変形の状態を解析する学問である材料力学を学
ぶ。機械や構造物を設計する場合には、部材を構成する材料に外
力が加わり変形を生じたときに、材料が破壊せず、常に形態の安
定性を保持できるように部材の寸法や形状を決定する必要があ
る。本科目では機械設計の強度計算で必須となる材料力学の基礎
を学ぶ。外力・内力、応力・ひずみ、引っ張り・ねじり・曲げな
どの種々の変形について取り扱い、各変形状態に関する問題の解
き方、解析の方法を身に付ける。
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材料力学Ⅱ

電気電子工学の学びに加えて、材料力学を学ぶことで、耐久性の
高い電子機器や構造部品の設計などへの応用が可能となる。本科
目では、「材料力学Ⅰ」の知識をベースにより複雑な応力・ひず
みの計算を行う。弾性力学や有限要素法の初歩を理解する。最も
用いられる「はり」に関する応用力を身に付ける。機械や構造物
を設計する場合には、部材を構成する材料に外力が加わり変形を
生じたときに、材料が破壊せず、常に形態の安定性を保持できる
ように部材の寸法や形状を決定する必要がある。本科目では、機
械設計の強度計算で必須となる材料力学について、材料力学Iを
基盤としてさらに理解を深める。様々なはりの曲げ、柱の座屈、
主応力、ひずみエネルギー、骨組み、有限要素法に関する問題の
解き方や解析の方法を身に付ける。

機械材料

電気電子工学の学びに加えて、機械材料を学ぶことで、電子機器
の構造設計や部品の材料選定などへの応用が可能となる。本科目
では、特に、機械の構造材料として頻繁に用いられる鉄鋼材料を
中心にその基礎知識や各種鉄鋼材料の特性・性質について説明す
るものである。実際、機械を作製するためには，必ず「材料」が
必要であり、同一材料であっても、熱処理等を行う（相変化）こ
とで、その物理・化学的及び機械的特性を調整することが可能で
ある。本授業では、機械技術者にとって材料を適切に選択・活用
するための、各種鉄鋼材料についての材料科学的な基礎知識及び
相変化前後の特性・性質について学ぶ。

機械加工

電気電子工学の学びに加えて、機械加工を学ぶことで、電子機器
の製造や部品加工などへの応用が可能となる。本科目では、機械
加工の概念をつかみ応用力を養う。加工法と加工理論を中心に学
ぶ。機械加工とは、機械を用いて材料から目的とするものを仕上
げる技術である。工作物・工具・工作機械・工作条件の４要素が
互いに複雑にからみ、さまざまな加工現象を生じさせる。機械設
計をするうえで、その機械の機能とコストを両立するために、機
械加工の理解は必要不可欠である。本科目では、機械加工の基本
要素として、鋳造・溶接加工・切削加工・研削加工・研磨加工な
どを取り扱う。基本的な機械加工を学ぶことで3Dプリンティング
技術やレーザー加工技術などの理解も容易となる。

生産工学

電気電子工学の学びに加えて、生産工学を学ぶことで、電子機器
の製造工程の最適化や生産性向上などへの応用が可能となる。本
科目では、製品の生産プロセスに関する幅広い知識を習得すると
ともに、数値データや統計に基づく定量的アプローチで生産活動
を改善できることを目指す。製造現場における生産活動を著しく
改善したテイラーの科学的管理法の導入から始まり、各種の生産
方式、製品の工程分析、工場設備のレイアウト計画、人の動作研
究、在庫モデルを用いた在庫管理を学ぶ。そして、破壊検査・非
破壊検査に基づく品質管理に関して、統計学的な考え方やグラフ
やチャートなどの分析ツールを習得する。最後に、振動センサ等
による、設備の予防保全について学ぶ。

ロボットの機構と運動

電気電子工学の学びに加えて、ロボットの機構と運動を学ぶこと
で、ロボット工学や自動化システムの設計・制御などへの応用が
可能となる。本科目では、ロボットに用いられる種々の技術を広
く概説することで、受講者に「ロボット関連技術の目次」を提供
する。基本的なロボットの構成を紹介し、ロボットのメカニズ
ム、アクチュエータ、センサについてその特性や選定手法を解説
する。また、主としてアーム型ロボットを題材に、順運動学によ
る手先位置の計算や逆運動学による関節角度の計算、基礎的な動
力学について講義する。また、ロボットに用いられている制御手
法にも触れる。
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電気電子工学の学びに加えて、次世代自動車技術を学ぶことで、
自動車の電子制御システムやセンサー技術などへの応用が可能と
なる。本科目では、次世代自動車の開発を支える構造材料や諸性
能評価法及び開発動向について理解することをテーマとする。自
動車は機械技術者にとって、最も、馴染み深い機械システムであ
るが、省エネルギー化及び高効率走行化のために、常に技術開発
が行われている。また、最近の脱炭素もしくはカーボンニュート
ラルの動きから、EV（電気自動車）シフトが世界中で加速してお
り、従来の自動車の概念が変わりつつある。一連の授業では、次
世代自動車の開発を支える構造材料、振動・騒音及び空力性能や
それらの解析方法についての基礎・応用を説明すると共に、燃料
電池や電気自動車（モータ）の原理やその周辺技術についても説
明する。
（オムニバス形式　全13回）

（⑥　後藤　博樹／2回）
脱炭素に向け電動化が進む自動車において、モータとその駆動シ
ステムは重要な役割を持ち、電気技術者だけでなく、自動車に関
わる全ての技術者がその基礎を理解しておく必要がある。ここで
は、機械工学科の学生へ向け、モータの基礎から実際の自動車用
モータ駆動システム、その周辺技術まで概説する。
（21　田中　敏嗣／2回）
風洞などを用いた物体に働く流体力測定の歴史から、自動車の空
力性能と流れの関係、数値流体力学の役割について概説する。
（32　髙﨑　明人／3回）
地球温暖化の抑止のため、二酸化炭素等の温室効果ガスの排出低
減が重要になってきている。一連の授業では、日本を取り巻くエ
ネルギー問題に注目した後、水素と酸素の化学反応で作動する燃
料電池の仕組みや燃料電池自動車の車載用の水素貯蔵法等につい
て説明する。
（43　門脇　廉／3回）
自動車の乗り心地に影響する振動、騒音について概説するととも
に、これまでに学んだ機械力学と自動車の複雑な振動、騒音問題
との橋渡しを行う。電動化による振動の変化や振動分析技術の展
開も紹介する。
（44宮澤　知孝／3回）
自動車の安全性と軽量化の両立を実現するためには、硬くても変
形(成形)しやすい鋼板の開発が必須だった。自動車産業の発展を
支えた高強度薄鋼板”自動車用ハイテン”の開発の歴史について
説明する。

宇宙航空工学

電気電子工学の学びに加えて、宇宙航空工学を学ぶことで、宇宙
船や衛星などの宇宙機器の開発への応用が可能となる。本科目で
は、今後の日本が先導していくと期待される技術分野である「宇
宙航空工学」について、宇宙工学および航空工学それぞれに利用
されている様々な機械技術を理解することを目的とし、機械工学
科教員3名によるオムニバス方の講義である。宇宙工学と航空工
学の2分野において、各教員の専門性(制御、材料、機構)の観点
から解説する。
（オムニバス形式　全13回）

（26　土井　正好／5回）
第1回から第5回を担当する。第１回で航空機および第４回で宇宙
ロケットについて、歴史的な開発経緯と技術要素について解説す
る。第２回は航空機についてコックピット等補助機械、第３回は
オートパイロット等誘導飛行技術について解説する。第５回は航
空自衛隊における弾道ミサイル防衛技術の社会実装と社会とのつ
ながりについて、技術開発と社会実装のプロセスを解説する。
（62　齋藤　理／3回）
第６回から第８回を担当する。航空機や宇宙機に用いられる材
料、特に炭素繊維複合材料について学習する。第６回では金属や
複合材料の特長を紹介し、第７回では炭素繊維複合材料の力学的
性質を学ぶ。第８回では構造材の非破壊検査の視点から航空機の
安全性について考える。
（63　武田　真和／5回）
第９回から第１３回を担当する。第９回で人工衛星について、開
発およびミッションの歴史と衛星軌道の基本的事項について解説
する。第１０回から第１３回では人工衛星を構成する技術として
構造系，機構系，熱制御系，電源系，姿勢制御系に関するテーマ
を取り上げ，それら技術の役割と位置付けについて解説する。さ
らに人工衛星を開発・運用する上で要求される技術的条件につい
て解説する。

オムニバス方式

次世代自動車技術

オムニバス方式
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マイクロ･ナノ工学

電気電子工学の学びに加えて、マイクロ・ナノ工学を学ぶこと
で、半導体製造やナノテクノロジーへの応用が可能となる。本科
目では、微小電気機械システム（MEMS）の設計に必要なナノ加工
技術やその周辺技術、原理を理解することをテーマとする。MEMS
等の機械電子機器の小型化に伴い、現代の工学では、伝統的な機
械加工技術による精密・微細加工に加え、微細加工技術の重要性
が増しており、これらの技術に関する知識は機械技術者にとって
も重要なもととなってきている。本授業では、微細加工技術やそ
れに関連する技術の原理・基本的な知識及びその応用について学
ぶ。
（32　髙﨑　明人／7回）
第７回から第13回を担当する。後半の一連の授業は、マイクロ・
ナノテク工学の製造環境、製造技術さらにはナノ構造の分析方法
や構造体の応用測定について学ぶ。
（42　宮澤　知孝／6回）
第1回から第6回を担当する。コンポジット材料やナノ粒子といっ
たマイクロ・ナノ材料の特性や製造方法、またそれらを観察・評
価するための技術について学ぶ。

オムニバス方式

確率･統計

電気電子工学をより深く理解するためには、様々な数学的基礎知
識が必要である。本科目は、そのような科目の一つであり、確
率・統計の基本的な概念と方法に焦点を当てる。初回では確率の
基本原理を学び、独立性や条件付き確率についての理解を深め
る。そして、離散確率変数、連続確率変数、多変量確率変数の概
念について学び、それぞれの分布関数や密度関数を理解する。さ
らに、確率変数の平均や積率母関数に焦点を当て、さまざまな確
率分布（ベルヌーイ試行、二項分布、多項分布、ポアッソン分布
等）について詳細に学ぶ。後半では、正規分布と多変量正規分布
を中心に、これらの概念を利用したシミュレーション技術につい
て学習する。本コースを通じて、確率統計の基本的知識と技術を
習得し、これらの概念を実際の問題解決に適用する能力を育む。

オペレーションズ・リサーチ

電気電子工学の学びに加えて、オペレーションズ・リサーチを学
ぶことで、通信ネットワークの最適設計や生産プロセスの効率化
などへの応用が可能となる。本科目では、社会のさまざまな場面
で現れる意思決定問題を数理的に取り扱うための方法論とそれを
裏付ける理論を理解し、具体的な問題解決に活用できることを目
指して、オペレーションズ・リサーチで扱う代表的な問題である
線形計画問題、非線形計画問題、ゲーム理論、待ち行列問題、
ネットワーク最適化問題、組合せ最適化問題、階層化意思決定法
を取りあげ、具体的な現実の問題から解決のための本質のみを取
り出すモデル化、解決のための手法とそれを裏付ける数理的理論
について学ぶ。

微分方程式

電気電子工学をより深く理解するためには、様々な数学的基礎知
識が必要である。本科目は、そのような科目の一つであり、自然
現象や社会現象をモデル化すると微分方程式が現れることが多い
微分方程式の中でも常微分方程式について注目し、基礎知識と計
算技術について学ぶ。特に、微分積分学および線形代数学の知識
を基に、変数分離型の微分方程式、1階線形微分方程式、2階線形
微分方程式、連立線形微分方程式について、初期値問題に対する
解の存在と一意性などの基礎理論を理解するとともに、求積法を
中心とする微分方程式の解法について学ぶ。

代数系基礎

電気電子工学をより深く理解するためには、様々な数学的基礎知
識が必要である。本科目は、そのような科目の一つであり、前半
において複素行列のジョルダン標準形の知識と算出法を学習し、
その過程で使用する体上の多項式環の性質と関連付けながら、
群、環、体といった基本的な代数系の基本性質を後半において学
習する。中でも重要なものとしては、体係数の多項式環のイデア
ルが単項イデアルであることや、単項イデアル環が整数環の素因
数分解の類似をみたすことなどがある。また、代数学の基本定理
や加群に関連した話題についても若干触れる。

複素関数論

電気電子工学をより深く理解するためには、様々な数学的基礎知
識が必要である。本科目は、そのような科目の一つであり、微分
積分学の知識を基に複素数を変数にもつ関数である複素関数につ
いて微分および積分の様々な定義や基本性質を理解し、基本性質
を用いた計算ができるようになることを目指す。具体的にはま
ず、指数関数などの初等関数を含む複素関数についての基本性質
を理解する。次に、複素関数の正則性や複素積分の概念ついて理
解し、コーシー・リーマンの方程式やコーシーの積分公式をはじ
めとする様々な定理を用いた微分および積分の計算方法について
学ぶ。
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機械学習Ⅰ

電気電子工学の学びに加えて、機械学習を学ぶことで、高度なシ
ステムの設計と最適化への応用が可能となる。本科目では、機械
学習における数理モデルの意義や、数理的・統計的手法がどのよ
うに使用されるかを理解し、機械学習の目的や、様々な手法の特
長を理解することを目指す。機械学習とは、コンピュータ自身が
学習により、対象とするデータの背景にある有用なルールやパ
ターンを発見し、カテゴリ分類や予測を行うための方法である。
本授業では、機械学習を行う上で重要な、数理モデルや統計的推
論、数理的手法を学び、主に教師有り学習の基本的な考え方を理
解し、様々な代表的な技法を習得する。

フーリエ解析

電気電子工学をより深く理解するためには、様々な数学的基礎知
識が必要である。本科目は、そのような科目の一つであり、熱方
程式の解の考察に端を発するフーリエ級数とフーリエ変換の基礎
理論を学ぶ科目である。授業前半では周期関数のフーリエ係数を
計算し、与えられた関数のフーリエ級数を求める。そして、フー
リエ級数の収束性などの理論的な側面についても学び、フーリエ
級数の微分方程式への応用やデジタルサンプリングへの応用を学
ぶ。後半ではフーリエ級数の理論を拡張し、フーリエ変換を扱
い、その微分方程式への応用を学ぶ。

人工知能

電気電子工学の学びに加えて、人工知能を学ぶことで、パターン
認識やデータ解析、自然言語処理などへの応用が可能となる。本
科目では、1950年代に誕生した比較的新しい学問分野である人工
知能（Artificial Intelligence: AI）について取り扱う。現在
は第三次AIブームの余波が残っている時代であり、日常では無意
識にAIと触れる機会も多くなってきているため、AI技術者や活用
者となれるよう、AIの各研究分野を概観し、初学者でも概要が理
解できるように進める。また、理解度の確認のため、非プログラ
ミング型AIサービスを用いて簡単な課題を行う。

情報デバイス

電気電子工学の学びに加えて、情報デバイスを学ぶことで、集積
回路やセンサー、ディスプレイなどの情報機器の設計と開発への
応用が可能となる。本科目では、情報デバイスの構成に不可欠な
ハードウェアをデジタル回路とその電子回路実現を学ぶ。情報シ
ステムは多様な情報デバイスから成り立っており、これらのデバ
イスの基本的な動作と構造の理解は不可欠である。そのため、基
本論理回路やその組合せによるフリップフロップ、カウンタと
いったモジュール回路の動作を学ぶ。次に、2進数の四則演算回
路の構成、論理代数および状態遷移図を使用したデジタル回路の
論理設計法を習得する。トランジスタを基にしたデジタル回路や
記憶回路、集積回路の理解を深め、情報デバイスの理論的背景と
実装技術との関連付けから、ハードウェアの観点から実践的な情
報システムを評価できる視座を養う。

コンピュータインタラクション

電気電子工学の学びに加えて、コンピュータインタラクションを
学ぶことで、コンピュータインターフェース機器の設計と開発へ
の応用が可能となる。本科目では、近年、急速に自律知能化が進
むコンピュータとの適切なインタラクションの設計原理につい
て、インタラクション科学の基礎から、ヒューマンエージェント
インタラクションや、エンターテインメントコンピューティン
グ、人間とコンピュータの共生という観点まで幅広く学ぶ。本授
業においては、人間と自律知能化が進むコンピュータとのインタ
ラクションについて、学際的な知見を習得することを目的とす
る、受講者は、情報工学、心理学、メディア論など学際的な内容
について幅広く学習し、理想的なコンピュータインタラクション
について考察することを目的とする。

情報セキュリティ

電気電子工学の学びに加えて、情報セキュリティーを学ぶこと
で、安全な情報通信システムの構築への応用が可能となる。本科
目では、大切な情報資産を守るために、情報セキュリティについ
ての知識を深める。社会の基盤となっている高度な情報システム
に対し、安心・安全な情報システムの社会実装が求められてい
る。本授業では、情報セキュリティの概要と、情報セキュリティ
を理解するための技術的体系について講義する。さらに、サイ
バー攻撃と防御，リスクマネジメントやセキュア設計，個人情報
保護，IoTセキュリティなどについて講義する。これにより、セ
キュアネットワークを受講するための素養を養う。
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デジタルメディア処理

電気電子工学の学びに加えて、デジタルメディア処理を学ぶこと
で、画像や音声の圧縮、改変、解析などの技術の開発への応用が
可能となる。本科目では、画像、音声、テキスト等の異なる種類
のメディアデータの処理技術を俯瞰的に学ぶ。まずマルチメディ
アの基本概念と各種メディアのデータ表現方法の理解から始め、
次に画像や音声の圧縮、変換、編集などの基本的な処理技術を、
各技術の利点や限界とを合わせて学ぶ。これらの要素技術を組み
合わせて、マルチメディア情報システムの設計と実装に関する知
識を習得し、現実世界の問題に対してマルチメディア技術を適切
に評価し適用できる能力を身に付ける。G208:G209

自然言語処理

電気電子工学の学びに加えて、自然言語処理を学ぶことで、テキ
ストマイニングや機械翻訳、情報検索技術への応用が可能とな
る。本科目では、自然言語処理について学習する。自然言語処理
とは日本語などの自然言語のテキストをコンピュータで処理する
手法や技術のことである。本授業は前半と後半から構成される。
前半（１〜８回）では自然言語処理の基礎的な用語および内容に
ついて学習する。特に、形態素解析・構文解析・意味解析といっ
た事項を扱う。後半（９〜13回）では言語モデルの発展を学ぶ。
特に、word2vec以降のRNNやAttentionといった事項を理解しなが
ら、近年の大規模言語モデルの発展まで学ぶ。

ヒューマンインタフェース

電気電子工学の学びに加えて、ヒューマンインタフェースを学ぶ
ことで、ユーザーフレンドリーなデバイスやシステムの開発への
応用が可能となる。本科目では、インタフェースの種類ごとに、
その基礎と変遷、活用事例についてグループディスカッションな
ども交えながら学ぶ。また人間の認知特性について、関連する心
理学や人間工学の知見も学ぶことで、人間中心設計インタフェー
スデザインの基礎の習得を目指す。まずインタフェースの発展と
現状について概説を行う。その上で、人間の知覚特性（例：視線
運動、多感覚情報処理）や認知特性（例：アフォーダンス、
ヒューリスティック）について習得し、CUIやGUIなどの基礎的な
インタフェースから、バーチャルリアリティやブレインマシンイ
ンタフェースなど最先端のインタフェースについても同時に学
ぶ。

画像・音声・情報処理

電気電子工学の学びに加えて、画像・音声・情報処理を学ぶこと
で、高度なデジタルメディアの開発への応用が可能となる。本科
目では、デジタルメディア処理の最先端技術の多くは高度な数学
的背景に基づいて設計されており、それらの技術を習得し、活用
する際に必要となる、音声・画像データの変換と雑音除去、そし
て認識するための基礎的なアルゴリズムを具体的なソースコード
に対応付けながら学ぶ。音声や画像等のパターン情報は、時間周
波数や空間周波数等の他の数学的表現で取り扱うことが問題解決
に繋がるため、音声処理と画像処理の共通性を意識しながら、そ
の数学的処理の知識と技能の習得を目指す。

演習　10.5時間
講義　12.25時間
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卒業研究Ⅰ ○

本科目は、電気電子工学の専門分野に関する包括的な理解を獲得
し、そこにおける思考方法やスキルを理解し身に付け、当該分野
に関する分析力・理解力を養い、各人が主体的に取り組む研究活
動の基礎を養う、少人数演習形式の科目である。
受講生が任意に設定した分野における個別テーマについて、個人
あるいはグループ単位で、文献を精読し、その内容を報告・討論
する形で進める。個別テーマの検討成果については、発表会にて
口頭報告（プレゼンテーション）する。

主要授業科目

卒業研究Ⅱ ○

本科目は、「卒業研究Ⅰ」に続いて開講される電気電子工学の専
門分野に関する包括的な理解を獲得し、、そこにおける思考方法
やスキルを理解し身に付け、当該分野に関する分析力・理解力を
養い、各人が主体的に取り組む研究活動の基礎を養う、少人数演
習形式の科目である。
受講生が任意に設定した電気電子工学分野における個別テーマに
ついて、自主的に実験・解析・設計・試作等を計画し、継続して
研究に取り組み、得られた成果に考察する形で進める。個別テー
マの検討成果については、発表会にて口頭報告（プレゼンテー
ション）する。

主要授業科目

卒業研究Ⅲ ○

本科目は、「卒業研究Ⅱ」に続いて開講される電気電子工学の専
門分野に関する包括的な理解を獲得し、そこにおける思考方法や
スキルを理解し身に付け、当該分野に関する分析力・理解力を養
い、各人が主体的に取り組む研究活動の基礎を養う、少人数演習
形式の科目である。
受講生が任意に設定した電気電子工学分野における個別テーマに
ついて、自主的に実験・解析・設計・試作等を計画し、継続して
研究に取り組み、得られた成果に考察する形で進める。個別テー
マの研究成果については、卒業論文また卒業制作としてまとめる
とともに発表会にて口頭報告（プレゼンテーション）する。

主要授業科目
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

数的処理入門

本科目は、社会人としてどのような数的処理能力が必要かを学
び、現時点での自分の実力を把握する確認テストを行う。その
後、割合、数と式、場合の数･確率などの主要分野、実践的な資
料解釈、表計算処理へと進む。本科目では、SPI(非言語)の全国
平均レベル相当以上の実力を身に付けることを目指す。 主に講
義形式で行い、 (1)前回の復習と小テスト　(2)今回の学習内容
説明　(3)問題演習というサイクルで進める。

日本語表現

本科目は、様々なディシプリンに共有される汎用性の高い日本語
の言語知識やスキルに加えて、談話標識に沿った基本的な文章の
型の習得を目指す。カリキュラムのうえでは、初年次の前期に配
置され、広い視野での学びを自己の言葉で再構築する「知の探
究」の先行科目に位置付けられる。授業は、レポートや論文、報
告書など、論理的な文章を書くことを中心に、導入(講義)→ペア
ワークやグループワークや調査(協働学習)→アウトラインの作成
等の教室活動を経て、800字程度の作文を課す。評価は学生間の
ピアレビュー、授業担当者の添削、日本語ライティング支援施設
による第三者評価、追大日本語表現力検定などによって、総合的
に行う。

コンピュータ入門1

本科目は、パソコン活用のための入門クラスである。授業のレ
ポートを書くためにOfficeを使う、就職活動をするためにメール
やインターネットを使う、職場ではデータをまとめ資料を作成す
るなど、今やパソコンを使いこなす能力は、なくてはならないも
のになっている。この授業では、パソコンの基本的な知識を学
び、概ねWordを使いこなすレベルのスキル取得を目指す。 (1)今
回の学習内容説明　(2)問題演習のサイクルによる、繰り返し学
修で習得を目指す。併せて毎回、情報倫理･情報利活用の知識も
学ぶ。

コンピュータ入門2

本科目は、「コンピュータ入門1」の続きで、パソコン活用のた
めの入門クラスである。レポートを書く、データを集計する、表
やグラフを用いて報告書を作成するなど、今やパソコンを使いこ
なす能力はなくてはならないものになっている。この授業では、
これらの技能に必要な基礎的な操作能力を身に付け、Excelを使
えるレベルのスキル取得を目指す。 (1)今回の学習内容説明
(2)問題演習 のサイクルによる、繰り返し学修で習得を目指す。

総合英語1

本科目は、学生が所属する各学部･学科の専門基礎科目内容を英
語と日本語の両言語で学習し、取り扱われる題材や背景知識･理
論･メカニズム等の理解学習と、ベーシック･イングリッシュによ
る表現活動とを有機的に統合し、専門基礎科目内容の学習と国際
語としての英語運用能力の育成を同時に行う科目である。
そのため、「総合英語1」では、各学部･学科の専門基礎科目等で
取り扱われる内容に関連したトピックスを、日本語と英語の両言
語によるリスニングとリーディングの題材として取り扱う(イン
プット･インテーク学習)。また、両言語で学習した内容をベー
シック･イングリッシュによるスピーキングやライティング等の
発表活動と結びつけることにより、学習内容を再構築したり発展
的に取り扱ったりする(アウトプット学習)。この様に、取り扱わ
れる題材に関する理解を深化させる中で、学生相互が積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度や、目標言語による基本的
なコミュニケーション能力を育成する。

総合英語2

本科目は、「総合英語1」の学習内容を発展させる中で、学生が
所属する各学部･学科の専門基礎科目内容を英語と日本語の両言
語で一層深く認識し把握するための理解学習と、目標言語による
多様な表現活動とを有機的に統合し、専門基礎科目内容の学習と
認知学習言語としての英語運用能力の育成を行う科目である。
そのため、「総合英語2」では、各学部･学科の専門基礎科目等で
取り扱われる内容に関連した日本語と英語による発展的なトピッ
クスを、リスニングとリーディングの題材として取り扱う。ま
た、両言語で学習した内容をオーラルプレゼンテーションやアカ
デミックライティング等の多様な発表活動と結びつけることによ
り、学習内容の定着を図る。この様に、目標言語による多様な発
表･表現活動を通じて、学生相互が積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度や、目標言語による、よりハイレベルなコ
ミュニケーション能力を育成する。

別記様式第２号（その３の１）
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授 業 科 目 の 概 要

（理工学部情報工学科）

科目
区分

共
通
教
育
科
目

フ
ァ

ウ
ン
デ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

初
年
次
科
目

外
国
言
語
科
目

基本計画書－ 131 －



Advanced English1

本科目は,「総合英語1･2」で学んだことがらを基盤に、発展的な
英語運用能力を育成する。具体的には、さまざまな分野にかかわ
る文章の読解力と、目標言語による発信力の育成を重点的に行
う。読解力を育成するための題材は、ニュースリソースやジャー
ナル等、真正性の高い教材を利用し、学生の興味･関心を喚起す
る。また、学生自らが主体的に題材や情報を収集、整理･分析
し、それらについての意見等を構築した上で、目標言語を用いて
他者に伝えるなど、現実の国際的なコミュニケーションの場面で
活用することができる発展的な英語運用能力の育成を図る。

Advanced English2

本科目は、「Advanced English1」の内容を継続的･発展的に取り
扱う。そのためには、ウェブ上で配信される英語による多種多様
な文章をはじめとする、現実のネット社会及びグローバル社会で
流通している膨大な英語情報を的確に読解し、処理することがで
きる実践的な英語読解の基礎力を育成する。また、学生自らが
テーマを決め、情報を収集･処理し、英語でプレゼンテーション
等の多様な発表･表現活動を行うためのグループ･プロジェクト学
習を実施する。

Academic English1

本科目は、海外留学を目指す学生を対象に、以下の４点に重点
的･系統的に取り組む。
(1)英語によるプレゼンテーションやディスカッション、講義等
の内容を的確に把握･理解し、必要な知識や情報を獲得させる。
(2)特定のトピックスについて、英語でプレゼンテーションをす
ることができる基本的な英語運用能力とプレゼンテーション能力
を育成する。
(3)特定のトピックスについて、英語でディスカッションをした
り、ディベートに参加したりすることができる基本的な英語運用
能力とディスカッション力やディベート力を育成する。
(4)特定のトピックスに関わる言語理解活動と言語産出活動をバ
ランスよく実施し、基本的な認知学習言語能力の育成と、創造
的･批判的な思考力の育成を図る。

Academic English2

本科目は、海外留学を目指す学生を対象に、「Academic
English1」の学習内容を発展的に取り扱い、留学先大学等での科
目履修で求められるよりハイレベルな認知学習言語能力の育成を
図る。特に、英語による論理的･分析的な文章作成能力を育成す
るために、パラグラフライティングやエッセイライティング等の
スキルを身に付けるための学習活動を系統的に実施する。
(1)英語によるプレゼンテーションやディスカッション、講義等
を通じて得られた理解や、知識･情報等を処理したり、分析する
能力を育成する。
(2)様々なトピックスについて、英語でプレゼンテーションやパ
ブリックスピーキング等をすることができる発展的な英語運用能
力を育成する。
(3)様々なトピックスについて、英語でディスカッションをした
り、ディベートに参加したりすることができる発展的な英語運用
能力とディスカッションやディベートをマネジメントする力を育
成する。
(4)発展的な認知学習言語能力の育成と、創造的･批判的な思考力
の育成を図るために、様々なトピックスに関わる言語理解活動と
言語産出活動をバランスよく実施する。

Online English Seminar1

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等に求められる４技能(読むこと･聞くこと･話すこと･
書くこと)に関わる基本的な英語運用能力の育成を図る。そのた
めに、CEFRのレベルA1-A2程度(英検®３級上位から英検®準２級下
位レベル)の英語運用能力の獲得を最低到達目標とし、基本的な
語彙･表現や文法項目の理解学習及び定着のための言語演習を重
点的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を行うが、オンラ
イン配信される自学自習用の教材での予復習を行っていく。

Online English Seminar2

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等でのスコアアップを可能とする４技能(読むこと･聞
くこと･話すこと･書くこと)に関わる発展的な英語運用能力の育
成を図る。具体的にはCEFRのレベルA2-B1程度の英語運用能力(英
検®準２級上位から英検®２級下位レベル)の獲得を最低到達目標
に、発展的な語彙･表現や文法項目の理解学習、及び定着のため
の言語活動を重点的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を
行うが、オンライン配信される自学自習用の教材での予復習を
行っていく。
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Online English Seminar3

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等での高得点取得を可能とする４技能(読むこと･聞く
こと･話すこと･書くこと)に関わる応用的な英語運用能力の育成
を図る。具体的にはCEFRのレベルB2-C1程度(英検®準１級から英
検®１級下位レベル)の英語運用能力の獲得を目標に、応用的な語
彙･表現や文法項目の理解学習及び定着のための言語活動を重点
的に実施する。なお、本科目は対面にて授業を行うが、オンライ
ン配信される自学自習用の教材での予復習を行っていく。

Online English Seminar4

本科目は、TOEIC®やIELTS®等のグローバルスタンダードな英語能
力検定試験等での高得点取得を可能とする４技能(読むこと･聞く
こと･話すこと･書くこと)に関わるプロフェッショナルなレベル
の英語運用能力の育成を図る。具体的にはCEFRのレベルC1-C2程
度(英検®準１級上位から英検®１級レベル)の英語運用能力の獲得
を目標に、プロフェッショナルなレベルの語彙･表現や文法項目
の理解学習及び定着のための言語活動を重点的に実施する。な
お、本科目は対面にて授業を行うが、オンライン配信される自学
自習用の教材での予復習を行っていく。

ドイツ語1

本科目は、ドイツ語の発音や文法の初歩を学ぶことから始めて、
簡単なあいさつ、自己紹介ができるようになるまで練習を行う。
文法的には規則動詞･不規則動詞の人称変化、定冠詞･不定冠詞
(類)の格変化、前置詞の格支配などが主な内容である。発音練習
や筆記の練習問題だけでなく、リスニング練習も多く行って、ド
イツ語の音に慣れる。入門的な内容であっても、ペアでの口頭練
習などによって、ドイツ語で発信(自分について話す。相手につ
いて聞く)できるようにする。

ドイツ語2

本科目は、「ドイツ語1」の振りかえりを行うことから始めて、
「ドイツ語2」では簡単な用事をドイツ語で伝えたり、短い会話
文であれば、聞いて意味がわかるように練習を行う。文法的に
は、助動詞、分離動詞、動詞の３基本形、再帰動詞などが主な内
容となる。「ドイツ語1」と同じくペアでの練習やリスニング練
習を多く行って、簡単な道案内や、買い物、自分の経験について
伝えるといったことができるようにする。並行して「ドイツ語技
能検定」の過去問などを利用して、「検定試験」への意識なども
高めていく。

フランス語1

本科目は、フランス語の発音や文法の初歩を学ぶことから始め
て、簡単なあいさつ、自己紹介ができるようになるまで練習を行
う。文法的には規則動詞･不規則動詞の人称変化、３種類の冠
詞、基本的な前置詞の用法などが主な内容である。発音練習や筆
記の練習問題だけでなく、リスニング練習も多く行って、フラン
ス語の音に慣れる。入門的な内容であっても、ペアでの口頭練習
などによって、フランス語で発信(自分について話す。相手につ
いて聞く)できるようにする。

フランス語2

本科目は、「フランス語1」の振りかえりを行うことから始め
て、「フランス語2」では簡単な用事をフランス語で伝えたり、
短い会話文であれば、聞いて意味がわかるように練習を行う。文
法的には、動詞の３基本形、助動詞、代名詞などが主な内容とな
る。「フランス語1」と同じくペアでの練習やリスニング練習を
多く行って、簡単な道案内や、買い物、自分の経験について伝え
るといったことができるようにする。並行して「実用フランス語
検定」の過去問などを利用して、「検定試験」への意識なども高
めていく。

中国語1

本科目は、中国語をはじめて学ぶ人のための科目である。中国語
がどのような言語か、これから学ぶ中国語はどのような中国語
か、どのようにして学ぶか、その大要を把握してから、まず中国
語の発音のしくみを、その後、平易な会話を通じて、基礎的な文
法と語彙を学んでいく。平易な中国語文を、(1)日本語に翻訳で
きる、(2)正しく発音できる、(3)書くことができる、(4)話すこ
とができる、を目標とする。教室においては、音読や日本語への
翻訳など、学生からの発信を中心に授業を進め、これによって中
国語の実践力をつけることを目指す。

中国語2

本科目は、「中国語1」を学び終えたあと、引きつづき中国語学
習を継続する人のための科目である。基本的な中国語文を、(1)
日本語に翻訳すること、(2)正しく発音すること、(3)書くこと、
(4)「読む」を越えて話すこと、ができる、を目標とする。これ
によって、「中国語2」を学びおえた時点で、中国語の基本的な
語彙と文法を習得していることになる。音読や日本語への翻訳な
ど、学生からの発信を中心に授業を進め、これによって中国語の
実践力をつけることを目指す。また、継続して中国語を自分で学
びつづける方法も、同時に学んで、身に付ける。
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スポーツ実習1

本科目は、未経験者から初級者程度を対象にプログラムを提供
し、生涯スポーツへのつながりを意識した実践に重点を置く。
実習においては、種目の競技特性やルール、また基礎技術や戦術
を理解･習得することを目指し、積極的にスポーツに携わる姿勢
を養うこと、さらにコミュニケーションワークやグループワーク
で協調性及び協働力を培い、スポーツを通じて人間形成をはかる
ことを目的とする。

スポーツ実習2

本科目は、基礎を既に修得した中級者以上を対象にプログラムを
提供し、より発展的･効率的な技能や競技力の向上を目指しなが
らゲームの楽しさを享受できることに重点を置く。
実習においては、ルールやマナーも含めてスポーツをより深く理
解することで、自身の技術向上はもとより、他者に対しても指導
実践ができることを目的とする。

ネイチャーアクティビティ1

本科目は、夏期休業を活用した集中授業として、大学内では体験
できない自然とふれあい、自然と人間のつながりを考える授業を
展開する。内容としては、ゴルフやキャンプ、スキューバダイビ
ングなどの活動を通じ、それぞれのアクティビティを体験する中
で基本技能の習得はもちろん、仲間とのコミュニケーション能力
向上、さらには自然の中でとるのにふさわしい態度･マナーを学
ぶことを目指す。

ネイチャーアクティビティ2

本科目は、学内のスポーツ施設では体験･経験できない自然との
ふれあい、また自然の中に自身を置き、自然と人間のつながりを
考える授業を進める。集中授業として冬期休業中にスキー実習を
展開する。基本技能の習得、滑走斜面での対応等、実践的に学
ぶ。現地では指導前に技能判定を実施し、班編成を行い、各班に
応じたプログラムを実践する。各班での到達目標を明確に設定
し、達成に向けた実習を行う。また、ゲレンデでのルールやマ
ナーの遵守についても学び、自然との共存も考えた実習を目標と
する。

共
通
教
育
科
目

知の探究

本科目は、与えられたテーマを巡って、３つの異なるディシプリ
ンからアプローチすることで、ひとつのテーマに対して複数の仕
方で問いを立て、議論を構築し、結論を導くことを可能ならしめ
る問題解決型の授業である。学生は、各ディシプリンについて個
人ないしグループで考察し、最終的にはA4で１枚程度のエッセイ
にまとめる。学生は計３回の論述をこなすことで、前期の「日本
語表現」での学習を一歩深めて、アカデミックライティングの訓
練を積むことになる。また、半期の授業で３つの異なるディシプ
リンに触れることで、教養の幅を広げながら、自ら問いを立て自
ら答えを見出す力を養成する。

未来課題

本科目は、「伝染病と社会」など開講時期にあわせ社会的に要請
される新しいテーマを挑戦的に取り上げる授業である。教員が問
題にアプローチする事例を講義によって学生に示したうえで、学
生は、その事例について個人ないしグループで考察し、最終的に
はエッセイにまとめ教養の幅を広げ、深めていく。本科目を通じ
て、学生に社会の動きを敏感に察知し、社会の課題を認識するこ
とで、生涯にわたって学び続ける力を養成する。

L&Sゼミ

本科目は、リベラルアーツ･サイエンスの科目を履修し、さらに
学びを深めたい学生のために、少人数によるゼミ形式にて実施す
る授業である。担当教員は、リベラルアーツ･サイエンスの科目
群において講じた内容の発展となるテーマを設定し、少人数ゼミ
によるプレゼン･ディスカッションを主な教育アプローチとする
演習を行う。成績は、提出物及び授業への積極的な貢献によって
評価される。

人
文
学
系
科
目

哲学

本科目は、何を問うのか、何のために問うのか、何を問い確かめ
るのか、これらの問いを基軸にして、哲学という学問がどのよう
な学問であるかを理解させる。また、西洋の哲学史において論じ
られてきたいくつかの哲学的問題を取り上げ、西洋の代表的な思
想や哲学史の基本的な知識を修得させる。必要に応じて東洋の思
想を紹介し、西洋思想と東洋思想とを比較する。これらの哲学的
問題を通じて、自ら哲学的に深く思索する態度を育成する。
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芸術学

本科目は、絵画や彫刻、写真、演劇、映画、詩、小説、あるいは
マンガやアニメーション、テレビ、インターネットの画像、さら
には日常的に聞いている音楽など、全ては芸術に関わっているこ
とを意識的に接していくことで、美や芸術というものがどのよう
に認識されてきたか理解する。また、こうした芸術に能楽･文楽･
歌舞伎などの伝統芸能の事例から、どのような歴史的、思想的プ
ロセスを経て成立してきたのかを考え、芸術と社会･文化との関
わりを理解する。

日本文学

本科目は、奈良時代以降のいくつかのエポックをとりあげて、文
学作品や文化的な事象に注目しながら学んでいく。これにより、
それぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の社会的背景を
考察し、さらにどのようにそれらの文化が受け継がれていき、近
代以降の日本が形成されていったのか、より深く認識することが
できるようになることを目指す。ここでの文学とは狭い意味での
文学作品ではなく、文字によって表現された文物や映像･写真と
いった資料を対象とし、これを通じて、人間の文化活動一般につ
いて考察するものである。

中国文学

本科目は、上古から現代にいたるまでの中国におけるいくつかの
エポックをとりあげて、文学作品や文化的な事象に注目しながら
学んでいく。それぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の
社会的背景を考察し、さらに日本への影響を見ることで、東アジ
ア文化圏のつながりや文化の比較をより深く認識することができ
るようになる。ここでの文学とは狭い意味での文学作品ではな
く、文字によって表現された文物や映像･写真といった資料を対
象とし、これを通じて、人間の文化活動一般について考察するも
のである。

西洋文学

本科目は、主に近代以降のヨーロッパ(北米を含む)のいくつかの
エポックをとりあげて、文学作品や文化的な事象に注目しながら
学んでいく。一例を挙げるならヨーロッパではイギリス、フラン
ス、ドイツそれぞれの作品を中心に、その作品を生んだ時代の社
会的背景を考察し、さらに現代的な問題意識に結びつけること
で、近代以降の文化史と現代とのつながりをより深く認識するこ
とができるようになる。日本とのかかわりや比較文化についても
積極的に取り上げる。

言語学

本科目は、日常何気なく使っている言語が一体どのような仕組み
で機能しているのかを考え、さまざまな言語現象(とりわけ、形
態･音韻に関するもの)に対し学問的理解を深める授業である。言
語構造の主要部を成す形態(語形)･音(音声･音韻)に重点を置いた
内容を講義形式で行う。我々にとって身近である日本語や英語の
例を中心に数多くの具体例を紹介し、どこにどんな「不思議」が
潜んでいるかを順次指摘していく。そして、それを分析･説明す
るうえで重要となる概念･考え方を提供する。

ことばと文化

本科目は、近代国家においての言語が、コミュニケーションの道
具というだけではなく、文化の成立基盤でもあり、また国家アイ
デンティティの主要な柱になっていると同時に、言語がそのよう
なものとして機能するのは、長い歴史と紆余曲折を経た後のこと
であるため、その歴史的背景をそれぞれの言語に即して学ぶ。さ
らに、言語を通じて見られるそれぞれの国の文化の特徴について
具体的な事例を豊富に挙げることで、文化の多様性、そうした文
化を担う言語の重要性を学ぶ。またドイツ語、フランス語、中国
語の基本も学ぶ。

日本史

本科目は、日本の歴史の専門的な知識の習得だけではなく、歴史
的資料の扱い方や考古学的な手法など、歴史という対象にアプ
ローチするための技法を学ぶ。例えば、複数の資料を突き合わせ
て、妥当な結論を導くための方法論、また考古学としては、発掘
調査における土層の見方、出土する土器の胎土や作り方、また形
の違いなどからその用途の違い、いつの時代のものかなどを知る
ことにより、考古学の一端と博物館などの展示内容がわかること
を目的とする。

アジア･オセアニア史

本科目は、地理的に日本をとりまき、政治的･経済的にも関係が
深いアジア･オセアニア地域について、文化的側面に光をあて、
基礎知識を得るとともに、理解を深めることを目的とする。中
国、インド、中央アジア、オーストラリアなど、アジア･オセア
ニアの地域の現状やそこにいたるまでの歴史を、「多様性」を
キーワードとして説き、これによって、受講生が、他者を見つめ
あるいは自己を見つめる、新しい視座を獲得することを目指す。
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西洋史

本科目は、時代的には、古代ギリシアから現代まで、地域的には
ヨーロッパからアメリカまで(時代によっては植民地を含む)、領
域的には、政治、経済の歴史だけでなく科学･技術史など文化的
な歴史をも含むような広範な西洋の歴史から、いくつかのトピッ
クを取り出して、文献学的な歴史学の手法、歴史的知識の活用の
仕方、日本とも関わってくるような世界史の大きな流れを学ぶこ
とを目指す。

人文地理学

本科目は、人文地理学に関する幅広い基礎的知識を習得すること
を目的とし、次の６つを到達目標とする。①地図についての理解
を深め、地図から現象を読み取ることができる。②現代世界に生
起する現象を地理的に理解し説明することができる。③現代世界
の変化をグローバルな視点から説明することができる。④国や地
域に生起する現象を地理的に説明することができる。⑤人間の行
動を空間的に捉え、説明することができる。⑥多岐にわたる自然
環境(火山と海岸など)と人間活動との関連を説明することができ
る。

民俗学

本科目は、民俗学が年中行事･祭り･昔話･民謡や未開民族の習俗
や親族構造など、なにか古めかしいものやプリミティヴなものを
研究する学問と思われがちであるが、実際には暮らしの中にある
ありとあらゆるものが研究対象となり、過去との比較を通じて、
私たちの暮らしが断絶を含みながらも過去の延長線上にあり、そ
の背後にある価値観が変化しながらも引き継がれていることを知
る授業である。また、その由来や意味を学ぶだけでなく、そうし
た慣習を取り巻く社会的価値観にまで踏み込んで、それがいかに
変化してきたのかを学んでいく。

国際異文化理解1

本科目は、派遣先大学での留学生活において、自分自身と背景や
立場が異なる多国籍の学生との交流を通じ、多様性を認め合える
人材となることを目的としている。現地では主体的に自国文化を
伝える機会を創出し、他者との相互理解を深めることが求められ
る。日本と異なる文化･背景を持つ場所では、色々な障害･困難が
発生することが予想されるが、それらを克服することで柔軟な発
想を持ち、臨機応変な対応力を習得することができる。

国際異文化理解2

本科目は、派遣先大学での留学生活において、自分自身と背景や
立場が異なる多国籍の学生とを相対化しながら、他者の立場や考
え方を理解した上で、適切なコミュニケーションを図れる人材と
なることを目的としている。異なる文化･背景を持つ他者との間
では、さまざまなコンフリクトが発生することが予想されるが、
それらを克服することで多様性を習得することができる。

法学

本科目は、現代社会における法と政治の役割について学習する。
私たちは、日常生活を送るにあたって、さまざまなトラブルに見
舞われる。それらのトラブルのうち、人と人(または団体など)と
の間で生じたものに関しては、法を用いて解決できることが多
い。この授業では、まず、日常生活にどのような法によって解決
できるトラブルがあるのか(つまり「法的問題」とはどのような
ものがあるのか)について、具体的な設例を紹介する。そして、
設例のような場合の法的問題の所在と内容を解説し、解決策等を
講じていくものとする。

日本国憲法

本科目は、憲法の重要性(立憲主義)や日本国憲法の三大原理(国
民主権、平和主義、基本的人権の尊重)について「これらが何を
意味し、どの条文でどのような内容として明確に規定されている
のか」を深く学ぶ。具体的には、日本国憲法を支える原理、その
内容を学生が理解･修得することを目的とし、常に政治的な議論
にさらされている「日本国憲法」が「何をどのように決めている
のか」を「法律学」の観点から検討する。

政治学

本科目は、よき共同体のあり方を探究する学として、政治システ
ムだけでなく、共同体を構成する成員の道徳にもおよぶ、ポリス
の学である政治学(ポリティックス)を踏まえ、現代の人々の利害
を適切に調整する政治社会の構造･機能のあり方だけでなく、科
学的な手法で社会集団と政治過程を扱うことで、そこからさらに
展開して政治行動としての人間行動について学ぶ。豊富な事例を
取り上げて、政治学の対象と方法を理解することを目指す。
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国際関係論

本科目は、さまざまな出来事や問題が複数の国家にまたがり、国
家という枠組みが絶対的でなくなると同時に、自らに関わりのあ
る地域や国家への関心が高まっている現代世界を読み解き、「地
球規模で思考し、地域で行動する」ために必要な基礎的知識の修
得を目指す。この目標に向け、国際社会の特徴、国際法の基本、
スポーツと国際政治、グローバル化と格差、地球環境問題と国際
政治、食のグローバル化と肥満、企業の活動と人権、スポーツと
国際協力、人間の安全保障、留学と国際関係、社会的企業の展開
などを学ぶ。

経済学

本科目は、経済学の基本を身に付け、さまざまな経済問題を見る
目を養うため、入門段階でのミクロ経済学とマクロ経済学の考え
方を修得することを目的とする。前者では個々の経済活動を行う
個人や会社、政府の行動に焦点をあて、商品･サービス、労働、
資本それぞれの市場の働きを概説し、市場経済システムの有効性
と限界も考察する。後者では国内総生産、失業、経済成長、イン
フレーション、金融･財政政策、国際収支などのトピックスを取
り上げ、市場と政府の果たすべき役割について説明し、経済全体
の動きを理解するための知識を修得する。

経営学

本科目は、経営学の基礎を概論的に学び、最新の企業動向も紹介
することで、現代企業に関し理解を深めることをテーマとする講
義形式の授業である。到達目標としては、現代の企業活動への見
方や考え方を養成することである。授業計画としては、企業とは
何か、会社形態と株式会社、会社組織の仕組み、経営資源と経営
理念、経営戦略、人事労務管理、マーケティング、生産管理、資
金のマネジメント、企業の社会的責任(CSR)等を取り上げる。現
代企業の直面する諸課題について、多くの企業事例も織り交ぜな
がら考察する。

社会･経済思想

本科目は、現代の社会･経済システムが、一方では人類の知的な
歴史の中ではぐくまれ、鍛えられ、提案されて、吟味されてきた
ものだが、他方ではそれぞれの地域に浸透している伝統や宗教的
な価値観によって形成されてきた中で、おもに西洋と日本を対象
に、われわれが現在享受している近代的な諸制度や価値観が、い
かなる歴史的背景や要請のもと生み出されたかを学ぶ。これを通
じて、現在われわれが直面している困難に対して、適切な仕方で
アプローチするための視座を得ることを目的とする。

社会学

本科目は、社会学の基本的な考え方や社会学の基礎的な概念を学
ぶ。社会学という学問は人間を「社会的存在」と見なすが、その
ことの意味を正しく理解することが、社会学理解の第一歩とな
る。この基礎の上に立つと、社会学がその注目する集団や社会関
係の種類に応じて、多様な領域を扱う、さまざまな理論を兼ね備
えた学問であることが見えてくるであろう。そうした多岐にわた
る社会学の研究ジャンルについて、できる限り具体的な事例に触
れながら、社会学について理解していくことが、本科目の目標で
ある。

社会福祉学

本科目は、今日「共生」理念のもとに、年齢や障がいの有無等に
かかわりなくすべての人が安全に安心して暮らせる「共生社会」
の実現を目指す種々の取り組みが始まっていることから、共生社
会の考えが生まれてきた歴史と背景を知り、諸分野における共生
社会を目指す取り組みを学ぶ。本授業においては障がい者分野を
中心に取り上げるが、児童･若者分野、男女共同参画、多文化共
生にも触れる。各分野での共生社会の実現に向けた諸制度や活動
の具体例について学習することをとおして、共生社会をより身近
なものとしてとらえ、その実現のために思考し、行動することが
できるようになることを目指す。

教育学

本科目は、「子どもの生きる力を育成する教育と学びを考える」
をテーマとして、これまでの自らの学校経験などを振り返りなが
ら、現代社会における子どもと教育の諸問題を考える。教育面か
らの問題点の把握と解決の方策を模索するために、子どもの発達
段階に即した考察と対応を重視する。国内外の動向を把握し視野
を広げ、理論的根拠を確認しながら、子どもの生きる力を育成す
る社会的課題を考察する力を身に付けることを目指す。
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スポーツ学

本科目は、人間一生の各ライフステージにおいて、健康の保持･
増進や技能の向上等、運動･スポーツとどのように関わるか、ま
たそれらを実践することで、身体的変化や心理的変化がどのよう
に起こるかを中心に理解を深め、生活の中での運動･スポーツの
重要性や役割を認識することを目標とする。現在の自身の体力を
理解し、過去の振り返り(幼少時期)や未来の予測(中高齢期)をし
て、自身の運動･スポーツに対する意識を整理する。今後の体力
の保持･増進に向けて、運動･スポーツの頻度や時間、強度を策定
し、今、どのように取り組むべきかを探る。なお、「余暇」や
「レクリエーション」も広い意味でのスポーツととらえたうえ
で、レクリエーションの概念や特質を正確に理解し、日常生活の
なかでの実践方法、生涯学習の一環としての役割、そして最終的
には、生活の質(quality of life)の向上に向けて日常生活のな
かでどのようなことが必要であるのか考える。

社会の心理

本科目は、人は基本的に他者との関係によって、また、社会との
つながりを通じて自分という存在を知っていくとされ、そのよう
な他者との関わりあいをどう捉えるのか、また、それがうまくい
かなかった場合にはどのように対処していくのかといったことが
らは、比較的重要な問題と言えることから、わたしと他者との関
わりについての諸説、諸理論を説明し、実社会においても役立つ
ような、より実践的な知見の確立を目指す。

認知の科学

本科目は、人間の認知の構造を、科学的な手法を用いて明らかに
するためのさまざまな方法について学ぶ。人間の認知を構成す
る、学習、記憶、理解、推論、感情などに対して、言語学、情報
科学、脳科学などの言語系･理科系諸学問の知見や手法を用いつ
つ、人間の認知がいかにモデル化できるかを示す。授業では、こ
れらの多様な論点、アプローチからいくつかのトピックを選ん
で、その学問的手続きを示していく。

ものの科学

本科目は、自然科学、とりわけ私たちの生活と密接に関係してい
る物理、化学、地学分野を概観することで、それに対する関心が
持てるようになることを目標とする。物理では「てこ･輪軸･滑
車」、「運動」、「電気回路」、化学では「化学式」、「原子と
原子核」、地学では「天体」、「地層」、「天気」の各分野を学
習する。なお、授業形態は講義形式であるが、知識の定着のた
め、練習問題を解くなど数式を用いた実践的な学習も随時行う。

生命の科学

本科目は、通常、現代社会を生きる「人間」として、自分自身を
捉えており、自らが生物のひとつとしての「ヒト」であるという
認識は希薄であるが、人間の存在を考察するうえで、それを生物
のひとつとして理解することはきわめて重要であり、そのために
は、生物全般について知ることが不可欠であるため、現代人に
とって有用と思われる生物に関する基本的な事項を学ぶ授業であ
る。

情報の科学

本科目は、情報を主体的に活用するためにはデータサイエンス･
AI･IoTの基礎的な素養が不可欠となっている社会的な背景を踏ま
え、コンピュータやインターネットについての科学技術的な基
礎、情報システムの仕組みや社会における役割、データを科学的
に取り扱う手法などについて述べる。さらに、AIとの関連やAIの
倫理についても触れることで、これからの社会を変革するための
情報科学の在り方について考える。
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自己との対話

本科目は、学生自らが自主的･自律的なキャリア開発と選択のた
めのスキル･態度を身に付けることを目的とし、チームビルディ
ング等の理論をベースに構築されたグループワークによって行わ
れる。グループで他者の自己理解に協力するプロセスを通じて、
自己理解を深めることで自身に対する自信を育む。グループワー
クの参加に対する担当教員及び学生相互による評価、そして授業
中に作成する学生生活におけるアクションプランによって、総合
的に評価する。

追手門アイデンティティ

本科目は、自校の「歴史」について理解を深め、初年次生が大学
生活を有意義に過ごすための指針を得るとともに、追手門学院に
ついて自身の言葉で説明できるようになることを目指す。授業の
前半は、明治21年以来の追手門学院の事績をたどる自校史講義、
後半は「変化する社会に出るために何が必要か」を自分なりに考
え、そのために必要な行動計画を作成することを目的とする。特
に、これまでと見方を変える、知らなかったことに気づく面白さ
を通じて、自分の将来の選択肢の幅を拡げ、将来に向けて大学生
活を自ら設計し、行動を開始する状態を目指す。また、学院発祥
の地への巡検や、自校の魅力を発信するプレゼンテーションなど
も用意されている。評価は学期末の「追手門UI検定」のほかに、
授業中の学修記録(ラーニング･ログ)や授業内の成果物、プレゼ
ンテーション、「私のアクションプラン」によって行われる。

キャリアデザイン

本科目は、ライフキャリアの観点から、自身の生き方を考え、よ
りよく生きるためのスタンスを身に付けると共に、社会人とし
て、大人としての行動規範を理解することを目的とする。人生
100年時代に生きるということは、働く時間よりも多くの時間を
自身の時間として過ごすことを意味し、その時間をどのように迎
え、生きていくのか。ワークキャリアとのかかわり方をどうとら
えるかという側面からアプローチし、多様な働き方、多様な生き
方を理解する。さらに、大人としての立ち居振る舞いなど行動規
範を習得する。

ボランティア論

本科目は、さまざまな構成要素が多種多様に存在している「ボラ
ンティア」を紐解いていく上で、重要な要素である「社会」や
「公共性」そして「自主性」等について思考を掘り下げる。ま
た、一方通行型の講義ではなくディスカッションも導入するスタ
イルで展開する。教員は受講生に話題を提供し、受講生は自分の
知識や考え方を他者に説明でき、そして、他者の考えから自分の
考え方を柔軟に展開できるようになることを目標とする。

キャリア形成プロジェクト

本科目は、実在する課題の解決に取り組むプロセスを通じて、自
身の知識･技能･適性を把握し、併せてキャリア意識をさらに深
め、進路選択へのイメージを豊富化させることを目的としてい
る。特に、職業人との直接的な関わりを授業を通じて持つことに
より、職業人をロールモデルとしたキャリア形成につなげること
もねらいとする。授業は、グループ活動も行い、企業や地方自治
体などから課題の提示をうけ、その解決策の提案とフィードバッ
クにより進められる。最後に、自身の進路選択に向けたアクショ
ンプランを完成させる。

キャリア言語

本科目は、社会人として必要な文章読解力、文章理解力の習得を
はじめとする言語運用能力の獲得を目的としている。コミュニ
ケーションのベースとなる語彙力をはじめ、論理的思考や文章読
解力などを身に付ける。さらに、それらの力を使って、ビジネス
文書を自ら作成できるようになる。なお、授業形態は講義形式で
あるが、知識の定着のため、練習問題を解くなどの学習も随時行
う。

キャリア数学

本科目は、ビジネスの現場において、数学の知識が必要となる場
面が多くあるため、社会人基礎としての必要な数学の基礎を修得
することを目標とする。実際の授業では、文字を使った処理、関
数、確率、命題などの主要分野の基礎を学習し、その後、ビジネ
ス現場でこれらの内容が実際に必要となる実践例を学んでいく。
なお、授業形態は講義形式であるが、知識の定着のため、練習問
題を解くなどの学習も随時行う。
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リーダーシップ入門

本科目は、リーダーシップに関する基本的知識を学びながら、グ
ループ活動等の実践を通じて、自らのリーダーシップを知り、効
果的なリーダーシップを発揮するためにはどうしたらよいのかに
ついて学ぶ。所属する組織･団体(部活･サークル、アルバイト、
ボランティア団体、就職先等)において、自らのリーダーシップ
を発揮し、互いを高め合う関係を築き、組織全体のパフォーマン
スを向上させることを目的とする。授業はワークを中心に展開す
る。個人ワーク、ペアワーク、グループディスカッションを組み
合せ、クラスの仲間と共に身に付ける。

ファシリテーション入門

本科目は、ファシリテーションを通じて生産的な会話や場づくり
ができる技法を身に付けるため、ワークを中心に展開する。ファ
シリテーションを効果的に行うため方法や考え方等に関する授業
を行い、個人ワーク、ペアワーク、グループワークを組み合せ、
理解を深めていく。基礎となる考え方から始まり、次に実践的な
方法論を修得し、最後に総合課題に取り組む。ディスカッション
やプレゼンテーションの場面が多数あり、クラスの仲間と共に身
に付ける。ディスカッションの楽しさ(知の生産)を知り、建設的
な討論を援助･促進する人になることを目指す。

リーダーシップ実地基礎演習

本科目は、リーダーシップを発揮するためのミッションを持って
取り組むプロジェクト型学習である。追手門学院大学が主催･認
定するリーダーシップの実践力を養うプログラムに参加する現地
研修と、そこでの経験を最大限活かすためのスキルアップ研修ま
たは事前調査を中心とした事前研修の２つのパートから構成され
ている。本授業を通じて、言語、価値観、立場、文化背景などが
異なる組織であっても、独立自彊や社会有為を体現したリーダー
の基礎力を養成することを目的としている。協力先外部機関と連
携し、グループワークを中心にした、ディスカッション、プレゼ
ンテーション、フィールドワーク等を行う。

リーダーシップゼミナール1

本科目は、リーダーシップを効果的に発揮するために必要な知
識･技能･態度の養成を目指し、講義形式の授業と演習を組み合わ
せて授業を展開する。前期は、リーダーシップに関する基礎的な
理論と多様なリーダーシップ論の講義を行い、グループワークや
ディスカッション、プレゼンテーションなどを通じて、理解を深
める。実践では、受講生が主体的に参加するセミナーまたはワー
クショップをチームで作る。得た知識を「使う」段階への発展を
目指す。コミュニケーションスキルだけではなく、他者との意思
疎通に求められるリテラシーの向上を目指し、独立自彊や社会有
為を体現したリーダーの養成を目的としている。

リーダーシップゼミナール2

本科目は、「リーダーシップゼミナール1」で学んだリーダー
シップに関する基礎の知識と実践の土台を活用し、社会有為の体
現を目指す。他者に影響を与えたり、社会に貢献したりする活動
を通じて、社会と関わり合いをもつための力を身に付ける。実践
では、プロジェクトの目的･目標が達成できるよう、学内外向け
のワークショップ等を企画、運営を行う。また、実践した活動
を、社会に発信できるよう報告書にまとめる。グループワークや
ディスカッション、プレゼンテーションなどを組み合わせて展開
する。

リーダーシップ実地発展演習

本科目は、基礎的なリーダーシップ能力を身に付けた者(「リー
ダーシップ実地基礎演習」の修了者)が、基礎演習で学んだ内容
を応用し、リーダーシップを実際に発揮する発展科目である。追
手門学院大学が主催･認定するリーダーシップの実践力を養うプ
ログラムに参加する現地研修と、そこでの経験を最大限活かすた
めのスキルアップ研修または事前調査を中心とした事前研修の２
つのパートから構成されている。本科目を通じて、言語、価値
観、立場、文化背景などが異なる組織であっても、独立自彊や社
会有為を体現した、学生リーダーとしての基礎力を養成すること
を目的としている。協力先外部機関と連携し、グループワークを
中心にした、ディスカッション、プレゼンテーション、フィール
ドワーク等を行う。

キャリア実践英語1

本科目は、海外インターンシップに関心があり、在学中に海外イ
ンターンシップに参加する意欲のある学生や、外資系企業または
海外での就労も視野に入れている学生の会話力向上を目指すこと
を目的とする。ネィティブ及びノンネイティブスピーカーなどと
の会話を通じて、初級～中級程度のビジネス会話の修得及び
ニュースを題材にディスカッションができるようになることを目
標とする。

キャリア実践英語2

本科目は、海外インターンシップに関心があり、在学中に海外イ
ンターンシップに参加する意欲のある学生や、外資系企業または
海外での就労も視野に入れている学生の会話力向上を目指すこと
を目的とする。ネィティブ及びノンネイティブスピーカーなどと
の会話を通じて、中～上級程度のビジネス会話の修得及びニュー
スを題材にディスカッションができるようになることを目標とす
る。
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プロジェクト実践Ⅰ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅱ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅲ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

プロジェクト実践Ⅳ

本科目では、プロジェクト活動を行うにあたって事前学習を受講
し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低限
の行動規範を理解する。プロジェクト活動中は指導教員の指導･
監督を受けながら主体的な活動を遂行する。活動期間中は毎日活
動日誌等を作成し、指導者からの評価･助言に基づき、自己の目
標達成に取り組む。プロジェクト活動終了後は、事後学習の受
講、報告会での発表などを行う。体験からの学びを一般化･応用
化して今後の大学での学習等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅰ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅱ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。
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インターンシップ実習Ⅲ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

インターンシップ実習Ⅳ

本科目は、主として夏期･春期休業中に、30時間以上、60時間未
満の実習参加を前提として、企業･公的機関等で、最短で１週
間、長期の場合は１年間程度までの期間内において就業体験実習
を行う。実習に向けては学内でのインターンシップ事前研修を受
講し、参加目的･目標を明確化すると同時に、社会人として最低
限の行動規範を理解する。実習中は各実習先において指導･監督
を受けながら実習を遂行するが、長期にわたるものについては大
学のコーディネーターが随時状況を確認する。実習期間中は毎日
実習日誌を作成し、実習先指導者からの評価･助言に基づき、自
己の実習目標達成に取り組む。実習終了後は、事後研修の受講、
実習報告会での発表を必須とする。体験からの学びを一般化･応
用化して今後の大学での学修等に活用できる力を習得する。

スポーツケア演習

本科目は、身体の基本構造や身体活動の理論を知り、より速く、
より強くなるためのトレーニング理論について学ぶ。さらに、こ
の理論の実践のために、ストレッチやテーピングを含めた身体ケ
アやメンテナンスケアを実技方式で学び、自分自身へのケア及び
他者へのケアができるようになることを目的とする。

交換留学Ⅰ

本科目は、高度国際職業人に求められる資質･能力の基盤となる
異文化、多文化環境下での言語運用能力の育成と多文化マネジメ
ント力の育成を目指し、本学が外国の大学等との間に結んだ交流
協定に基づき、学生を交換留学生として協定締結した大学等へ派
遣する。留学期間は原則として１学期(１セメスター)とするが、
各協定内容による。
派遣にあたっては、期待される到達目標や交換留学成果指標等を
含むミッション･ステートメントを作成し、それを実現するため
に最適化された危機管理セミナー等をはじめとする事前、事後プ
ログラム、及び留学中プログラムを策定し、学生の学習支援と学
習マネジメントを行う。

交換留学Ⅱ

本科目は、高度国際職業人に求められる資質･能力の基盤となる
異文化、多文化環境下での言語運用能力の育成と多文化マネジメ
ント力の育成を目指し、本学が外国の大学等との間に結んだ交流
協定に基づき、学生を交換留学生として協定締結した大学等へ派
遣する。留学期間は原則として１学期(１セメスター)とするが、
各協定内容による。
派遣にあたっては、期待される到達目標や交換留学成果指標等を
含むミッション･ステートメントを作成し、それを実現するため
に最適化された危機管理セミナー等をはじめとする事前、事後プ
ログラム、及び留学中プログラムを策定し、学生の学修支援と学
修マネジメントを行う。

海外セミナー

発展的な異文化コミュニケーション能力と多文化マネジメント力
を育成するために、海外での異文化体験プログラムや語学研修プ
ログラム等をはじめとする各種実習やフィールドワーク等に参加
する。海外での一定期間の生活体験等を通じて、国際的な視野を
広げると共に、自国文化に対する深い理解や自己認識を深めるな
ど、自己の成長を図る。異文化体験プログラムでは、派遣先国の
文化･社会理解のみならず、自国文化を派遣先国の言語や英語を
用いて説明･発信することができるようになることを目標として
いる。海外セミナーでは、事前･事後研修に加え、海外での実
習、文化体験、フィールドワークやプロジェクトワーク等を含ん
だ約４週間のプログラムを実施する。
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短期海外セミナー

基礎的な異文化コミュニケーション能力と多文化マネジメント力
を育成するために、海外での異文化体験プログラムや語学研修プ
ログラム等をはじめとする各種実習やフィールドワーク等に参加
する。海外での一定期間の生活体験等を通じて、国際的な視野を
広げると共に、自国文化に対する理解や自己認識を深めるなど、
自己の成長を図る。異文化体験プログラムでは、派遣先国の文
化･社会理解のみならず、自国文化を派遣先国のベーシックな言
語や英語を用いて説明･発信することができるようになることを
目標としている。短期海外セミナーでは、事前･事後研修に加
え、海外での実習、文化体験、フィールドワークやプロジェクト
ワーク等を含んだ約２週間から３週間のプログラムを実施する。

海外インターンシップ

本科目は、異文化の中でのビジネス現場を経験することで、学生
のキャリア選択やキャリア形成に資することを目的としている。
参加する学生は、キャリア開発センターが実施するインターン
シップ事前研修を受け、所定の手続きを経て現地での実習に臨
む。実習参加後には事後研修と、インターンシップ参加者全員が
プレゼンテーションを行うインターンシップ実習報告会での発表
を義務付けている。

国際現地研修

本科目は、国際的視野をもった人材及び実際の国際体験を有する
人材の育成が急務となる中で、海外教育機関等での研修プログラ
ムをはじめとする異文化体験や海外生活経験等の直接体験を通じ
て、異文化理解を深めることを目的とする。さらに、現地での語
学研修プログラムへ参加することで異文化コミュニケーション力
を高め、異文化環境下で自らの意見を伝え、他人の考えを理解す
ることができる人材を養成する。また、研修修了後は、事後研修
プログラムに参加し、国際現地演習の成果や課題を省察的に捉
え、自己の成長を確認すると共に、今後の自己成長へ向けての発
展的な取り組み課題を認識･設定する。

グローバルキャリア論

本科目は、留学を控えた派遣･交換留学生を対象とした事前学習
のための科目である。いわゆるグローバル人材に求められる能
力･資質とは何かを考え、留学を通じてそれらを身に付けるため
に理解を深めることを目的としている。留学中に必要となる(1)
明確な目的･目標、(2)目の前に立ち起こるさまざまな課題を発
見、解決に向けて行動できる力、(3)行動によって得た経験を学
びに変える振り返りの力、の３点を念頭に、異文化コミュニケー
ションにおけるポイントや自身のキャリア形成の背景となる社会
情勢などについても学ぶ。将来にわたって広く国際舞台で活躍す
るためのキャリア戦略を考える。
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本科目は、理工学を専門とする学生が必ず身に付けるべき俯瞰的
視座と自然や社会に向かうシステム思考を、科学史、科学的思考
法を基礎に、数学、機械工学、電気電子工学、情報工学の各分野
の成り立ち、技術、社会での役割の理解から学習する。
（オムニバス方式　全13回）

（①　佐藤　宏介／5回）
各分野についての学びに先立ち、古代から現代に至るまでの科学
の歴史を学び、現代科学の課題と今後の未来社会との関係を紹介
する。次に、批判的思考の基本原則と技術を学び、論理的かつ効
果的な思考を促進するためのクリティカルシンキングの基本と、
科学的探究の歴史的背景と哲学的基礎をベースとした科学的方法
を紹介する。さらに、地球温暖化対策にかかる理工学がなすべき
貢献の理解のため、地球変動にかかる科学的基礎、とその影響、
そしてこれに対処するための温室効果ガス排出の削減、再生可能
エネルギー、持続可能な都市計画等について国際的な取り組みと
関連させて解説する。
第13回においては、システム思考の基本原則とフレームワークを
紹介し、理工学要素と人間的要素が絡み合う複雑な物理世界を分
析し、理解するためのスキルを学び、本科目の総括として理工学
だけでなく異なる分野の問題に対しても統合的な視点を持つこと
の重要性について学ぶ。
（②　寶珍　輝尚／1回）
情報工学の領域（計算機科学、ソフトウェア工学、情報システム
学など）について学んだうえで、情報工学とは何か、情報工学の
目指すものは何かについて学ぶ。
（3　駒谷　昇一／1回）
炊飯器やエアコン、電気の送電、列車の運行、人工心肺装置な
ど、私たちの生活や企業は情報システムにより支えられている。
このため、情報システムが障害で停止すると、生活や企業活動に
大きなダメージが生じる。また、情報技術を使いこなせるかどう
かで、経済的な格差が生じており、この問題をどう考えるのか。
情報技術を悪用した犯罪、生成AIなど新しい情報技術が、私たち
の生活や企業活動にどう影響を与えているのか、情報技術が社会
に与える影響について学ぶ。
（17　田中　敏嗣／1回）
機械工学は、ものづくりを通じて豊かで健康な人間社会の構築に
貢献してきた。ここでは、機械工学と、それが人間社会の発展に
果たしてきた役割について概観するとともに、流体工学分野を中
心とした課題について紹介する。
（18　須賀　一彦／1回）
機械工学は、エネルギーを動力に変換する技術を論ずる。した
がって、機械工学は人類の最重要課題になってきた地球温暖化問
題に大きくかかわっている。このエネルギー問題の原因とその解
決手段における、機械工学の役割を解説する。
（19　小原　敦美／1回）
基盤共通科目として学習する「微分積分学」（解析学）、「線形
代数学」が、いかに専門課程で修習する各種の理工系科目の理解
の基礎となり、さらには現代の科学・技術と社会の進展に役立っ
ているかをいくつかの例をあげながら紹介し、学習意欲を高めて
もらいたい。
（20　盛田　健彦／1回）
数学の歴史において重要な結果を残した数学者たちと彼らが生き
た時代の学術的、社会的背景とその後に与えた影響について解説
する。
（21　片山　正昭／1回）
電気電子工学分野は、電気を作り、運び、それを利用するあらゆ
る技術を包含する。授業では、電気電子工学の発展の歴史、持続
可能社会実現に果す役割、通信やロボット制御などのシステム分
野での最新の話題などを紹介する。また大学初年次で学ぶ数学や
基礎学理が、どのように実際の研究に用いられるのかも紹介す
る。
（22　上田　良夫／1回）
現代社会において、電気・エネルギー技術は産業や生活を支える
基幹技術であるが、一方エネルギー消費は地球環境問題とも密接
に関連している。この回では、将来の持続的社会を構築するため
の電気・エネルギー技術の展望を述べる。
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データサイエンス基礎

本科目は、　「データサイエンス」という概念に初めて触れる受
講生向けにリテラシーレベルの数理・データサイエンス・AI教育
を行い，データ・AIの利活用に役立つ基本的な知識とスキルを習
得することを目的として、「数理・データサイエンス・AI教育プ
ログラム」リテラシーレベルの標準カリキュラムに基づき，社会
におけるデータ・AIの利活用（「導入」に相当），表計算ソフト
を用いたデータリテラシー(「基礎」)，データ・AI利用における
留意事項（「心得」）を学び，データサイエンスの基礎知識と技
法を理解する。

基礎物理学

本科目は、物理学のうち、力と物体の運動、電気と磁気、音と光
の諸現象を学ぶことを目的とする。具体的には、①直線運動にお
ける加速度、速度、位置を、回転運動における角加速度・角速
度・角度について微分・積分を用いて算出。②力のつりあい、エ
ネルギー保存則についての学習。③電気回路に関して抵抗やコン
デンサの並列・直列の合成、コンデンサの電気容量、フレミング
の法則とレンツの法則を用いた電磁力や起電力を算出。④ドップ
ラー現象、光の干渉についての学習の４項目について学ぶ。

基礎物理学実験

本科目は、物理実験に対する心構え、測定器具の扱い方、データ
の解析の仕方、誤差の求め方、実験ノートの取り方、グラフの書
き方、レポートの書き方、プレゼンテーションの基礎など、物理
実験及び結果を発表する際の基本となる技術を習得するととも
に、実験結果の原因となる物理現象を理解することを目的とし
て、重力加速度の大きさ、金属のヤング率、水の粘性係数、金属
棒の熱膨張係数、電気抵抗、コイルのインピーダンスとインダク
タンス、熱電対の起電力、光の干渉と波長といった基本的な物理
現象を測定する各種実験を行い、内容や結果をレポートにまとめ
報告する。また、プレゼンテーション形式で発表する。
（オムニバス方式・一部共同　全26回）

（25　土井　正好／10回）
第1回～第6回までは各種物理実験を始める前に、各種物理実験の
全体像を説明する。また、実験で得られたデータの取り扱い法
と、実験レポートの書き方を学習する。事後学習において授業で
習得した内容についてレポートを作成し提出する。第23回～第26
回では第7回～22回の各種実験結果について、レポートにまとめ
たうえで、考察をプレゼンテーションする。
（26　高見　剛、27　尹　己烈、28　桒島　史欣、43　宮澤　知
孝、44　柳澤　憲史、45　井上　亮太郎、46　門脇　廉、、63
武田　真和、64　野中　俊宏、70　齋藤　理／16回）
重力加速度の大きさ、金属のヤング率、水の粘性係数、金属棒の
熱膨張係数、電気抵抗、コイルのインピーダンスとインダクタン
ス、熱電対の起電力、光の干渉と波長といった基本的な物理現象
を測定する各種実験を行い、内容や結果をレポートにまとめ報告
する。

本科目の実験部分の実施にあたって、学生を10グループに分けた
うえ、各グループに教員1名が実験を補助・指導する。2回の授業
につき1実験テーマを取扱い、各実験の事後学習において実験レ
ポートを作成し提出する。

オムニバス方式
一部共同

実験・実習　28時間
講義　17.5時間

入門統計学

本科目は、推定と検定の基本的な考え方を学ぶ。データを有効に
分析・処理して、有益な行動指針を見出すためには、統計学は有
効な学問である。パソコンの発達によって数量的データの処理は
簡単にできるようになった。しかし、パソコンで利用できる統計
ソフトは統計学を前提としているので、統計学の考え方や手続き
を理解することは不可欠である。本授業では、統計学の基本を理
解し、統計ソフト等を用いてデータ分析が行えるようにする。そ
のために、時には、Excelなどを使って実践し統計学の理解を深
める。

微分積分学Ⅰ

本科目は、理工系分野に必須の微分積分学の基礎のうち1変数関
数に関する内容を扱う。高校で学習した微分積分を基礎として、
より厳密で高度なものを学習する。前半では実数の性質から数列
や関数の極限について厳密に論じ、深化した微分法を学習する。
後半では定積分を厳密に定義するほか、有理関数などの原始関数
を求める手順、微分積分学の基本定理による定積分の計算理論に
加え、広義積分の基礎理論と技法を学習する。
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微分積分学Ⅱ

本科目は、「微分積分Ⅰ」で修得した知識と技能を前提として、
多変数(おもに2変数)関数に関する内容を扱う。前半では多変数
の関数の極限と連続性について準備したのち、微分法の基本を学
習し、応用として多変数関数の極値問題や条件付き極値問題を扱
う。後半では重積分を厳密に定義したのち、積分を用いた面積や
体積の定義や性質について学ぶ。さらに、累次積分、変数変換と
いった計算技巧に進み、最後に、重積分の広義積分を学習する。

微分積分学演習Ⅰ

本科目は、微分積分学の基礎演習のうち、とくに1変数関数に関
する演習を扱う。高校で学習した微分積分を基礎として、より厳
密で高度な問題による演習を行う。前半では、実数の性質から始
め、数列や関数の極限を用いた微分法の問題の厳密な扱い方に関
する演習を行う。後半では、定積分の計算、有理関数などの原始
関数を求める手順、微分積分学の基本定理による積分の計算理論
に加え、広義積分などの基礎理論と技法を習得するための演習を
行う。

微分積分学演習Ⅱ

本科目は、微分積分学の基礎演習のうち、とくに多変数(おもに2
変数)関数に関する演習を扱う。前半では多変数の関数の極限と
連続性についての問題を扱い微分法の基本を学習し、応用として
多変数関数の極値問題や条件付き極値問題に関する演習を行う。
後半では重積分の定義と基本性質に加え、面積や体積の定義や性
質についての基本的問題を扱った後に、累次積分、変数変換、重
積分の広義積分などの基礎理論と計算技法を習得するための演習
を行う。

線形代数学Ⅰ

本科目は、理工系分野に必須の線形代数学の基礎のうち、とくに
行列とベクトルに関する内容を扱う。最初に、行列やベクトルと
その演算について定義と基本的性質を学習し、平面や空間ベクト
ルや1次変換との関わりを見ておく。その後、行列の基本変形を
導入して、連立1次方程式の解法や正方行列の正則性の判定およ
び逆行列の計算法を学習する。最後に、置換を導入して行列式を
定義し、その基本的性質を用いた計算法とそれに関連した事項を
学習する。

線形代数学Ⅱ

本科目は、「線形代数学Ⅰ」で修得した知識と技能を前提とし
て、ベクトル空間と線形写像に関する内容を扱う。ベクトル空間
とその部分空間の定義と例に続いてベクトルの1次独立性を導入
し、ベクトル空間の基底と次元について学習する。その後、線形
写像について表現行列および核や像とそれらの次元に関する基礎
事項について準備し、線形変換の固有値と固有ベクトルを扱う。
最後に，行列の対角化可能性に関連する事項について学習する。

線形代数学演習Ⅰ

本科目は、線形代数学の基礎演習のうち、とくに行列とベクトル
に関する演習を行う。行列やベクトルの演算の定義と基本的性質
に関する演習を行った後、平面や空間ベクトルや1次変換につい
ての演習を行う。その後、行列の基本変形を用いた連立1次方程
式の解法や正方行列の正則性の判定、および逆行列の計算法に関
する演習へと進む。続いて、置換と行列式の定義と基本的性質を
用いた計算法に関連する演習を行って、最後に総合的な問題を扱
う。

線形代数学演習Ⅱ

本科目は、線形代数学の基礎演習のうち、とくにベクトル空間と
線形写像に関する演習を扱う。ベクトル空間とその部分空間の定
義と例に関する演習に続いて、ベクトルの1次独立性、ベクトル
空間の基底と次元についての演習へと進む。その後、線形写像に
ついて表現行列および核や像とそれらの次元に関する演習をへ
て、線形変換の固有値と固有ベクトルに関係する基本的問題を扱
い、最後に行列の対角化可能性に関する演習や総合問題の演習を
行う。

プログラミングⅠ

本科目は、Pythonに初めて触れる受講生向けに、Pythonとそれを
取り巻く環境(Pythonエコシステム)の多様性、Pythonスクリプト
の作成方法、デバッグ手法、基本文法（データ型、条件分岐、
ループ等）、モジュール・オブジェクト・クラスの概念をプログ
ラミング演習を通じて習得することを第一の目的とする。その応
用として、理工系、特にデータサイエンスでは必要となる
NumPy、SciPy、 matplotlib、 Pandas等の代表的なモジュールの
使い方を具体的なスクリプト例を動作・改変させながら理解し、
自力で便利なツールを構築できるデータサイエンティストとして
の基礎教養力を育成する。

演習　14時間
講義　8.75時間

プログラミングⅡ

本科目は、C言語について学ぶことで、基本的な文法事項を理解
し、他者のプログラムが解読でき、自身でも簡単なプログラムが
記述・実行ができるよう、初学者でも知識・技術が十分に習得で
きることを目的としている。C言語は、1970年代に誕生した、世
界で最も普及しているプログラミング言語のひとつである。ま
た、汎用言語とも呼ばれ、理工学領域のどの分野においても広い
使途に用いられており、本科目ではその導入部分について学ぶ。

演習　17.5時間
講義　5.25時間
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プログラミングⅢ

本科目は、C言語の発展的な文法事項を理解し、他者のプログラ
ムが解読でき、自身でもやや高度なプログラムが記述・実行がで
きるよう、知識・技術が十分に習得できることを目的としてい
る。C言語の中でも、後の世代の各種言語に大きく影響を与え
た、ポインタ・関数・構造体・ファイル処理の各要素技術につい
て、その考え方や動作原理を学ぶとともに、課題を通じて具体的
なプログラム作成能力を向上できるよう、個別要素技術の理解を
深めていく。

演習　19.25時間
講義 3.5時間

科学技術史

本科目は、西欧を中心として16～17世紀に生まれた近代科学とそ
の発展が現代の科学技術の基盤となるにいたった歴史について習
得することを目的とする。具体的には、最初に西欧の近代科学誕
生とその後諸産業と強く結びついて発展した歴史を概観したの
ち、日本ではどのような過程を経て近代科学との接点をもち、関
係を強めながら経済的発展を遂げていくのかについて、19世紀後
半以降の日本の歴史を振り返りながら考察する。

科学技術英語

本科目では、理工系学生の専門知識を活かしながら、専門分野で
必要な英語コミュニケーションの種類やそれらのパターンと特徴
について、コンピュータ・プログラムを用いて分析し、その分析
を英語コミュニケーションの発信に応用する学習方法を提案す
る。近年ますます必要とされる英語コミュニケーションの分析か
ら応用までの一連の学習と演習を通じて、自らの研究について国
際社会で発信できること、また、自律的な学習者として英語力を
向上させることを授業の目的とする。

知的財産論

本科目では、研究者や技術者などイノベーションに関わる者に
とって世界共通の基本的な競争ルールである知的財産、知的財産
権にまつわる制度について、歴史的な経緯や制度の変遷を踏まえ
て、その現代的意義を解説するとともに、 情報経済の主要な資
産となる知的財産と、情報社会を支える知的財産権制度について
マクロ的観点から理解を深める。ソフトウェア特許やデジタル著
作権等の重要事項、それらを取り巻くさまざまな事項についても
考察する。

技術者倫理

本科目は、(1)倫理及び倫理学の性格を確認する。（2）技術の特
性と意義を確認する。の上二点に基づき、技術者倫理の概要を押
さえる。具体的には、技術者倫理の根幹は、責任（説明責任）で
あること、また社会上の規範遵守の義務（いわゆるコンプライア
ンス）であることについて学ぶ。これら技術者倫理が目指すの
は、総じて公益性の担保にあるため、公益通報（内部告発）を例
として、問題を具体的に考察する。

文献講読

本科目は、理学・工学の諸分野のテーマを扱った英文の学術論文
の読み方と読解の基礎について学び、専門用語や表現に触れ、読
解力を身に付けることを目的とする。理学及び工学分野の研究論
文をテキストに用い、読み方の基本的スキルを教授する。受講生
は、テキストの読解を通して、理学および工学分野の研究論文の
構成、作法、背景となる知識等を学ぶ。授業の進め方として、3
～4名程度のグループを組んで担当章を決め、担当章に関する内
容を日本語でプレゼンテーションする。その後、履修者全員でプ
レゼンテーションに対する質疑応答や討論を行う。

理工学プロジェクト

本科目は、社会で求められる問題発見解決ができる人材となるた
めの基礎を習得することをテーマとする。社会で生成AIの活用が
進むなか、新たな製品やサービスを提案し、企画・設計できる人
材が求められている。この授業では、最新の技術がどのような新
たなビジネスを創出しているのかを学び、最新技術を活用した新
たな製品やサービスを企画デザインする方法と、プロジェクトマ
ネジメントの方法を学ぶ。授業と並行して、グループで企画提案
書を作成し発表会で発表する。
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本科目は、まず、情報工学のエキスパートとしての道を歩み始め
る際に、情報工学の全体像、社会における情報工学の役割の概
要、情報工学の歴史、ならびに、情報工学における見方や考え方
の概要を学習する。次に、情報工学の各分野の技術、社会での役
割、物事の捉え方、考え方や将来について学習する。
（オムニバス方式　全13回）

（①　佐藤　宏介／2回）
通信によって複数の要素間で情報交換が行われることで情報シス
テムが構築される。ノイズを含む環境下で如何にシステムとして
統合し、制御するのかについて、情報量の重要性について学ぶ。
（②　寶珍　輝尚／2回）：
情報工学の概要、情報工学での学習内容、情報工学の歴史、魅力
や進路について学ぶ。また、データを管理するためのデータベー
スの概要と、その応用として異種メディアデータの相互検索につ
いて学ぶ。
（3　駒谷　昇一／2回）
情報システム学およびソフトウェア工学の基本的な概念について
理解する。情報システムの開発プロセス、プロジェクトマネジメ
ント、ソフトウェアの品質とは何でどう評価するか、について学
ぶ。
（③　宮本　行庸／1回）
人工知能（AI）における各研究分野の基本的な概念について理解
する。また、近年のAI研究を基に、各分野の要素技術や社会応用
について学ぶ。
（④　上野　衆太／2回）
情報通信ネットワークの全体像と基本的な仕組みについて学び、
情報セキュリティに必要な対策について考える。
（⑤　山口　一章／1回）
いくつかの基本的なデータ構造やアルゴリズムとその仕組みにつ
いて学ぶ。また、計算の効率とその評価法、計算可能性、計算モ
デルと計算困難性についても学ぶ。
（7　高橋　英之／1回）
人間と共生し、ウェルビーイングを向上させるロボットやアバ
ターのデザインについて、ハードウェア、ソフトウェア、ヒュー
マンインタラクションなどの観点から概説を行う。
（⑥　辻　広生／1回）
人間の視覚と同様の機能をコンピュータで実現することを目指す
研究分野であるコンピュータビジョンにおける専門知識とその産
業、社会応用について学び、この分野の工学的意義を理解する。
（⑦　遅　蘇琳／1回）
情報工学における情報伝達について、情報伝達の仕組みや歴史に
ついて説明し、それに対して検討を加えた後、情報伝達の位置づ
けを理解する。

情報処理Ⅰ ○

本科目は、シェルを理解し、シェルを用いた情報処理方法を習得
することをテーマとする。まず、コンピュータ利用者にオペレー
ティングシステムの機能を簡便に利用できるようにしているシェ
ルについて学ぶ。ここでは、ファイル管理、ヒストリ、標準入出
力、リダイレクト、パイプ、プロセス管理、ジョブ管理、ならび
に、正規表現等について、PowerShellを使用して学習する。次
に、コマンドを使用して簡易なプログラムを書くことができる
シェルスクリプトについて学習する。変数、演算子や制御構文に
加えて、文字列操作や関数等について学習する。

主要授業科目

演習　14時間
講義　8.75時間

プログラミングⅣ ○

本科目は、C言語のより高度な文法事項を理解し、他者のプログ
ラムが解読でき、自身でも高度なプログラムが記述・実行ができ
るよう、知識・技術が十分に習得できることを目的としている。
先行科目にて修得したC言語の基本文法事項を元に、よりハード
ウェア寄りのメモリ管理技術について学ぶ。また、データベー
ス・GUI・Webと連携し、課題を通じて具体的なアプリケーション
開発能力を向上できるよう、個別要素技術の理解を深めていく。

主要授業科目

演習　19.25時間
講義　3.5時間

情報理論 ○

本科目は、情報工学の初学者が今後、情報工学の諸専門科目を学
ぶにあたって必要となる、情報の表現、伝送、処理、符号化等に
関連する数学的な理論を学び、「情報」の科学的な扱いに関する
理論知識と設計技能の基礎を提供する科目である。本科目で習得
した情報理論の基本的な概念と原理は、データ通信工学、信号処
理、データ圧縮、人工知能等のほとんどの情報工学諸分野の基盤
となっており、この科目は情報工学で取り扱う様々なシステムを
数学的に分析する思考法を涵養する役割を果たす。

主要授業科目

主要授業科目

オムニバス方式

情報工学概論 ○
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データ構造とアルゴリズム ○

本科目のテーマは、データ構造とアルゴリズムの基礎と計算量の
理解である。製造業や輸送業、金融業などの産業では、利益最大
化やコスト最小化といった数学的な問題が数多く存在する。これ
らの問題を計算機に解かせるには、問題の構成要素をグラフなど
の数学的構造により表現した上で、それらの入力に対する効率的
に処理できるデータ構造を選び、さらに、問題の目的に合ったア
ルゴリズムを選ぶ必要がある。本授業では、解くべき問題の本質
を把握し、適切なデータ構造とアルゴリズムを選んでプログラム
を設計する方法を学ぶ。また、問題の最悪計算量を見積もり、効
率性を評価する方法を学ぶ。

主要授業科目

論理回路 ○

本科目は、コンピュータや情報システムを構成するデジタル回路
の基礎知識や設計技法を習得することをテーマとして、計算機に
おける数の表現や演算の方法を理解し、論理関数による演算の実
現方法を学ぶ。まず、計算機の内部での数値の表現方法と論理回
路の構成要素である論理ゲートの仕組みについて学ぶ。その後、
ブール代数や論理関数の標準形を学び、カルノー図を用いた論理
式の最小化を行う方法を習得する。組合せ論理回路について学
び、演算器の仕組みを学ぶ。フリップフロップとレジスタから順
序回路を構成する方法と設計法を学ぶ。最後に、よく用いられて
いる具体的な回路の例をいくつか紹介する。

主要授業科目

情報数学 ○

本科目は、情報工学に関連する数学的な基礎を学ぶ。命題論理を
用いて論理的な記述や推論の方法を習得する。集合に関する帰納
的定義について学んだ上で、数学的帰納法や背理法といった証明
技法について学ぶ。順列組み合わせの数え上げの方法を学び、鳩
の巣原理や包除原理を用いた証明法について学ぶ。同値関係や順
序関係、基本的な写像および写像の合成といったデータ間のつな
がりを考察する方法を学ぶ。グラフという離散的な構造を表現す
る方法と性質について学ぶ。形式言語の基礎として正規言語と有
限オートマトンの関係、計算量に関する基礎を学ぶ。

主要授業科目

演習　10.5時間
講義　12.25時間

人工知能 ○

本科目は、1950年代に誕生した比較的新しい学問分野である人工
知能（Artificial Intelligence: AI）について取り扱う。現在
は第三次AIブームの余波が残っている時代であり、日常では無意
識にAIと触れる機会も多くなってきているため、AI技術者や活用
者となれるよう、AIの各研究分野を概観し、初学者でも概要が理
解できるように進める。また、理解度の確認のため、非プログラ
ミング型AIサービスを用いて簡単な課題を行う。

主要授業科目

計算機アーキテクチャ ○

本科目は、コンピュータにおけるさまざまな要素において、優れ
た実現手法や必須の項目に関して、基本的で共通的な事項を開発
の歴史や考え方も交えて理解することを目的として、コンピュー
タのCPUやメモリを構成する基本部品である演算回路、ラッチ、
メモリなどの仕組みや、命令実行の仕組み、OSやプログラムとの
連携について学ぶ。優れた実現手法や必須の項目に関して、基本
的で共通的な事項を開発の歴史や考え方も交えて詳しく説明す
る。また、応用としてのインタラクション技術や情報提示技術に
関しても説明する。

主要授業科目

オペレーティングシステム ○

本科目は、オペレーティングシステムの機能を理解することを
テーマに、まず、オペレーティングシステム（OS）の基礎とし
て、OSの役割、OSのインタフェース、ならびに、OSの構成につい
て学習する。次に、OSの重要な原理・処理として、入出力制御、
ファイル管理、プロセス管理、メモリ管理、ならびに、CPU、メ
モリ、入出力の仮想化について学習する。さらに、実行モードや
ファイルの保護等のセキュリティ、システムの運用管理、ならび
に、スループット等のOSの性能についても学習する。

主要授業科目

コンピュータインタラクション ○

本科目は、近年、急速に自律知能化が進むコンピュータとの適切
なインタラクションの設計原理について、インタラクション科学
の基礎から、ヒューマンエージェントインタラクションや、エン
ターテインメントコンピューティング、人間とコンピュータの共
生という観点まで幅広く学ぶ。本授業においては、人間と自律知
能化が進むコンピュータとのインタラクションについて、学際的
な知見を習得することを目的とする、受講者は、情報工学、心理
学、メディア論など学際的な内容について幅広く学習し、理想的
なコンピュータインタラクションについて考察することを目的と
する。

主要授業科目
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データベース工学 ○

本科目は、まず、データベース出現の背景とデータベースの概念
について学ぶ。次に、データベースを管理するデータベース管理
システムの基本機能、ならびに、データベースにおいて重要な
データモデルについて学習する。次に、関係データベースの基礎
を理解し、関係データベースの操作・設計について実際にデータ
ベースを操作しながら学習する。また、トランザクションの概念
と特性を理解し、同時実行制御、障害回復について学ぶ。最後
に、高速検索のための索引構造を学習する。

主要授業科目

情報処理Ⅱ ○

本科目は、まず、オブジェクト指向の考え方を学び、クラス、継
承、オーバーロード、他クラスの利用を通してオブジェクト指向
プログラミングについて学ぶ。次に、グラフィカル・ユーザ・イ
ンタフェース（GUI）の実現について学び、これを通してイベン
ト駆動型プログラミングについて学ぶ。ここでは、GUIをうまく
実現するための枠組みについても学ぶ。さらに、ネットワークプ
ログラミングの基礎を習得する。最後に、これらを総合したプロ
グラム課題に取り組む。

主要授業科目

演習　14時間
講義　8.75時間

情報デバイス ○

本科目は、情報デバイスの構成に不可欠なハードウェアをデジタ
ル回路とその電子回路実現を学ぶ。情報システムは多様な情報デ
バイスから成り立っており、これらのデバイスの基本的な動作と
構造の理解は不可欠である。そのため、基本論理回路やその組合
せによるフリップフロップ、カウンタといったモジュール回路の
動作を学ぶ。次に、2進数の四則演算回路の構成、論理代数およ
び状態遷移図を使用したデジタル回路の論理設計法を習得する。
トランジスタを基にしたデジタル回路や記憶回路、集積回路の理
解を深め、情報デバイスの理論的背景と実装技術との関連付けか
ら、ハードウェアの観点から実践的な情報システムを評価できる
視座を養う。

主要授業科目

R言語プログラミング ○

本科目は、R言語プログラミングのスキルを習得する。R言語は統
計解析で用いられるプログラミング言語である。本授業は前半と
後半から構成される。前半（１回〜８回）では、RStudioと呼ば
れるR言語のための開発環境を用いた演習を通じて、R言語の基本
的な事項を理解しその操作方法を習得する。後半（９回〜13回）
では分析で使用されるパッケージと呼ばれるデータや関数をまと
めたものについて理解し演習を通じてその操作方法を習得する。
特に、tidyverseと呼ばれるパッケージ集に含まれるパッケージ
を用いたデータの操作方法を習得する。

主要授業科目

演習　14時間
講義　8.75時間

情報通信ネットワーク ○

本科目は、情報通信ネットワークについて基礎的な技術体系から
多様な最先端技術までを幅広く学ぶ。高度情報社会を支えるネッ
トワーク通信を実現する基礎技術と技術的特徴について、無線通
信および有線通信の伝送技術や、プロトコル階層の原理や特徴に
ついて講義する。さらに、WEBや電子メールなどの基本的なアプ
リケーションに加えて、クラウドサービスやブロックチェーンに
ついても講義する。これにより、ネットワーク技術の根幹を成す
要素技術や、将来の変化の方向性についての知識を習得する。

主要授業科目

情報セキュリティ ○

本科目は、大切な情報資産を守るために、情報セキュリティにつ
いての知識を深める。社会の基盤となっている高度な情報システ
ムに対し、安心・安全な情報システムの社会実装が求められてい
る。本授業では、情報セキュリティの概要と、情報セキュリティ
を理解するための技術的体系について講義する。さらに、サイ
バー攻撃と防御，リスクマネジメントやセキュア設計，個人情報
保護，IoTセキュリティなどについて講義する。これにより、セ
キュアネットワークを受講するための素養を養う。

主要授業科目

デジタルメディア処理 ○

本科目は、画像、音声、テキスト等の異なる種類のメディアデー
タの処理技術を俯瞰的に学ぶ。まずマルチメディアの基本概念と
各種メディアのデータ表現方法の理解から始め、次に画像や音声
の圧縮、変換、編集などの基本的な処理技術を、各技術の利点や
限界とを合わせて学ぶ。これらの要素技術を組み合わせて、マル
チメディア情報システムの設計と実装に関する知識を習得し、現
実世界の問題に対してマルチメディア技術を適切に評価し適用で
きる能力を身に付ける。

主要授業科目
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信号処理 ○

本科目は、アナログ信号をディジタル信号に変換し、各種の処理
を行い、アナログ信号に再変換するデジタル信号処理の基礎につ
いて理解することを目的とする。まず、信号処理の概要を学んだ
後、アナログ信号処理の基本的手法であるフーリエ変換、ラプラ
ス変換、ならびに、デジタル信号処理の基本的手法であるz変
換、離散フーリエ変換について学習する。次に、これらの基本的
手法に基づいてディジタル信号処理システムについて学習する。
畳み込み、離散時間システムの安定性、高速フーリエ変換につい
て学習する。その後、デジタル信号処理技術として、フィルタ、
適応的信号処理等について学習する。

主要授業科目

自然言語処理 ○

本科目では自然言語処理について学習する。自然言語処理とは日
本語などの自然言語のテキストをコンピュータで処理する手法や
技術のことである。本授業は前半と後半から構成される。前半
（１〜８回）では自然言語処理の基礎的な用語および内容につい
て学習する。特に、形態素解析・構文解析・意味解析といった事
項を扱う。後半（９〜13回）では言語モデルの発展を学ぶ。特
に、word2vec以降のRNNやAttentionといった事項を理解しなが
ら、近年の大規模言語モデルの発展まで学ぶ。

主要授業科目

ヒューマンインタフェース ○

本科目は、インタフェースの種類ごとに、その基礎と変遷、活用
事例についてグループディスカッションなども交えながら学ぶ。
また人間の認知特性について、関連する心理学や人間工学の知見
も学ぶことで、人間中心設計インタフェースデザインの基礎の習
得を目指す。まずインタフェースの発展と現状について概説を行
う。その上で、人間の知覚特性（例：視線運動、多感覚情報処
理）や認知特性（例：アフォーダンス、ヒューリスティック）に
ついて習得し、CUIやGUIなどの基礎的なインタフェースから、
バーチャルリアリティやブレインマシンインタフェースなど最先
端のインタフェースについても同時に学ぶ。

主要授業科目

ソフトウェア工学 ○

本科目は、システム開発の手順や段取りを学び、そのマネジメン
トができるようになることをテーマとして、前半ではエンタープ
ライズ系情報システムの企画設計から開発までの進め方(開発モ
デル)と、要求分析、要件定義、プログラム開発、テスト、運用
の各工程の目的や作業内容を学ぶ。企画設計工程や製造など各工
程において、ソフトウェアの品質をどのように作り込むのかを学
ぶ。後半では、情報システムの開発におけるプロジェクトマネジ
メントについて学ぶ。EVMによるコストと成果物の進捗状況の管
理、リスク管理、ステークホルダ管理など、企業での実例を交え
ながら学ぶ。

主要授業科目

情報工学演習Ⅰ ○

本科目は、情報システムが私たちの生活インフラとなり、ビジネ
スを支えていることを踏まえて、生活を支える情報システム、ビ
ジネスにおけるDXへの取り組み事例などを学ぶことで、社会やビ
ジネスと情報システムとの関連を理解する。具体的に、POSシス
テムやCRMシステム（ポイントカード）を例に、情報システムと
ビジネスの進化について学ぶ。企画設計力については、デザイン
思考に基づき、ペルソナを意識して設計することなどを学ぶ。ま
た、授業と並行して行うグループワークで、社会やビジネスに
とって役立つ情報システムの企画デザインを行い、発表会を実施
する。

主要授業科目

情報工学演習Ⅱ ○

本科目は、実際に情報システムを構築することで、ビジネスにお
ける課題を明確にし、それをITの活用やDXにより課題解決する方
法を実践的に学ぶ。ＤＸの推進や情報システムの構築において、
情報処理技術者にはITだけではなく、お客様の経営課題やビジネ
ス課題に向き合うマインドも求められるため、演習を通じてそれ
らも修得する。ビジネスにおける経営課題を分析し、企画提案を
行い、その課題解決のための情報システムを構築する。授業と並
行して行うグループワークで、ビジネスにとって役立つ情報シス
テムの企画デザインを行い、情報システムを構築し、その発表会
を実施する。

主要授業科目
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コンピュータグラフィックス

本科目は、情報処理の基幹知識を統合し、2D/3Dグラフィックス
を基本から実践的な応用レベルまでを幅広く取り扱う。3次元対
象の撮影原理に基づき3次元物体とカメラ撮像の数学モデルか
ら、光源照明モデルと物体反射モデル、テクスチャ表現、画素の
レンダリング処理までに至るコンピュータグラフィックス全体の
手続きと内部データの流れ、各段階の具体の処理手法を学ぶ。次
にアニメーションの原理や物理シミュレーションとの関係を学
び、これらを実践的な三次元CGグラフィクス統合環境Unityの手
続きとしてプログラム記述できる能力を身に付ける。

演習　7時間
講義　15.75時間

画像・音声・情報処理

本科目は、デジタルメディア処理の最先端技術の多くは高度な数
学的背景に基づいて設計されており、それらの技術を習得し、活
用する際に必要となる、音声・画像データの変換と雑音除去、そ
して認識するための基礎的なアルゴリズムを具体的なソースコー
ドに対応付けながら学ぶ。音声や画像等のパターン情報は、時間
周波数や空間周波数等の他の数学的表現で取り扱うことが問題解
決に繋がるため、音声処理と画像処理の共通性を意識しながら、
その数学的処理の知識と技能の習得を目指す。

演習　10.5時間
講義　12.25時間

セキュアネットワーク

本科目は、ネットワークセキュリティについてプログラミングを
通して実践的に学ぶ。情報通信ネットワークと情報セキュリティ
を履修した後に、ネットワークセキュリティについてプログラミ
ングによる実装を交えながら実践的に講義する。セキュリティ対
策のスキルを身に付けるには、様々なサイバー攻撃の攻撃手法や
ネットワークセキュリティの脆弱性を理解することが必要であ
り、対抗するセキュリティ技術の安全性について具体的に検証す
ることで、素養を確かなものにする。

組込みシステム

本科目は、組込みシステムの基礎および応用を学び実践的な開発
技術を習得することをテーマとする。組込みシステムはスマート
フォン、自動車、家電等のあらゆる場面に使われていて現代社会
において必要不可欠な存在となっており、この分野の技術者は
ハードウェアとソフトウェアの幅広い知識をもつことが望まれ
る。本授業では組込みシステムの理解に幅広い領域の知識が必要
となることを考慮しこれらの領域を効果的に習得してその理解を
深められるよう組込みシステム技術を網羅的かつ体系的に講術す
る。

確率・統計

本科目を履修することにより、データサイエンス関係の科目を履
修するのに必要な数学の基礎知識を習得することができる。
本科目は、確率・統計の基本的な概念と方法に焦点を当てる。初
回では確率の基本原理を学び、独立性や条件付き確率についての
理解を深める。そして、離散確率変数、連続確率変数、多変量確
率変数の概念について学び、それぞれの分布関数や密度関数を理
解する。さらに、確率変数の平均や積率母関数に焦点を当て、さ
まざまな確率分布（ベルヌーイ試行、二項分布、多項分布、ポ
アッソン分布等）について詳細に学ぶ。後半では、正規分布と多
変量正規分布を中心に、これらの概念を利用したシミュレーショ
ン技術について学習する。本コースを通じて、確率統計の基本的
知識と技術を習得し、これらの概念を実際の問題解決に適用する
能力を育む。

オペレーションズ・リサーチ

本科目を履修することにより、情報工学科の講義においても必要
な様々な最適化問題についての知識を習得することができる。
本科目は、社会のさまざまな場面で現れる意思決定問題を数理的
に取り扱うための方法論とそれを裏付ける理論を理解し、具体的
な問題解決に活用できることを目指して、オペレーションズ・リ
サーチで扱う代表的な問題である線形計画問題、非線形計画問
題、ゲーム理論、待ち行列問題、ネットワーク最適化問題、組合
せ最適化問題、階層化意思決定法を取りあげ、具体的な現実の問
題から解決のための本質のみを取り出すモデル化、解決のための
手法とそれを裏付ける数理的理論について学ぶ。
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統計的推測Ⅰ

本科目を履修することにより、各種のデータ分析の際に必要な統
計的検定についての知識や計算手法を習得することができる。
本科目は、統計学の基本的な推測技術を学ぶものである。確率変
数の関数の分布を学んでから、大数の法則と中心極限定理を通じ
て標本分布の理解を深める。さらに、カイ二乗分布、t分布、F分
布を学び、それらの分布が点推定や区間推定にどのように利用さ
れるのかを理解する。後半においては、不偏推定量、一致推定
量、有効推定量について学び、最尤推定法を含めた推定方法の具
体的な計算手法を学ぶ。最後に、統計的検定の基本概念と、検定
統計量の求め方について学び、これらの知識を統合し、実際の
データ分析にどのように応用するかを考察する。

統計的推測Ⅱ

本本科目を履修することにより、各種のデータ分析の際に必要な
統計的検定についての知識や計算手法を習得することができる。
科目は、統計的検定の多様な手法とその応用を理解・習得する。
正規分布に基づく母数の検定、平均の差の検定、分散の比の検
定、比率の検定を通じて、統計的検定の基本的な概念や知識を習
得する。身に付けた概念や知識より、標本数や検出力について学
び、データ収集で必要となるスキルを身に付ける。さらに、適合
度検定と最小２乗法の係数の検定、最尤法で用いられる検定に焦
点をあて、演習を通じて、学んだ理論知識を具体的な事例に適用
し、統計的検定の技術を習得する。

微分方程式

本科目を履修することにより、ソフトコンピューティングや各種
信号処理において必要な微分方程式についての知識や解法を習得
することができる。
本科目は、自然現象や社会現象をモデル化すると微分方程式が現
れることが多い微分方程式の中でも常微分方程式について注目
し、基礎知識と計算技術について学ぶ。特に、微分積分学および
線形代数学の知識を基に、変数分離型の微分方程式、1階線形微
分方程式、2階線形微分方程式、連立線形微分方程式について、
初期値問題に対する解の存在と一意性などの基礎理論を理解する
とともに、求積法を中心とする微分方程式の解法について学ぶ。

数理最適化

本科目を履修することにより、情報工学科の講義においても必要
な最適化計算についての知識を習得することができる。
本科目は、前半は、数理最適化の理論を特に重要で応用でもよく
用いられる凸最適化について解説する。後半では最適化計算の基
礎的アルゴリズムや考え方を習得する。最後にパターン認識・機
械学習といったデータ解析の分野でよく用いられるサポートベク
ターマシンで、最適化の理論や計算手法への応用を述べる。内容
は数理的に明確な議論が可能な反面、抽象的にもなり易いので、
具体事例の紹介や数値例・計算例をなるべく多く交えた平易な説
明に努める。

テキストマイニング

本科目を履修することにより、ウェブ情報等の処理に必要な知識
や手法を習得することができる。
本科目は、テキストマイニングについて学ぶ。テキストマイニン
グとは膨大なテキストデータを分析・解析して有益な情報を抽出
する手法・技術の総称である。具体的には、機械学習・自然言語
処理・統計学などの手法・技術を用いてコンピュータ上で分析・
解析を行う。本授業では、特に、テキストマイニングにおける分
析手法とそれらを実行するためのPythonライブラリの使い方を学
ぶ。さらに、スクレイピングやライセンスの確認など実データで
の分析を行う際に必要となる手法や事項についても学習する。

機械学習Ⅰ

本科目を履修することにより、情報工学科においても重要な機械
学習の基礎知識や技法を習得することができる。
本科目は、機械学習における数理モデルの意義や、数理的・統計
的手法がどのように使用されるかを理解し、機械学習の目的や、
様々な手法の特長を理解することを目指す。機械学習とは、コン
ピュータ自身が学習により、対象とするデータの背景にある有用
なルールやパターンを発見し、カテゴリ分類や予測を行うための
方法である。本授業では、機械学習を行う上で重要な、数理モデ
ルや統計的推論、数理的手法を学び、主に教師有り学習の基本的
な考え方を理解し、様々な代表的な技法を習得する。

専
門
展
開
科
目

学
科
科
目

基本計画書－ 153 －



フーリエ解析

本科目を履修することにより、各種信号処理において必要なフー
リエ級数とフーリエ変換の基礎理論を習得することができる。
本科目は、熱方程式の解の考察に端を発するフーリエ級数とフー
リエ変換の基礎理論を学ぶ科目である。授業前半では周期関数の
フーリエ係数を計算し、与えられた関数のフーリエ級数を求め
る。そして、フーリエ級数の収束性などの理論的な側面について
も学び、フーリエ級数の微分方程式への応用やデジタルサンプリ
ングへの応用を学ぶ。後半ではフーリエ級数の理論を拡張し、
フーリエ変換を扱い、その微分方程式への応用を学ぶ。

多変量解析

本科目を履修することにより、各種の統計的なデータ分析手法を
習得することができる。
本科目は、多変量データに含まれる情報を統計的に取り出すため
の方法論とそれを裏付ける理論を理解し、具体的なデータに適用
できることを目指す。複数の値が一組となったデータには通常そ
れらの値の間に何らかの関係性が存在する。その関係性そのもの
やその関係性に基づく意味のある情報を統計的に分析するために
多変量解析が用いられる。本授業では代表的な多変量解析手法で
ある回帰分析、主成分分析、判別分析、クラスター分析を取り上
げ、それらの理論と手法、コンピュータでの利用について学ぶ。

機械学習Ⅱ

本科目を履修することにより、情報工学科においても重要な機械
学習の基礎知識や技法を習得することができる。
本科目は、機械学習における基本的概念を理解し、回帰、分類、
クラスタリング、強化学習といった手法の目的や仕組み、特徴を
把握し、目的に応じて使い分けることを目指す。「機械学習Ⅰ」
での修得した知識をもとに、より発展的な機械学習法の習得を目
指す。教師あり学習に加えて、教師なし学習や強化学習の様々な
手法を学び、特に、クラスタリング、強化学習、ベイズ最適化、
アンサンブル学習、深層学習などについての理解を深める。

深層学習

本科目を履修することにより、情報工学科においても重要な深層
学習の基礎知識や技法を習得することができる。
本科目は、ニューラルネットワークの基本から始まり、畳み込み
ニューラルネットワーク（CNN）、再帰的ニューラルネットワー
ク（RNN）、アテンション機構、そしてTransformerなど、現代の
深層学習技術の核心に至るまでの理論を詳細に学ぶ。この科目で
は、これらの技術の基礎原理、数学的背景、およびアーキテク
チャの設計について深く掘り下げる。さらに、自然言語処理、画
像認識、音声認識など、様々な分野での深層学習の実世界への応
用例を取り上げ、その効果と限界についても考察する。また、深
層学習技術の最新のトレンドや進展、将来の展望についても触
れ、学習者がこの迅速に進化する分野で最新の知識を習得できる
ようにする。

ベイズ統計学

本科目を履修することにより、データ分析において重要な手法の
一つであるベイズ推定の方法論や理論を習得することができる。
本科目は、経験や主観に基づく事前情報を利用した統計的推測法
であるベイズ推定について、その方法論とそれを裏付ける理論を
理解し、機械学習などへの利用について学ぶ。ベイズ統計では少
ないデータでもそれなりの推測が可能なうえ、さらにデータが追
加されることで推測がアップデートされる。この特徴とインター
ネット社会の発展によるビッグデータ化と相まって、ベイズ統計
の必要性が急速に高まっている。本授業は、前半に具体的なイ
メージに結びついた例を用いてベイズ統計の基本的な考え方を概
観し、後半には前半で学んだ内容の理論的な裏付けについて学
ぶ。
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時系列解析

本科目を履修することにより、各種信号処理において必要な時系
列解析の手法を習得することができる。
本科目は、時間の経過順に並んだデータ（すなわち、時系列デー
タ）をトレンド要因、周期的要因（または、季節的要因）、その
他不規則要因などに統計的な手法を用いて分解することを目的と
する。時系列データを分析する主要な目的は、そのデータがどの
ようなメカニズムで生成されたかを明らかにし、その構造に基づ
いてさまざまな状況での予測を行うことである。データの変動要
因（すなわち、トレンド要因、周期的要因または季節的要因、そ
の他不規則要因）などに統計的な手法を用いて分解する方法を学
ぶ。変動の要因分解を通して、データの特性を分析したり、将来
の予測に利用する方法を学ぶ。例えば、経済予測に用いる場合に
は、GDP、外国為替レート、株価などへのデータ分析が考えられ
る。

電気電子計測

本科目を履修することにより、計算機ハードウェアやネットワー
クハードウェアの計測に必要な電気的計測法を習得することがで
きる。
本科目は、電気的計測法の基礎知識として、測定誤差やアナロ
グ・デジタル量、および電気の基礎量（電圧・電流、等）の計測
法を講義と演習を通じて理解し、さらに表面分析法の原理と具体
的な分析法（光、X線、および電子を用いた分析）について理解
することを目的とする。授業の前半では、電気的な計測を行うに
あたり必要となる知識（単位系、測定誤差およびその統計的処
理、アナログ量とデジタル量）の説明と演習、実際の電気諸量
（電圧、電流、電力、抵抗とインピーダンス、周波数と位相）の
測定法を説明する。後半では、電気・電子材料を評価するために
必要となる表面分析法の概要を説明し、光を使う分析法、X線を
使う分析法、および電子線を使う分析法の説明を行うとともに、
表面分析の基礎過程を理解するための演習を行う。

演習 5.25時間
講義 17.5時間

ロボットの機構と運動

本科目を履修することにより、プログラムの処理対象の一つであ
るロボットの機構と運動についての知識を習得することができ
る。
本科目は、ロボットに用いられる種々の技術を広く概説すること
で、受講者に「ロボット関連技術の目次」を提供する。基本的な
ロボットの構成を紹介し、ロボットのメカニズム、アクチュエー
タ、センサについてその特性や選定手法を解説する。また、主と
してアーム型ロボットを題材に、順運動学による手先位置の計算
や逆運動学による関節角度の計算、基礎的な動力学について講義
する。また、ロボットに用いられている制御手法にも触れる。

制御工学Ⅰ

本科目を履修することにより、各種信号処理の基礎となるシステ
ムの考え方や手法を習得することができる。
本科目は、機械運動や電気現象を表す多様な制御対象についてモ
デリング法とブロック線図の結合方法を理解し、インパルス応
答、ステップ応答について用語の理解と計算方法を理解すること
をテーマとする。入力に影響されて応答出力が表れる制御対象に
ついて、制御対象の応答出力を人為的に期待する目標値へ追従さ
せるには、制御対象の入出力値をリアルタイムに計測できるセン
サが必要である。そして出力と目標値との偏差を検出し、その偏
差を無くすフィードバックループを設置する。制御系への入力と
して代表的なインパルス入力やステップ入力に対する応答性の解
析方法について学習する。また、制御系設計に必要なモデリング
法について演習を4回設定する。

演習　7時間
講義 15.75時間

制御工学Ⅱ

本科目を履修することにより、各種信号処理の基礎となるシステ
ムの考え方や手法を習得することができる。
本科目は、目標値追従性および外乱抑制性、モデル誤差を有した
フィードバック制御系の設計方法を学ぶことを目的に、フィード
バック制御系安定解析結果を基にして、制御系の各種改善方法と
ＰＩ、ＰＩＤ制御系の設計方法を学習する。また、設計制御系の
定常特性を評価する。
熱制御システム、流体制御システム、プロセス制御システムの数
学モデル設計法に関する演習を3回設定する。

演習　5.25時間
講義 17.5時間
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波形処理

本科目を履修することにより、各種信号処理において必要な波形
処理の手法を習得することができる。
本科目は、音声、画像、データや雑音等の多様な波形の表現方法
と、その処理の基本を学ぶ。授業では、多様な波形の各々の性質
と波形処理の影響について、時間次元と周波数次元の両方の表現
により理解を深める。さらに波形をデジタル化して数値化して波
形処理を行うデジタル信号処理の基礎も併せて学ぶ。理解を確認
し、知識の定着を図るため、毎回の小演習、及び中間・期末の総
合演習を実施する。

演習　3.5時間
講義 19.25時間

光通信

本科目を履修することにより、計算機ネットワークのデータ伝送
において不可欠な有線通信の代表である光通信に関する知識を習
得することができる。
本科目は、現代の情報化社会を支える大容量の光ファイバ通信に
関して、デバイスである光ファイバと光部品を中心に講述する。
光ファイバ中の光伝搬を幾何光学、波動光学によって説明し、光
伝送特性の説明を行う。その特性を実現するための製造技術につ
いてまた日本が世界をリードしている光ファイバの製造方法につ
いて紹介する。また、進展を続ける光通信技術の中から、デジタ
ルコヒーレント通信方式や空間多重通信光ファイバなど最近の進
展についてもふれる。
毎回授業の内容に関する課題を課す。内容が不十分である場合は
再提出を求めることがある。

無線通信システム

本科目を履修することにより、計算機ネットワークのデータ伝送
において不可欠な無線通信に関する知識を習得することができ
る。
本科目は、無線通信システムについて、情報を担う通信媒体の性
質、信号波形で情報を表現する変復調技術、限られた電波資源を
分け合うための多元接続技術について、単なる概念ではなく数式
により明確に表現できる深い理解を得ることを目的とする。授業
では、原理原則だけでなく、実社会での実用システムや将来のシ
ステムでどのような技術が使われているかにも重点を置く。理解
を確認し、知識の定着を図るため、毎回の小演習、及び中間・期
末の総合演習を実施する。

演習　3.5時間
講義 19.25時間

卒業研究Ⅰ ○

本科目は、情報工学の専門分野に関する包括的な理解を獲得し、
そこにおける思考方法やスキルを理解し身に付け、当該分野に関
する分析力・理解力を養い、各人が主体的に取り組む研究活動の
基礎を養う、少人数演習形式の科目である。
受講生が任意に設定した分野における個別テーマについて、個人
あるいはグループ単位で、文献を精読し、その内容を報告・討論
する形で進める。個別テーマの検討成果については、発表会にて
口頭報告（プレゼンテーション）する。

主要授業科目

卒業研究Ⅱ ○

本科目は、「卒業研究Ⅰ」に続いて開講される情報工学の専門分
野に関する包括的な理解を獲得し、そこにおける思考方法やスキ
ルを理解し身に付け、当該分野に関する分析力・理解力を養い、
各人が主体的に取り組む研究活動の基礎を養う、少人数演習形式
の科目である。
受講生が任意に設定した情報工学分野における個別テーマについ
て、自主的に実験・解析・設計・試作等を計画し、継続して研究
に取り組み、得られた成果に考察する形で進める。個別テーマの
検討成果については、発表会にて口頭報告（プレゼンテーショ
ン）する。

主要授業科目

卒業研究Ⅲ ○

本科目は、「卒業研究Ⅱ」に続いて開講される情報工学の専門分
野に関する包括的な理解を獲得し、そこにおける思考方法やスキ
ルを理解し身に付け、当該分野に関する分析力・理解力を養い、
各人が主体的に取り組む研究活動の基礎を養う、少人数演習形式
の科目である。
受講生が任意に設定した情報工学分野における個別テーマについ
て、自主的に実験・解析・設計・試作等を計画し、継続して研究
に取り組み、得られた成果に考察する形で進める。個別テーマの
研究成果については、卒業論文また卒業制作としてまとめるとと
もに発表会にて口頭報告（プレゼンテーション）する。

主要授業科目
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入学
定員

収容
定員

入学
定員

収容
定員

　変更の
　事由

追手門学院大学 追手門学院大学

文学部 文学部

　人文学科 220 3年次 5 890 　人文学科 220 3年次 5 890

国際学部 国際学部

　国際学科 150 3年次 5 610 　国際学科 150 3年次 5 610

心理学部 心理学部

　心理学科 220 3年次 10 900 　心理学科 220 3年次 10 900

社会学部 社会学部

　社会学科 350 3年次 7 1,414 　社会学科 350 3年次 7 1,414

法学部 法学部

　法律学科 230 - 920 　法律学科 230 - 920

経済学部　 経済学部　

　経済学科 400 3年次 10 1,620 　経済学科 400 3年次 10 1,620

経営学部 経営学部

　経営学科 443 3年次 7 1,786 　経営学科 443 3年次 7 1,786

地域創造学部 地域創造学部

　地域創造学科 230 - 920 　地域創造学科 230 - 920

理工学部

　 数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学科 30 - 120

　機械工学科 50 - 200

　電気電子工学科 50 - 200

　情報工学科 70 - 280

計 2,243 44 9,060 計 2,443 44 9,860

追手門学院大学大学院 追手門学院大学大学院

経営・経済研究科　 経営・経済研究科　

　　経営・経済専攻（M) 15 - 30 　経営・経済専攻（M) 15 - 30

　　経営・経済専攻（D) 3 - 9 　経営・経済専攻（D) 3 - 9

心理学研究科 心理学研究科

　心理学専攻（M) 25 - 50 　心理学専攻（M) 25 - 50

　心理学専攻（D) 3 - 9 　心理学専攻（D) 3 - 9

現代社会文化研究科 現代社会文化研究科

　現代社会学専攻（M) 5 - 10 　現代社会学専攻（M) 5 - 10

　国際教養学専攻（M） 5 - 10 　国際教養学専攻（M） 5 - 10

計 56 118 計 56 118

学部の設置
(認可申請)

学校法人追手門学院　設置認可等に関わる組織の移行表

令和6年度
編入学
定員

令和7年度
編入学
定員
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